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陣内秀信「地方都市と水の共生」

沖　大幹「沖大幹のスペイン・サラゴサ万博レポート」

水の文化楽習実践取材「水と持続可能な開発」

鳥越皓之「アジアと日本の水文化」

藤本　淳「ITで実現される理想社会」

今岡孝之「進化する工場の水処理思想」

池上　彰「今、必要な報道とは」

須知裕曠「水都大阪を盛り上げる水陸両用バス」

山折哲雄「共生とは何か」

大熊　孝「技術にも自治がある」

古賀邦雄　水の文化書誌「河川思想の変遷」
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１
９
９
９
年
に
開
始
し
た
﹁
ミ
ツ
カ
ン
水
の

文
化
セ
ン
タ
ー
﹂
の
活
動
も
、
本
年
で
10
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
が
今
日
ま
で
活

動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
ひ
と

え
に
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
・
ご
指
導
あ
っ
て
の

こ
と
と
、
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

当
社
は
、
文
化
元
年
︵
１
８
０
４
年
︶
創
業

の
当
初
か
ら
、
良
質
な
醸
造
酢
を
つ
く
る
た
め

に
私
設
水
道
を
敷
設
し
た
り
、
廻
船
に
よ
り
尾

張
半
田
か
ら
江
戸
の
ほ
う
ま
で
食
酢
を
運
ん
だ

り
と
、
水
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
う
し
た
﹁
水
﹂
の
恩
恵
を
受
け
、

﹁
水
﹂
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
て
き
た
企
業
と
し

て
、﹁
水
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
た
社
会
貢
献
活
動

を
行
な
う
こ
と
と
し
、
１
９
９
９
年
に
﹁
ミ
ツ

カ
ン
水
の
文
化
セ
ン
タ
ー
﹂
を
設
立
い
た
し
ま

し
た
。

人
の
営
み
の
根
源
に
は
、
常
に
﹁
水
﹂
が
関

係
し
て
お
り
、
人
は
あ
る
と
き
に
は
﹁
水
﹂
と

闘
い
、
あ
る
と
き
に
は
﹁
水
﹂
と
共
生
し
な
が

ら
、
自
ら
の
﹁
暮
ら
し
﹂
を
つ
く
り
上
げ
て
き

ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
人
と
水
と

の
か
か
わ
り
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
き
た
、

こ
う
し
た
生
活
様
式
を
﹁
水
の
文
化
﹂
と
捉
え

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
活
動

や
情
報
交
流
活
動
を
通
じ
て
﹁
水
の
大
切
さ
﹂

を
お
知
ら
せ
し
﹁
水
﹂
に
関
す
る
意
識
向
上
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
、
活
動
を
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

１
９
９
９
年
の
開
始
以
来
、
当
セ
ン
タ
ー
で

は
、﹁
人
間
生
活
の
実
に
多
く
の
事
柄
が
水
と

か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
水
の
大
切
さ
を

思
い
起
こ
し
、
大
事
な
水
に
眼
を
向
け
ま
し
ょ

う
﹂
と
申
し
上
げ
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

同
じ
よ
う
な
思
い
を
持
つ
企
業
さ
ま
や
研
究
者

の
皆
さ
ま
、
市
民
の
方
々
、
行
政
関
係
者
、
そ

し
て
特
に
若
手
の
方
々
か
ら
応
援
を
い
た
だ
く

こ
と
が
多
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
特
に
こ
の

４
〜
５
年
ほ
ど
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
方
か

ら
、
お
声
を
お
か
け
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
な

っ
て
き
た
と
、
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

水
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
こ
の
10
年
で
、
大
き

く
変
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
地
球
環
境
問
題

の
一
つ
と
し
て
、
水
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

機
会
も
増
え
、﹁
水
は
21
世
紀
の
死
命
を
制
す

る
よ
う
な
資
源
で
あ
る
﹂
と
い
う
意
識
が
、

人
々
の
間
に
浸
透
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

﹁
ミ
ツ
カ
ン
水
の
文
化
セ
ン
タ
ー
﹂
の
活
動
は
、

水
に
か
か
わ
る
生
活
意
識
調
査
、
イ
ベ
ン
ト
、

あ
る
い
は
機
関
誌
の
発
行
な
ど
、
決
し
て
派
手

な
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
着
実

に
続
け
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
数
年
の
水
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
考

え
ま
す
と
、
こ
の
よ
う
な
活
動
こ
そ
が
、
水
か

ら
恩
恵
を
受
け
続
け
て
き
た
当
社
流
の
社
会
貢

献
活
動
で
は
な
い
か
と
、
思
い
を
強
く
し
て
い

る
次
第
で
す
。

﹁
ミ
ツ
カ
ン
水
の
文
化
セ
ン
タ
ー
﹂
は
今
後
と

も
み
な
さ
ま
と
と
も
に
歩
ん
で
参
り
ま
す
。
ご

協
力
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ミツカン水の文化センター代表
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12号 特集「水道
みずみち

の当然
あたりまえ

」2002年 10月

嘉田由紀子／近い水、遠い水

神吉和夫　／近世城下町に見る水道の知恵

小林郁雄　／阪神淡路大震災　蛇口の水が止まった時

渡部一二　／郡上八幡の水縁空間

小堀　巌　／貴重な水を運ぶカナート

水みち研究会／水の文化楽習実践取材〈5〉水みちと会話する　地図の下の探検フィールド

編集部 ／水道は当然か

荒俣　宏　／私にとっての水の文化

小関由美　／紅茶の水色

古賀邦雄　／水の文化書誌〈3〉「井戸」

編集部 ／水に関する生活意識調査から

13号 特集「満水のタイ
タイランド

」2003年 2月

高谷好一　／雨期の世界単位　

柿崎一郎　／チャオプラヤー川流域の近代物流史　水辺空間の価値を変えた交通モード

中島正博　／水資源開発と保全のあいだ

スワッタナー・タダニティー／地域プランナーが語る水の国タイ　開発におけるテクノロジーと習慣の共存

アジアまち居住研究会／アジアの水辺から見えてくる水の文化 タイ中部の水辺の住いと暮らし　

森田敦郎　／コラム　コラート高原の溜池から見るタイ社会の移り変わり

編集部 ／満水のタイ写真紀行　　

編集部 ／水の文化楽習実践取材〈6〉三重県長島町と岐阜県大垣市

輪中の智恵を伝えるリスクコミュニケーション

編集部 ／水を治める力

所澤さやか／くらしのまなざし　微笑みの国タイ

古賀邦雄　／水の文化書誌〈4〉「アジアの水」

編集部 ／水にかかわる生活意識調査から　データで読む水の文化

14号 特集「京都の謎」2003年 8月

米山俊直　／盆地都市と水の文化

カッパ研究会／カッパが語る「京の水」

白幡洋三郎／盆地京都を庭園都市と見立てる　庭園は総合生活空間

樋口忠彦　／領域感覚からの発見は何を生み出すのだろう　「何を見る」というよりは「どこから見る」

浜野　潔　／歴史人口学から見た京都　水と町衆が生み出す暮らしの勢い

編集部 ／第３回世界水フォーラム報告

編集部 ／水の文化楽習実践取材〈7〉第３回世界水フォーラムを取材する「水っ子新聞」

新聞発行から学ぶこころ言葉

編集部 ／盆地都市を想像する

松井　恵　／くらしのまなざし　夏の京都水風景

古賀邦雄　／水の文化書誌〈5〉「京都の水」

15号　特集「里川の構想」2003年 10月

高橋　裕　／里川—これからの川と都市

大熊　孝　／「見試し」でつくる里川

海道清信　／英国生まれのコンパクトシティ　日本に応用すると

菅　豊　　／都市の川を現代のコモンズに

森まゆみ・陣内秀信／現代都市の「里という居住地」とは　　　　

鷲谷いづみ／生きものとヒトが川を合作する

編集部 ／水の文化楽習実践取材〈8〉佐賀　

自然と暮らしを考える研究会　川を「里川化」する水車の復元

編集部 ／里川の構想

古賀邦雄　／水の文化書誌〈6〉「里川」

編集部 ／水にかかわる生活意識調査から　データで読む水の文化

16号　特集「お茶の間
ま

力
りょく

」2004年 2月

角山　榮　／茶の社会史

熊倉功夫　／茶の湯　そのコミュニケーションの仕掛け　社交をつくる喫茶文化

佐伯順子　／遊女と客がつくるサロンの一瞬　遊ぶ芸から見る芸へ　

編集部 ／水の文化楽習実践取材〈9〉群馬県中之条町　

闘茶の神事を伝えるお茶講保存会 「遊ぶお茶」は現代の「講」

黒川光博　／菓子における伝統と革新　守るべきはもてなしの心

編集部 ／中国茶もてなされ写真紀行　

水野俊作　／消費者が緑茶に感じる価値とは　茶葉で飲むか、ドリンクで飲むか

角山　榮　／新しい人間関係とライフスタイルの行方　お茶が生み出すもてなし関係

編集部 ／お茶の間力もてなしのすすめ

古賀邦雄　／水の文化書誌〈7〉「茶」

編集部 ／里川研究掲示板　水の文化交流フォーラム2004レポート

17号　特集「雨のゆくえ」2004年 ８月

沖　大幹　／雨に思えば

倉嶋　厚　／天気予報官の前をみるこころと判断　忘れられない雨のはなし

村瀬　誠・佐藤　清・人見達雄／『都市の水循環』発刊から四半世紀を振り返る

個人下水道という発想の現在

山田吉彦　／雲が風を呼び、風が雨を連れてくる　海に生きる観天望気

石田潤一郎／屋根から雨に思いを馳せる　雨をしのぐ屋根、外に誇る屋根

登　芳久　／透水性舗装と排水性舗装はどこが違う　雨を通す道路舗装

芳賀　徹　／日常に非日常を生み出す雨の緊張感　表現される雨

編集部 ／水の文化楽習実践取材〈10〉沖縄方言普及協議会

沖縄方言で表現される天水の恵み　言葉は文化　新聞で伝える沖縄文化

編集部 ／雨はどこへいくのか

古賀邦雄　／水の文化書誌〈8〉「俳句・短歌」

編集部 ／里川研究掲示板

創刊号 1999年 1月

富山和子 ／「水の文化」とは何か

第1回『ため池文化《香川》融通の智恵』平成６年大干ばつ　何が都市を救ったか

陣内秀信・岡本哲志／『舟運を通して都市の水の文化を探る』（1）

2号 「水情報との上手なつきあい方」1999年 6月

編集部 ／情報の海に漕ぎだす前に「探す」まずは現場
フィールド

へ、でもその前に「読む」「集める」

「整理・分類する」「調べてみる」

富山和子　／「水の文化」とは何か

第2回『日本の浦島、中国の浦島』日本海・丹後半島、浦島伝説を訪ねて

3号 1999年 10月

編集部 ／「水にかかわる生活意識調査」

早川　光　／「湧き水の向こうに見えるもの」

陣内秀信　／「世界水の都」

富山和子　／「水の文化」とは何か　第3回　『有明海と《佐賀》アオ（淡水）の世界』

4号 特集「くらしと水の多様な関係」2000年 1月

編集部 ／「調査の方法」「キーワード一覧」「整理のための３つの視点」「新聞記事検索で

わかる傾向」「調査結果概要」

坂本貴昭 ／まちづくり　地域振興ツールとしての「水」

『水の力を地域づくり・まちづくりにつなげる社会実験—Ｅボート』

川藤健司 ／消えゆく水都と伝統　『木場に受け継がれる川並の心意気』

東京都下水道局／進化する下水と河川　『下水道整備の考え方』

進士五十八／水から見る遊び、教育の風景　『水景と水系、そして水辺の体験』

村瀬　誠 ／雨水利用の展開　『雨水利用の夢』

福士祐次 ／水と食文化—飲料水の変遷 『食文化としての飲料水』

5号 特集「舟運から都市の水の文化を探る」2000年 6月

陣内秀信・岡本哲志 ／「舟運から都市の水の文化を探る」中間報告

ヴェネツィア—水の都市のモデル／アマルフィ—海の門をもつ斜面都市／アム

ステルダム—運河が造る幾何学都市／蘇州—中国の水郷都市／バンコク—水

と共生する都市／瀬戸内—歴史を物語る港町ネットワーク

陣内秀信 ／コラム『“水の都市を読む”とはどういうことか』『港・運河・都市の構造を読む

には—ヴェネツィアを例に』『市場と広場—ヴェネツィアに見る』『宗教空間・

祝祭空間—都市のイメージ発信』

編集部 ／陣内チーム流　舟運からの都市の読み方

協働フィールドワークマニュアル　町を読む、動きのポイント

陣内秀信 ／水の空間の再評価—現代都市への活かし方・ミラノ

6号 特集「天然ガキをよみがえらせた大造林」2000年 11月

富山和子　／「水の文化」とは何か　第４回　天然ガキをよみがえらせた大造林パイロット・フォレスト

—荒廃した国土から日本人はいかに立ち上がったか《北海道標茶町・厚岸町》

7号 特集「水の文化楽習プログラムを考える」2001年 2月

編集部 ／水の文化楽習プログラムとは

進士五十八・赤坂信・山道省三／水との原体験を伝える環境楽習～教育と体験のあいだ
・・・

～

嘉田由紀子・小坂育子／関わりを育んだ「ホタル調査」

8号 2001年 1月

編集部 ／水の文化楽習実践取材〈1〉

こどもが動くと、地域もうごく～岡山県旭川流域ネットワーク～

陣内秀信 ／空間と水の文化～未来を創るために歴史を活かす知恵～

陣内秀信、岡本哲志（岡本哲志都市建築研究所代表）／〈舟運を通して都市の水の文化を探る〉

ヨーロッパ編—ヴェネツィアとアムステルダム　水が彩る交易都市

9号 2001年 11月

編集部 ／水の文化楽習実践取材〈2〉「漁の文化」と「海の文化」は同じもの？～

京都府海づくり少年団～

富山和子　／「水の文化」とは何か　第五回　北前船から北洋漁業へ～富山

『バイ船文化研究会』が見た大日本海時代～

10号 2002年 2月

編集部 ／水の文化楽習実践取材〈3〉かたちにならぬ「水の文化」を残すには？～

寸劇「淳史君の溜池たんけん」に見る滋賀県湖東町の楽習実験～

編集部　　／第9回世界湖沼会議レポート

アジアまち居住研究会／アジアの水辺から見えてくる水の文化

タイの首都バンコク トンブリー地区

古賀邦雄　／水の文化書誌〈1〉「雨」

11号 特集「洗うを洗う」2002年 8月

波平恵美子／水とキヨメ　きれいときたない

山折哲雄　／涙はなぜ美しいのか　風土、宗教、文明から見る水の浄化力と浄めの文化

大場　修　／風呂はハレ空間だった　現代の入浴スタイルはいつから始まったのだろう

寺田　實　／土地の文化を知らないと洗濯機は作れない　洗濯機の商品開発と消費者のライフスタイル　

藤井徹也　／白もの信仰と清潔な香り　技術者が語る洗剤の戦後文化史
編集部 ／清潔感を洗う　

松本　葉　／シャボンの香り
編集部 ／水の文化楽習実践取材〈4〉水環境ネット東北　おとなが楽しまないと子どもに伝わらない

古賀邦雄　／水の文化書誌〈2〉「雨乞い」

「水の文化」総目次
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18号　特集「排水は廃水か」2004年 11月

鳥越皓之　／排水は困った存在だ

栗田　彰　／雨水排水路が汚水を流す下水道に　江戸から東京へ流れる排水の歴史

泉　桂子　／水源涵養と林業経営をめぐる森林思想史　溜める水と使う水

中山幹康　／利用の想像が国際河川の協力関係をつくる　上下流紛争の裏にある排水と利用の構造

鬼頭秀一　／見えない技術で生きるための環境技術倫理　排除することと使いこなすこと

真勢　徹　／人間を扶養する力を持つ水効率とは　潅漑排水の効率化が必要だ

編集部 ／コラム　見て歩いて考えた八郎潟

編集部 ／水の文化楽習実践取材〈11〉流域の情報を網羅する、21年の歴史を持つ社会科副

読本　小学生は、水をどのように学んでいるのか

編集部 ／捨て去ることが、排水か　

古賀邦雄　／水の文化書誌〈9〉「下水道」

編集部 ／里川研究掲示板

19号　特集「合意の水位」2005年 2月

長坂寿久　／21世紀型合意形成のあり方　オランダモデル　

編集部 ／地球温暖化がデルタ計画に与えた衝撃　水管理国家の政策転換は話し合い

編集部 ／水管理委員会の仕事　水の地域政府

編集部 ／水の文化楽習実践取材〈12〉新潟県・亀田郷のワークショップ

土地改良区が都市化してきた時の合意形成

後藤　猛　／くらしのまなざし　オランダジョーク

編集部 ／ハーグ郊外の国営砂丘水道　砂丘はオランダのめぐみ

編集部 ／オランダＮＧＯが考える人の手　コントロールされた自然

長坂寿久　／コントロールする社会を支えるのがＮＧＯ・ＮＰＯセクター オランダモデルから見た日本

編集部 ／世間の合意形成

古賀邦雄　／水の文化書誌〈10〉「西ヨーロッパ」

編集部 ／水の文化交流フォーラム２００４レポート

編集部 ／里川研究掲示板

20号 特集「消防力の志」2005年 8月

室崎益輝　／阪神淡路大震災から10年　21世紀の都市消防を考える　

佐宗祐子　／独立行政法人消防研究所の役目　火を消す水も使い方しだい

重川希志依、小村隆史／生き残りをかけて防災センスを磨くには

編集部 ／消防署員・消防団員・女性消防団員　ベッドタウンを守る三つの消防物語　　

編集部 ／東京丸の内のサラリーマン消防団　超不燃都市の消防水利

浅田栄治　／消防車メーカーが語る消火の現場

村上陽一郎／安全は達成されると壊れ始める

神田　紅　／みずだより　江戸町火消しの心意気

編集部 ／文化をつくる　消防　　　　

編集部 ／水の文化楽習実践取材〈13〉東京都神田川ワークショップ ハザードマップをつくろう

古賀邦雄　／水の文化書誌〈11〉「火と水と」

編集部 ／里川研究掲示板

編集部 ／第11回水にかかわる生活意識調査から　消防と水

21号　特集「適当な湿気」2005年 11月

神崎宣武　／高温多湿でこそ発揮される日本の衣食住文化　湿気と仲良くするライフスタイル

辻本　誠　／涼しさを分かち合い、窓を開けるための技術 微細水滴がつくるチョット涼しい屋外環境

野沢正光　／良好な外部空間をコモンズとしてつくりだす　屋内気候とまち内気候の調和

田村照子　／一番身近な環境を整えること　衣服気候の風合い

村田孝子　／肌環境を司る化粧文化

編集部 ／水の文化楽習実践取材〈14〉神戸市水の科学博物館

水道歴史遺産を水の科学ミュージアムに

神近牧男　／省エネ温室の経験が造水技術に変化するまで　湿度の高い砂漠大気から水を絞り出す

笹岡隆次　／みずだより　湯気は見た目のご馳走です

編集部 ／文化をつくる　肌で感じる湿気

古賀邦雄　／水の文化書誌〈12〉「湿気と乾燥」

編集部 ／里川研究掲示板

22号　特集「温泉の高揚」2006年 2月

神崎宣武　／日本温泉文化史

菊川城司・板寺一洋／神奈川県温泉地学研究所　地下水としての温泉保全入門

山村順次　／住民自らが地域性を再認識して生き残る　個性ある温泉地に

今野清十郎／農民の家鳴子温泉に今も残る湯治の場

石森秀三　／ハッピネスを基準とする維持可能な感幸

編集部 ／利用する側と管理する側の総有　野沢温泉村の湯仲間と野沢組

編集部 ／水の文化楽習実践取材〈15〉長野県 野沢温泉村

地域の文化資源を伝える野沢組と道祖神祭り

野沢美季　／みずだより　女将が守る温泉宿

編集部 ／文化をつくる　温泉の効用?

古賀邦雄　／水の文化書誌〈13〉「温泉」

編集部 ／ミツカン水の文化交流フォーラム２００５レポート

23号　特集「水商売の理
ことわり

」2006年 7月

山本一力　／命の根幹を商う心意気　江戸の水売り

村上雅博　／安全な水を手に入れるために　水はただではないという文化

サントリー／顧客に応える飲料用水とは　現代の水商い企業

ウェルシー／水売りのベンチャーズスピリット　地下水ビジネスで広がるか分散型水工場

編集部 ／水の文化楽習実践取材〈16〉横浜市 水源林ボランティア

県境を越えて共に育み流域の資源を守る

横浜市水道局／経営戦略を意識した水ビジネスへ　公営企業水道局の総合力

高松市水道局／節水の意味を問い直す　渇水地における水道ビジネスの難しさ

宮田章司　／みずだより　水売りの声

編集部 ／文化をつくる　水商売の理

古賀邦雄　／水の文化書誌〈14〉「水の商品化」

編集部 ／第４回世界水フォーラム　子ども特派員報告　子どもが見た世界水フォーラム

編集部 ／里川研究掲示板

24号　特集「都市公園」2006年 10月

白幡洋三郎／一人ひとりの物語が潤いを育む　利用者がつくる都市公園

伊藤幸男　／造園業はコミュニティの結節点　公園は育てるもの

石川幹子　／水路を公園にする夢を描いて　都市に水と緑の回廊をつくる

編集部 ／水の文化楽習実践取材〈17〉岐阜県各務原市パークレンジャー

都市公園の常識を変革するワークショップ

上田　篤　／鎮守の森は都市公園の原形の一つ　小自然から中自然へ

鳥越けい子／ランドスケープにおける音風景の復権　五感で味わう公園

木下　勇　／泥んこ遊びでまちも育つ　遊びと公園のエコロジー

ヨネスケ　／みずだより　全国の晩ご飯を見た

編集部 ／文化をつくる　都市公園

古賀邦雄　／水の文化書誌〈15〉「親水と公園」

編集部 ／水にかかわる生活意識調査

25号　特集「舟運気分
モード

」2007年 2月

斎藤善之　／江戸後期三大航海圏と商いの世界—全国市場を支えた船・商人・港

高橋美貴　／船主・商人ネットワークの水産資源へのインパクト　三陸水産資源盛衰史

編集部 ／江戸後期から現代に至る商いの満干　商人の港、日本橋界隈

編集部 ／水の文化楽習実践取材〈18〉愛知県岡崎市　

カクキュー史料館　八丁味噌社史からわかる老舗の知恵

宇佐美英機／商いの公用語は江州弁　近江商人の陸の商い

深沢克己　／港から見えてくるヨーロッパ文明の形成過程　沿海岸港と河口内港

川上麻衣子／みずだより　スウェーデンの水景色

編集部 ／文化をつくる　舟運気分

古賀邦雄　／水の文化書誌〈16〉「河川舟運」

編集部 ／ミツカン水の文化交流フォーラム２００６　レポート

26号　特集「クールにホットな2107」2007年 7月

安田喜憲　／健全な水循環を育んだ稲作漁撈文明の知恵　気候変動の文明史

藤田紘一郎／自然との共生で取り戻す健康と安全　異物を排除する衛生感

川島博之　／人口予見と食糧生産量の推計　食糧危機は本当か

小笠原敦　／自然科学への新たなアプローチ　問われる科学者の感性

沖　大幹　／高騰するエネルギーと水資源　100年後どうなる、どうする水文化

近角真一　／良い建物を都市に残す仕組みとしての　定期借地権と区分所有

編集部 ／水の文化楽習実践取材〈19〉オリックス自動車

モーダルシフトを進めるカーシェアリング　マイカーから公共交通機関へ

北野　大　／みずだより　お天道様のエネルギー

編集部 ／文化をつくる　新江戸シナリオの可能性

古賀邦雄　／水の文化書誌〈17〉「明治が画いた夢」

27号 特集「触発の波及」2007年 10月

編集部 ／暮らしの中の水とのつきあい方と心を探った　水にかかわる生活意識調査13年

諸富　徹　／温暖化と生活意識　危機感の値段

池内　恵　／アラブと日本で「水の文化」はどう違うのか　生活文化に根差した水意識

川路直彦　／エコと快適を満たす水洗トイレ最新事情　節水意識を実現した水研究

泉　麻人　／みずだより　みずみずしいと感じる有名人

編集部 ／ご当地水道水、飲み比べ なぜ名古屋の水はおいしいのか

島谷幸宏　／真の清流は、地域の文化や風景があってこそ　変化する川、自由な川が美しい

陣内秀信　／大東京、水辺空間の変遷　身近な都市の水辺に夕暮れ文化を

編集部 ／水の文化楽習実践取材〈20〉〈牡蛎の森を慕う会〉20周年に向けて

海からのラブレター

鳥越皓之　／水に対する恐れや礼節を越える遊びの文化　愛でる楽しむ華やぐ

古賀邦雄　／水の文化書誌〈18〉「水と暮らしの変遷」

編集部 ／文化をつくる　触発の波及

28号　特集「小水力の包蔵力
ポテンシャル

」2008年 2月

倉阪秀史　／永続地帯指標から見る小水力と地域づくり　中山間地はエネルギー先進地域

三野　徹　／水路をエネルギーの路へ　水路を「共の論理」で運用する

小坂克信　／みたか水車博物館　働く水車が伝える水のポテンシャル

小林　久　／地域小水力発電のポテンシャル　エネルギー自立型から供給型へ

新エネルギー財団／小水力発電の普及は住民参加型の発電所運営が鍵

環境を自分たちの力で守るエコ意識

阿部敏明　／市場原理を利用した気候変動回避への取り組み　排出量取引の現状

編集部 ／水の文化楽習実践取材〈21〉長野県大町市

ＮＰＯ地域づくり工房　ミニ発電でくるくる地域づくり

永島敏行　／みずだより　水、土、木、無心になれるもの

古賀邦雄　／水の文化書誌〈19〉「水路」

編集部 ／文化をつくる　小水力の包蔵力

編集部 ／ミツカン水の文化交流フォーラム２００７レポート

29号　特集「魚の漁理
りょうり

」2008年 6月

奥村彪生　／準菜食民俗の憧れ魚食文化　日本人の生食嗜好

井田徹治　／『乱獲の経済』の破綻危機を認識する　水産資源の見える化

小野征一郎／川上から川下まで、すべての人に正当な利益を　マグロのフードシステム

福元勝志　／こだわり素材で生き残りをかける　水産市場の目利き　

小境卓治　／漁師が育んだ氷見の歴史　資源管理につながった台網漁

胡桃沢勘司／豪雪を越えて運ばれた海の幸　ブリの街道

編集部 ／独立行政法人水産総合研究センター養殖研究所　つくり育てる漁業

編集部 ／水の文化楽習実践取材〈22〉秋田県漁業組合

県民と漁業者が一丸で守るハタハタ文化　禁漁で資源を回復

さかなクン／みずだより　おさかなで生きる

古賀邦雄　／水の文化書誌〈20〉「コモンズとしての里海」

編集部 ／文化をつくる　魚食文化と漁業資源管理
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と
で

次
世
代
に

希
望
あ
る
社
会
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い
も
の
で
す
。
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再
生
は
チ
ッ
タ
ス
ロ
ー
か
ら

イ
タ
リ
ア
で
は
今
、
チ
ッ
タ
ス
ロ
ー

︵C
itt
à
S
lo
w

︶
と
い
う
言
い
方
が
出

て
き
て
い
ま
す
。
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
と
い

う
意
味
で
す
が
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
か
ら

始
ま
っ
て
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
に
な
り
今
は

ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
。

日
本
に
も
、
エ
コ
的
な
こ
と
や
自
然

を
生
か
す
こ
と
、
人
間
の
健
康
と
か
文

明
批
評
的
な
、
そ
う
い
う
感
覚
が
必
要

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地方都市と水の共生
人が核になって再生するチッタスロー

陣内秀信
じんないひでのぶ

建築史家　法政大学デザイン工学部建築学科教授

1947年福岡県生まれ。1973～1975年イタリア政府給費留学生としてヴェネツィア建築大
学に、翌年ユネスコのローマ・センターに留学。帰国後、1983年東京大学大学院工学系
研究課博士課程修了。東京大学工学部助手・法政大学工学部建築学科助教授を経て現職。
主な研究領域は、イタリア建築・都市史。ヴェネツィアとの比較から江戸や戦前の東京
が水の都であったことを論じた、『東京の空間人類学』（筑摩書房 1985）でサントリー学
芸賞（社会・風俗部門）を受賞。
主な著書に『都市を読む-イタリア』（法政大学出版局 1988）『ヴェネツィア-水上の迷宮
都市』（講談社1992）『地中海世界の都市と住居』（山川出版社2007）ほか

まちは、時代とともに生きています。

ヨーロッパでは、今、荒廃していた旧市街地が再生して

活気を取り戻しています。

その核を担っているのは、水辺空間と人。

イタリアでの成功例は、日本の地域おこしのヒントになっ

てくれるかもしれません。

南
イ
タ
リ
ア
に
は
、
海
沿
い
に
高
密

に
地
中
海
ら
し
い
都
市
が
つ
く
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
代
化
が
進
む

中
で
、
見
捨
て
ら
れ
て
荒
廃
し
が
ち
だ

っ
た
の
で
す
。

そ
ん
な
南
イ
タ
リ
ア
の
小
さ
い
港
ま

ち
が
最
近
よ
み
が
え
っ
て
き
て
い
ま
す
。

あ
る
豊
か
さ
に
到
達
す
る
と
、
や
は
り

本
当
に
良
い
所
の
見
直
し
が
進
み
ま
す
。

危
な
く
て
近
づ
け
な
か
っ
た
所
が
よ
み

が
え
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
う
い
っ
た

状
況
を
こ
こ
５
、
６
年
調
べ
て
い
ま
す
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
植
民
都
市
で
あ
っ

た
ギ
リ
シ
ア
の
海
辺
の
ま
ち
も
、
港
の

周
辺
が
実
に
魅
力
的
な
ん
で
す
。
川
や

水
郷
都
市
で
は
な
い
が
そ
う
い
う
所
は

日
本
に
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
瀬
戸
内
の
鞆
の
浦
や
尾
道
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
の
地
方
都
市
と

絡
め
て
語
れ
る
部
分
で
す
ね
。
日
本
の

港
ま
ち
が
よ
み
が
え
る
た
め
の
示
唆
に

富
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

東
京
の
ウ
ォ
ー
タ
フ
ロ
ン
ト
も
そ
う

で
す
が
、
工
業
化
時
代
が
終
わ
る
と
一

度
価
値
が
下
が
り
、
人
が
よ
り
つ
か
な

く
な
っ
て
地
価
も
下
が
る
け
れ
ど
、
外

か
ら
感
性
の
あ
る
若
い
人
が
核
と
し
て

入
っ
て
き
て
、
再
び
価
値
が
上
が
る
と

い
う
例
が
あ
り
ま
す
ね
。

東
京
・
中
目
黒
が
一
つ
の
モ
デ
ル
で

す
。
近
年
の
中
目
黒
の
発
展
に
は
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
学
生
の
調
べ
に
よ
る

と
１
９
８
０
年
代
か
ら
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
ス
タ
ジ
オ
や
ア
ト
リ
エ
、
事
務
所



9 地方都市と水の共生

が
安
い
テ
ナ
ン
ト
に
入
っ
て
活
動
し
て
、

お
し
ゃ
れ
な
ま
ち
と
し
て
の
芽
を
育
ん

で
く
れ
た
。

公
共
も
、
水
辺
を
良
く
す
る
た
め
に

頑
張
っ
た
。
水
害
か
ら
守
る
た
め
の
治

水
工
事
を
行
な
い
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護

岸
の
緑
化
を
進
め
、
ベ
ン
チ
を
置
い
て
、

と
い
っ
た
公
共
事
業
と
や
る
気
の
あ
る

若
手
の
連
中
の
展
開
が
う
ま
く
絡
ま
っ

た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
う
い
う
現
象
は
、
出
店
し
て
く
れ

る
人
が
い
な
い
と
始
ま
ら
な
い
の
で
す
。

下
北
沢
も
そ
う
し
た
﹁
よ
そ
者
﹂
が
価

値
を
上
げ
た
の
に
、
地
主
や
地
権
者
た

ち
は
そ
の
良
さ
を
理
解
し
て
お
ら
ず
、

も
っ
と
大
き
い
も
の
を
持
っ
て
き
た
ほ

う
が
い
い
と
思
っ
て
い
る
。
小
さ
い
規

模
の
店
が
集
積
し
た
変
化
に
富
む
個
性

豊
か
な
空
間
が
失
わ
れ
、
ま
た
寂
れ
た

普
通
の
ま
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
。

普
通
で
な
い
魅
力
を
持
っ
た
価
値
の

あ
る
ま
ち
を
、
ど
う
つ
く
る
の
か
。
素

材
や
資
産
を
発
見
し
、
価
値
づ
け
し
、

共
有
で
き
る
よ
う
に
わ
か
り
や
す
く
示

し
て
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
ス
ピ
リ
ッ

ト
を
ど
れ
だ
け
持
て
る
か
。

日
本
は
、
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
に
ど

う
も
自
信
が
な
い
よ
う
で
す
ね
。
東
京

で
い
う
と
大
き
い
開
発
の
ほ
う
に
委
ね

て
し
ま
う
。
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
も
一
回
行

け
ば
十
分
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
的
な
本
物

の
面
白
さ
は
な
い
で
す
ね
。
囲
わ
れ
て

パ
ッ
ク
化
し
た
人
工
的
な
刺
激
で
は
大

ら
か
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
人
間
を
解
放

し
て
は
く
れ
な
い
で
す
ね
。

信
州
の
飯
田
市
は
教
育
熱
心
で
、
歴

史
研
究
所
を
つ
く
り
専
任
の
ス
タ
ッ
フ

を
４
人
ほ
ど
お
い
て
い
ま
す
。
地
域
の

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
研
究
す
る
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
講
座
を
設
け
て
東
京
か
ら
も

専
門
家
を
呼
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
自

治
体
に
は
そ
う
い
う
余
裕
が
な
か
な
か

な
い
の
だ
け
れ
ど
、
飯
田
市
は
頑
張
っ

て
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
活
動
は
、

必
ず
経
済
の
活
性
化
に
結
び
つ
く
か
ら
、

そ
こ
に
投
資
す
る
べ
き
で
す
よ
ね
。
そ

う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
や
ら
な
け
れ
ば
元

気
が
出
な
い
し
、
経
済
の
立
て
直
し
も

で
き
な
い
ん
で
す
。

美
し
さ
の
再
発
見

水
辺
の
空
間
を
生
か
す
と
い
う
こ
と

は
、
陸
の
論
理
、
効
率
一
辺
倒
の
合
理

主
義
で
は
な
い
チ
ッ
タ
ス
ロ
ー
と
通
じ

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
本
当
の
豊
か

さ
を
保
障
す
る
空
間
。
そ
う
い
う
こ
と

を
合
わ
せ
て
考
え
て
い
け
ば
、
東
京
に

だ
っ
て
応
用
で
き
る
は
ず
で
す
。

法
政
大
学
の
我
々
の
グ
ル
ー
プ
は
東

京
都
の
日
野
市
で
活
動
し
て
き
ま
し
た

が
、
最
近
で
は
国
立
の
人
た
ち
と
リ
ン

ク
し
始
め
ま
し
た
。
国
立
は
学
園
都
市

だ
し
、
上
原
ひ
ろ
子
さ
ん
と
い
う
女
性

市
長
が
マ
ン
シ
ョ
ン
の
景
観
問
題
で
活

躍
し
て
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

あ
そ
こ
は
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
き
れ

い
で
真
っ
直
ぐ
な
並
木
道
、
富
士
山
の

見
え
る
放
射
状
の
道
と
い
う
、
ま
さ
に

西
欧
的
で
近
代
的
な
理
想
空
間
と
し
て

の
学
園
都
市
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
有
名

で
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
ス
マ
ー
ト
な
ま
ち

並
み
の
す
ぐ
近
く
に
、
今
で
も
か
な
り

豊
か
な
農
村
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
ん

で
す
。
知
る
人
ぞ
知
る
場
所
で
、
私
は

ぜ
ん
ぜ
ん
知
ら
な
か
っ
た
。
崖
線

が
い
せ
ん

の
エ

ッ
ジ
に
中
世
以
来
の
谷
保

や

ほ

天
神
と
い
う

お
宮
が
あ
っ
て
、
そ
の
下
に
あ
る
ん
で

す
。
地
方
の
田
園
で
は
い
く
ら
で
も
見

ら
れ
る
風
景
で
す
が
、
あ
れ
だ
け
都
会

に
接
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
大
変
貴
重

で
す
。

農
業
を
維
持
す
る
の
は
非
常
に
大
変

な
仕
事
で
す
。
Ｅ
Ｕ
の
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
で
す
が
、
日
本

の
政
府
は
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
農
業
者

は
本
当
は
続
け
た
い
の
に
相
続
の
問
題

も
あ
っ
て
、
手
放
さ
ざ
る
を
得
な
い
と

こ
ろ
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
発
想
か
ら
す
れ
ば
、

あ
れ
だ
け
豊
か
な
農
村
風
景
を
な
ん
と

か
維
持
し
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
る

け
れ
ど
、
日
本
で
は
ま
っ
た
く
政
策
的

な
も
の
が
な
い
。
特
に
東
京
近
郊
の
農

村
地
域
は
放
っ
た
ら
か
し
に
さ
れ
て
い

ま
す
。

農
業
が
ダ
メ
に
な
る
と
、
区
画
整
理

し
て
宅
地
化
し
て
売
っ
て
い
く
し
か
な

い
の
で
す
が
、
実
際
に
は
宅
地
と
し
て

は
不
便
で
住
宅
需
要
は
あ
ま
り
な
い
。

そ
う
い
う
場
当
た
り
的
な
ま
ち
づ
く
り

真鶴の港を囲む中心街。真鶴は関東平野の最西端、伊豆半島の東側の付け根にある。



を
ず
っ
と
や
っ
て
き
た
ツ
ケ
が
、
回
っ

て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

チ
ッ
タ
ス
ロ
ー
の
精
神
で
、
も
っ
と

大
き
な
政
策
を
考
え
て
、
農
業
を
別
の

形
で
も
な
ん
と
か
維
持
す
る
。
あ
る
い

は
付
加
価
値
を
つ
け
る
質
の
高
い
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
結
び
つ
け
る
と
か
。
﹁
公
共
の
お
金

を
投
資
し
て
で
も
、
豊
か
な
地
域
に
す

る
た
め
に
農
地
を
キ
ー
プ
す
べ
き
だ
﹂

と
い
う
世
論
を
起
こ
し
て
い
か
な
い
と
、

せ
っ
か
く
の
良
い
空
間
が
み
ん
な
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
水
の

環
境
が
支
え
て
い
る
豊
か
さ
を
失
う
こ

と
で
も
あ
り
ま
す
。

日
野
か
ら
国
立
へ
と
続
く
一
帯
は
、

武
蔵
野
台
地
の
崖
線
が
続
き
、
豊
か
な

水
を
上
手
に
使
っ
て
農
業
を
や
っ
て
き

た
。
き
れ
い
な
水
の
用
水
路
が
め
ぐ
っ

て
い
て
、
本
当
に
良
い
風
景
な
ん
で
す
。

谷
保
の
風
景
を
守
る
趣
旨
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
は
、
日
曜
日
の
晩
の
６
時
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
１
５
０
人
の
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。

地
元
の
郷
土
史
や
文
化
を
研
究
し
て

啓
発
活
動
を
し
て
い
る
年
配
の
方
も
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
い
ら
し
て
、
水
田
の

上
、
斜
面
緑
地
よ
り
上
は
、
寺
社
や
民

家
な
ど
が
あ
っ
て
価
値
が
あ
る
が
、
水

田
が
広
が
る
田
園
風
景
に
は
文
化
的
価

値
は
な
い
と
発
言
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
間
違
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
農
業
的
仕
組
み
が
で
き
て

い
て
、
し
か
も
時
代
と
と
も
に
変
遷
し

て
い
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
で
は
、
少
な
く

と
も
そ
う
い
う
風
に
考
え
る
ん
で
す
。

古
代
ロ
ー
マ
以
前
か
ら
あ
っ
た
ま
ち
に

ロ
ー
マ
人
の
手
が
入
り
、
中
世
に
は
修

道
院
が
、
ル
ネ
サ
ン
ス
に
な
る
と
別
荘

が
で
き
た
り
す
る
。
例
え
ば
ブ
ド
ウ
畑

の
つ
く
り
方
と
か
、
あ
る
い
は
糸
杉
並

木
の
つ
く
り
方
な
ど
、
時
代
で
変
わ
る

ん
で
す
。
そ
れ
を
人
間
が
つ
く
り
出
し

た
、
全
体
と
し
て
秩
序
の
あ
る
美
し
い

風
景
で
あ
る
、
と
考
え
る
。

と
こ
ろ
が
１
９
６
０
年
︵
昭
和
35
︶

ご

ろ
ま
で
は
、
そ
う
い
う
発
想
は
イ
タ
リ

ア
に
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
ま
り

田
園
の
風
景
に
価
値
が
あ
る
と
い
う
見

方
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
１
９
７
０
年

代
に
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
辺
り
で
売
っ

て
る
絵
葉
書
に
田
園
風
景
の
も
の
は
無

か
っ
た
の
で
す
。
ト
ス
カ
ー
ナ
の
起
伏

の
あ
る
オ
リ
ー
ブ
畑
や
ブ
ド
ウ
畑
、
小

麦
を
刈
り
取
っ
た
あ
と
の
き
れ
い
な
パ

タ
ー
ン
、
旧
道
沿
い
に
た
い
し
た
こ
と

の
な
い
農
家
が
ぽ
つ
ん
と
一
軒
建
っ
て

い
る
、
と
い
う
風
景
が
一
服
の
絵
に
な

る
。
こ
う
い
う
感
性
は
、
１
９
８
０
年

代
中
盤
以
降
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

時
代
と
と
も
に
人
々
の
認
識
も
変
わ

る
の
で
す
。
日
本
も
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
が
、
ま
だ
田
園
を
評
価
す
る
よ
う
な

目
は
成
熟
し
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
谷

保
天
神
の
下
の
風
景
に
本
格
的
に
興
味

が
持
て
な
い
で
い
る
ん
で
す
。
そ
う
い

う
価
値
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

学
問
も
な
い
ん
で
す
ね
。

価
値
が
あ
る
こ
と
を
、
専
門
家
が
し

っ
か
り
言
わ
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ

を
理
解
す
る
市
長
や
首
長
が
出
て
こ
な

い
と
、
せ
っ
か
く
の
景
観
も
維
持
で
き

ま
せ
ん
。

﹁
悪
所
﹂
の
魅
力

近
代
化
の
過
程
で
は
、
舟
運
か
ら
陸

の
交
通
、
そ
し
て
飛
行
機
と
い
う
よ
う

に
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
生

産
性
を
上
げ
、
効
率
を
高
め
て
き
た
わ

け
で
す
。
東
京
が
な
ん
と
か
面
白
い
都

市
で
い
ら
れ
る
の
は
、
激
し
く
動
い
て

い
る
ビ
ジ
ネ
ス
と
か
世
界
と
つ
な
が
る

金
融
都
市
と
か
ハ
イ
テ
ク
と
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
け
れ
ど
、
そ
れ
と
は
別

に
不
思
議
な
時
間
が
流
れ
て
い
る
空
間

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
の
も
一
因
で

す
。盛

り
場
も
そ
う
で
す
が
、
一
見
非
効

率
に
見
え
る
け
れ
ど
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
る
面
白
い
場
所
が
潜
ん
で
い
て
、
二

重
構
造
・
三
重
構
造
に
な
っ
て
い
る
の

が
、
東
京
の
面
白
さ
で
す
。
い
わ
ば

﹁
悪
所
﹂
の
魅
力
で
す
ね
。

こ
れ
ら
を
も
し
合
理
化
し
て
大
規
模

再
開
発
が
仮
に
進
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、

誰
も
生
き
て
い
け
な
い
ま
ち
に
な
っ
て

し
ま
う
。
し
か
し
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
空

間
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
ん
で
す
。

本
当
は
そ
れ
を
売
り
に
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
で
す
ね
。

も
っ
と
東
京
の
ス
ロ
ー
な
良
さ
を
訴
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え
る
に
は
﹁
水
﹂
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
銀
座
に
人
気
が
あ
っ

た
の
は
、
ま
わ
り
が
水
路
で
囲
わ
れ
て

い
て
憩
え
る
場
所
が
あ
っ
た
か
ら
な
ん

で
す
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
も
同
様
に
感
じ
ま

し
た
。
比
較
的
緑
が
少
な
い
割
に
あ
れ

だ
け
気
持
ち
よ
く
い
ら
れ
る
の
は
、
や

は
り
水
に
囲
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
は
水
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
水
の
周
り
に
は
自
然
が
あ
る
。

東
京
で
い
え
ば
桜
が
植
え
て
あ
っ
た
り

し
て
、
そ
の
こ
と
が
季
節
感
を
生
み
だ

し
ま
す
よ
ね
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
場
合
は
運
河
だ
け

で
な
く
ラ
グ
ー
ナ
と
い
う
大
き
い
水
面

に
囲
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
水
蒸
気
の
状

況
が
時
間
と
季
節
で
刻
々
と
変
化
し
ま

す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
メ
ン
タ
ル
な
面

に
及
ぼ
す
影
響
は
、
非
常
に
大
き
い
で

す
ね
。

東
京
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
と
て
も
似

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
水
辺
に
近
い
空

間
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
そ
こ
は
気
持

ち
を
穏
や
か
に
す
る
、
あ
る
い
は
テ
ン

ポ
を
の
ろ
く
す
る
。
水
害
の
と
き
の
激

流
な
ど
は
の
ん
び
り
と
は
言
っ
て
い
ら

れ
ま
せ
ん
が
、
日
常
の
水
は
そ
う
い
う

空
間
を
保
証
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

私
の
研
究
室
も
、
最
近
東
小
金
井
か

ら
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
り
、
Ｊ
Ｒ

飯
田
橋
駅
に
近
い
外
濠
沿
い
の
カ
ナ
ル

カ
フ
ェ
に
行
く
機
会
が
増
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

打
ち
合
わ
せ
で
も
、
直
接
カ
ナ
ル
カ

フ
ェ
で
落
ち
合
っ
て
ラ
ン
チ
を
と
り
な

が
ら
や
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
非

常
に
気
分
が
い
い
で
す
ね
。

カ
ナ
ル
カ
フ
ェ
に
来
る
女
性
た
ち
、

な
ん
か
優
雅
な
ん
で
す
よ
。
小
さ
な
お

子
さ
ん
を
連
れ
た
母
親
が
３
、
４
人
集

ま
っ
て
、
昼
下
が
り
に
楽
し
そ
う
に
し

て
い
て
、
帰
ろ
う
と
も
し
な
い
。

水
辺
を
若
い
女
性
の
感
覚
で
見
出
し

て
も
ら
え
れ
ば
、
ニ
ー
ズ
が
市
場
の
中

で
出
て
く
れ
ば
、
そ
れ
に
即
し
た
経
営

を
し
よ
う
と
い
う
人
も
出
て
く
る
は
ず
。

や
は
り
環
境
や
ま
ち
の
楽
し
さ
を
引
き

出
せ
る
の
は
女
性
で
す
ね
。
本
当
は
お

や
じ
た
ち
に
も
夕
暮
れ
文
化
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
ん
で
す
が
。

一
時
期
は
郊
外
化
が
進
み
、
都
心
が

空
洞
化
し
ま
し
た
が
、
ま
た
住
民
が
帰

っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
セ
レ
ブ
な

都
心
型
居
住
を
や
る
人
に
と
っ
て
は
戻

り
方
が
問
題
で
す
。
古
い
ま
ち
、
古
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
敵
対
す
る
よ
う
な
、

壊
す
よ
う
な
戻
り
方
は
好
ま
し
く
な
い
。

こ
う
し
た
拠
点
が
あ
る
こ
と
は
、
都
心

の
新
し
い
魅
力
づ
く
り
に
一
役
買
っ
て

い
ま
す
ね
。
日
本
に
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ス
タ
イ
ル
で
時
間
と
空
間
を
楽
し
め
る

人
た
ち
が
、
や
っ
と
出
て
き
た
と
い
う

気
が
し
ま
す
。

東
京
に
も
、
本
来
そ
う
い
っ
た
場
所

が
沢
山
あ
っ
た
は
ず
な
ん
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
外
は
炎
天
下
や
車
の
騒
音
で
不

快
な
ば
か
り
で
、
ラ
イ
ブ
感
覚
も
ス
ト

リ
ー
ト
感
覚
も
な
く
な
っ
て
い
る
。
み

ん
な
、
空
調
の
効
い
た
室
内
に
封
じ
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
・
ア
マ
ル
フ
ィ
の
場
合
、

傾
斜
地
の
上
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
年

配
者
で
も
１
日
２
回
下
ま
で
降
り
て
き

ま
す
。
１
回
は
買
い
物
で
、
も
う
１
回

は
夕
飯
前
か
後
に
。
３
回
降
り
る
人
も

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
下
に
は
大
聖
堂

の
広
場
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
行
け
ば
人

に
出
会
え
る
し
、
友
達
も
た
く
さ
ん
い

る
か
ら
で
す
。
ま
ち
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
て
、
舞
台
の
よ
う
に
演
劇
的
に
で

き
て
い
る
。
風
景
が
自
慢
で
き
る
く
ら

い
美
し
ん
で
す
。
こ
う
い
う
ま
ち
に
住

ん
で
い
た
ら
、
と
て
も
引
き
こ
も
っ
て

入
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

日
本
の
盛
り
場
で
も
、
ユ
ー
ザ
ー
は

も
っ
ぱ
ら
男
性
で
、
サ
ー
ビ
ス
す
る
側

が
女
性
と
い
っ
た
所
は
寂
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
中
目
黒
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
女
性
や
若
い
人
が
主
役
の
ま
ち
が

ど
ん
ど
ん
で
き
て
い
て
、
そ
う
い
う
所

は
活
気
に
満
ち
て
い
る
。

地
方
都
市
に
は
そ
れ
が
全
然
な
い
わ

け
で
、
こ
れ
を
ひ
っ
く
り
返
せ
ば
、
再

生
を
実
現
さ
せ
る
の
は
意
外
に
簡
単
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
盛
り
場
は
、
気
持
ち
の

良
い
場
所
に
あ
っ
た
。
水
辺
は
土
地
利

用
上
も
幕
藩
体
制
の
ル
ー
ル
か
ら
外
れ

た
自
由
空
間
で
、
神
社
や
お
寺
も
水
辺

に
あ
り
ま
し
た
。
水
と
接
し
自
然
を
と

り
こ
ん
だ
エ
コ
的
な
遊
び
の
空
間
だ
っ

11 地方都市と水の共生

右ページは東京都日野
市の川辺堀之内の田園
風景。左ページは東京
の中目黒、目黒川沿い
にお洒落な店が目立っ
てきた。それに伴い、
街角には居心地の良い
交わりの空間ができつ
つある。古いトタン張
りの家屋もブティック
に変身すると、カッコ
よくなってしまうから
不思議だ。



た
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
近
代
化
の
過
程
で
、
盛
り

場
は
駅
が
中
心
に
な
っ
て
、
人
工
的
な

閉
鎖
的
な
空
間
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
は
そ
れ
も
ダ
メ
に
な
っ
て
い
て
、
つ

く
り
か
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
で
す
。

別
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
考
え
れ
ば
、

も
う
一
度
水
辺
に
帰
る
こ
と
で
可
能
性

が
見
出
せ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
世
界
の

ほ
か
の
例
を
見
て
も
明
ら
か
で
す
。
日

本
で
は
早
め
に
や
っ
た
の
が
小
樽
。
港

ま
ち
と
か
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ

で
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

再
生
の
カ
ギ
は
核
に
な
る
人
材

た
だ
の
ん
び
り
と
地
方
の
ま
ち
が
保

存
さ
れ
て
美
し
い
、
と
い
う
だ
け
じ
ゃ

ど
う
し
よ
う
も
な
い
ん
で
す
。
眠
っ
て

い
る
も
の
を
掘
り
起
こ
し
て
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
違
う
価
値
を
つ
け

て
、
発
信
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ

う
い
う
姿
勢
が
あ
る
か
ら
面
白
い
の
で

す
。
そ
う
考
え
る
と
、
日
本
の
地
方
都

市
に
は
、
そ
う
し
た
動
き
が
な
か
な
か

見
え
ま
せ
ん
。

再
生
に
成
功
し
た
南
イ
タ
リ
ア
に
は
、

必
ず
コ
ア
に
な
る
人
が
い
ま
し
た
。
こ

う
い
う
動
き
は
も
と
も
と
は
ナ
ポ
リ
か

ら
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
ナ
ポ
リ
か
ら

始
ま
り
パ
レ
ル
モ
と
か
バ
ー
リ
と
か
、

か
つ
て
は
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
大

都
市
が
ち
ゃ
ん
と
再
生
し
て
い
ま
す
。

小
さ
い
ま
ち
は
や
り
や
す
い
で
す
け

ど
、
大
都
市
は
犯
罪
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
あ
っ
た
り
し
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し

に
く
い
の
で
す
。
大
都
市
の
歴
史
的
街

区
は
、
完
全
に
ス
ラ
ム
化
し
、
放
置
さ

れ
た
危
険
地
帯
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
が
貼

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ナ
ポ
リ
も
そ
れ
に

近
か
っ
た
。
そ
れ
が
ず
い
ぶ
ん
良
く
な

っ
た
の
は
、
良
い
市
長
と
そ
れ
以
上
に

大
勢
の
や
る
気
の
あ
る
人
が
い
た
か
ら

で
す
。

大
企
業
に
支
配
さ
れ
て
い
る
都
市
は

動
き
が
と
り
に
く
い
で
す
が
、
小
金
を

持
っ
て
起
業
家
精
神
を
持
っ
て
い
る
人

た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
地
域
風
土
で
あ

れ
ば
、
良
さ
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

か
つ
て
私
は
﹃
イ
タ
リ
ア
小
さ
い
ま

ち
の
底
力
﹄︵
講
談
社

２
０
０
６
︶

と
い
う

本
を
書
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
最

近
の
イ
タ
リ
ア
で
は
﹁I

B
o
rg
h
i
p
iu

b
e
lli

d
'Ita

lia

︵
イ
タ
リ
ア
の
も
っ
と

も
美
し
い
村
々
︶
﹂
と
い
う
小
さ
い
美

し
い
ま
ち
の
連
合
体
が
あ
っ
て
、
小
さ

い
こ
と
が
売
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

﹃﹁
縮
み
﹂
志
向
の
日
本
人
﹄︵
李

御
寧

著

学
生
社

１
９
８
２
︶

と
い
う
本
が
あ
り
ま

し
た
が
、
日
本
に
も
小
さ
い
こ
と
は
良

い
こ
と
だ
と
い
う
発
想
が
あ
っ
た
は
ず

で
す
。
し
か
し
、
こ
と
都
市
に
関
し
て

は
、
そ
の
発
想
は
ま
っ
た
く
な
く
な
り

ま
し
た
。
日
本
は
人
口
を
多
く
言
わ
な

い
と
財
政
援
助
が
受
け
ら
れ
な
い
か
ら
、

水
増
し
し
て
周
り
を
吸
収
し
て
１
０
０

万
人
都
市
に
な
っ
て
い
る
。
な
ん
で
も

補
助
金
で
や
ろ
う
と
し
て
る
か
ら
で
す

ね
。
補
助
金
に
頼
る
と
ろ
く
な
こ
と
が

な
い
。
自
立
心
が
あ
る
ま
ち
も
吸
収
さ

れ
か
ね
ま
せ
ん
。

真
鶴
﹁
美
の
条
例
﹂

先
日
、
美
の
条
例
で
有
名
な
真
鶴
で
、

弁
護
士
で
法
政
大
学
教
授
の
五
十
嵐
敬

喜
さ
ん
と
国
立
市
長
だ
っ
た
上
原
さ
ん
、

真
鶴
町
長
と
座
談
会
を
や
り
ま
し
た
。

真
鶴
に
は
、
歴
史
が
あ
る
中
世
の
空

間
が
残
っ
て
い
ま
す
。
中
世
の
ま
ち
づ

く
り
は
山
か
ら
海
へ
と
縦
に
軸
が
降
り

て
き
て
、
そ
こ
へ
重
要
な
も
の
が
配
置

さ
れ
る
と
い
う
構
造
が
あ
り
ま
す
。
地

形
の
利
用
の
仕
方
な
ど
が
、
と
て
も
複

雑
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。

近
世
は
技
術
力
と
資
本
力
が
あ
っ
た

の
で
、
計
画
的
。
力
の
あ
る
人
に
平
等

に
チ
ャ
ン
ス
与
え
る
た
め
、
ま
ち
割
り

や
敷
地
割
り
が
均
等
に
な
る
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
海
や
川
沿
い
に
並
行

に
道
路
を
通
し
て
均
等
に
割
り
、
み
ん

な
が
平
等
に
海
や
水
辺
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

近
世
の
都
市
計
画
は
ビ
シ
ッ
と
し
て

い
て
、
す
ぐ
識
別
で
き
る
。
真
鶴
は
ど

う
見
て
も
中
世
で
、
こ
れ
が
谷
中
や
神

楽
坂
同
様
、
今
の
感
性
に
合
っ
て
い
る
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
的
に
も
、
ま
ち
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
意
味
で

も
非
常
に
良
い
。
世
界
中
の
先
進
国
の

中
に
は
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
評
価
す

る
感
覚
が
共
通
し
て
あ
る
ん
で
す
ね
。
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真鶴駅
岩 IC

岩
大
橋

福浦 IC

真鶴
トン
ネル

真鶴
道路

真鶴岬

東
海
道
本
線

真鶴港

津島神社

参道
真鶴港郵便局・

・
愛宕神社

まなづる小学校

真鶴

日野
中目黒

美
の
条
例
を
仕
掛
け
た
五
十
嵐
さ
ん

や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
野
口
さ
ん
が
地

元
の
意
見
を
代
表
し
て
﹁
真
鶴
に
は
、

今
は
失
わ
れ
た
が
、
か
つ
て
は
ど
こ
に

で
も
あ
っ
た
懐
か
し
い
風
景
が
残
っ
て

い
る
﹂
と
い
う
説
明
か
ら
始
め
ら
れ
た

の
で
、
僕
は
﹁
真
鶴
と
い
う
場
所
は
他

所
に
は
ど
こ
に
も
無
い
﹂
と
言
っ
た
ん

で
す
。
こ
う
い
う
斜
面
都
市
が
な
ぜ
で

き
た
か
と
い
う
と
、
小
松
石
と
い
う
石

を
産
出
す
る
か
ら
な
ん
で
す
。
江
戸
城

建
築
の
た
め
に
運
搬
し
て
い
た
。
だ
か

ら
斜
面
に
造
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

必
然
性
が
あ
っ
て
の
話
な
の
で
す
。
ど

こ
で
も
や
れ
る
話
で
は
な
い
。

尾
道
も
そ
う
。
御
影
石
が
と
れ
ま
す
。

き
れ
い
な
石
垣
が
で
き
て
、
中
世
か
ら

の
斜
面
都
市
が
あ
る
。

自
然
の
恵
み
を
人
間
が
評
価
し
て
昔

か
ら
技
術
を
蓄
積
し
て
き
た
、
そ
う
い

う
も
の
が
建
築
を
生
み
風
景
を
つ
く
っ

て
き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
迷
宮
状
の
斜
面

都
市
が
で
き
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
近

世
の
単
な
る
技
術
だ
け
で
は
で
き
な
い

こ
と
で
す
。
も
っ
と
前
か
ら
の
場
所
を

生
か
す
知
恵
が
あ
っ
て
真
鶴
の
美
し
い

景
観
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
が
資

産
な
の
に
、
だ
れ
も
そ
ん
な
こ
と
は
い

っ
て
い
な
い
。

真
鶴
の
場
合
、
空
間
が
非
常
に
ユ
ニ

ー
ク
で
価
値
が
あ
る
。
歩
い
た
だ
け
で

興
奮
す
る
。
で
も
そ
の
資
産
が
ほ
と
ん

ど
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。
観
光
客
も
あ

ま
り
い
な
い
。
地
元
の
人
だ
っ
て
わ
か

っ
て
い
な
い
。
世
界
遺
産
候
補
に
な
っ

て
も
お
か
し
く
な
い
価
値
が
あ
る
の
に
、

み
ん
な
気
が
つ
い
て
な
い
。
あ
ま
り
に

も
当
た
り
前
す
ぎ
て
、
評
価
し
に
く
い

ん
で
す
ね
。

昔
か
ら
本
当
に
漁
業
が
盛
ん
で
、
大

規
模
な
網
漁
が
で
き
る
ほ
ど
魚
は
豊
富

で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
お
い
し
く
気

持
ち
よ
く
食
べ
さ
せ
る
場
所
も
少
な
い
。

本
来
は
真
鶴
も
江
戸
と
の
つ
な
が
り
が

あ
っ
て
そ
う
い
う
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
あ
っ

た
は
ず
な
ん
で
す
。
あ
れ
だ
け
資
産
が

あ
っ
て
生
か
せ
な
い
の
は
歯
が
ゆ
い
で

す
ね
。

瀬
戸
内
海
の
よ
う
に
産
業
道
路
に
よ

っ
て
水
辺
と
ま
ち
が
分
断
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
い
中
で
、
真
鶴
は
幸
い
駅

も
奥
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
も
入

り
江
の
ど
ん
詰
ま
り
に
港
が
あ
る
、
古

い
構
造
を
残
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
車

も
そ
れ
ほ
ど
入
ら
な
い
し
、
ま
し
て
や

産
業
道
路
な
ん
か
つ
く
ら
な
か
っ
た
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
大
磯
は
別
荘
地

で
漁
師
ま
ち
も
あ
っ
て
良
い
空
間
が
あ

る
ん
で
す
が
、
港
と
ま
ち
の
間
に
広
い

道
路
が
通
っ
て
い
て
残
念
な
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

東
京
だ
っ
て
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能

と
か
人
を
ひ
き
つ
け
る
体
力
を
つ
け
な

が
ら
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
に
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
の
気
配
が
な

い
。
地
方
都
市
は
ま
す
ま
す
自
然
と
歴

史
の
文
化
の
資
産
を
生
か
し
て
人
を
引

き
つ
け
る
必
要
が
あ
る
が
、
ど
う
も
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
が
な
い
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
真
鶴
は
五
十
嵐

さ
ん
が
﹁
美
の
条
例
﹂
と
い
う
他
に
な

い
、
か
な
り
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
の
仕
掛

け
を
し
て
頑
張
っ
た
わ
け
で
す
。

ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
は
21
世
紀
に
期
待
で

き
る
最
大
の
産
業
だ
と
思
い
ま
す
。
日

本
で
は
工
業
化
社
会
が
終
わ
り
、
情
報

社
会
、
金
融
社
会
が
空
洞
化
し
て
Ｉ
Ｔ

だ
け
が
唯
一
と
い
っ
た
感
じ
で
、
地
方

都
市
が
生
き
る
方
法
が
見
え
な
い
。

真
鶴
、
大
磯
な
ど
は
自
立
し
て
ま
ち

で
や
っ
て
い
ま
す
が
、
常
に
小
田
原
に

吸
収
さ
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
吸
収

さ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
名
前
が
表
に
出
な

く
な
り
、
個
々
の
価
値
が
下
が
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。

去
年
イ
タ
リ
ア
の
建
築
家
と
イ
タ
リ

ア
文
化
会
館
で
風
景
を
め
ぐ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
建
築
家

が
﹁
美
し
い
風
景
の
中
で
で
き
た
ワ
イ

ン
は
お
い
し
く
感
じ
る
﹂
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。

と
な
る
と
、
谷
保
の
貴
重
な
水
田
や

畑
で
の
農
作
物
が
大
変
お
い
し
く
、
カ

ッ
コ
良
く
感
じ
る
、
そ
う
な
ら
な
い
か

な
。
だ
か
ら
写
真
で
イ
メ
ー
ジ
を
訴
え

る
こ
と
も
重
要
な
ん
で
す
よ
ね
。
み
ん

な
が
見
逃
し
が
ち
な
﹁
場
﹂
の
価
値
を
、

﹃
水
の
文
化
﹄
で
発
信
し
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

13 地方都市と水の共生

真鶴は伊豆半島の付け根、小田原と熱海の間に
位置し、天然の良港を持つ。
中心部の迷宮路のほとんどが車を拒絶する坂道
で、両側は石垣。港を出入りする舟を見下ろせ
る。昔の波打ち際はもっと内陸側にあり、各家
が海と直接接していたことが想像できる。中心
街を抜けて、岬へ足を延ばすと原生林かと思わ
せるような大自然にも出逢える。



マ
ド
リ
ッ
ド
と
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
中
間
、

内
陸
部
の
エ
ブ
ロ
川
沿
い
に
位
置
す
る

ス
ペ
イ
ン
第
５
の
都
市
サ
ラ
ゴ
サ
で
、

﹁
水
と
持
続
可
能
な
開
発
﹂
を
テ
ー
マ

と
し
た
国
際
博
覧
会
が
こ
の
夏
９
月
14

日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

日
本
政
府
も
愛
知
万
博
の
大
成
功
を

２
０
１
０
年
の
上
海
万
博
へ
と
つ
な
げ

る
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
参
加
を
決
め
、
パ

ビ
リ
オ
ン
を
出
展
し
た
。

こ
の
日
本
館
の
準
備
を
、
概
念
設
計

の
段
階
か
ら
少
し
お
手
伝
い
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
縁
も
あ
り
、
７
月
21
日
の
ジ

ャ
パ
ン
デ
イ
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加

す
る
機
会
を
得
た
。

万
博
外
交

直
行
便
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
マ

ド
リ
ッ
ド
空
港
に
パ
リ
経
由
で
到
着
し

た
際
、
日
の
丸
を
つ
け
た
政
府
専
用
機

と
す
れ
違
っ
た
。
マ
ド
リ
ッ
ド
で
ス
ペ

イ
ン
王
室
と
の
交
流
を
終
え
、
サ
ラ
ゴ

サ
へ
と
向
か
う
皇
太
子
殿
下
の
移
動
用

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
殿
下
は
国
連

﹁
水
と
衛
生
に
関
す
る
諮
問
委
員
会
﹂

の
名
誉
総
裁
を
務
め
る
な
ど
、
オ
ラ
ン

ダ
皇
太
子
と
と
も
に
世
界
の
水
問
題
へ

の
取
り
組
み
の
場
で
存
在
感
を
増
し
て

い
て
、
21
日
朝
の
式
典
挨
拶
で
も
、
水

資
源
の
危
機
に
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
大

事
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
万
博
は
時
宜
を

得
た
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
ら

れ
た
。

こ
の
式
典
に
は
、
日
本
で
い
う
と
財

務
大
臣
に
相
当
す
る
ら
し
い
ペ
ド
ロ
・

ソ
ル
ベ
ス
・
ミ
ラ
第
二
副
首
相
、
万
博

の
ス
ペ
イ
ン
代
表
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
・

カ
ス
タ
ー
ニ
ョ
氏
、
ア
ラ
ゴ
ン
州
政
府

関
係
者
、
サ
ラ
ゴ
サ
市
長
、
サ
ラ
ゴ
サ

州
議
会
関
係
者
、
日
本
か
ら
は
森
喜

朗
・
元
首
相
ら
が
参
列
し
て
い
た
。

森
氏
は
故
橋
本
龍
太
郎
元
首
相
の
後

任
と
し
て
日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
︵
Ｊ
Ｗ
Ｆ
︶

会
長
を
務
め
て
い
る
。
ジ
ャ
パ
ン
デ
イ

イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
と
し
て
、
サ
ラ
ゴ

サ
博
に
お
け
る
日
本
館
の
活
動
は
、
Ｊ

Ｗ
Ｆ
が
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

ソ
ル
ベ
ス
副
首
相
は
式
典
の
挨
拶
の

中
で
気
候
変
動
、
生
態
系
、
水
分
野
へ

の
投
資
を
促
す
水
フ
ァ
ン
ド
の
重
要
性

や
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
へ
の
支
援
に
つ

い
て
言
及
す
る
と
と
も
に
、
海
水
淡
水

化
や
水
の
再
生
利
用
な
ど
の
技
術
面
を

強
調
し
て
い
た
。

水
の
論
壇

も
の
も
の
し
い
警
備
の
下
、
﹁
気
候

変
動
と
持
続
可
能
な
水
資
源
﹂
を
テ
ー

マ
と
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
21
日

の
夕
刻
に
行
な
わ
れ
た
。

サ
ラ
ゴ
サ
万
博
政
府
代
表
の
宮
本
氏

の
開
会
挨
拶
、
森
元
首
相
の
目
配
り
の

効
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
国
連
水
と
衛
生

に
関
す
る
諮
問
委
員
会
副
議
長
の
ウ
ッ

シ
・
ア
イ
ト
氏
、
国
連
水
関
連
機
関
調

14

沖大幹
おきたいかん

東京大学生産技術研究所人間・社会系部門教授

専攻・関心分野　地球水循環システム。気候変動がグ
ローバルな水循環に及ぼす影響や、バーチャルウォー
ターを考慮した世界の水資源アセスメントなど。

主な著書に『水をめぐる人と自然』（共著有斐閣 2003）、
『千年持続社会』（共著 資源協会編・日本地域社会研究
所発行 2003）、『水の世界地図』（監訳丸善 2006）ほか

沖大幹のスペイン・サラゴサ万博レポート
スペイン・サラゴサでの万博で、

「水と共生する日本人ー智慧と技ー」をテーマに掲げた日本館。

豊かな水資源に恵まれて、智慧と技を育んできた日本の文化は

少ない水をやり繰りする国の人々に、何を示唆できるのでしょうか。



整
会
議
︵U
N
-
W
A
T
E
R

︶

議
長
の
パ
ス

ク
ワ
ー
レ
・
ス
テ
デ
ュ
ト
氏
の
挨
拶
の

後
、
皇
太
子
殿
下
に
よ
る
特
別
講
演
が

行
な
わ
れ
た
。

地
元
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
と
風
車
を
話

の
枕
に
、
ラ
マ
ン
チ
ャ
州
ト
レ
ド
の
水

車
の
話
か
ら
日
本
の
﹁
水
臼
﹂
へ
と
つ

な
ぎ
、
水
力
や
風
力
に
よ
る
発
電
な
ど
、

持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
も
人

類
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
に
言
及

さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
﹁
と
も
す
れ

ば
狭
い
意
味
で
用
い
ら
れ
る
治
水
と
い

う
言
葉
は
、
本
来
洪
水
対
策
だ
け
で
は

な
い
﹂
と
統
合
的
水
管
理
の
重
要
性
に

話
を
展
開
し
、
各
地
方
の
歴
史
的
な
水

管
理
施
設
に
学
ぶ
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
し
て
、
成
富
兵
庫
茂
安

な
り
ど
み
ひ
ょ
う
ご
し
げ
や
す

が
建
造
し
た

と
さ
れ
る
佐
賀
平
野
を
流
れ
る
嘉
瀬

か

せ

川

か
ら
そ
の
支
流
多
布
施
川
へ
と
取
水
す

る
石
井

い
し
い

樋び

や
、
熊
本
県
山

や
ま

都と

町
の
通

つ
う

潤
じ
ゅ
ん

橋
き
ょ
う

な
ど
を
紹
介
さ
れ
、
長
く
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
知
恵
と
工
夫
が
大

事
だ
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
パ
リ
の
下
水
道
の
洗
浄
用

ボ
ー
ル
や
江
戸
に
お
け
る
し
尿
の
リ
サ

イ
ク
ル
、
下
水
処
理
水
の
目
黒
川
の
環

境
用
水
へ
の
利
用
な
ど
に
も
言
及
さ
れ
、

ト
イ
レ
の
問
題
は
な
か
な
か
触
れ
ら
れ

る
こ
と
も
少
な
か
っ
た
が
人
間
の
尊
厳

に
か
か
わ
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
、
と

述
べ
ら
れ
て
い
た
。

大
量
消
費
・
廃
棄
時
代
の
現
代
に
あ

っ
て
は
、
水
も
そ
う
い
う
使
わ
れ
方
を

し
て
い
な
い
か
、
と
問
い
か
け
ら
れ
、

水
道
水
源
林
の
保
全
や
漏
水
率
を
下
げ

る
努
力
の
重
要
性
に
触
れ
る
と
と
も
に
、

上
下
水
道
は
都
市
の
生
命
線
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
循
環
型
、
自
立
型

へ
と
転
換
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
述
べ
ら
れ
た
。

最
後
に
、
人
類
の
英
知
と
努
力
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
人
々
の
工
夫
が
世
界

で
も
日
本
で
も
大
事
で
あ
る
、
と
強
調

し
、
水
は
貧
困
、
女
性
問
題
、
子
供
、

教
育
、
防
災
な
ど
、
人
間
の
安
全
保
障

と
持
続
可
能
な
開
発
に
か
か
わ
る
問
題

で
あ
り
、
国
際
問
題
で
あ
る
と
と
も
に

地
域
の
問
題
で
あ
り
、
地
域
は
次
の
世

代
へ
引
き
継
ぐ
大
事
な
場
で
あ
る
、
と

総
括
し
て
50
分
に
も
及
ぶ
熱
の
こ
も
っ

た
講
演
を
終
わ
ら
れ
た
。

地
球
温
暖
化
問
題
な
ど
に
絡
み
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
課
題
ば
か
り
が
と
も
す
れ

ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
昨
今
の
状
況
に
対

し
、
地
球
温
暖
化
を
解
決
す
れ
ば
す
べ

て
の
問
題
が
解
決
す
る
わ
け
で
も
な
く
、

む
し
ろ
、
各
地
域
が
環
境
問
題
の
解
決

を
目
指
す
こ
と
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題

の
解
決
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ
た
。

ち
な
み
に
、
聞
き
及
ん
だ
と
こ
ろ
に

よ
る
と
、
殿
下
は
ご
自
分
で
講
演
資
料

を
作
成
さ
れ
、
前
日
の
夜
ま
で
熱
心
に

手
直
し
を
さ
れ
て
い
た
の
だ
そ
う
で
あ

る
。そ

の
後
、
国
連
食
糧
農
業
機
関
︵
Ｆ
Ａ

Ｏ
︶

天
然
資
源
管
理
・
環
境
局
局
長
ア

レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
氏
、
気

15 沖大幹のスペイン・サラゴサ万博レポート

国際シンポジウム「気候変
動と持続可能な水資源」
上段右は、ご自分で撮影さ
れた写真を盛り込んで講演
される皇太子殿下。上段左
は森喜朗元首相のご挨拶。
中段は右より皇太子殿下、
気候変動に関する政府間パ
ネル第3作業部会議長バー
ト・メッツ、国連食糧農業
機関天然資源管理・環境局
局長アレクサンダー・ミュ
ーラー、国連水関連機関調
整会議議長パスクワーレ・
ステデュト、国連水と衛生
に関する諮問委員会副議長
ウッシ・アイトの各氏。



候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
︵
Ｉ
Ｐ

Ｃ
Ｃ
︶

第
３
作
業
部
会
議
長
の
バ
ー

ト
・
メ
ッ
ツ
氏
か
ら
基
調
講
演
が
あ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
食
糧
と
水
、
気
候
変
動

と
水
と
い
っ
た
観
点
か
ら
の
報
告
が
あ

っ
た
。

ミ
ュ
ー
ラ
ー
氏
は
講
演
の
中
で
、

﹁b
a
se
flo

w

、
日
本
で
い
う
低
水
流
量

に
も
っ
と
着
目
す
る
べ
き
だ
﹂
と
述
べ

て
い
た
が
、
確
か
に
現
在
の
水
資
源
に

関
す
る
議
論
が
と
も
す
れ
ば
年
間
降
水

量
や
年
水
資
源
賦
存
量
な
ど
に
偏
り
っ

て
い
る
の
は
稚
拙
で
あ
り
、
今
後
、
月

単
位
、
日
単
位
の
流
量
で
過
不
足
を
議

論
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

最
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

は
時
間
が
足
り
ず
慌
し
い
内
容
で
あ
っ

た
が
、
﹁
復
活
・
川
ガ
キ
養
成
講
座
﹂

で
あ
る
多
摩
川
の
﹁
Ｇ
ａ
ｓ
ａ-

Ｇ
ａ

ｓ
ａ
ク
ラ
ブ
﹂
を
主
宰
す
る
俳
優
の
中

本
賢
氏
が
、
短
い
講
演
時
間
に
も
か
か

わ
ら
ず
笑
顔
で
対
応
し
て
い
た
様
子
、

日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
の
竹
村

公
太
郎
氏
が
、
﹁
す
べ
て
の
人
々
と
す

べ
て
の
世
代
、
次
の
世
代
が
水
に
か
か

わ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
専
門
家
だ

け
で
は
だ
め
だ
。
こ
れ
か
ら
は
専
門
家

で
は
な
く
一
般
の
人
々
が
問
題
を
解
決

す
る
﹂
と
最
後
に
ま
と
め
て
い
た
の
が

印
象
的
で
あ
っ
た
。

万
博
今
昔

大
阪
万
博
以
来
の
伝
統
か
ら
か
、
現

在
で
も
日
本
政
府
に
お
け
る
万
博
の
担

当
部
局
は
経
産
省
に
置
か
れ
た
博
覧
会

推
進
室
で
あ
り
、
日
本
貿
易
振
興
機
構

︵
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
︶

が
全
面
支
援
を
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
通
り
、

万
博
に
は
国
威
掲
揚
だ
け
で
は
な
く
、

各
国
産
業
の
見
本
市
と
し
て
の
意
味
合

い
が
強
い
。
し
か
し
、
１
９
９
４
年

︵
平
成
６
︶

の
国
際
博
覧
会
協
会
︵
Ｂ
Ｉ
Ｅ
︶

決
議
に
よ
り
、
﹁
テ
ー
マ
﹂
を
強
く
訴

求
し
て
い
く
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
成
功
例
が
﹁
自
然
の
叡
智
﹂

を
テ
ー
マ
と
し
た
愛
・
地
球
博
で
あ
り
、

今
回
の
サ
ラ
ゴ
サ
博
も
そ
の
延
長
上
に

あ
る
。
し
か
し
、
各
国
は
必
ず
し
も
そ

う
い
う
万
国
博
覧
会
の
変
化
に
沿
っ
た

出
展
を
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。

以
下
、
訪
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
い
く

つ
か
の
パ
ビ
リ
オ
ン
に
つ
い
て
、
分
類

し
て
紹
介
し
て
み
た
い
。
も
と
よ
り
こ

う
し
た
分
類
は
主
観
的
で
あ
り
、
私
見

に
因
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
つ
の
パ
ビ

リ
オ
ン
が
複
数
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
か

れ
て
い
る
こ
と
も
多
く
一
概
に
は
い
え

な
い
の
だ
が
、
サ
ラ
ゴ
サ
博
の
様
子
を

想
像
す
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

ａ
テ
ー
マ
関
連
技
術
展
示
系
パ

ビ
リ
オ
ン
　

こ
の
代
表
は
ド
イ
ツ
館
で
あ
ろ
う
。

地
下
水
に
酸
素
を
注
入
し
て
好
気
的
に

分
解
を
促
進
す
る
技
術
、
ベ
ル
リ
ン
で

の
伏
流
水
取
水
、
紫
外
線
で
の
水
道
水

16

右：日本館は人気が高く、長蛇の
列が続く。空のカーテンが意外に
も暑さを凌いでくれていた。
上：ドイツ館、ベルリンでの伏流
水取水の模型。中：地下水に酸素
を注入して分解を促進する技術の
説明パネル。左：コンテナ状に組
み込まれた非常用淡水化装置。



の
殺
菌
、
循
環
水
利
用
、
浄
化
槽
な
ど

に
関
し
て
わ
か
り
や
す
く
模
型
展
示
し

て
い
た
。
１
k
程
度
の
コ
ン
テ
ナ
状
に

組
み
込
ま
れ
た
非
常
用
淡
水
化
装
置
も

展
示
さ
れ
て
お
り
、
逆
浸
透
膜
を
用
い

た
こ
の
装
置
は
１
日
１
万
２
０
０
０
r

の
造
水
能
力
を
持
ち
、
実
際
に
世
界
中

で
役
立
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

展
示
の
前
半
に
は
水
滴
に
な
っ
た
つ

も
り
で
乗
り
物
に
乗
っ
て
水
循
環
を
体

験
す
る
、
と
い
う
も
の
も
あ
っ
た
が
、

ド
イ
ツ
語
も
ス
ペ
イ
ン
語
も
わ
か
ら
な

い
と
意
味
不
明
な
部
分
も
多
か
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
館
は
水
ビ
ジ
ネ
ス
を
め
ぐ

る
世
界
的
企
業
と
し
て
有
名
なS

u
e
z

とV
e
o
lia

が
全
体
を
仕
切
っ
て
い
た
。

さ
す
が
水
民
営
化
の
総
本
山
フ
ラ
ン
ス

で
あ
る
。V

irtu
a
l
W
a
te
r

の
説
明
も

あ
り
、
車
１
台
に
４
万
r
の
水
が
費
や

さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。

海
水
に
な
っ
た
つ
も
り
で
フ
ィ
ル
タ

ー
の
間
を
通
り
抜
け
る
、
と
い
う
脱
塩

体
験
︵
？
︶
が
で
き
る
よ
う
な
仕
掛
け

も
あ
っ
た
が
、
洗
車
マ
シ
ン
み
た
い
な

も
の
間
を
通
り
抜
け
る
だ
け
で
、
結
果

と
し
て
は
脱
力
企
画
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
た
。
ま
た
、
２
階
に
は
植
栽
を
植

え
た
緩
や
か
な
斜
面
が
あ
り
、
形
状
か

ら
し
て
人
工
降
雨
を
撒
い
て
、
自
然
の

斜
面
で
ど
の
よ
う
に
流
出
す
る
か
を
示

そ
う
と
企
画
し
た
が
、
展
示
が
失
敗
に

終
わ
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

印
象
的
だ
っ
た
の
は
水
に
関
し
て
大

事
な
10
の
言
葉
、
と
い
う
パ
ネ
ル
で

P
ro
te
c
t

︵
保
護
︶、e

x
tra

c
t

︵
汲
み

上
げ
︶、tra

n
sp
o
rt

︵
輸
送
︶、tre

a
t

︵

処

理

︶
、s

t
o
r
e

︵

貯

水

︶
、

d
is
tr
ib
u
te

︵
配
水
︶
、r

e
c
o
v
e
r

︵
回
復
︶、p

u
rify

︵
浄
化
︶、re

u
s
e

︵
再
利
用
︶、re

tu
rn

︵
戻
す
︶
が
挙
げ

ら
れ
て
い
た
。

中
国
館
は
、
水
に
関
係
の
あ
る
な
し

に
か
か
わ
ら
ず
中
国
の
誇
る
現
代
技
術

の
展
示
が
メ
イ
ン
。
水
の
体
重
計
も
置

か
れ
て
い
て
、
昨
年
か
ら
今
年
の
初
め

に
か
け
て
、
東
京
・
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で

開
催
さ
れ
て
い
たW

a
te
r

展
を
参
考
に

し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

次
の
万
博
は
上
海
で
行
な
わ
れ
、
テ

ー
マ
は
﹁B

e
tte

r
C
ity

,
B
e
tte

r

L
ife

﹂
。
物
産
部
分
で
は
扇
子
に
毛
筆

で
文
字
を
書
い
て
く
れ
る
趣
向
が
あ
っ

た
の
で
、
﹁
智
者
楽
水
﹂
と
書
い
て
も

ら
っ
た
。

ｂ
テ
ー
マ
関
連
イ
メ
ー
ジ
戦
略

パ
ビ
リ
オ
ン
　

技
術
と
い
う
よ
り
は
、
自
然
と
水
、

あ
る
い
は
水
を
め
ぐ
る
歴
史
財
産
、
歴

史
遺
産
を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
展
示
も

い
く
つ
か
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
客
寄
せ
に
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
ラ
マ
ン
チ
ャ
館
で
は
、
殿

下
の
講
演
で
も
紹
介
さ
れ
た
１
０
０
ｍ

上
の
高
台
に
タ
ホ
川
か
ら
水
を
汲
み
上

げ
る
、
１
５
０
９
年
に
つ
く
ら
れ
た
装

置
の
模
型
も
展
示
さ
れ
て
い
た
が
、
観

光
ガ
イ
ド
的
な
３
Ｄ
の
映
像
が
メ
イ
ン

17 沖大幹のスペイン・サラゴサ万博レポート

右：SuezとVeoliaが仕切るフ
ランス館。下の緑の写真は、
２階の植栽を植えた斜面に人
工降雨を撒いて、水の流れを
示そうと企画した展示。
上：中国館。愛知万博にもブ
ースを設けた筆の達人に、オ
リジナルの扇子をつくっても
らう。知者楽水の知は、智が
正しく、あとから知の下に日
を書き加えてもらう。
左上：中国館。水の体重計？
左と下：ラマンチャ館。川か
ら水を汲み上げる装置の模型。



で
あ
っ
た

U
N
-
W
a
te
r

館
は
パ
ネ
ル
が
並
べ
て

あ
っ
て
、
片
隅
で
ビ
デ
オ
上
映
。
広
い

ス
ペ
ー
ス
に
こ
れ
だ
け
だ
と
、
大
事
な

内
容
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
も
、
閑
散
と

し
た
印
象
は
拭
え
な
か
っ
た
。

メ
キ
シ
コ
館
は
ア
ス
テ
カ
や
マ
ヤ
の

時
代
の
ラ
ロ
ッ
ク
︵T

la
lo
c

︶
と
い
う

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
以
前
の
神
様
が
水
の
神

で
あ
る
と
か
、
メ
キ
シ
コ
の
水
資
源
の

66
％
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
る
と
か
、
水
と
空
の
類
似
性
と
か

い
っ
た
展
示
が
科
学
、
文
化
、
健
康
、

将
来
の
子
供
の
水
、
と
い
っ
た
順
で
並

ん
で
い
た
。
汚
染
な
ど
、
文
明
の
負
の

側
面
も
展
示
さ
れ
、
最
後
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
﹁W

e
a
ll
a
re

w
a
te
r

﹂
で
あ
っ

た
。日

本
館
も
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る

で
あ
ろ
う
。
﹁
水
と
共
生
す
る
日
本
人

︱
智
慧
と
技
︱
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
て
か

か
げ
、
鳥
獣
戯
画
や
浮
世
絵
を
切
り
貼

り
し
た
独
特
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
江

戸
時
代
の
日
本
に
お
け
る
水
と
社
会
の

共
生
、
循
環
型
社
会
の
様
子
な
ど
を
紹

介
し
て
い
た
。
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
浮

世
絵
は
そ
れ
自
体
で
観
客
の
多
く
を
占

め
る
ス
ペ
イ
ン
人
を
満
足
さ
せ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
が
、
す
べ
て
実
際
の
浮
世

絵
な
ど
に
基
づ
く
た
め
、
原
画
の
制
約

で
登
場
人
物
が
ぎ
く
し
ゃ
く
と
し
か
動

か
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
伝
わ
っ
た
か

ど
う
か
、
老
婆
心
な
が
ら
少
し
気
に
な

っ
た
。

背
の
高
い
３
面
没
入
型
ス
ク
リ
ー
ン

で
の
映
像
を
終
え
、
最
後
に
登
場
す
る

本
物
の
滝
の
横
を
す
り
抜
け
る
と
展
示

ゾ
ー
ン
２
。
五
感
で
楽
し
む
水
と
環
境

の
一
部
は
実
現
さ
れ
て
い
て
、
オ
レ
ン

ジ
フ
レ
ー
バ
ー
の
日
本
茶
が
配
ら
れ
て

い
た
り
、
ド
ラ
イ
ミ
ス
ト
、
水
ス
ピ
ー

カ
ー
な
ど
が
さ
り
げ
な
く
効
果
的
に
設

置
さ
れ
て
い
た
り
し
た
。

ち
な
み
に
、
筆
者
等
の
研
究
グ
ル
ー

プ
の
算
定
結
果
に
基
づ
き
、
20
世
紀
に

は
約
１
０
０
年
に
１
度
の
洪
水
や
渇
水

が
21
世
紀
終
わ
り
に
は
ど
の
程
度
頻
発

す
る
の
か
を
示
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

も
、
こ
の
ゾ
ー
ン
で
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
を
用
い
て
展
示
さ
れ
て
い
て
、
日
本

や
ス
ペ
イ
ン
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
に
説
明
す
る
機

会
を
得
た
。
い
つ
ま
で
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

が
維
持
さ
れ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
日

本
館
の
概
要
や
展
示
は
、h

ttp
:/
/

z
a
r
a
g
o
z
a
.
e
x
p
o
-

ja
p
a
n
.jp
/
ja
p
a
n
/

で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

ｃ
映
画
館
系
パ
ビ
リ
オ
ン

最
も
万
博
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
い
て
、

か
つ
、
よ
く
で
き
て
い
た
と
思
っ
た
の

は
韓
国
館
の
３
Ｄ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
っ
た
。
セ
リ
フ
は
な
く
、
ゴ
ー
ス
ト

バ
ス
タ
ー
ズ
の
マ
シ
ュ
マ
ロ
マ
ン
に
ト

ト
ロ
を
足
し
た
よ
う
なw

a
te
r
g
ia
n
t

が
の
っ
し
の
っ
し
と
進
ん
で
い
く
。
非

武
装
中
立
地
帯
を
超
え
る
際
に
雄
た
け

び
を
上
げ
、
砂
漠
地
帯
へ
と
進
む
と
、

や
が
て
喉
が
渇
い
て
死
に
そ
う
な
動
物

18

万博には開催される時代の最
先端の展示手法が並ぶ。動画
自体はもちろん、投射される
スクリーンにも、さまざまな
素材が使われている。右の日
本館は３方が連動したアニメ
ーションが終わると、中央に
実際に水が流れ落ちる滝が表
れるバーチャルとリアルの両
方を用いたスタイル。パーソ
ナルサイズの動画や静止画は
タッチパネルが多く、省スペ
ースでの大量情報発信が実現
されていた。



に
自
ら
の
水
を
与
え
て
息
絶
え
る
が
、

そ
の
歩
ん
で
き
た
道
に
は
緑
が
生
い
茂

る
、
と
い
う
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
が
秀
逸
。

説
教
臭
く
な
く
、
子
供
に
も
わ
か
る
ダ

イ
レ
ク
ト
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
っ
て

き
た
。

な
お
、
韓
国
館
で
は
、
中
国
館
と
同

じ
く
﹁W

a
te
r

展
﹂
の
﹁
水
の
器
﹂
を

参
考
に
し
た
か
の
よ
う
な
水
が
め
に
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
を
配
置
し
た
展
示
も
見
ら

れ
た
。

一
方
、
最
新
技
術
に
頼
っ
て
い
た
の

が
ク
ウ
ェ
イ
ト
館
。
﹁
４
Ｄ
﹂
を
売
り

物
に
し
て
い
た
の
で
何
か
と
思
っ
た
ら
、

目
の
前
に
迫
っ
た
ラ
ク
ダ
の
３
Ｄ
映
像

に
合
わ
せ
て
鼻
息
の
よ
う
に
水
蒸
気
が

プ
シ
ュ
っ
と
音
を
立
て
て
顔
に
か
か
っ

た
り
、
椅
子
が
ガ
タ
ン
、
と
動
い
た
り
、

と
体
感
の
仕
掛
け
が
あ
る
、
と
い
う
こ

と
な
の
で
あ
っ
た
。
定
員
が
24
名
な
の

で
、
ど
う
し
て
も
行
列
が
長
く
な
り
、

長
く
な
る
と
ま
た
人
気
が
上
が
る
、
と

い
う
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
効
果
も
あ
る
よ

う
だ
っ
た
。

ｄ
物
産
展
系
パ
ビ
リ
オ
ン

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
エ

メ
ン
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
オ
マ
ー
ン
、
ト

ル
コ
な
ど
の
国
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
水
や

自
然
、
環
境
に
関
す
る
パ
ネ
ル
が
飾
ら

れ
て
い
る
も
の
の
、
一
番
印
象
に
残
っ

た
の
は
各
館
出
口
近
傍
に
必
ず
置
か
れ

て
い
る
み
や
げ
物
コ
ー
ナ
ー
で
あ
っ
た
。

国
に
よ
っ
て
は
、
全
体
が
物
産
展
み
た

い
に
小
口
の
ブ
ー
ス
に
貴
金
属
商
な
ど

が
出
店
を
開
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
。
個
人
的
に
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
館
に

貴
腐
ワ
イ
ンT

o
k
a
ij

の
ボ
ト
ル
が
あ
っ

た
り
す
る
の
は
魅
力
的
で
あ
っ
た
し
、

エ
ク
ア
ド
ル
館
は
実
質
的
に
は
み
や
げ

物
コ
ー
ナ
ー
だ
け
が
南
米
パ
ビ
リ
オ
ン

の
一
角
に
あ
る
の
だ
が
、
素
敵
な
パ
ナ

マ
帽
が
売
ら
れ
て
い
て
迷
わ
ず
購
入
し

て
し
ま
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
観
光
誘
致
系
。
半

分
ド
ー
ム
の
透
明
な
舞
台
が
あ
っ
て
、

ラ
イ
ブ
を
や
っ
て
お
り
、
５
拍
子
の
曲

を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。
ブ
ル
ガ
リ
ア

館
に
も
ス
テ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
、
楽
し

い
民
族
舞
踊
︵
？
︶
を
や
っ
て
い
た
。

ど
ち
ら
も
水
や
持
続
可
能
な
開
発
と
い

っ
た
万
博
の
テ
ー
マ
は
、
あ
ま
り
気
に

し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

ｅ
食
事
系
パ
ビ
リ
オ
ン

物
産
展
系
の
パ
ビ
リ
オ
ン
で
も
各
国

名
物
料
理
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
が
、

以
下
で
は
我
々
が
視
察
中
に
食
事
を
し

て
お
い
し
か
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
順
不
同

で
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

ア
ラ
ゴ
ン
州
館
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ロ

ブ
ス
タ
ー
の
リ
ゾ
ッ
ト
は
海
老
の
殻
で

と
っ
た
出
汁
が
効
い
て
お
り
、
米
も
固

め
に
炊
か
れ
て
い
て
非
常
に
お
い
し
か

っ
た
。

ガ
ス
パ
チ
ョ
と
い
う
の
は
家
庭
料
理

で
、
わ
ざ
わ
ざ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
べ
る

よ
う
な
も
の
で
は
な
い
の
だ
そ
う
だ
が
、

ス
ペ
イ
ン
館
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ガ
ス
パ
チ

ョ
に
は
ロ
ブ
ス
タ
ー
と
貝
柱
が
入
り
非

常
に
高
価
で
は
あ
っ
た
が
、
濃
厚
な
ト

マ
ト
ソ
ー
ス
と
と
も
に
非
常
に
お
い
し

か
っ
た
。
こ
こ
の
イ
ベ
リ
コ
豚
の
ロ
ー

ス
ト
も
、
皮
の
脂
に
う
ま
み
が
濃
縮
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

メ
キ
シ
コ
館
の
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
も
、

や
や
甘
め
だ
が
、
暑
い
中
動
き
回
っ
て

疲
れ
た
体
に
は
お
い
し
か
っ
た
。

サ
ラ
ゴ
サ
万
博
を
後
に
し
て

万
博
と
い
う
と
、
各
国
が
独
自
の
派

手
な
パ
ビ
リ
オ
ン
を
建
て
て
集
客
を
競

う
、
と
い
う
印
象
も
あ
っ
た
の
だ
が
、

サ
ラ
ゴ
サ
博
は
愛
知
と
上
海
の
間
の
小

規
模
万
博
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
跡
地

利
用
を
考
え
て
、
多
く
の
パ
ビ
リ
オ
ン

に
は
再
利
用
可
能
な
よ
う
に
工
業
団
地

的
な
長
屋
形
式
の
コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト

が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
て
、
結
果
と
し

て
は
会
場
も
比
較
的
コ
ン
パ
ク
ト
で
歩

き
や
す
か
っ
た
。

ま
た
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
国
々
が

今
回
の
万
博
に
軒
並
み
参
加
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ

め
と
し
て
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
な
ど
英
連
邦
系
が
ど
こ
も
参
加
し
て

い
な
か
っ
た
。
言
葉
の
問
題
だ
と
し
て

も
、
言
葉
に
よ
る
つ
な
が
り
、
逆
に
、

言
葉
に
よ
る
壁
は
今
後
の
世
界
で
重
要

19 沖大幹のスペイン・サラゴサ万博レポート

な
要
素
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
、
と

感
じ
ら
れ
た
。

見
本
市
と
し
て
の
万
博
の
意
味
が
薄

れ
て
い
る
現
在
、
と
も
す
れ
ば
、
万
博

を
成
功
さ
せ
る
こ
と
自
体
が
目
的
化
し

て
し
ま
い
そ
う
な
状
況
の
中
、
日
本
政

府
は
外
交
の
場
と
し
て
案
外
上
手
に
使

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
印

象
を
受
け
た
。

２
０
０
３
年
に
滋
賀
、
京
都
、
大
阪

な
ど
琵
琶
湖
淀
川
流
域
で
開
催
さ
れ
た

第
３
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
契
機
と

し
て
、
﹁
水
と
衛
生
﹂
分
野
に
お
い
て

国
際
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
、
姿
の

見
え
る
国
際
貢
献
が
で
き
る
よ
う
な
体

制
を
と
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
今
回
の

﹁
水
と
持
続
可
能
な
開
発
﹂
と
い
う
万

博
テ
ー
マ
が
日
本
政
府
の
思
惑
と
う
ま

く
合
致
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
今
回
の
視
察
を
可
能
と
し

て
く
れ
た
ミ
ツ
カ
ン
水
の
文
化
セ
ン
タ

ー
、
な
ら
び
に
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
、
そ
し
て

現
地
調
整
な
ど
で
お
世
話
い
た
だ
い
た

皆
様
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

水がめにディスプレイを配置した韓国館の展示

編集部の会場入りに尽力してくれた
万博本部スタッフMr. Jose Antonio
Oliva & Ms. Patricia Artal （Centro
Internacional de Prensa）に感謝。
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プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
ま
ち

ア
ル
メ
リ
ア

さ
て
、
サ
ラ
ゴ
サ
博
の
た
め
に
ス
ペ

イ
ン
ま
で
来
た
の
で
、
せ
っ
か
く
だ
か

ら
、
と
南
部
ア
ル
メ
リ
ア
に
ま
で
足
を

伸
ば
す
こ
と
に
し
た
。
こ
こ
は
、
プ
ラ

ス
テ
ィ
ッ
ク
の
ま
ち
、
と
呼
ば
れ
る
と

お
り
、
見
渡
す
限
り
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

が
広
が
っ
て
い
る
。
知
ら
ず
に
遠
目
に

見
る
と
、
ま
る
で
雪
を
被
っ
た
山
里
で

あ
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
起
こ
す
ほ
ど

で
あ
る
。
日
本
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は

保
温
の
た
め
だ
が
、
乾
燥
し
た
地
中
海

沿
岸
の
ス
ペ
イ
ン
南
部
で
は
、
湿
度
を

保
つ
た
め
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
用
い

る
の
だ
そ
う
だ
。

40
km
ほ
ど
海
岸
か
ら
内
陸
に
入
っ
た

ニ
ハ
ー
ル
︵N

ija
r

︶
と
い
う
町
の
ニ

ハ
ー
ル
地
方
水
資
源
利
用
者
組
合

︵C
o
m
u
n
id
a
d
d
e
U
su
a
rio

s
d
e

a
g
u
a
s

d
e

la
c
o
m
a
r
c
a

d
e

N
ija
r：

Ｃ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
︶
が
政
府
に
働
き

か
け
て
海
沿
い
のC

a
rb
o
n
e
ra
s

に
海

水
淡
水
化
施
設
を
つ
く
り
、
直
径
1.4
ｍ

の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
ニ
ハ
ー
ル
へ
送
水

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

各
戸
へ
の
配
水
も
ハ
イ
テ
ク
に
な
っ

て
お
り
、
あ
た
か
も
水
道
の
よ
う
に
パ

イ
プ
で
送
水
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な

く
、
ど
の
家
が
ど
れ
だ
け
使
っ
た
か
を

き
ち
ん
と
計
量
し
、
無
線
で
デ
ー
タ
を

集
計
し
て
い
た
。
課
金
も
従
量
制
で
あ

水と持続可能な開発
スペイン南部アルメリア地方の海水淡水化施設とその灌漑利用

沖大幹さんと編集部では、スペイン・サラゴサの万博に引き続き、

南部アルメリア地方の海水淡水化施設とその灌漑利用の現状、

及び下水処理施設を視察しました。

適地適作を徹底させるEUの農業政策も含め、

変わりつつある水利用のあり方をご紹介します。

第23回 水の文化楽習実践取材
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っ
た
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
の
ト
マ
ト

の
有
機
栽
培
現
場
を
見
学
さ
せ
て
も
ら

っ
た
が
、
点
滴
灌
漑
で
、
大
事
に
水
を

使
っ
て
い
る
様
子
が
窺
が
わ
れ
た
。

組
合
長
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ロ
ペ
ス
氏

が
い
ろ
い
ろ
と
説
明
し
て
く
れ
た
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
Ｃ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
こ
の
海
水

淡
水
化
灌
漑
事
業
に
は
１
８
２
６
戸
の

農
家
、
８
２
０
０
ha
の
農
地
が
属
し
て

い
て
、
６
０
０
km
の
水
路
、
７
つ
の
配

水
池
な
ど
を
含
め
、
全
体
で
は
５
〜
６

０
０
０
万
ユ
ー
ロ
の
事
業
費
が
か
か
る

見
込
み
で
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
中
央
政
府

以
外
に
Ｅ
Ｕ
が
４
分
の
１
を
援
助
し
て

い
る
の
だ
そ
う
だ
。
残
り
は
Ｃ
Ｕ
Ｃ
Ｎ

が
50
年
か
け
て
支
払
う
と
の
こ
と
で
あ

り
、
農
地
面
積
あ
た
り
に
な
お
す
と
総

コ
ス
ト
は
６
８
０
０
ユ
ー
ロ
／
ha
だ
そ

う
だ
が
、
経
費
全
体
に
占
め
る
水
の
コ

ス
ト
の
割
合
は
現
在
2.4
％
、
淡
水
化
し

た
水
を
使
っ
た
場
合
で
５
％
に
な
る
だ

け
な
の
で
、
十
分
に
ペ
イ
す
る
の
だ
そ

う
だ
。

農
家
が
Ｃ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
に
支
払
う
水
の
価

格
は
０
・
４
４
ユ
ー
ロ
／
k
、
Ｃ
Ｕ
Ｃ

Ｎ
が
海
水
淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
に
支
払
う

価
格
は
０
・
４
０
ユ
ー
ロ
／
k
で
、
差

額
で
給
水
施
設
の
維
持
な
ど
を
し
て
い

る
ら
し
い
。
状
況
を
考
え
る
と
、
こ
の

価
格
は
運
転
費
用
の
み
に
対
応
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
と
推
察
さ
れ
る
。

地
下
水
を
汲
み
上
げ
て
灌
漑
に
使
う

コ
ス
ト
が
０
・
２
０
ユ
ー
ロ
／
k
程
度

な
の
で
、
そ
の
地
下
水
が
塩
水
化
し
始

Str. of Gibraltar

R
ho

ne

Tejo

Douro

Garonne

Ebro

Mediterranean Sea

Barcelona

Valencia

Madrid

Lisbon

FRANCE

SPAIN

PORTUGAL

MOROCCO ALGERIA

Zaragoza

Almeria

サラゴサはイベリア半島の付け根近い内陸の都市だったが、アルメリア
はぐっと南部で地中海に面した海岸都市。飛行機の主翼の先の向こうに、
隣町エヒド市のビニールハウス群が白く光って見える。ニハール地方の
ビニールハウスにおけるトマトの点滴灌漑システムを見学。入口のマッ
トには酢が染み込ませてあり、靴裏の消毒を行なっていた。
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飛行場

主要幹線道路

ニハール Nijar 市街

Carboneras
海水淡水化施設

Rambla de Morales 
海水淡水化施設

CABO DE GATA 国立公園内

アルメニア市街

水資源利用者組合がある
二ハール地方

20km
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め
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
０
・
４
４
ユ

ー
ロ
／
k
で
あ
れ
ば
淡
水
化
し
た
水
を

利
用
し
て
も
構
わ
な
い
こ
と
に
な
る
。

実
際
に
は
、
こ
の
辺
で
と
れ
る
最
高
級

ト
マ
ト
の
栽
培
に
は
多
少
塩
分
が
あ
っ

た
ほ
う
が
よ
い
こ
と
か
ら
、
淡
水
化
し

た
水
に
地
下
水
を
混
ぜ
て
使
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
地
域
の
90
％
の
農
家
は
２
ha
以

下
の
規
模
で
、
ス
ペ
イ
ン
に
し
て
は
小

規
模
な
の
だ
と
い
う
が
、
そ
れ
で
も
売

り
上
げ
は
年
約
６
〜
７
万
ユ
ー
ロ
／
ha

あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど

が
専
業
農
家
だ
そ
う
だ
。
栽
培
し
て
い

る
の
は
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
メ
ロ
ン
、

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
で
、
主
に
冬
に
つ
く
る

が
、
冬
で
も
暖
房
は
ほ
と
ん
ど
し
な
く

て
も
よ
い
の
だ
そ
う
だ
。
淡
水
化
施
設

の
お
か
げ
で
旱
魃
の
恐
れ
も
な
く
な
り
、

ス
イ
カ
な
ど
も
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
、
と
い
う
。

ロ
ペ
ス
氏
の
話
に
よ
る
と
、
近
年
、

地
下
水
の
減
少
が
顕
著
に
な
っ
た
上
、

塩
分
が
混
じ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
ま

ま
い
く
と
農
家
は
立
ち
行
か
な
く
な
る

状
態
が
続
い
た
そ
う
だ
。
そ
れ
で
近
隣

の
農
家
が
結
束
し
て
ピ
ケ
を
張
り
、
抗

議
行
動
を
起
こ
し
た
こ
と
で
、
海
水
淡

水
化
施
設
の
実
現
に
漕
ぎ
着
け
た
と
言

う
。小

規
模
農
家
が
多
い
地
域
で
あ
る
が
、

目
先
の
補
助
金
を
補
償
手
当
に
費
や
す

こ
と
な
く
、
本
業
を
続
け
る
た
め
に
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
高
い
使
い
方

Carboneras


海水淡水化施設

上：高台にある貯水池からCarboneras海水淡水化施
設を臨む。高い煙突は隣接する火力発電所のもの。比
較的水が豊かなサラゴサと違い、文字通り地中海性気
候のアルメリアは、サボテンと灌木、ローズマリーな
どのハーブがまばらに茂る殺伐とした風景が続く。一
時期流行った「マカロニウエスタン」は、実はこのあ
たりで撮影されたということだ。
右：フィルターはメーカー名は不明だが日本製。
下：屋外にずらっと並ぶタンクは砂利を利用したフィ
ルトレーションタンク。44本あるという。
最下段右：コントロールセンターは別の場所にあり遠
隔操作されているが、このプラント自体に常駐するの
は2名で済むとのこと。もちろんすべてコンピュータ
ー制御で24時間態勢。
最下段左：CUCNの組合長アントニオ・ロペスさん。
地下水塩水化と旱魃被害に立ち上がった農民戦士だ。



El Ejido
下水処理施設

エヒド市 El Ejido
白いビニールハウス群
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を
し
て
い
る
点
に
は
、
大
変
感
心
さ
せ

ら
れ
た
。

ロ
ペ
ス
氏
の
場
合
も
娘
婿
が
農
業
を

継
い
で
お
り
、
事
業
と
し
て
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
採
算
性
を
持
っ
た
農
業
経

営
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
を

得
た
。

い
ず
こ
も
同
じ

海
水
淡
水
化
施
設
だ
が

ニ
ハ
ー
ル
へ
送
る
水
を
淡
水
化
し
て

い
るC

a
r
b
o
n
e
r
a
s

の
施
設
と
、

C
A
B
O

D
E
G
A
T
A

と
い
う
海
岸
近

く
の
国
立
公
園
内
に
つ
く
ら
れ
た

R
a
m
b
la

d
e
M
o
ra
le
s

の
淡
水
化
施

設
を
日
を
変
え
て
見
学
し
た
が
、
い
ず

れ
も
日
本
で
見
る
海
水
淡
水
化
施
設
と

基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
。
こ
ち
ら
で

は
、
重
油
を
使
っ
て
自
家
発
電
し
た
電

気
を
利
用
。
貴
重
な
水
を
つ
く
る
と
は

い
え
、
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
費
や
さ

れ
て
い
る
。

日
本
の
よ
う
に
、
主
に
渇
水
時
用
に

運
転
し
て
い
る
施
設
と
は
異
な
り
、
定

常
的
に
造
水
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
現
在
は
施
設
容
量
の
６
分
の
１
と

か
４
分
の
１
し
か
送
水
し
て
い
な
い
点

に
び
っ
く
り
し
た
。
将
来
の
拡
張
用
に

ス
ペ
ー
ス
が
空
け
て
あ
る
の
で
は
な
く
、

す
で
に
設
備
が
整
え
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
極
め
て
近
い
将
来
に
、

こ
の
地
域
が
よ
り
乾
燥
し
、
水
の
需
要

が
増
大
す
る
と
見
込
ん
で
の
こ
と
か
と

Rambla
de
Morales

海水淡水化施設

上2点：Rambla de Morales海水淡水化施設。スペイ
ンの田舎屋風ののどかな外観だが、万が一薬品を浴び
た際の非常用シャワーが各所に完備されているのがも
のものしい。
左：技術者、アレッサンドロ・グズマンさん。彼はベ
ネズエラから出向しているという。スペインで実用化
されたプラントのノウハウごと輸出することが積極的
に考えられているようだ。
下2点：4系統の能力を備えたプラントだが、実際に稼
働しているのはわずか1系統。コスト意識の高い日本
人にはなかなか理解し難いが、あとから増やすことを
考えればこれで充分元がとれるのだろう。
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思
わ
れ
た
。

地
中
海
沿
岸
、
特
に
ス
ペ
イ
ン
な
ど

で
は
地
球
温
暖
化
の
進
行
に
伴
い
、
よ

り
乾
燥
化
が
進
む
と
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
︵
気
候
変

動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
︶

の
１
９
９
０

年
の
第
一
次
報
告
書
か
ら
既
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、C

a
rb
o
n
e
ra
s

の
施
設
は
メ

キ
シ
コ
に
、R

a
m
b
la

d
e
M
o
ra
le
s

の
方
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
プ
ラ
ン
ト

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
輸
出
す
る
予
定
だ
、
と

の
こ
と
で
、
こ
う
し
た
施
設
が
あ
る
意

味
で
商
品
見
本
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
も
興
味
深
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
エ

ヒ
ド
市
︵E

l
E
jid
o

︶
の
下
水
処
理
施

設
で
あ
る
。
日
量
１
万
４
０
０
０
k
の

処
理
水
を
活
性
汚
泥
法
で
Ｅ
Ｕ
基
準
の

Ｂ
Ｏ
Ｄ
５
ま
で
落
と
し
た
後
、
８
０
０

０
k
を
0.2
μ
m
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
タ

ー
で
ろ
過
し
て
再
生
水
と
し
、
０
・
１

８
ユ
ー
ロ
／
k
で
ゴ
ル
フ
場
、
公
園
の

植
栽
用
に
配
水
し
て
い
る
と
い
う
の
で

あ
る
。

さ
ら
に
、
下
水
処
理
水
の
残
り
の
う

ち
４
０
０
０
k
は
逆
浸
透
膜
を
通
し
て

灌
漑
な
ど
の
水
道
水
源
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
現
在
水
需
給

が
特
に
逼
迫
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で

も
な
い
そ
う
だ
が
、
市
の
予
算
で
は
な

く
、
中
央
政
府
や
Ｅ
Ｕ
の
資
金
で
建
設

し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
か

ら
資
金
が
出
る
う
ち
に
こ
う
し
た
設
備

を
つ
く
っ
て
お
こ
う
、
と
い
う
思
惑
も

El
Ejido

下水処理施設

左：El Ejido下水処理施設の技術責任者ペドロさん
（後ろ）とエヒド市職員のエステバンさん。この施設
は環境庁の管轄で、直接の運営はエヒド市が民間に委
託して行なっている。12人が働いているが、3人で稼
働できるということだ。
右上：前出のニハールより、はるかにビニールハウス
率の高いエヒド。下水を逆浸透膜を使い海水淡水化施
設並みに行なおうとするのは、広大なビニールハウス
栽培の灌漑用水をまかなうために違いない。EUに東
欧諸国が参入し、スペインの農業がその優位性を失う
ことがあったら、こうしたサステナブルとは呼び難い
仕組みは崩壊してしまうのではないだろうか。
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あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
や
は
り
気
候
変
動

を
含
め
て
将
来
へ
の
備
え
と
し
て
つ
く

っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

万
博
が
開
催
さ
れ
た
サ
ラ
ゴ
サ
は
エ

ブ
ロ
川
が
流
れ
、
ス
ペ
イ
ン
の
中
で
も

水
利
用
が
可
能
な
地
域
で
あ
る
。
エ
ブ

ロ
川
河
口
付
近
か
ら
取
水
し
て
ア
ル
メ

リ
ア
を
含
む
南
部
へ
送
る
構
想
︵
国
家

治
水
灌
漑
計
画
︶
は
、
２
０
０
４
年
の

社
会
党
へ
の
政
権
交
代
に
よ
っ
て
立
ち

消
え
と
な
っ
た
。
エ
ブ
ロ
川
か
ら
導
水

す
る
よ
り
も
、
海
水
淡
水
化
の
ほ
う
が

コ
ス
ト
も
安
く
、
地
域
市
民
の
感
情
も

害
さ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。

実
際
に
訪
れ
て
み
る
と
、
淡
水
化
施

設
の
建
設
費
用
の
そ
れ
な
り
は
中
央
政

府
や
Ｅ
Ｕ
が
支
出
し
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
食
料
供
給
を
支
え
る
ス
ペ
イ
ン
、

特
に
ス
ペ
イ
ン
南
部
の
重
要
性
あ
れ
ば

こ
そ
な
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
感
じ

ら
れ
た
。
ま
た
、
将
来
を
見
越
し
て
余

裕
の
あ
る
施
設
容
量
を
整
え
て
い
る
点

に
は
驚
い
た
。

と
は
い
え
、
価
格
が
高
騰
し
、
必
ず

し
も
持
続
的
で
は
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

大
量
に
使
用
し
て
得
ら
れ
る
水
に
頼
っ

た
食
料
生
産
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
と
、

こ
れ
か
ら
の
﹁
自
然
と
の
共
生
﹂
と
は

何
か
、
と
い
う
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。

Amsterdam

Brussels

Rotterdam

London

Paris

Barcelona

Valencia

Almenia

Madrid

Rome

Ljub

Praha

Venezia
Milano

Lisbon

Berlin

Copenhagen

Dublin

Zaragoza

Gibraltar

ヨーロッパの主要高速道路網
地産地消が叫ばれているヨーロッパではあるが、一
番南部のアルメニアでつくられたトマトが、いった
ん、オランダのアムステルダムやロッテルダムにト
ラックで運ばれ、それからヨーロッパ全土に配られ
ると聞いた。それにしては、国土の広いスペインは、
まだ補給路としての幹線道路が整備されていない。

コーディネーターの河野
兵部さん（右）。的確な通
訳だけではなく、スペイ
ンのライフスタイルや気
候風土など、短期間にス
ペイン理解を深めるため
の情報をたくさん教えて
いただいた。
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生活環境主義から見た共生の行方

アジアと日本の水文化

鳥越皓之
とりごえひろゆき

文学博士　早稲田大学人間科学学術院教授

1969年東京教育大学文学部史学科（民俗学）卒業、1975
年東京教育大学大学院文学研究科社会学専攻博士課程単位
取得満期退学。関西学院大学社会学部教授、筑波大学大学
院人文社会科学研究科教授を経て、2005年４月から現職。

専門は社会学、民俗学、環境問題、地域計画。主な著書に
『水と人の環境史ー増補版』（編著 御茶の水書房 1991）、
『柳田民俗学のフィロソフィー』（東京大学出版会 2002）、
『花をたずねて吉野山』（集英社新書 2003）、『環境社会学』
（東大出版会 2004）ほか

白神山地の山の神 鳥越皓之撮影

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
水
と

共
生
す
る

人
と
い
う
も
の
は
水
に
明
ら
か
に
依

存
し
て
き
た
の
で
す
。
双
方
に
支
え
合

っ
た
と
い
う
側
面
は
弱
い
。

共
生
と
い
う
と
、
生
物
学
で
シ
ン
バ

イ
オ
シ
ス
︵S

y
m
b
io
sis

︶
と
い
う
言

い
方
が
あ
っ
て
、
寄
生
・
パ
ラ
シ
テ
ィ

ズ
ム
︵p

a
ra
s
itis

m

︶
の
反
対
語
と

し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
依
存
も
共
生

に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
普
通
に
日

本
語
で
使
わ
れ
て
い
る
意
味
の
共
生
は
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
共
存
共
栄
と
い
っ

た
考
え
方
で
す
。

水
と
共
生
す
る
と
い
う
こ
と
で
い
う

と
、
水
は
自
然
の
代
表
的
な
物
質
の
一

つ
な
の
で
、
確
か
に
人
は
水
と
共
生
し

て
き
た
と
も
い
え
る
け
れ
ど
、
本
質
的

に
見
る
と
依
存
し
て
き
た
の
で
す
。

歴
史
的
に
遡
れ
ば
遡
る
ほ
ど
、
共
生

と
い
う
よ
り
も
、
水
を
な
だ
め
す
か
し

て
な
ん
と
か
人
と
水
と
の
良
い
関
係
を

持
と
う
と
し
ま
し
た
。

水
は
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
み
た
い
な
と
こ
ろ

が
あ
っ
て
、
す
ぐ
に
い
じ
わ
る
を
す
る
、

い
じ
け
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
で
き
な
い
。
そ
れ
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
い
う
の
は
儚
い
夢

で
は
あ
る
け
ど
、
し
か
し
常
に
努
力
し

て
き
た
ん
で
す
。

今
は
、
﹁
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
﹂

と
い
う
思
想
で
努
力
し
て
い
ま
す
。
今

の
政
府
の
河
川
政
策
は
、
明
ら
か
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え

で
進
ん
で
い
て
、
も
し
も
で
き
な
か
っ

た
ら
自
分
た
ち
の
技
術
が
劣
っ
て
い
る

か
ら
だ
と
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
い
ま

す
。
私
は
そ
れ
を
誤
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
う
い
う
考
え
が
成
り
立
つ

こ
と
は
理
解
で
き
ま
す
。

昔
の
人
は
、
水
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
、
お

互
い
に
理
解
し
あ
お
う
と
考
え
た
。
そ

の
た
め
に
水
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
の
言
葉
で
﹁
水

の
神
﹂
と
呼
ぶ
の
は
、
ひ
と
つ
の
シ
ン

ボ
ラ
イ
ズ
し
た
形
で
す
。

水
の
神
の
話
で
は
、
よ
く
異
類
婚
姻

譚
が
登
場
し
ま
す
が
、
古
い
と
こ
ろ
で

い
う
と
怖
い
水
の
神
が
い
て
、
人
間
は

日本の水意識は、

古くまで遡ると東アジア一帯にルーツを持っていたようです。

経済成長や水道敷設などによって、日本の水環境は激変しました。

その急激な変化によって生じた歪みは、

今、見直しが迫られています。

地元の人の生きる知恵から論理を立てよう

という生活環境主義が、

新たな共生の論理の獲得に役立つかもしれません。



そ
れ
に
怒
っ
て
山
の
神
様
自
身
が
掃
除

を
し
た
ん
だ
。
掃
除
の
つ
い
で
に
人
も

掃
除
さ
れ
た
ん
だ
と
。

自
分
た
ち
の
怠
慢
で
あ
っ
た
と
解
釈

し
た
。
こ
れ
を
地
元
の
素
朴
な
人
た
ち

の
考
え
方
だ
と
い
っ
て
し
ま
っ
て
は
駄

目
だ
と
思
う
。
こ
う
い
う
解
釈
を
す
る

こ
と
が
一
つ
の
文
化
で
あ
っ
て
、
確
か

に
こ
の
解
釈
は
今
後
の
環
境
保
全
に
役

に
立
ち
ま
す
。
省
み
れ
ば
、
日
本
人
は
、

こ
の
解
釈
を
ず
っ
と
続
け
る
こ
と
で
川

を
保
全
し
て
き
た
と
も
い
え
る
わ
け
で

す
。手

入
れ
を
し
な
さ
い
と
い
わ
れ
る
と

人
間
は
し
な
い
も
の
だ
け
ど
、
こ
の
よ

う
な
シ
ン
ボ
ル
の
怒
り
と
い
う
解
釈
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
環
境

を
う
ま
く
保
全
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
は
素
朴
な
人
の
考
え
と
い
う
の

で
は
な
く
、
そ
れ
は
現
場
の
人
が
、
そ

こ
で
生
き
る
た
め
の
知
恵
と
解
釈
し
直

せ
ば
、
現
代
に
生
き
る
我
々
に
と
っ
て

も
、
学
ぶ
べ
き
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。い

ず
れ
に
し
ろ
、
水
は
怖
い
も
の
、

水
害
と
い
う
も
の
を
明
確
に
持
っ
て
い

る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
れ
を
内
包
し
た
論

理
を
地
元
と
し
て
は
持
っ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

自
分
の
身
近
な
人
が
亡
く
な
っ
た
と

き
に
納
得
で
き
な
い
死
に
方
っ
て
つ
ら

い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
こ
う
い
う
解
釈

に
よ
っ
て
自
己
納
得
は
で
き
る
わ
け
で

す
よ
。
ど
う
し
て
い
っ
た
ら
い
い
か
と
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い
う
政
策
も
出
て
く
る
わ
け
で
す
よ
ね
。

こ
れ
が
今
私
た
ち
が
考
え
る
、
水
と
の

共
生
の
一
つ
の
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。

水
の
神
を
脅
す

異
類
婚
姻
譚
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

常
に
意
識
し
て
神
と
結
び
つ
く
よ
う
に

し
た
ん
で
す
が
、
現
実
の
事
象
を
見
る

と
、
拝
ん
だ
り
頼
ん
だ
り
し
て
る
だ
け

で
な
く
て
人
間
が
神
様
を
脅
し
て
い
る

の
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
れ
が
日
本
の
立
派
な
と
こ
ろ
。
世

界
的
な
大
き
な
神
、
Ｇ
Ｏ
Ｄ
に
あ
た
る

神
を
脅
す
話
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
と
こ
ろ
が
日
本
で
は
、
神
様
が

言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
と
脅
す
ん
で
す

よ
。水

の
神
は
山
の
ほ
う
に
住
ん
で
い
て
、

山
か
ら
水
が
流
れ
る
と
こ
ろ
が
シ
ン
ボ

ラ
イ
ズ
さ
れ
て
い
て
、
滝
つ
ぼ
の
と
こ

ろ
に
水
の
神
が
祀
ら
れ
た
り
す
る
こ
と

が
多
い
。
全
然
雨
が
降
ら
な
い
と
滝
つ

ぼ
に
石
を
投
げ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
脅
す

ん
で
す
よ
。
い
つ
も
頭
を
下
げ
て
い
る

だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
必
死
で
す
か
ら
最

後
は
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
。

茨
城
を
歩
い
て
い
た
ら
、
﹁
こ
れ
が

い
ざ
と
い
う
と
き
に
滝
つ
ぼ
に
投
げ
る

石
で
す
﹂
と
見
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

石
が
お
ば
あ
さ
ん
の
笑
っ
て
い
る
顔
な

ん
で
す
。
こ
れ
が
わ
か
ら
な
い
。
す
ご

く
良
い
顔
な
ん
で
す
。
も
の
す
ご
く
魅

力
的
な
お
ば
あ
さ
ん
の
顔
で
。
そ
れ
を

村
人
が
ワ
ー
っ
て
運
ん
で
い
っ
て
、
エ

イ
ッ
て
投
げ
る
。
イ
メ
ー
ジ
で
い
う
と

笑
い
な
が
ら
お
ば
あ
さ
ん
が
沈
ん
で
い

く
ん
で
す
よ
。
こ
れ
す
ご
い
な
ー
っ
て
。

日
本
の
神
様
に
は
英
語
訳
が
な
い
。

Ｇ
Ｏ
Ｄ
じ
ゃ
な
い
し
、
ス
ピ
リ
ッ
ト
っ

て
訳
せ
る
け
ど
精
霊
と
い
う
の
と
も
ち

ょ
っ
と
違
う
。
我
々
神
社
に
行
っ
て
も
、

真
面
目
に
拝
ん
で
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
お
正
月
と
り
あ
え
ず
神
社
に
行
く

け
ど
真
面
目
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。
１
０

０
円
か
な
ん
か
投
げ
込
ん
で
、
願
い
事

を
い
っ
ぱ
い
す
る
。
た
っ
た
１
０
０
円

で
願
い
が
叶
う
こ
と
な
ん
て
あ
り
得
な

い
、
と
は
考
え
な
い
。

か
と
い
っ
て
昔
は
真
面
目
で
、
今
は

信
仰
が
薄
れ
て
こ
う
な
っ
た
か
と
い
う

と
、
全
然
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
弥
次

さ
ん
喜
多
さ
ん
と
か
見
て
も
わ
か
り
ま

す
よ
ね
。

一
応
手
を
合
わ
せ
て
は
い
る
け
れ
ど
、

私
た
ち
と
神
様
と
の
つ
き
あ
い
は
そ
の

程
度
な
ん
で
す
。
う
ち
の
村
が
今
年
も

豊
穣
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、
み
な
さ
ん

が
健
康
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
と
手
を

合
わ
せ
る
け
ど
、
気
持
ち
が
そ
の
程
度
。

だ
か
ら
神
様
は
近
い
、
親
密
な
関
係
と

い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
と
は
い

え
、
自
然
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
は
神
様

に
あ
り
ま
す
か
ら
難
し
い
ん
で
す
け
ど

ね
。神

様
を
脅
す
の
も
、
必
死
の
延
長
上

に
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
農
作

物
が
ア
ウ
ト
に
な
り
ま
す
か
ら
。
こ
こ

そ
の
水
の
神
と
な
ん
と
か
近
い
関
係
を

持
ち
た
い
と
常
に
願
っ
て
い
ま
し
た
。

拝
む
と
い
う
の
は
相
手
に
対
す
る
敬

意
で
す
か
ら
、
最
初
は
拝
ん
で
ご
好
意

に
甘
え
る
と
い
う
考
え
を
持
ち
ま
し
た

が
、
少
し
怖
さ
が
薄
れ
て
き
た
段
階
で

人
と
神
様
の
距
離
が
近
く
な
っ
て
く
る
。

そ
の
た
め
、
人
は
神
様
と
結
婚
を
し
よ

う
と
い
う
、
今
の
私
た
ち
で
は
、
な
か

な
か
考
え
つ
か
な
い
思
い
き
っ
た
考
え

を
持
っ
た
わ
け
で
す
。

水
の
神
と
結
婚
す
れ
ば
水
の
神
と
近

し
い
関
係
に
な
れ
る
。
水
の
神
は
水
旱

す
い
か
ん

を
自
由
に
す
る
わ
け
で
、
豊
富
な
水
と

足
り
な
い
水
を
両
方
自
由
に
操
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
が
水
の
神
で
あ
り
、
水

の
本
質
で
、
そ
の
お
こ
ぼ
れ
に
自
分
た

ち
が
与
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

異
類
婚
姻
譚
で
は
、
た
い
が
い
子
供

を
生
む
と
き
に
見
る
な
と
言
わ
れ
た
の

に
見
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
ば
れ
て

し
ま
う
。
こ
の
ば
れ
て
し
ま
う
、
と
い

う
の
は
な
か
な
か
い
い
シ
チ
ュ
エ
ー
シ

ョ
ン
で
す
よ
ね
。
ば
れ
な
い
と
帰
れ
な

い
か
ら
、
ば
れ
る
こ
と
で
そ
の
本
来
の

姿
が
表
れ
る
の
で
す
。

話
と
し
て
水
の
神
は
蛇
に
な
る
こ
と

が
多
く
、
古
事
記
、
日
本
書
紀
に
あ
る

の
で
神
話
と
い
っ
て
も
い
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
神
話
か
ら
始
ま
っ
て
昔
話
、

伝
説
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

神
話
か
ら
昔
話
に
至
る
ま
で
一
貫
し

て
い
る
の
は
、
ど
う
し
た
ら
水
の
神
に

近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と

を
突
き
詰
め
た
結
果
、
そ
の
た
め
の
思

い
が
こ
う
い
う
口
承
文
芸
と
し
て
残
っ

た
と
考
え
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
婚
姻
も
な
だ
め
す
か
し

の
一
つ
の
手
段
で
、
つ
ま
り
絶
対
に
人

間
が
制
御
で
き
な
い
し
、
な
だ
め
す
か

し
て
良
い
関
係
を
持
つ
し
か
で
き
な
い

の
だ
か
ら
、
婚
姻
し
て
親
戚
に
な
る
と

い
う
の
が
い
い
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

わ
け
で
す
。

ブ
ナ
林
の
自
然
保
護
で
有
名
な
地
域

で
世
界
遺
産
に
な
っ
て
い
る
白
神
の
近

く
に
、
赤
石
川
と
い
う
川
が
流
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
赤
石
川
は
金
鮎
が
と
れ
る

の
で
有
名
な
所
で
、
１
９
７
１
年
︵
昭
和
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に
洪
水
が
あ
り
、
多
く
の
村
人
が

亡
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

生
き
残
っ
た
人
々
は
、
山
の
神
様
が

怒
っ
た
か
ら
洪
水
が
起
こ
っ
た
と
考
え

た
。
省
み
れ
ば
、
川
の
掃
除
や
川
の
手

入
れ
を
こ
こ
し
ば
ら
く
怠
っ
て
い
た
。



ま
で
頼
ん
で
駄
目
だ
っ
た
ら
、
脅
す
し

か
な
い
と
い
う
立
場
で
し
ょ
う
ね
。

日
本
の
農
産
物
は
、
お
そ
ら
く
里
芋
、

水
芋
が
元
々
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
水

田
を
取
り
入
れ
ま
し
た
か
ら
。
粟
稗
の

時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
年
貢
の

関
係
で
米
に
な
っ
た
。
米
を
絶
対
つ
く

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
日

本
は
乾
季
雨
季
と
い
う
も
の
が
な
い
。

梅
雨
は
、
雨
季
と
は
い
え
な
い
も
の
で

す
か
ら
、
水
は
絶
対
不
足
し
ま
す
。

だ
か
ら
日
本
は
水
の
豊
か
な
国
な
ん

で
す
が
、
水
田
稲
作
と
い
う
雨
季
の
あ

る
地
域
の
作
物
を
雨
季
の
な
い
日
本
に

持
っ
て
き
た
こ
と
が
悲
劇
な
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
、
水
の
神
様
を
脅
す
な
ん
て
い

う
こ
と
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

米
の
導
入
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
本
全
国
同
じ
も
の
を
つ
く
る
よ
う
に

な
っ
た
。
軍
事
上
、
首
都
は
盆
地
地
域

に
つ
く
ら
れ
ま
す
ね
。
奈
良
な
ん
か
は

水
が
足
り
な
い
と
こ
ろ
な
の
に
都
に
な

っ
て
、
東
大
寺
を
は
じ
め
と
し
て
社
寺

が
水
田
開
発
を
し
て
い
き
ま
す
か
ら
、

も
の
す
ご
い
悲
劇
で
す
。
吉
野
山
が
水

源
で
す
か
ら
、
桜
を
植
え
た
り
と
か
し

て
、
山
の
手
入
れ
を
必
死
に
し
て
い
く
。

こ
う
考
え
る
と
、
脅
し
も
共
生
と
い

う
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

東
ア
ジ
ア
の
水

で
は
、
日
本
の
水
利
用
の
基
本
シ
ス

テ
ム
が
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
探
る
た
め
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に
、
ア
ジ
ア
の
例
を
見
て
い
き
ま
し
ょ

う
。東

南
ア
ジ
ア
は
少
し
違
う
の
で
、
東

ア
ジ
ア
に
限
り
ま
す
。
東
ア
ジ
ア
は
中

国
と
韓
国
と
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
に
な
り

ま
す
が
、
モ
ン
ゴ
ル
は
農
業
が
主
な
国

で
は
な
い
の
で
、
中
国
、
韓
国
、
日
本

で
見
て
い
き
ま
す
。

こ
の
３
カ
国
は
す
ご
く
似
て
い
る
ん

で
す
。
湧
き
水
、
川
、
井
戸
、
そ
れ
か

ら
そ
こ
に
お
け
る
信
仰
と
い
う
の
は
す

ご
く
似
通
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
湧
き
水
の
あ
る
と
こ
ろ
に
都

市
や
村
が
で
き
る
。
こ
れ
は
か
な
り
世

界
的
に
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
た
だ
東

ア
ジ
ア
は
水
の
神
様
が
い
て
、
水
の
使

い
方
で
、
湧
き
水
を
明
確
に
３
つ
の
領

域
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
番
奥
に
あ
る
溜
め
池
は
、
飲
料
用

水
に
な
り
ま
す
。
写
真
が
小
さ
く
て
わ

か
り
に
く
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
龍
が

彫
っ
て
あ
り
ま
す
。
二
番
目
は
野
菜
を

洗
っ
た
り
米
を
砥
い
だ
り
、
料
理
用
に

な
り
ま
す
。
三
番
目
が
洗
濯
用
で
汚
れ

た
も
の
を
洗
う
場
所
で
す
。
こ
の
３
つ

に
必
ず
分
け
て
い
る
ん
で
す
。

配
置
図
だ
け
を
載
せ
ま
し
た
が
、
中

国
の
浙
江
省
で
私
た
ち
が
見
た
村
に
は
、

も
の
す
ご
く
大
き
い
池
が
村
の
真
ん
中

に
あ
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
村
の
中
心

に
泉
・
池
が
あ
る
こ
と
は
な
い
の
で
、

と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
こ
こ
の
村
で
は
、

山
か
ら
の
表
流
水
が
池
１
に
入
り
、
つ

い
で
池
２
、
そ
し
て
村
の
中
の
溝
へ
と

流
れ
て
い
き
ま
す
。
伏
流
水
と
し
て
あ

ふ
れ
た
の
が
地
図
の
下
の
泉
か
ら
出
て

く
る
わ
け
で
す
。
こ
の
泉
に
は
明
確
な

水
の
神
と
い
う
の
が
な
い
ん
で
す
が
、

し
つ
こ
く
聞
く
と
﹁
龍
﹂
と
か
そ
う
い

う
も
の
が
ぼ
ん
や
り
出
て
き
ま
し
た
。

い
く
つ
か
村
々
、
都
会
を
ま
わ
っ
て
い

る
う
ち
に
あ
る
姿
が
出
て
き
ま
し
た
。

山
と
村
の
間
に
先
祖
の
お
墓
が
あ
っ
て
、

中
国
で
は
か
な
り
明
瞭
に
、
山
に
は
先

祖
の
よ
う
な
存
在
が
あ
っ
て
、
基
本
的

に
は
そ
れ
が
水
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
、

あ
る
い
は
水
を
つ
く
っ
て
く
れ
て
い
る
。

そ
の
下
側
に
自
分
た
ち
が
い
て
、
ル
ー

ル
に
乗
っ
取
っ
て
水
を
使
っ
て
生
き
て

い
る
。

山
に
は
、
川
に
並
行
し
た
空
堀
が
あ

る
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
洪
水

な
ん
か
の
と
き
に
は
ま
ず
空
堀
で
水
を

防
い
で
、
そ
れ
で
も
だ
め
な
ら
一
般
の

川
、
自
分
た
ち
が
使
う
川
に
入
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
川
に
入
る
と
汚
れ

る
か
ら
望
ま
し
く
は
な
い
け
ど
、
少
な

く
と
も
自
分
た
ち
の
宅
地
は
や
ら
れ
な

い
。
そ
う
い
う
工
夫
を
し
て
あ
る
所
も

あ
り
ま
し
た
。
い
つ
も
大
洪
水
が
く
る

わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
だ
い
た
い
空
堀

は
空
の
状
態
で
す
。

ま
た
、
日
本
も
中
国
も
韓
国
も
共
通

し
て
い
る
行
事
が
あ
っ
て
、
正
月
の
元

旦
に
は
男
の
人
が
最
初
に
水
を
汲
み
に

行
き
ま
す
。
沖
縄
で
は
若
い
男
の
子
に

な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
﹁
若
水
﹂

と
い
い
、
中
国
で
は
﹁
頭
水
﹂
と
い
い

池 1

泉

畑

宅地

未使用地

池 2

上：沖縄旧玉城村の「なかんだかり樋川
（ヒージャー）」写真２枚とも鳥越皓之撮影
右：中国雲南省麗江古城、手前が洗濯物、
真ん中が食材などを洗う所、奥が飲料水。
下：逝江省の村の池の配置図。



ま
す
。

こ
う
い
う
こ
と
を
、
昔
の
民
俗
学
で

は
﹁
古
層
﹂
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
つ

ま
り
現
代
も
生
き
て
行
な
わ
れ
て
い
る

習
慣
の
こ
と
で
す
。

こ
ん
な
に
広
く
東
ア
ジ
ア
に
共
通
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
古
い

文
化
だ
か
ら
と
い
う
仮
説
が
あ
る
わ
け

で
す
。
男
の
人
が
水
を
汲
み
に
く
る
と

い
う
の
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
水
に
は
力

が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
行

事
が
あ
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
こ
と

だ
か
ら
、
ひ
と
つ
の
古
層
と
考
え
て
い

い
か
と
思
い
ま
す
。
正
月
に
新
し
い
水

を
汲
む
と
い
う
こ
と
は
、
新
し
い
生
命

を
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
さ

っ
き
の
中
国
の
村
で
も
死
に
そ
う
に
な

る
と
そ
こ
か
ら
水
を
汲
ん
で
飲
ま
せ
る

そ
う
で
す
。
本
当
に
死
ん
で
し
ま
う
と
、

そ
こ
の
泉
の
水
で
体
を
洗
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
日
本
で
も
聞
く
こ
と
で
す
。

こ
こ
が
共
生
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
水
と
い
う
の
は
力
を
持
ち
、
力

を
与
え
て
く
れ
る
と
い
う
信
仰
が
あ
り
、

水
と
の
大
変
強
い
関
係
を
保
っ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
沖
縄
は
死
者
と
の
か
か
わ

り
で
の
水
と
い
う
の
が
ど
う
も
う
ま
く

出
な
い
し
、
山
と
の
か
か
わ
り
も
あ
ま

り
き
れ
い
に
出
な
い
ん
で
す
。
た
だ
写

真
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に
も
あ
る
樋
川

ヒ
ー
ジ
ャ
ー

と
い
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
自
体
は
山
に
近
い
形

な
ん
で
す
が
、
そ
の
向
こ
う
に
グ
ス
ク

と
い
っ
て
山
が
あ
っ
た
と
し
て
、
こ
こ

と
の
関
連
の
儀
式
を
聞
い
て
み
た
け
ど

結
び
つ
か
な
い
ん
で
す
ね
。
結
び
つ
く

と
す
ご
く
う
れ
し
い
ん
で
す
が
。

日
本
本
島
で
は
、
山
の
神
と
水
の
神

が
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
沖
縄
で
見
え

な
い
の
は
、
私
た
ち
の
調
査
量
が
少
な

い
の
か
、
違
う
論
理
が
あ
る
の
か
、
今

の
と
こ
ろ
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

便
利
よ
り
も

楽
し
い
と
い
う
価
値
観
に

泉
が
あ
る
所
に
は
だ
い
た
い
大
木
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
都
会
の
ほ
う
に
行

っ
て
み
る
と
、
や
は
り
泉
の
所
に
大
木

を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
こ
れ
は
山
の
シ

ン
ボ
ル
で
す
ね
。
だ
か
ら
山
と
水
と
い

う
の
は
一
応
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
こ

の
木
は
﹁
龍
木
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
中
国
政
府
が
水
道
化
を

進
め
る
た
め
に
﹁
泉
は
や
め
な
さ
い
﹂

と
い
っ
て
い
る
。
水
道
が
で
き
て
も
使

わ
な
い
か
ら
泉
が
埋
め
ら
れ
る
ん
で
す
。

沖
縄
も
同
様
で
、
樋
川
を
公
園
化
し

て
い
ま
す
。
私
は
そ
れ
は
よ
く
な
い
と

思
っ
て
﹁
沖
縄
タ
イ
ム
ス
﹂
の
文
化
欄

に
書
か
せ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
が
、
公

園
な
ん
て
や
め
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
公

園
と
い
う
の
は
公
共
事
業
で
整
備
す
る

だ
け
で
、
使
わ
な
い
水
に
な
る
。

公
園
で
は
水
は
と
り
あ
え
ず
流
れ
る

か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
地

元
の
人
が
管
理
し
な
く
な
る
か
ら
水
が

ダ
メ
に
な
っ
て
い
く
ん
で
す
。
地
元
の

人
は
飲
料
水
に
す
る
必
要
が
な
く
な
る

と
、
自
分
た
ち
の
厳
し
い
ル
ー
ル
を
な

く
し
て
い
く
ん
で
す
。
水
道
化
に
よ
っ

て
、
水
の
利
用
の
ル
ー
ル
が
崩
れ
て
い

っ
て
い
ま
す
。

沖
縄
の
樋
川
は
、
農
業
労
働
し
た
あ

と
体
を
洗
っ
た
り
、
野
菜
類
を
洗
っ
た

り
、
馬
に
水
を
飲
ま
せ
た
り
、
下
の
ほ

う
で
衣
服
を
洗
っ
た
り
し
て
、
す
ご
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
だ
っ
た
わ

け
で
す
。
み
ん
な
が
夕
方
集
ま
っ
て
く

る
か
ら
す
ご
く
楽
し
い
場
だ
っ
た
。

水
道
が
設
置
さ
れ
た
あ
と
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
な
く
な
っ
て
、
そ
の

村
は
今
、
ま
っ
た
く
ダ
メ
に
な
っ
て
い

る
ん
で
す
よ
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
な
く
な
っ
た
か
ら
老
人
は
家
に
こ
も

っ
て
る
だ
け
だ
し
、
水
が
家
で
出
る
か

ら
わ
ざ
わ
ざ
出
か
け
な
く
な
っ
た
。
奥

さ
ん
も
働
き
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
台
所

で
全
部
で
き
る
わ
け
だ
か
ら
、
外
に
出

な
く
な
っ
た
。

村
と
し
て
家
は
地
理
的
に
固
ま
っ
て

い
る
け
れ
ど
、
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
な
く
な
っ
て
い
て
、
話
を
聞

い
た
ら
寂
し
い
と
い
う
ん
で
す
ね
。
だ

け
ど
使
わ
な
い
所
に
行
っ
て
座
っ
て
い

る
わ
け
に
も
い
か
な
い
し
。

水
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
う
意
味
の

す
ご
い
プ
ラ
ス
面
を
持
っ
て
い
た
。
村

な
り
町
の
中
心
に
水
と
い
う
の
が
あ
っ

て
老
若
男
女
が
集
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
だ
っ
た
の
に
、
水
道
化
と

い
う
の
が
そ
れ
を
失
わ
せ
て
し
ま
っ
た
。
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水
を
運
ぶ
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
便
利
で
す
が
ね
。

玉
城
村

た
ま
ぐ
す
く
そ
ん

の
と
き
は
樋
川
を
な
ん
と
か

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

の
大
合
併
に
な
っ
て
玉
城
村
の
議
会
も

村
長
も
い
な
く
な
っ
て
支
所
に
な
っ
た
。

そ
う
す
る
と
遠
く
の
本
庁
の
人
が
考
え

る
か
ら
、
場
へ
の
愛
着
が
弱
く
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
頼
ん
で
公
園
に
し

ま
し
ょ
う
、
と
い
う
発
想
に
な
る
。

新
し
い
時
代
の
流
れ
と
し
て
何
を
便

利
に
し
て
、
何
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
か
と
い
う
考
え
方
は
、
も
う
じ
き
始

ま
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る

ん
で
す
よ
。
便
利
ば
か
り
で
は
し
ょ
う

が
な
い
と
。
不
便
な
も
の
と
便
利
な
も

の
が
両
方
あ
っ
て
、
こ
れ
は
不
便
な
ま

ま
に
留
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
、
と
い
う

の
が
あ
る
段
階
で
出
て
く
る
ん
じ
ゃ
な

い
で
し
ょ
う
か
。
今
の
と
こ
ろ
便
利
、

便
利
と
な
っ
て
い
る
、
こ
れ
が
一
番
の

問
題
で
す
よ
ね
。

便
利
よ
り
も
せ
め
て
楽
し
い
と
い
う

ほ
う
に
切
り
替
え
て
く
れ
た
ら
い
い
の

に
な
あ
。
楽
し
い
も
の
の
中
に
は
、
不

便
な
も
の
が
必
ず
入
る
わ
け
で
す
か
ら
。

菅
豊
さ
ん
が
紹
介
し
た
鮭
漁
の
話

︵﹃
水
の
文
化
﹄
15
号
︶

も
、
鮭
を
一
網
打
尽

に
捕
っ
て
も
面
白
く
な
い
か
ら
や
や
昔

の
技
法
で
捕
る
、
そ
う
す
る
と
楽
し
い

わ
け
で
す
よ
ね
。
楽
し
い
と
い
う
こ
と

に
軸
を
置
い
て
い
た
。
生
態
系
保
護
一

辺
倒
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

生
活
環
境
主
義
か
ら
見
た
水

私
た
ち
が
主
張
し
て
い
る
﹁
生
活
環

境
主
義
﹂
は
、
社
会
学
辞
典
と
か
外
国

の
辞
書
に
も
入
る
く
ら
い
に
な
っ
て
き

て
ず
い
ぶ
ん
流
行
り
始
め
て
き
て
い
ま

す
。生

活
環
境
主
義
誕
生
の
端
緒
は
、
私

た
ち
が
行
な
っ
た
琵
琶
湖
の
調
査
に
あ

り
ま
す
。
総
合
開
発
に
対
し
て
ど
う
い

う
政
策
が
あ
る
か
、
と
い
う
環
境
保
全

を
第
一
に
考
え
て
い
た
中
で
、
環
境
保

護
運
動
と
し
て
エ
コ
ロ
ジ
ー
論
が
前
面

に
出
て
き
た
ん
で
す
。
た
だ
、
そ
れ
は

現
場
と
あ
ま
り
に
も
か
け
離
れ
た
都
会

の
論
理
で
あ
り
す
ぎ
た
。

つ
ま
り
琵
琶
湖
周
辺
に
は
１
５
０
０

万
人
も
住
ん
で
い
る
の
に
、
人
が
住
ま

な
い
こ
と
を
前
提
と
す
る
よ
う
な
、
人

間
を
か
く
乱
要
因
と
す
る
よ
う
な
考
え

方
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
モ
デ
ル

は
琵
琶
湖
で
は
ス
ト
レ
ー
ト
に
使
え
な

い
論
理
で
有
用
性
が
乏
し
い
。
考
え
方

自
身
は
す
ご
く
い
い
ん
で
す
け
ど
、
そ

こ
の
現
場
で
使
え
な
い
論
理
で
あ
り
す

ぎ
た
の
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
近
代
技
術
を
使
っ
た

ら
解
決
で
き
る
ん
だ
と
い
う
論
理
。
こ

れ
も
技
術
に
は
魅
力
が
あ
っ
て
解
決
で

き
る
側
面
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
。

こ
の
２
つ
の
論
理
が
対
立
し
て
い
た

ん
で
す
よ
。
当
然
、
行
政
は
近
代
技
術

の
方
に
熱
を
上
げ
て
い
た
。



た
だ
具
体
的
な
政
策
と
し
て
は
、
ま

だ
そ
う
な
っ
て
い
ま
せ
ん
よ
ね
。
だ
か

ら
、
こ
の
モ
デ
ル
で
の
環
境
政
策
は
必

要
だ
と
、
ま
だ
言
い
続
け
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
活
環
境
主
義
は
公
共
投
資
に
は
つ

な
が
り
ま
せ
ん
。
私
の
案
は
﹁
予
算
を

つ
け
に
く
い
﹂
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

私
だ
っ
た
ら
、
樋
川
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
や
偽
木
な
ん
か
や
め
て
、
地
元
の
人

や
学
生
た
ち
と
一
緒
に
汗
を
か
く
案
を

出
す
。
盛
り
上
が
る
し
、
金
が
全
然
か

か
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で
も
、

こ
ん
な
発
想
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

行
政
の
陥
り
や
す
い
失
敗
の
一
つ
は

予
算
化
し
て
施
設
を
つ
く
り
ま
す
が
、

そ
の
予
算
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
料
が
入
っ

て
い
な
い
こ
と
で
す
。

私
た
ち
に
任
せ
て
く
れ
た
ら
、
ま
ず

地
元
の
自
治
会
の
人
と
話
を
し
ま
す
。

ど
ん
な
の
を
つ
く
ろ
う
、
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
あ
い
ま
し
ょ
う
、
と
。
つ
ま
り
、

結
果
的
に
手
伝
わ
ざ
る
を
得
な
い
形
に

持
っ
て
い
く
の
で
す
。
そ
の
人
た
ち
の

ア
イ
デ
ィ
ア
を
取
り
入
れ
て
い
っ
た
ら

道
普
請
と
同
じ
な
の
で
、
地
元
で
は
村

仕
事
の
一
つ
に
な
り
ま
す
か
ら
必
ず
や

っ
て
く
れ
る
。
そ
う
や
っ
た
ら
面
白
い

こ
と
が
で
き
る
け
ど
、
お
金
が
い
ら
な

い
。
道
普
請
も
無
料
で
す
か
ら
ね
、
最

後
に
ワ
ー
っ
と
酒
飲
む
だ
け
で
す
か
ら
。

今
は
安
全
な
水
と
い
う
発
想
が
強
い

け
れ
ど
も
、
安
全
な
水
じ
ゃ
な
く
て
ど

う
し
た
ら
う
ま
い
水
を
維
持
し
て
い
け

る
か
、
と
い
う
政
策
に
切
り
替
え
て
い

け
ば
樋
川
み
た
い
な
も
の
も
残
っ
て
い

く
。や

っ
ぱ
り
う
ま
い
水
と
い
う
の
が
水

と
の
共
存
の
あ
り
方
な
ん
じ
ゃ
な
い
の

か
な
。
ど
う
し
た
ら
う
ま
い
水
を
つ
く

れ
る
か
っ
て
い
う
の
は
水
の
魅
力
で
、

安
全
な
水
な
ん
て
い
っ
て
し
ま
う
と
役

所
く
さ
い
。

名
水
百
選
な
ん
か
で
お
い
し
い
水
を

欲
し
い
と
思
う
人
は
多
い
と
思
う
け
れ

ど
、
保
全
し
よ
う
、
自
分
た
ち
が
つ
く

り
出
そ
う
、
と
い
う
ま
で
に
は
い
か
な

い
。
特
に
都
会
に
住
ん
で
い
る
人
間
が

自
分
た
ち
で
維
持
す
る
と
か
、
汚
さ
な

い
よ
う
に
し
よ
う
と
か
は
思
わ
な
い
。

う
ま
い
水
を
つ
く
る
と
い
う
の
は
、
山

を
荒
れ
さ
せ
な
い
こ
と
だ
と
思
う
ん
で

す
。
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
で
は
人
間

の
手
が
入
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

生
活
環
境
主
義
と
い
う
考
え
方
か
ら

い
う
と
、
暮
ら
し
自
身
が
希
薄
と
い
う

か
今
ま
で
の
知
恵
を
受
け
継
い
で
い
な

い
世
代
が
大
人
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す

よ
ね
。
で
も
そ
れ
の
解
決
策
は
、
昔
の

家
の
よ
う
な
３
世
代
家
族
を
つ
く
る
こ

と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
内
で
異
な
っ
た
世
代
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
方
法
が
あ
る
の
か
、

と
い
う
方
向
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
ん

で
す
。
血
縁
に
か
か
わ
ら
ず
世
代
間
交

流
を
し
て
い
く
。

今
、
村
の
仕
組
み
を
再
考
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
最
近
感
じ

る
の
は
、
み
ん
な
水
平
的
な
お
友
達
の

仲
間
は
つ
く
る
ん
で
す
が
、
な
に
か
を

決
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
す
ご

い
嫌
が
る
。
あ
る
程
度
の
ま
と
ま
り
は

で
き
る
が
、
決
め
事
が
で
き
な
い
状
態

で
す
。
縦
の
関
係
は
つ
く
り
づ
ら
く
て
、

そ
う
い
う
こ
と
が
共
通
の
問
題
に
な
っ

て
い
る
気
が
し
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

世
代
間
交
流
が
求
め
ら
れ
て
い
る
ん
で

す
。

都
市
に
も

水
と
の
共
生
の
論
理
を

こ
れ
は
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題

で
す
か
ら
、
慎
重
に
発
言
す
る
べ
き
で

す
が
、
今
年
神
戸
の
都
賀
川
で
水
の
事

故
が
起
き
ま
し
た
。
そ
の
被
害
者
た
ち

は
、
そ
の
こ
と
を
ど
う
納
得
し
た
ら
い

い
の
か
。

例
え
ば
行
政
責
任
を
問
う
て
賠
償
金

が
出
た
と
し
て
も
、
そ
の
子
供
を
亡
く

し
た
悲
し
さ
と
か
悔
し
さ
と
か
は
納
得

で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
賠
償
金
の
問
題
と
、
納
得
の

問
題
は
別
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
を

現
代
人
は
ず
い
ぶ
ん
忘
れ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
水
へ
の
依
存

度
の
大
き
さ
に
原
因
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
。た

だ
、
都
賀
川
の
場
合
は
、
地
元
の

人
が
川
と
離
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
よ

く
な
い
と
考
え
て
、
も
う
一
度
自
分
た

30

し
か
し
現
場
は
、
そ
の
２
つ
と
は
ち

ょ
っ
と
違
う
論
理
を
持
っ
て
い
た
。
そ

の
論
理
に
焦
点
を
あ
て
た
の
が
、
生
活

環
境
主
義
で
す
。

つ
ま
り
、
地
元
の
人
の
生
き
る
知
恵

か
ら
論
理
を
立
て
よ
う
と
い
う
の
が
生

活
環
境
主
義
で
す
ね
。
そ
の
人
た
ち
の

持
っ
て
い
る
ル
ー
ル
は
政
府
の
ル
ー
ル

と
は
異
な
っ
て
い
る
し
、
地
方
自
治
体

の
条
例
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に

住
ん
で
い
る
人
の
ル
ー
ル
が
す
べ
て
正

し
い
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
ん
で
す

け
ど
、
そ
こ
か
ら
発
想
し
、
考
え
方
を

立
て
て
い
こ
う
と
し
た
。
立
て
て
み
た

ら
、
意
外
と
そ
の
ほ
う
が
環
境
が
保
全

で
き
て
い
た
ん
で
す
よ
。

最
近
、
生
物
多
様
性
を
謳
う
日
本
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、
私
が
あ
る
と
こ
ろ
で
話
し

た
民
俗
学
的
な
村
の
話
を
英
訳
し
た
い

と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
何
で
英
訳
し
た

い
の
？
　
と
聞
い
た
ら
﹁
自
分
た
ち
は

ビ
オ
ト
ー
プ
な
ん
か
を
あ
ち
こ
ち
に
つ

く
っ
て
絶
滅
危
惧
種
を
救
う
努
力
を
し

て
き
た
。
と
こ
ろ
が
ビ
オ
ト
ー
プ
は
ほ

と
ん
ど
失
敗
し
た
。
外
国
で
も
失
敗
し

て
い
る
﹂
と
い
う
ん
で
す
。
こ
の
人
た

ち
は
真
面
目
に
ビ
オ
ト
ー
プ
を
つ
く
っ

て
き
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
ら
が
政
策
的

に
失
敗
し
て
、
結
局
ど
こ
が
一
番
う
ま

く
や
っ
て
い
た
か
と
考
え
直
す
と
、
そ

こ
の
地
元
の
村
の
人
た
ち
の
動
植
物
の

使
い
方
や
暮
ら
し
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

こ
の
生
活
環
境
主
義
も
30
年
経
つ
の

か
な
。
一
緒
に
や
っ
て
い
た
現
・
滋
賀

県
知
事
の
嘉
田
由
紀
子
さ
ん
が
ま
だ
院

生
を
終
え
た
ば
か
り
の
こ
ろ
で
す
よ
。

私
た
ち
が
つ
く
っ
た
と
い
う
よ
り
、

本
当
に
地
元
か
ら
教
わ
っ
た
も
の
で
す
。

結
局
地
元
の
人
た
ち
が
蓄
積
し
て
き
た

知
恵
と
い
う
の
は
論
理
が
あ
っ
て
、
そ

れ
が
ど
う
い
う
論
理
、
ど
う
い
う
説
明

の
体
系
に
な
っ
て
い
く
か
、
そ
れ
を
政

策
に
落
と
し
た
と
き
に
ど
う
い
う
実
効

性
を
持
つ
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
が

ら
出
て
き
た
論
理
で
す
。
今
日
話
し
た

こ
と
も
、
結
局
は
生
活
環
境
主
義
的
な

考
え
方
な
ん
で
す
。

初
め
の
こ
ろ
は
も
の
す
ご
い
批
判
を

受
け
ま
し
た
。
そ
ん
な
主
観
的
な
話
は

社
会
科
学
で
は
な
い
と
い
う
批
判
を
受

け
た
の
で
す
が
、
あ
る
段
階
か
ら
批
判

が
な
く
な
り
ま
し
た
。
最
近
、
生
活
環

境
主
義
が
再
び
批
判
を
受
け
て
い
ま
す
。

最
近
の
批
判
は
、
も
う
生
活
を
軸
に
考

え
る
の
は
当
た
り
前
で
新
鮮
味
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

都賀川だけではなく、神
戸を流れる川の多くは水
源の六甲山脈南斜面か
ら、ほぼ一直線に瀬戸内
海に流れ込む。



ち
は
川
に
戻
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
さ
れ

て
い
た
。
初
め
の
動
機
は
大
都
会
で
川

が
汚
れ
て
い
る
の
は
恥
ず
か
し
い
こ
と

だ
と
い
う
声
を
発
し
た
男
性
が
い
た
ん

で
す
。
そ
こ
か
ら
動
き
始
め
て
、
だ
ん

だ
ん
と
大
き
な
運
動
と
な
っ
て
い
っ
た
。

水
が
き
れ
い
に
な
っ
て
か
ら
は
、
子

供
た
ち
が
泳
げ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

下
が
砂
だ
か
ら
魚
も
い
る
し
、
そ
う
い

う
所
で
泳
ぐ
と
い
う
の
は
プ
ー
ル
に
比

べ
て
楽
し
い
か
ら
、
子
供
た
ち
は
す
ご

く
喜
ん
だ
ん
で
す
よ
。

本
当
に
川
に
近
づ
こ
う
と
い
う
運
動

で
成
功
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
大
都
会

だ
っ
た
け
ど
川
に
近
づ
い
て
い
け
る
先

端
を
き
っ
た
。
他
の
地
域
も
真
似
し
始

め
た
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の
で
す
。

本
来
、
子
供
が
川
に
い
る
の
は
当
た

り
前
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
川
で
事
故
が

起
き
る
と
﹁
あ
ん
な
川
に
子
供
を
﹂
と

マ
ス
コ
ミ
に
叩
か
れ
て
し
ま
う
。

行
政
が
悪
い
、
自
分
た
ち
は
悪
く
な

い
と
い
う
論
理
は
、
川
は
あ
る
段
階
か

ら
行
政
の
管
理
に
移
っ
て
い
る
か
ら
仕

方
が
な
い
ん
で
す
。
で
も
、
そ
れ
だ
け

じ
ゃ
い
ざ
と
い
う
と
き
納
得
で
き
る
答

え
が
見
つ
か
ら
な
い
。

琵
琶
湖
な
ん
か
も
、
平
成
に
至
る
ま

で
行
政
が
ど
ん
ど
ん
住
民
の
権
利
を
取

り
上
げ
て
い
く
ん
で
す
。
﹃
水
と
人
の

環
境
史
﹄
で
取
り
上
げ
た
前
川
と
い
う

あ
ん
な
小
さ
い
川
さ
え
、
行
政
が
三
面

コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
に
す
る
と
か
言
い

始
め
る
ん
で
す
。
﹁
そ
し
た
ら
川
の
水

が
さ
っ
と
流
れ
て
み
な
さ
ん
は
掃
除
し

な
く
て
済
み
ま
す
よ
﹂
っ
て
。
掃
除
し

な
く
て
済
み
ま
す
よ
、
と
い
う
の
は

我
々
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
っ
て
こ
と
で

す
か
ら
ね
。

そ
の
辺
り
の
小
さ
な
地
域
で
は
、
こ

う
や
っ
て
全
部
行
政
が
管
轄
し
て
い
っ

て
、
三
面
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
に
し
た

後
は
暗
渠
に
す
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
道
が
広
く
な
る
と
い
う

こ
と
ま
で
持
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
行
政

が
工
事
が
で
き
る
こ
と
の
嬉
し
さ
だ
と

思
う
ん
で
す
が
。

水
と
暮
ら
し
が
近
い
関
係
に
あ
る
地

域
で
さ
え
、
そ
う
い
う
状
態
で
す
か
ら
、

大
都
市
で
は
余
計
難
し
い
。
し
か
し
、

大
都
会
の
人
た
ち
も
、
自
分
の
解
釈
を

持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
ん
で

す
よ
ね
。
現
代
的
な
自
分
た
ち
が
納
得

で
き
て
、
今
後
の
環
境
の
動
き
に
積
極

的
に
か
か
わ
れ
る
よ
う
な
論
理
を
。

も
し
こ
こ
ま
で
行
政
が
関
与
し
て
な

か
っ
た
ら
本
来
、
つ
く
っ
た
は
ず
な
ん

で
す
よ
。
そ
の
つ
く
る
作
業
を
怠
ら
ざ

る
を
得
な
い
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る

の
が
問
題
で
す
。

こ
れ
は
知
識
伝
承
が
い
っ
た
ん
途
切

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
弊
害
で
も
あ
り

ま
す
。
雷
が
鳴
っ
て
き
た
ら
高
い
木
の

そ
ば
に
寄
ら
な
い
、
大
雨
が
降
っ
た
ら

河
原
か
ら
上
が
る
っ
て
い
う
こ
と
が
知

恵
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
た
ら
、
と
思
い

ま
す
。
行
政
が
川
を
管
理
し
は
じ
め
て
、

今
の
子
供
た
ち
の
親
の
年
代
は
上
か
ら

の
伝
承
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
不
幸

な
こ
と
で
す
。

ア
メ
リ
カ
を
例
に
出
し
て
褒
め
る
の

は
好
き
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
た
ま

た
ま
家
族
で
ア
メ
リ
カ
に
住
ん
で
い
た

こ
と
が
あ
っ
て
社
会
科
の
授
業
を
見
学

し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
地
元
の
運

河
が
ど
う
や
っ
て
拓
か
れ
て
ど
う
な
っ

た
か
、
と
い
う
こ
と
が
社
会
科
な
ん
で

す
よ
。

日
本
の
場
合
、
歴
史
で
言
え
ば
、
私

た
ち
は
源
頼
朝
が
ど
う
な
っ
た
っ
て
い

い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
地
理
も
ど
こ
か

の
鉄
鉱
石
は
何
番
目
で
、
日
本
で
採
れ

る
所
は
夕
張
で
、
石
炭
は
ど
こ
と
か
、

自
分
た
ち
の
地
域
か
ら
遠
い
知
識
ば
か

り
で
す
。

自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
所
に
こ
う

い
う
運
河
が
あ
っ
て
、
そ
の
運
河
は
ど

ん
な
人
が
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ
た
、
と

い
う
こ
と
を
社
会
科
と
し
て
教
え
る
こ

と
に
私
は
感
心
し
ま
し
た
。
知
恵
が
伝

承
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。

入
試
用
と
し
て
、
日
本
一
律
の
知
識

を
詰
め
込
む
の
は
、
本
当
に
生
き
る
知

恵
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
生
活

に
根
ざ
し
た
生
き
た
知
恵
を
伝
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

は
じ
め
て
人
と
水
と
が
共
生
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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Ｉ
Ｔ
で
社
会
を
エ
コ
デ
ザ
イ
ン

﹁
１
人
１
日
１
kg
ダ
イ
エ
ッ
ト
﹂
っ
て

ご
存
知
で
す
か
？
　

安
倍
元
首
相
が
﹁
１
人
１
日
１
kg

C
O
02

を
削
減
﹂
し
よ
う
と
提
言
し
た

ん
で
す
よ
。
た
だ
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
時

間
を
か
け
て
達
成
す
る
か
と
い
う
目
標

期
間
は
曖
昧
で
、
一
種
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
す
。
今
は
存
在
し
て
い
る
か
わ
か
ら

な
い
で
す
け
ど
。

家
の
電
気
や
ガ
ス
、
水
道
や
車
な
ど

を
使
う
こ
と
で
出
る
C
O
02

を
、﹁
家
庭

生
活
か
ら
の
C
O
02

﹂
と
い
っ
て
い
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
正
確
な
数
字
を
覚
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
１
日
１
人
5.4
kg
排
出
し

て
い
ま
す
。

そ
れ
で
考
え
る
と
１
人
１
日
１
kg
と

い
う
の
は
、
変
な
喩

た
と

え
で
す
け
れ
ど
、

日
本
人
の
平
均
体
重
が
54
kg
だ
と
し
た

ら
全
員
に
10
kg
減
量
し
ろ
と
い
っ
て
い

る
の
と
同
じ
。
仮
に
京
都
議
定
書
の
約

束
期
間
で
あ
る
２
０
１
２
年
ま
で
に
達

成
す
る
と
な
る
と
、
わ
ず
か
数
年
の
間

に
体
重
を
10
kg
平
均
落
と
せ
と
生
活
者

に
い
っ
て
い
る
。
か
な
り
、
し
ん
ど
い

で
す
よ
ね
。
不
可
能
に
近
い
。
２
０
５

０
年
に
は
70
〜
80
％
減
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
か
ら
、
54
kg
の
体
重
を
10
kg
と

か
20
kg
ま
で
減
ら
し
な
さ
い
と
い
わ
れ

て
い
る
の
で
す
。

と
な
る
と
、
も
う
誰
が
考
え
て
も
明

ら
か
な
よ
う
に
、
今
の
社
会
を
そ
の
ま
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Ｉ
Ｔ
に
よ
っ
て
変
わ
る
社
会

Ｉ

Ｔ：
I
n
f
o
r
m

a
t
i
o
n

T
e
c
h
n
o
lo
g
y

、
情
報
技
術
が
進
む
こ

と
に
よ
っ
て
我
々
の
生
活
は
変
わ
っ
て

き
て
い
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

例
え
ば
﹁
排
出
権
取
引
っ
て
何
？
﹂

と
い
っ
た
と
き
に
、
昔
だ
っ
た
ら
図
書

館
に
行
っ
て
本
を
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
キ
ー
ワ
ー
ド
を
打
つ
だ

け
で
、
あ
る
程
度
の
資
料
が
出
て
き
ま

す
。も

っ
と
身
近
な
こ
と
で
い
え
ば
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
に
も
E
メ
ー

ル
を
利
用
し
ま
す
し
、
簡
単
に
は
手
に

入
ら
な
い
も
の
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

検
索
し
て
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｉ
Ｔ
の
定
義
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

社
会
を
ど
ん
ど
ん
変
え
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

今
は
Ｃ
Ｐ
Ｕ
︵C

e
n
tra
l
P
ro
ce
ssin

g

U
nit：

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
構
成
す
る
部
品
の
一
つ
で
、

各
装
置
の
制
御
や
デ
ー
タ
の
計
算
・
加
工
を
行
な
う

装
置
︶
の
性
能
も
上
が
り
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
も
太
く
な
っ
て
流
通
す
る
情
報
量

が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
ま
す
。
動
画
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
観
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

藤本淳
ふじもとじゅん

東京大学先端科学技術研究センター特任教授

1955
年生まれ。広島大学大学院環境科学研究科修了。工学博士。

日本電気（株）中央研究所を経て、2002年 より現職。

主な編書に『エコデザイン革命』（丸善 2003）、『エコライフのす

すめ』（丸善 2005）、『2050年—脱温暖化社会のライフスタイル』

（電通 2007）

ITで実現される理想社会
必要なのは「どんな社会をつくりたいか」

Eメールやホームページ、

インターネットを利用した通信販売などなど、

今、私たちの暮らしはITなしでは想像もつきません。

しかし、暮らしや社会への影響力が大きいITを、

どこにどう使うか、ということが、

問われる時代に入ってきました。

仮想IT社会をモデルにして

「こんな社会もありますが、どうですか？」

と提案する藤本淳さんらの研究は、

今の私たち自身の生き方を見直すことにもつながります。

イラスト：『2050年―脱温暖化社会のライフスタイル』より（34ページも同様）
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ま
続
け
て
い
っ
た
ら
、
目
標
を
達
成
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

環
境
問
題
は
、
産
業
と
か
社
会
の
姿

や
、
働
き
方
と
か
生
き
方
と
い
っ
た
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
た
た
め
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
増
え
て
起
こ
っ
て

い
る
、
と
い
う
見
方
が
あ
り
ま
す
。
特

に
温
暖
化
の
問
題
は
、
我
々
の
生
き
方

や
社
会
と
非
常
に
密
接
に
関
連
し
て
ま

す
。例

え
ば
沖
先
生
が
い
わ
れ
る
バ
ー
チ

ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
、
食
糧
や
製
品
の

後
ろ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
セ
ス
に

対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
水
が
投
資
さ
れ
て

い
る
よ
、
と
い
う
考
え
方
で
す
よ
ね
。

同
じ
よ
う
に
C
O
02

も
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
セ
ス
で
投
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

ま
ず
我
々
が
見
え
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
水
と
同
様
、
C
O
02

の

問
題
も
目
に
見
え
な
い
し
、
い
く
ら
騒

が
れ
た
っ
て
な
か
な
か
実
感
で
き
な
い

の
は
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
原
因
が
あ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
は
社
会
を
変
え
る
。
Ｉ
Ｔ
で
社

会
を
変
え
る
の
な
ら
ば
、
変
え
方
を
も

う
少
し
環
境
配
慮
の
も
の
に
す
れ
ば
温

暖
化
の
問
題
も
防
げ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
の
が
我
々
が
い
う
﹁
Ｉ
Ｔ
社
会

の
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
﹂
と
い
う
意
味
な
ん

で
す
。

社
会
を
大
き
く
変
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
け
れ
ど
、
あ
る
程
度
の
利
便
性
も

維
持
し
な
い
と
い
け
な
い
。
と
い
う
こ

と
で
、
Ｉ
Ｔ
を
使
う
こ
と
で
社
会
を
エ

コ
デ
ザ
イ
ン
し
て
、
２
０
５
０
年
に
は

脱
温
暖
化
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

﹁G
re
e
n
o
f
IT

﹂

﹁G
re
e
n
b
y
IT

﹂

Ｉ
Ｔ
に
よ
っ
て
脱
温
暖
化
社
会
を
つ

く
ろ
う
、
と
い
う
我
々
の
提
言
は
、
最

近
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
取
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
福

田
首
相
︵
当
時
︶

の
ダ
ボ
ス
会
議
で
の
発

言
︵
２
０
０
８
年
１
月
︶

と
か
、
甘
利
経
産

大
臣
︵
当
時
︶

も
﹁
グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ
﹂
と

い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
の
そ

も
そ
も
の
元
締
め
で
あ
る
総
務
省
も

﹁
Ｉ
Ｃ
Ｔ：

In
fo
r
m
a
tio

n
a
n
d

C
o
m
m
u
n
ic
a
tio

n
T
e
c
h
n
o
lo
g
y

情
報
通
信
技
術
と
環
境
﹂
と
言
い
続
け

て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
に
よ
っ
て
脱
温
暖
化
社
会
を
つ

く
る
取
り
組
み
に
も
２
つ
あ
っ
て
、

﹁G
re
e
n
o
f
IT

﹂
と
﹁G

re
e
n
b
y

IT

﹂
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
と
か
携
帯
電
話
の
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
は
、
実
は
も
の
す
ご
く
電
力
を

消
費
し
て
C
O
02

を
排
出
し
て
い
る
ん

で
す
が
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
省

エ
ネ
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
場
合
は

﹁G
re
e
n
o
f
IT

﹂
で
す
。

﹁G
re
e
n
b
y
IT

﹂
と
い
う
の
は
、
Ｉ

Ｔ
を
使
う
こ
と
で
﹁
見
え
る
化
﹂
や

﹁
効
率
化
﹂
を
し
て
環
境
負
荷
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う
と
い
う
意
味
で
す
。

こ
の
２
つ
を
実
際
に
両
立
さ
せ
て
、

Ｉ
Ｔ
か
ら
出
て
く
る
C
O
02

よ
り
も
は

る
か
に
大
き
い
貢
献
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

基
本
的
に
は
こ
の
両
立
が
、
Ｉ
Ｔ
と

人
と
の
共
利
共
生
と
つ
な
が
る
と
思
う

の
で
す
が
、
そ
の
シ
ナ
リ
オ
を
考
え
る

の
は
難
し
い
作
業
で
す
。
Ｉ
Ｔ
技
術
や

Ｉ
Ｔ
技
術
を
応
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
は
、

変
化
が
激
し
く
て
先
が
読
め
な
い
か
ら

で
す
。

例
え
ば
、
環
境
省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
２
０
５
０
年
の
都
市
や
交
通
の
あ
り

方
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ー
ム
が
議
論
し

て
い
ま
す
。
40
年
、
50
年
の
ス
パ
ン
で

見
て
も
、
都
市
が
変
わ
っ
た
り
、
交
通

の
シ
ス
テ
ム
の
変
化
は
あ
る
程
度
予
測

が
つ
き
ま
す
。
で
も
Ｉ
Ｔ
は
﹁
２
０
５

０
年
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？
﹂
と

聞
か
れ
る
と
わ
か
ら
な
い
。

Ｉ
Ｔ
は
よ
く
﹁
ド
ッ
グ
イ
ヤ
ー
﹂
と

い
わ
れ
ま
す
が
、
犬
は
１
年
で
人
間
の

７
年
分
ぐ
ら
い
年
を
と
る
。
Ｉ
Ｔ
の
変

化
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
そ
れ
ぐ
ら
い
速
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

演
算
ス
ピ
ー
ド
が
ど
れ
く
ら
い
上
が

る
か
と
い
う
、
技
術
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
見
え
ま
す
が
、
そ
れ
が
実
際
ど
の
よ

う
な
形
を
と
っ
て
社
会
に
か
か
わ
っ
て

い
く
か
は
見
え
ま
せ
ん
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
登
場
す
る
前
に
、

こ
れ
だ
け
普
及
す
る
よ
う
に
な
る
と
予

測
で
き
た
人
は
そ
う
は
い
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
Ｉ
Ｔ
の
将
来

像
を
考
え
る
の
は
非
常
に
難
し
い
ん
で

す
。た

だ
の
夢
物
語
か
も
し
れ
な
い
で
す

が
、
２
０
５
０
年
に
は
Ｃ
Ｐ
Ｕ
の
演
算

ス
ピ
ー
ド
が
人
間
の
脳
の
能
力
を
超
え

て
い
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
な
ん
か
は
今

よ
り
も
っ
と
発
達
し
て
い
る
と
し
ま
す
。

Ｃ
Ｐ
Ｕ
が
ロ
ボ
ッ
ト
に
応
用
さ
れ
た
と

き
に
ど
う
い
う
こ
と
が
起
こ
る
か
と
い

う
と
、
も
し
か
す
る
と
人
間
型
ロ
ボ
ッ

ト
が
介
護
な
ど
の
場
面
で
使
わ
れ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。

単
純
作
業
だ
け
で
な
く
、
予
期
せ
ぬ

こ
と
に
対
し
て
も
、
ロ
ボ
ッ
ト
自
身
が

考
え
て
学
習
し
て
行
動
す
る
能
力
を
持

っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
ロ
ボ
ッ
ト

と
か
Ｉ
Ｔ
関
連
の
技
術
の
将
来
像
、
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
み
た
い
な
も
の
を
見
る
と
、

そ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
描
け
る
わ
け
で

す
ね
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
過
食
症
社
会

仮
想
Ｉ
Ｔ
社
会
を
想
像
し
て
み
て
、

本
当
に
そ
う
い
う
社
会
を
ゼ
ロ
か
ら
つ

く
る
の
と
今
の
社
会
と
で
は
、
ど
っ
ち

の
ほ
う
が
C
O
02

排
出
量
が
少
な
い
か

と
い
う
の
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

そ
う
い
う
選
択
肢
と
し
て
の
将
来
像

と
い
う
か
、
シ
ナ
リ
オ
を
﹃
２
０
５
０

年
︱
脱
温
暖
化
社
会
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
﹄
の
中
に
４
つ
挙
げ
ま
し
た
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
有
識
者
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
な
ど
で
い
ろ
ん
な
情
報
を
集
め

て
つ
く
っ
た
社
会
像
で
、
﹁
バ
ー
チ
ャ

ル
化
進
展
社
会
﹂
﹁
完
全
管
理
に
よ
る

誘
導
社
会
﹂
﹁
多
元
的
な
生
活
美
学
実

践
社
会
﹂
﹁
持
続
可
能
な
ス
ロ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
社
会
﹂
の
４
つ
で
す
。

最
終
的
に
は
こ
れ
ら
の
社
会
の
良
い

点
を
と
っ
て
、
一
つ
の
﹁
望
ま
し
い
社

会
﹂
を
つ
く
り
、
そ
の
生
活
シ
ー
ン
を

書
い
て
い
ま
す
。
﹁
仮
想
Ｉ
Ｔ
社
会
﹂

で
は
こ
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
け
れ

ど
、
ど
う
で
す
か
？
　
と
提
案
す
る
の

が
目
的
で
す
。

身
近
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、

﹁G
re
e
n
o
f
IT

﹂
か
ら
手
掛
け
て
い

ま
す
。
我
が
国
の
総
消
費
電
力
量
の
内

訳
の
中
で
Ｉ
Ｔ
で
ど
れ
ぐ
ら
い
占
め
て

い
て
、
今
後
ど
う
い
う
技
術
が
で
き
て
、

そ
の
消
費
電
力
が
ど
う
い
う
風
に
変
わ

っ
て
い
く
か
、
と
い
っ
た
話
で
、
２
０

５
０
年
で
は
な
く
て
２
０
２
０
年
ぐ
ら

い
ま
で
を
期
間
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
技
術
の
現
状
か
ら
将
来
を
考
え

る
、
フ
ォ
ア
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
手
法

を
用
い
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
単
純
に
今
の
ま
ま
い
け
ば
、

企
業
内
の
い
ろ
ん
な
Ｉ
Ｔ
機
器
、
サ
ー

バ
ー
や
メ
ー
ル
サ
ー
バ
ー
な
ど
を
集
約

し
た
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
、
ま
す
ま
す

巨
大
に
な
っ
て
さ
ら
に
電
力
を
食
う
よ

う
に
な
る
。
C
O
02

を
出
さ
な
い
よ
う

に
す
る
に
は
、
原
発
を
横
に
つ
け
て
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
電
力
を
ま
か
な
え
ば

い
い
、
と
い
う
の
も
ア
イ
デ
ィ
ア
と
し

て
出
て
き
ま
す
。



ま
た
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
日
本
に

お
く
必
要
は
な
く
、
安
全
面
が
保
障
さ

れ
る
な
ら
他
の
国
へ
持
っ
て
い
っ
て
も

い
い
わ
け
で
す
。
Ｉ
Ｔ
か
ら
見
れ
ば
国

境
は
な
い
で
す
か
ら
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
も
５
年
10
年
先
に
は
、
今

と
は
ま
っ
た
く
違
う
形
に
な
っ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

先
に
述
べ
た
、
２
０
５
０
年
の
仮
想

Ｉ
Ｔ
社
会
は
、
望
ま
し
い
社
会
を
考
え
、

そ
こ
か
ら
現
状
社
会
を
見
て
、
そ
れ
ら

の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
て
い
く
バ
ッ

ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
ま

し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
今
の
社
会
の
延
長
が
バ

ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
の
将
来
像
に

行
き
着
く
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し

そ
れ
が
う
ま
く
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
ら
、

も
う
一
回
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
り
直
し
て

み
る
。
そ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
軌
道
修
正
が
進
み
、
正
し
い
方
向

に
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
つ
ま
り

望
ま
し
い
社
会
と
は
ど
ん
な
も
の
な
の

で
し
ょ
う
か
？

個
人
的
な
実
感
と
し
て
は
、
昔
は

人
々
の
共
通
す
る
目
的
や
価
値
観
が
あ

っ
た
気
が
し
ま
す
。
し
か
し
、
近
代
社

会
は
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
価
値
観
を

喪
失
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

昔
は
国
と
い
う
共
通
の
価
値
観
が
あ

り
ま
し
た
よ
ね
。
会
社
と
い
う
の
も
、

家
族
と
い
う
の
も
、
社
会
共
通
の
価
値

観
だ
っ
た
。
今
は
何
が
あ
る
で
し
ょ
う

か
？
　
何
に
価
値
を
見
出
し
て
い
る
か

と
い
う
と
、
た
ぶ
ん
自
分
自
身
に
向
か

っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
要
す
る

に
、
人
の
た
め
と
い
う
よ
り
も
自
分
の

た
め
に
何
か
を
や
る
。

虚
し
さ
と
か
目
的
の
な
い
退
屈
さ
を

満
た
す
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
買

っ
た
り
、
快
適
性
を
求
め
た
り
す
る
け

れ
ど
、
そ
の
刺
激
は
あ
ま
り
持
続
し
な

い
の
で
ま
た
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て

し
ま
う
。
例
え
ば
買
い
も
の
を
し
て
、

そ
の
と
き
は
満
た
さ
れ
た
気
に
な
る
け

れ
ど
、
す
ぐ
虚
し
く
な
っ
て
違
う
刺
激

を
求
め
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
く
と
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
の
は
枯
渇
し

て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
は
水
問
題
や
食
料
問
題
も
一
緒

で
す
。
専
門
で
は
な
い
の
で
正
確
に
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
で
は
た
ぶ
ん
、

食
料
の
何
割
か
は
捨
て
て
い
ま
す
よ
ね
。

今
の
社
会
問
題
を
我
々
は
、
﹁
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
過
食
症
の
社
会
﹂
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
過
食
症
と
い
う
は
一
種

の
心
の
病
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
環

境
問
題
と
い
う
の
は
、
我
々
が
病
に
か

か
っ
て
い
る
の
を
、
地
球
が
警
告
し
て

い
る
こ
と
で
も
あ
る
の
か
な
、
と
も
思

い
ま
す
。

ま
っ
た
く
異
な
る
ア
ジ
ア
事
情

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
︵
ユ
ネ
ッ
プ：

国
連
環
境
計
画
︶

の
会
議
が
今
年
の
４
月
に
バ
ン
コ
ク
で

あ
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ
が
﹁
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と

環
境
﹂
だ
っ
た
の
で
、
と
に
か
く
行
っ

て
み
ま
し
た
。
会
議
の
内
容
は
確
か
に

﹁
Ｉ
Ｃ
Ｔ
﹂
と
﹁
環
境
﹂
で
し
た
。

ど
う
い
う
意
味
か
と
い
う
と
、
我
々

が
﹁
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
環
境
﹂
と
い
っ
た
ら
社

会
を
ど
う
変
え
よ
う
か
と
い
う
発
想
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
バ
ン
コ
ク
の
会
議

で
問
題
に
さ
れ
た
の
は
、
空
気
や
水
な

ど
の
汚
染
を
Ｉ
Ｔ
を
使
っ
て
ど
う
や
っ

て
監
視
す
る
か
、
と
い
う
セ
ン
サ
ー
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
主
だ
っ
た
ん
で
す
。
こ

れ
に
は
大
変
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
ま
し
た
。

日
本
で
も
Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
た
大
気
や
水

の
監
視
技
術
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
ん
な
に
大
き
な
問
題
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
に
と
っ
て
、
水
と
か
大

気
は
自
分
の
健
康
や
生
に
関
す
る
問
題

な
ん
で
す
ね
。
た
ぶ
ん
、
相
当
切
実
な

ん
だ
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、

途
上
国
と
先
進
国
で
は
考
え
方
が
ま
る

っ
き
り
違
い
ま
す
。
途
上
国
に
と
っ
て

リ
サ
イ
ク
ル
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源

を
調
達
す
る
手
段
な
ん
で
す
。
い
か
に

自
分
た
ち
が
生
き
る
た
め
に
必
要
な
資

源
を
確
保
す
る
か
。

し
か
し
、
日
本
に
と
っ
て
の
リ
サ
イ

ク
ル
は
、
い
ら
な
い
も
の
を
い
っ
ぱ
い

買
っ
て
、
使
え
る
も
の
を
ど
ん
ど
ん
捨

て
て
、
そ
の
ゴ
ミ
を
ど
う
処
理
し
ま
し

ょ
う
か
、
と
い
う
発
想
で
す
よ
ね
。

34

離れていても

家族は一緒

「シティ」にある寮から
中学に通う娘と「カント
リー地域」に住む父と弟、
「ビッグシティ」で働く
母が、バーチャルドアを
使って一緒に食事をして
います。

バーチャル工芸館

バーチャル工芸館では、テーブルと
椅子の製作にもチャレンジできます。

マルチイベントスペース

マルチイベントスペースでは、
お手軽バーチャル世界旅行も楽
しめます。

畑でIT

カントリー地域で
の農作業風景

『2050年—脱温暖化社会のライフスタイル』に掲げた
「仮想IT社会」での暮らしのラフスケッチ



他
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
道
端
に
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
が
落
ち
て
い
る
と
、
市
の

清
掃
職
員
が
来
る
前
に
そ
れ
を
拾
う
人

が
い
る
。
集
め
て
売
っ
て
い
る
の
で
す
。

ゴ
ミ
か
ら
資
源
を
調
達
す
る
こ
と
で
、

新
た
に
つ
く
る
も
の
を
減
ら
し
て
、
結

果
的
に
省
資
源
・
省
エ
ネ
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

日
本
の
モ
ノ
余
り
の
状
態
で
、
ど
う

や
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
下
げ
よ
う

か
と
い
う
状
況
と
、
途
上
国
で
ど
う
や

っ
て
水
や
空
気
や
食
の
安
全
を
確
保
し

よ
う
か
と
い
う
の
と
で
は
、
や
は
り
大

き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

技
術
を
使
う
の
は
人

実
は
、
こ
の
シ
ナ
リ
オ
づ
く
り
に
は
、

哲
学
系
の
研
究
者
で
あ
る
30
歳
代
の
イ

ギ
リ
ス
人
が
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
シ
ナ
リ
オ
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
の

対
比
な
ど
を
含
め
た
議
論
を
し
な
が
ら

つ
く
り
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
と
日
本
だ
け
で
全
世
界
と

い
っ
て
い
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
日

本
に
限
ら
ず
、
少
な
く
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
は
同
じ
よ
う
な
意
識
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

例
え
ば
Ｉ
Ｔ
を
利
用
す
れ
ば
、
ア
ー

ム
チ
ェ
ア
に
座
っ
て
、
一
日
中
、
誰
と

も
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ら
ず

に
す
ご
す
こ
と
も
で
き
る
わ
け
で
す
。

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
必
要
な
も
の
を
手
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
人
と
の
関
係
も

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
断
つ
こ
と
が
で
き
る
。

人
間
同
士
の
付
き
合
い
だ
っ
た
ら
、
関

係
を
切
る
の
も
な
か
な
か
面
倒
く
さ
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
嫌
な
顔
を
見
て
、

こ
っ
ち
も
嫌
な
気
分
に
な
っ
て
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
は
そ
れ
は
な
い

ん
で
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
も
の

は
虚
し
さ
と
い
う
か
退
屈
さ
を
加
速
さ

せ
て
い
る
の
で
は
と
。

我
々
は
２
０
５
０
年
の
シ
ナ
リ
オ
を

つ
く
り
、
登
場
人
物
を
４
人
ほ
ど
設
定

し
ま
し
た
。
そ
の
人
た
ち
は
２
０
０
６

年
と
か
２
０
０
７
年
に
生
ま
れ
た
人
、

要
す
る
に
今
、
生
ま
れ
た
人
た
ち
で
す

ね
。
２
０
５
０
年
に
は
40
歳
代
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
人
た
ち
は
今
の

我
々
の
社
会
を
見
な
が
ら
育
っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
、

２
０
５
０
年
と
い
う
の
は
遠
い
社
会
に

見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
今

の
社
会
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
で
す
。

こ
う
い
う
話
を
す
る
と
、
﹁
じ
ゃ
あ

我
々
は
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
で
す

か
？
﹂
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。そ

の
質
問
に
は
﹁
今
の
あ
な
た
方
の

生
き
方
は
ど
う
で
す
か
？
　
生
き
甲
斐

に
満
ち
て
い
る
生
活
を
し
て
い
ま
す

か
？
　
過
食
症
に
陥
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
﹂
と
逆
に
質
問
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
み
な
さ

ん
何
も
言
え
な
い
で
黙
っ
て
し
ま
い
ま

す
。技

術
屋
さ
ん
は
、
我
々
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
や
欲
望
は
変
わ
ら
な
い
と
想
定

し
て
、
技
術
だ
け
で
地
球
環
境
問
題
を

解
決
し
よ
う
と
し
が
ち
で
す
が
、
も
う

そ
れ
で
は
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
技
術
を
使
う
の
は
人
で
、
使
う
人

が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
き
て
い
ま
す
。

２
０
５
０
年
の
人
た
ち
の
行
動
や
家

庭
で
の
生
活
や
教
育
を
左
右
す
る
の
は
、

今
の
社
会
の
あ
り
方
そ
の
も
の
。

で
す
か
ら
技
術
開
発
も
、
人
や
社
会

へ
の
影
響
を
考
え
な
が
ら
や
っ
て
い
か

な
い
と
、
望
ま
し
い
未
来
と
い
う
の
は

実
現
で
き
な
い
の
で
す
。

実
体
験
が
あ
っ
て
こ
そ

例
え
ば
共
働
き
だ
っ
た
ら
、
転
勤
す

る
と
な
っ
た
ら
単
身
赴
任
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
よ
ね
。
Ｉ
Ｔ
が
発
達
す
れ
ば

バ
ー
チ
ャ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
よ
り
リ
ア
ル
に
な
っ
て
、
空
間
の
制

約
を
な
く
し
て
く
れ
る
。
我
々
は
マ
ル

チ
タ
ス
ク
と
い
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、

場
所
の
制
約
が
な
く
な
れ
ば
、
場
所
に

と
ら
わ
れ
ず
に
複
数
の
仕
事
が
で
き
る
。

高
度
な
Ｉ
Ｔ
社
会
が
実
現
し
て
い
る
と

い
う
仮
説
で
、
そ
う
い
う
シ
ナ
リ
オ
を

つ
く
っ
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。

Ｉ
Ｔ
は
あ
く
ま
で
も
道
具
な
の
で
、

使
い
方
に
よ
っ
て
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

を
増
や
す
こ
と
に
も
な
る
し
、
荒
廃
し

た
社
会
を
つ
く
り
出
す
か
も
し
れ
な
い
。

む
し
ろ
問
題
な
の
は
Ｉ
Ｔ
で
は
な
く
て
、

ど
う
利
用
す
る
か
で
そ
の
技
術
が
社
会

に
与
え
る
影
響
は
違
っ
て
く
る
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

技
術
と
社
会
を
融
合
し
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
う
い
う

社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
か
が
重
要
で
、

そ
れ
に
は
我
々
の
生
き
方
と
か
現
状
こ

そ
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
技
術
に
関

し
て
言
え
ば
、
極
端
な
話
、
一
夜
漬
け

で
も
変
化
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
し

か
し
人
間
が
変
わ
る
の
は
難
し
い
。
今

か
ら
始
め
な
け
れ
ば
２
０
５
０
年
ま
で

に
は
、
と
て
も
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

現
在
の
自
由
主
義
経
済
と
い
う
経
済

シ
ス
テ
ム
が
こ
の
ま
ま
で
い
く
と
、
強

い
国
が
資
源
を
食
い
尽
く
し
て
、
貧
し

い
国
は
貧
し
い
ま
ま
で
す
。
国
同
士
の

自
由
競
争
で
強
い
も
の
が
勝
つ
、
と
い

う
や
り
方
で
は
資
源
の
配
分
も
そ
う
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

国
同
士
の
﹁
共
生
﹂
と
い
う
の
も
重
要

だ
な
、
と
思
い
ま
す
。

ソ
ニ
ー
の
元
社
長
出
井
伸
之
さ
ん
も

﹃
日
本
進
化
論
︱
二
〇
二
〇
年
に
向
け

て
﹄︵
幻
冬
舎
新
書

２
０
０
７
︶

と
い
う
本

の
中
で
、
今
の
経
済
シ
ス
テ
ム
で
は
な

く
て
﹁
共
創
﹂
し
て
互
い
が
知
恵
を
絞

る
こ
と
が
大
事
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
難
し
い
の
は
、
与
え
ら
れ
た

情
報
と
解
釈
す
る
能
力
が
同
質
の
も
の

に
な
る
こ
と
な
ん
で
す
。

両
者
が
同
質
な
も
の
に
な
る
よ
う
に
、

人
間
や
社
会
へ
の
影
響
を
考
え
な
が
ら

Ｉ
Ｔ
技
術
を
進
歩
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

あ
ま
り
良
い
喩
え
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
画
像
を
見
た
だ
け

で
、
そ
の
場
へ
行
っ
た
よ
う
な
気
に
な

る
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
調
べ

る
の
に
、
集
め
た
デ
ー
タ
を
足
し
算
す

れ
ば
数
字
は
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
そ
こ
に
は
自
分
で
何
か
を
体
験

す
る
と
い
う
行
為
が
欠
け
て
い
る
ん
で

す
。
パ
ソ
コ
ン
の
消
費
電
力
を
自
分
で

測
定
機
器
を
使
っ
て
測
る
こ
と
と
、
出

て
き
た
情
報
だ
け
を
見
る
こ
と
で
は
、

理
解
度
が
違
い
ま
す
。

だ
か
ら
自
然
破
壊
の
話
に
な
っ
た
と

き
に
も
、
実
際
の
体
験
か
ら
の
判
断
と
、

デ
ー
タ
︵
情
報
︶
だ
け
で
判
断
す
る
の

と
で
は
、
感
じ
方
が
ま
る
で
違
っ
て
く

る
は
ず
で
す
。
実
体
験
が
解
釈
す
る
能

力
を
育
て
る
の
で
す
。

Ｉ
Ｔ
は
、
社
会
を
変
え
る
力
を
持
っ

て
い
ま
す
。
単
に
技
術
面
が
進
化
す
る

こ
と
だ
け
で
は
エ
コ
社
会
も
人
間
の
幸

福
も
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
要
は
、
人
が

ど
う
生
き
る
べ
き
か
を
き
ち
ん
と
考
え

た
末
に
得
ら
れ
た
﹁
理
想
的
な
社
会
﹂

を
、
い
か
に
構
築
す
る
か
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。
Ｉ
Ｔ
は
、
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
て
、
目
的

で
は
な
い
の
で
す
。
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イ
オ
ン
交
換
は
省
エ
ネ

オ
ル
ガ
ノ
の
創
業
者
は
軍
医
で
、
野

戦
病
院
で
の
治
療
に
き
れ
い
な
水
が
必

要
と
い
う
こ
と
で
、
濾
過
し
た
水
を
イ

オ
ン
交
換
を
し
て
治
療
に
使
っ
て
い
ま

し
た
。

平
和
な
時
代
に
な
っ
て
も
、
終
戦
直

後
は
な
か
な
か
衛
生
的
な
状
態
で
は
な

か
っ
た
た
め
、
特
に
病
院
や
分
析
を
す

36

進化する工場の

水処理思想
水屋が提案する省水型産業の共生

オルガノはイオン交換の原理を用いて、

非常にきれいな水をつくる技術を産業界に広く提供してきました。

廃棄物処理や地球温暖化をストップするための

省エネが求められる現代、

水屋を自認するオルガノに望まれる仕事も、

様変わりしようとしています。

さらなるステップを標榜する、産業界の水利用についてうかがいました。

今岡孝之
いまおかたかし

オルガノ株式会社

プラント事業本部プラント事業部企画管理部長

工学博士

る
会
社
に
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
を
お
売
り

し
た
り
、
簡
単
な
装
置
を
提
供
し
た
と

い
う
の
が
、
事
業
の
発
端
で
す
。
今
年

で
創
業
62
年
目
に
な
り
ま
す
。
創
業
地

が
長
野
県
の
諏
訪
と
い
う
の
は
、
た
ま

た
ま
創
業
者
の
故
郷
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

も
ち
ろ
ん
精
密
産
業
と
の
縁
も
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

イ
オ
ン
交
換
の
原
理
は
、
液
体
の
中

に
入
っ
て
い
る
不
純
物
な
ど
を
イ
オ
ン

交
換
樹
脂
に
く
っ
つ
け
た
り
、
外
し
た

り
す
る
こ
と
で
分
離
を
行
な
い
ま
す
。

イ
オ
ン
交
換
樹
脂
と
の
仲
の
良
さ
、
つ

ま
り
親
和
性
に
よ
っ
て
く
っ
つ
き
易
さ

や
く
っ
つ
き
に
く
さ
、
外
れ
易
さ
が
あ

る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
を
上
手
に
使
い
ま

す
と
、
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
い
ろ
ん
な
も
の

が
入
っ
た
液
体
の
中
か
ら
出
て
く
る
順

番
ご
と
に
一
定
の
物
質
を
取
り
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
ク
ロ
マ
ト
分

離
と
い
い
ま
す
。
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
に

液
体
を
し
み
込
ま
せ
る
と
だ
ん
だ
ん
成

分
が
分
離
し
て
い
く
の
を
、
昔
、
理
科

の
実
験
で
や
っ
た
方
も
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ク
ロ
マ
ト
分
離
と
い
う
方
法
を
使
い

ま
す
と
、
多
成
分
、
何
種
類
か
の
成
分

が
混
ざ
っ
た
も
の
か
ら
、
単
成
分
で
取

り
出
せ
る
。
つ
ま
り
精
製
が
で
き
る
ん

で
す
。
例
え
ば
砂
糖
を
つ
く
る
と
き
に
、

液
糖
の
中
か
ら
不
純
物
を
取
っ
て
上
白

糖
に
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
と
き
に
も

使
わ
れ
て
ま
す
。

オ
リ
ゴ
糖
と
か
、
今
注
目
さ
れ
て
い

る
砂
糖
以
外
の
成
分
を
抽
出
す
る
と
こ

ろ
で
も
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
が
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
実
は
今
ま
で
、

オ
リ
ゴ
糖
な
ど
は
副
生
成
物
と
し
て
捨

て
ら
れ
て
た
ん
で
す
が
、
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
純
度
が
高
く
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
ク
ロ
マ
ト
分
離
が
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

医
薬
品
の
業
界
で
は
、
先
端
医
療
の

開
発
に
伴
い
、
少
量
で
高
価
な
も
の
を

抽
出
し
て
、
精
度
の
高
い
も
の
を
つ
く

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
各
産
業
の
中
で
、
新
し

い
活
用
の
仕
方
が
見
出
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
お
客
さ
ん
が
困
っ
て
い
る
こ
と
に

一
緒
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
新
し
い
使

い
方
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
見
つ
か

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
我
々
が
思
い

つ
い
て
提
案
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

イ
オ
ン
交
換
樹
脂
と
い
う
の
は
、
く

っ
つ
け
て
離
れ
る
と
い
う
成
分
と
の
相

性
だ
け
で
や
っ
て
ま
す
か
ら
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
食
わ
な
い
ん
で
す
ね
。
非
常
に

省
エ
ネ
で
す
。

例
え
ば
水
の
中
の
不
純
物
を
分
離
す

る
と
き
に
、
蒸
留
、
つ
ま
り
蒸
発
さ
せ

て
揮
発
し
な
い
も
の
は
残
す
と
い
っ
た

分
離
方
法
だ
と
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
す

ご
く
使
い
ま
す
よ
ね
。
真
空
で
引
い
て

蒸
発
さ
せ
て
も
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
、

こ
れ
も
や
は
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
。

で
も
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
っ
て
い
う
の
は

流
す
だ
け
。
溶
け
て
い
た
も
の
を
イ
オ

ン
交
換
樹
脂
に
吸
着
さ
せ
、
水
は
そ
の

写真上も左もイオン交換樹脂。
イオン交換樹脂にもいろいろあり、
水処理用、精糖用、化学工業（触
媒）用など多くの種類がラインア
ップされている。
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れ
な
い
か
ら
無
駄
が
い
っ
ぱ
い
で
き
て

し
ま
っ
た
ん
で
す
。

現
在
は
第
10
世
代
に
な
っ
て
い
て
、

最
先
端
の
工
場
で
は
、
約
３
ｍ
角
。
1.5

ｍ
角
の
４
倍
の
面
積
に
な
っ
て
い
ま
す
。

排
水
回
収
の
損
益
分
岐
点

液
晶
は
大
き
な
材
料
を
使
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ん
で
、
も
の
す
ご
く
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
消
費
し
ま
す
ね
。
材
料
そ
の

も
の
も
た
く
さ
ん
使
う
し
、
熱
も
水
も

た
く
さ
ん
使
う
。
だ
か
ら
い
か
に
省
エ

ネ
・
リ
サ
イ
ク
ル
型
の
工
場
に
し
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
を
、
必
死
で
考
え
て

い
ま
す
。
私
た
ち
水
屋
は
、
い
か
に
水

の
回
収
率
を
上
げ
る
か
と
い
う
側
面
か

ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

薬
品
と
か
現
像
液
と
か
、
使
っ
た
あ

と
の
水
に
混
ざ
っ
て
い
る
不
純
物
を
イ

オ
ン
交
換
樹
脂
を
使
っ
て
分
離
し
て
、

成
分
ご
と
に
回
収
し
ま
す
。
た
だ
、
こ

れ
以
上
回
収
し
よ
う
と
す
る
と
逆
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
す
ぎ
て
本
末
転
倒
だ

ね
、
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
損
益
分
岐
点

が
あ
り
ま
す
。
液
晶
の
場
合
、
現
在
そ

れ
が
70
％
ぐ
ら
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

半
導
体
工
場
は
立
地
に
よ
っ
て
違
い

ま
す
が
、
水
の
回
収
率
の
ピ
ー
ク
が

90
％
ぐ
ら
い
で
、
そ
れ
以
上
回
収
し
よ

う
と
す
る
と
コ
ス
ト
が
高
く
な
っ
て
き

ま
す
。

も
の
を
洗
う
と
き
っ
て
、
す
す
ぎ
始

め
は
濃
く
て
汚
く
、
す
す
ぎ
を
進
め
て

ま
ま
抜
け
て
い
く
と
い
う
の
が
基
本
で

す
。
膜
ろ
過
と
か
、
生
物
処
理
、
有
機

物
の
分
解
と
い
っ
た
非
常
に
省
エ
ネ
の

も
の
を
組
み
合
わ
せ
て
使
い
ま
す
。

イ
オ
ン
交
換
樹
脂
に
は
、
た
く
さ
ん

の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
量
で
た
く

さ
ん
く
っ
つ
け
ら
れ
る
も
の
や
、
例
え

ば
お
砂
糖
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
は

お
砂
糖
の
成
分
が
好
む
も
の
を
選
び
ま

す
。樹

脂
に
は
も
の
す
ご
い
数
の
種
類
が

あ
り
ま
す
が
、
大
き
く
分
け
る
と
カ
チ

オ
ン
と
ア
ニ
オ
ン
と
い
う
２
系
統
で
す
。

き
れ
い
な
水
を
求
め
る
産
業

戦
後
、
日
本
の
産
業
は
ま
ず
化
学
工

業
や
機
械
工
業
が
、
１
９
７
０
年
代
か

ら
は
電
子
産
業
が
発
展
し
て
、
そ
れ
に

伴
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
に
な
っ
て
発

電
所
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

発
電
所
は
巨
大
な
ボ
イ
ラ
ー
。
原
子

力
だ
ろ
う
が
石
油
だ
ろ
う
が
水
を
沸
騰

さ
せ
て
蒸
気
に
し
て
ぐ
る
ぐ
る
羽
を
回

す
。
水
の
中
に
汚
れ
が
入
っ
て
い
る
と
、

沸
騰
さ
せ
た
と
き
に
ス
ケ
ー
ル
と
呼
ば

れ
る
不
純
物
が
タ
ー
ビ
ン
の
羽
や
配
管

に
こ
び
り
つ
き
ま
す
。
こ
れ
が
ひ
ど
く

な
る
と
発
電
効
率
を
低
下
さ
せ
た
り
、

羽
な
ど
の
損
傷
に
つ
な
が
り
ま
す
。
だ

か
ら
、
き
れ
い
な
水
が
必
要
に
な
り
ま

す
。化

学
工
業
、
鉄
鋼
業
も
ま
ず
は
ボ
イ

ラ
ー
で
水
を
沸
騰
さ
せ
て
蒸
気
に
し
ま

ニ
タ
ー
の
大
型
化
を
目
指
し
ま
す
。
液

晶
Ｔ
Ｖ
は
、
確
か
２
年
前
ぐ
ら
い
だ
と

32
イ
ン
チ
で
30
万
円
強
。
１
イ
ン
チ
で

１
万
円
ぐ
ら
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

は
５
０
０
０
円
ぐ
ら
い
か
ら
出
て
い
ま

す
。な

ん
で
そ
ん
な
に
安
く
な
っ
た
か
と

い
う
と
、
生
産
技
術
の
進
化
で
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
に
成
功
し
た
か
ら
で
す
。

液
晶
画
面
は
マ
ザ
ー
ガ
ラ
ス
と
い
う

板
か
ら
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。
２
年
前

の
第
７
世
代
の
こ
ろ
は
、
畳
２
畳
分
ぐ

ら
い
、
1.5
ｍ
角
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
そ
の

中
に
30
イ
ン
チ
だ
っ
た
ら
６
枚
と
れ
ま

す
よ
、
と
い
う
生
産
を
し
て
た
ん
で
す

ね
。
マ
ザ
ー
ガ
ラ
ス
が
1.5
ｍ
角
だ
と
、

42
イ
ン
チ
や
48
イ
ン
チ
は
３
枚
し
か
と

す
。
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
こ
と
で
発

電
し
た
り
、
熱
を
使
っ
た
り
し
ま
す
。

半
導
体
産
業
も
非
常
に
細
か
い
加
工

を
し
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
超
純
水
と
い

う
、
も
の
す
ご
く
き
れ
い
な
水
が
必
要

と
さ
れ
ま
す
。

発
電
所
や
化
学
工
業
、
鉄
鋼
業
で
は

水
を
循
環
し
て
使
い
ま
す
の
で
、
も
と

も
と
有
効
利
用
し
て
き
た
ん
で
す
ね
。

半
導
体
産
業
、
液
晶
産
業
と
い
う
の
は
、

か
つ
て
は
水
の
回
収
と
い
う
こ
と
に
は

あ
ま
り
頓
着
し
な
い
で
大
量
に
使
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

半
導
体
産
業
は
微
細
化
と
い
う
の
が

命
題
で
、
同
じ
面
積
の
中
に
ど
れ
だ
け

詰
め
込
む
か
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
半
導
体
チ
ッ
プ
は
、
厚
さ
は
１

mm
、
直
径
が
30
cm
の
シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ハ

ー
の
板
の
中
に
つ
く
り
込
む
た
め
、
不

純
物
を
排
除
し
た
、
よ
り
き
れ
い
な
水

が
必
要
な
ん
で
す
よ
。

半
導
体
は
回
路
で
す
か
ら
、
簡
単
に

言
っ
て
し
ま
え
ば
電
線
を
つ
な
い
で
つ

く
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
コ
ン
デ
ン
サ

ー
と
コ
ン
デ
ン
サ
ー
を
つ
な
ぐ
電
線
を
、

回
路
に
た
く
さ
ん
詰
め
込
ん
だ
の
が
Ｌ

Ｓ
Ｉ
（
集
積
回
路
つ
ま
り
Ｉ
Ｃ
の
内
、
素
子
の
集

積
度
が
１
０
０
０
個
〜
10
万
個
程
度
の
も
の
。
飛
躍

的
に
集
積
度
が
高
ま
っ
た
技
術
や
製
品
を
区
別
す
る

た
め
に
１
９
７
０
年
代
に
生
ま
れ
た
呼
称
）
で
す
。

も
し
微
細
で
も
不
純
物
が
入
っ
た
水
で

洗
っ
た
ら
、
そ
の
不
純
物
が
残
っ
て
、

後
に
回
路
が
シ
ョ
ー
ト
し
て
し
ま
う
わ

け
で
す

現
在
、
世
界
最
先
端
と
い
わ
れ
る
会

社
で
つ
く
っ
て
い
る
半
導
体
チ
ッ
プ
は
、

電
線
と
電
線
の
間
隔
が
45
nm
（
ナ
ノ
メ
ー

ト
ル
＝
１
ミ
ク
ロ
ン
の
１
０
０
０
分
の
１
）
で
す
。

そ
の
会
社
で
は
２
年
前
は
65
nm
だ
っ

た
ん
で
３
分
の
２
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
な
ん
で
す
が
、
２
、
３
年
後
に
は
22

nm
を
目
指
し
て
い
る
ん
で
す
。
同
じ
板

の
中
で
配
線
の
幅
が
半
分
に
な
る
と
、

同
じ
性
能
の
も
の
が
４
つ
も
で
き
る
ん

で
す
よ
。
そ
ん
な
感
じ
で
板
は
大
き
く

せ
ず
に
、
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
小
さ
く

な
っ
て
い
く
。
小
さ
い
こ
と
に
意
義
が

あ
り
ま
す
。
我
々
が
提
供
す
る
水
も
、

小
さ
く
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
22
nm

の
間
を
洗
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
く
る

わ
け
で
す
か
ら
。

し
か
し
、
回
路
を
焼
き
付
け
る
操
作

は
、
写
真
プ
リ
ン
ト
の
技
術
と
原
理
は

一
緒
で
す
。
小
さ
い
も
の
に
焼
き
付
け

て
も
、
大
き
な
も
の
に
焼
き
付
け
て
も
、

焼
き
付
け
る
と
い
う
行
為
は
同
じ
で
す

か
ら
、
い
っ
ぺ
ん
に
た
く
さ
ん
の
も
の

に
露
光
し
た
ほ
う
が
コ
ス
ト
が
か
か
ら

な
い
ん
で
す
。

で
す
か
ら
ウ
ェ
ハ
ー
を
大
き
く
、
回

路
は
小
さ
い
も
の
し
て
や
る
と
、
１
つ

の
ウ
ェ
ハ
ー
の
中
に
１
０
０
個
で
き
て

い
た
も
の
が
、
２
０
０
個
つ
く
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
回
路

の
チ
ッ
プ
１
枚
あ
た
り
の
コ
ス
ト
は
半

分
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
Ｔ
Ｖ
産
業
で
は
モ



き
な
問
題
な
ん
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。身

近
な
問
題
と
し
て
は
排
水
を
出
さ

な
い
で
ほ
し
い
け
れ
ど
、
自
分
の
子
供

が
ど
う
な
る
？
　
と
い
う
の
を
考
え
た

ら
地
球
と
の
共
生
も
併
せ
て
や
ら
な
き

ゃ
だ
め
だ
よ
ね
、
と
。

ゴ
ミ
の
分
別
と
同
じ

私
た
ち
が
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、

こ
の
損
益
分
岐
点
を
少
し
で
も
グ
ラ
フ

の
右
側
に
寄
せ
る
努
力
で
す
。
そ
れ
に

は
ユ
ー
ザ
ー
と
我
々
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ

メ
ー
カ
ー
と
の
協
力
が
必
要
な
ん
で
す

が
、
こ
れ
は
ゴ
ミ
の
分
別
と
同
じ
な
ん

で
す
。
濃
い
も
の
薄
い
も
の
、
そ
れ
か

ら
種
類
を
分
け
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と

で
す
。

例
え
ば
現
像
液
と
エ
ッ
チ
ン
グ
（
線
を

彫
る
）
の
た
め
の
フ
ッ
酸
を
混
ぜ
な
い

と
か
、
す
す
ぎ
排
水
を
濃
度
別
に
す
る

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
ま
す
。
配
管
を

別
々
に
し
た
り
、
途
中
に
濃
度
計
を
つ

け
て
、
薄
い
と
き
は
こ
っ
ち
濃
く
な
っ

た
ら
こ
っ
ち
、
と
交
通
整
理
を
す
る
わ

け
で
す
。
そ
う
す
る
と
よ
り
低
コ
ス
ト
、

低
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
分
別
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

触
媒
利
用
は
、
数
十
年
前
か
ら
あ
る

方
法
で
す
が
、
省
エ
ネ
に
と
て
も
有
効

で
す
。
反
応
し
や
す
く
し
て
あ
げ
る
物

質
が
触
媒
で
す
ね
。
本
当
は
熱
を
５
０

０
度
ま
で
上
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

こ
ろ
を
、
１
０
０
度
で
で
き
れ
ば
、
４

０
０
度
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
得
に
な
り

ま
す
。
そ
の
原
理
の
応
用
で
す
。

例
え
ば
、
ア
ク
リ
ル
ガ
ラ
ス
を
合
成

す
る
と
き
に
、
Ａ
と
い
う
油
と
Ｂ
と
い

う
油
か
ら
つ
く
る
の
に
２
０
０
度
で
１

時
間
か
か
り
ま
す
、
と
い
う
と
き
に
触

媒
を
使
い
ま
す
と
、
１
２
０
度
で
30
分

で
反
応
す
る
、
と
い
う
具
合
で
す
。

よ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
踏
み
台
っ
て
い

わ
れ
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
お
助

け
役
な
ん
で
す
ね
。
自
分
は
何
も
か
わ

ら
な
い
。
好
き
な
人
同
士
を
く
っ
つ
け

る
仲
人
の
よ
う
な
存
在
で
す
。

イ
オ
ン
交
換
樹
脂
と
し
て
、
触
媒
を

20
、
30
年
前
か
ら
そ
う
い
う
使
い
方
し

て
き
て
い
る
ん
で
す
が
、
省
エ
ネ
、
低

コ
ス
ト
で
た
く
さ
ん
の
も
の
が
で
き
ま

す
し
、
触
媒
と
し
て
使
っ
た
あ
と
も
基

本
的
に
は
消
耗
せ
ず
に
、
繰
り
返
し
使

え
る
の
が
特
徴
で
す
。

そ
れ
じ
ゃ
あ
こ
こ
か
ら
先
は
ど
う
す

る
ん
だ
と
い
う
と
、
私
た
ち
が
水
屋
の

土
俵
で
や
れ
る
こ
と
は
も
う
か
な
り
や

り
つ
く
し
て
き
た
ん
で
す
ね
。
あ
と
は

も
う
、
水
を
使
う
量
を
減
ら
し
て
も
ら

う
し
か
な
い
。
絶
対
量
を
減
ら
し
て
も

ら
う
。
も
っ
と
言
う
と
１
個
の
製
品
を

つ
く
る
の
に
使
う
水
の
量
を
減
ら
し
て

も
ら
う
。
そ
れ
は
水
屋
と
し
て
、
自
分

の
首
を
締
め
る
こ
と
に
も
な
る
ん
で
す

け
ど
。

私
た
ち
は
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
と
し
て

必
要
な
水
を
必
要
な
だ
け
お
届
け
し
ま

い
く
と
最
後
は
ほ
と
ん
ど
使
っ
て
い
る

水
と
同
じ
も
の
に
な
る
。
だ
か
ら
超
純

水
を
使
っ
た
ら
、
出
て
く
る
も
の
も
ほ

と
ん
ど
超
純
水
な
ん
で
す
よ
。
な
の
で
、

ほ
と
ん
ど
コ
ス
ト
を
か
け
な
い
で
回
収

で
き
る
分
が
３
割
ぐ
ら
い
あ
る
。

そ
の
先
は
、
よ
り
濃
度
の
濃
い
も
の

か
ら
水
を
搾
り
出
そ
う
と
し
て
コ
ス
ト

が
増
え
る
か
ら
、
損
益
分
岐
点
が
出
る

ん
で
す
ね
。

相
容
れ
な
い

省
エ
ネ
と
廃
棄
物
低
減

環
境
対
応
の
中
に
は
、
省
エ
ネ
と
廃

棄
物
低
減
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

排
水
や
排
ガ
ス
と
い
っ
た
廃
棄
物
を

出
す
こ
と
は
、
近
隣
へ
の
影
響
が
大
き

く
、
省
エ
ネ
と
い
う
の
は
地
球
規
模
で

の
影
響
の
話
に
な
り
ま
す
。

そ
の
２
つ
を
ど
う
合
わ
せ
る
か
と
い

う
の
が
問
題
に
な
り
ま
す
が
、
省
エ
ネ

と
廃
棄
物
低
減
は
原
理
的
に
は
両
立
し

な
い
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
み
な
さ
ん
勘

違
い
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

も
う
一
滴
も
水
を
捨
て
ら
れ
ま
せ
ん

と
な
っ
た
ら
１
０
０
％
回
収
ま
で
も
っ

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う

い
う
工
場
は
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
工
場
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
も
し
も
工
場
を
ク
ロ

ー
ズ
ド
に
し
よ
う
と
す
る
と
、
１
０

０
％
回
収
す
る
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

大
量
に
使
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
例
え
ば
工
場
の
屋
根
に
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太
陽
電
池
を
置
い
て
、
ク
リ
ー
ン
な
電

力
で
回
収
し
て
い
ま
す
、
と
謳
う
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
実
は
現
時
点
で
、
太

陽
電
池
は
製
品
化
ま
で
に
使
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
よ
り
も
、
製
品
が
つ
く
り
出
す
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
ほ
う
が
少
な
い
ん
で
す
。

だ
か
ら
ま
だ
ま
だ
な
ん
で
す
。
そ
れ
で

も
政
府
が
お
金
を
か
け
て
ど
ん
ど
ん
奨

励
し
て
い
る
の
は
、
技
術
の
進
歩
を
期

待
し
て
い
る
か
ら
な
ん
で
す
ね
。

排
水
を
出
さ
な
い
で
や
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
可
能
で
す
。
最
後
に
残
っ
た
濃

い
部
分
の
液
は
汚
い
わ
け
で
は
な
く
て
、

分
別
し
て
濃
い
と
こ
ろ
ま
で
も
っ
て
い

き
ま
す
と
、
元
の
薬
品
に
近
づ
い
て
い

く
ん
で
す
ね
。
現
像
液
は
現
像
液
、
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原水・放流コストなし

ッ
酸
は
フ
ッ
酸
で
、
す
す
ぎ
の
と
こ
ろ

で
は
水
と
ま
ざ
っ
て
薄
ま
る
け
れ
ど
、

汚
く
は
な
い
ん
で
す
。
濃
く
し
た
液
体

を
再
利
用
す
る
。
有
価
物
と
し
て
の
再

利
用
で
す
。

し
か
し
結
局
、
い
く
ら
や
っ
て
も
最

後
は
い
ろ
い
ろ
混
ざ
っ
た
濃
厚
な
も
の

が
10
％
と
か
20
％
残
り
ま
す
。
そ
れ
を

ド
ラ
イ
ヤ
ー
と
呼
ぶ
方
法
で
蒸
発
さ
せ

ま
す
。
大
気
中
に
は
水
蒸
気
し
か
出
て

い
き
ま
せ
ん
。
残
る
残
渣
は
産
業
廃
棄

物
に
な
り
ま
す
。

水
を
扱
う
プ
ラ
ン
ト
の
コ
ス
ト
っ
て

い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
電
気
代
な
ん

で
す
ね
。

電
気
代
っ
て
何
か
と
い
う
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
。

イ
オ
ン
交
換
で
く
っ
つ
け
た
り

離
し
た
り
す
る
こ
と
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
か
か
ら
な
い
ん
で
す
。
何
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
か
か
る
の
か
と
い

う
と
、
水
を
動
か
す
た
め
の
ポ
ン

プ
。
運
ぶ
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

か
か
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ

セ
ス
を
繰
り
返
せ
ば
繰
り
返
す
ほ

ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
か
か
り
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
て
、
最
後
に
蒸
発
さ

せ
る
の
に
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
か
か

り
ま
す
。

ク
ロ
ー
ズ
ド
化
す
る
技
術
は
、

私
た
ち
は
１
９
９
０
年
代
に
既
に

持
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
２

０
０
０
年
を
超
え
た
と
き
に
地
球

温
暖
化
の
問
題
の
ほ
う
が
実
は
大
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す
、
出
て
き
た
排
水
は
処
理
し
ま
す
、

そ
こ
ら
辺
が
境
目
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

お
客
さ
ん
の
製
造
プ
ロ
セ
ス
に
乗
り
込

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て

き
た
。

洗
浄
を
ど
う
や
っ
て
る
ん
で
す
か
、

じ
ゃ
あ
こ
れ
を
こ
う
し
た
ら
水
半
分
で

で
き
ま
す
よ
、
っ
て
。

﹁
水
が
半
分
に
な
っ
た
ら
お
た
く
は
儲

か
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
、
い
い
の
？
﹂

﹁
良
く
は
な
い
で
す
け
ど
﹂
っ
て
い
う

漫
才
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
の
ス
テ
ッ
プ
は
機
能
水

今
は
、
も
う
１
つ
上
の
概
念
に
挑
戦

し
始
め
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
日
本
産
業

機
械
工
業
会
と
い
う
経
産
省
の
団
体
か

ら
、
優
秀
環
境
装
置
表
彰
の
経
産
大
臣

賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、

廃
棄
物
低
減
で
す
と
か
回
収
率
向
上
に

つ
な
が
る
よ
う
な
も
の
が
対
象
に
な
り

ま
す
。
私
た
ち
が
今
回
受
賞
し
た
﹁
酸

還
王
﹂
は
、
半
導
体
の
洗
浄
水
量
を
場

合
に
よ
っ
て
は
10
分
の
１
に
す
る
と
い

う
も
の
な
ん
で
す
。
今
か
ら
20
年
以
上

前
か
ら
開
発
を
手
掛
け
て
き
ま
し
た
。

水
を
電
気
分
解
し
た
り
、
オ
ゾ
ン
と

か
水
素
を
混
ぜ
て
酸
化
力
や
還
元
力
を

も
た
せ
た
機
能
水
は
、
軽
い
油
汚
れ
を

落
と
し
て
く
れ
ま
す
。
水
素
を
混
ぜ
て

超
音
波
を
か
け
ま
す
と
ナ
ノ
バ
ブ
ル
が

ぱ
ぁ
ー
っ
と
で
き
て
ゴ
ミ
を
パ
ン
パ
ン

と
弾
く
ん
で
す
。
シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ハ
ー

の
表
面
に
ゴ
ミ
が
付
い
て
い
る
と
き
に

も
、
き
れ
い
に
取
れ
る
ん
で
す
ね
。

今
ま
で
は
洗
剤
を
使
っ
て
い
た
し
、

大
昔
は
フ
ロ
ン
を
使
っ
て
ま
し
た
。
そ

れ
が
ハ
イ
ド
ロ
カ
ー
ボ
ン
系
の
洗
浄
剤

に
な
っ
て
無
機
系
の
も
の
、
酸
を
使
っ

た
り
ア
ル
カ
リ
を
使
っ
た
り
、
い
ず
れ

に
し
て
も
薬
品
を
使
う
わ
け
で
す
。

超
純
水
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
は

薬
品
や
洗
剤
を
使
っ
た
後
の
す
す
ぎ
水

な
ん
で
す
。
薬
品
を
使
わ
な
け
れ
ば
す

す
ぎ
は
い
ら
な
い
の
で
す
。
い
き
な
り

水
で
ゴ
ミ
を
と
っ
て
し
ま
え
ば
も
う
す

す
ぎ
は
い
ら
な
い
。

グ
ラ
フ
の
話
で
い
く
と
、
で
き
る
だ

け
右
の
ほ
う
へ
い
っ
て
も
省
エ
ネ
で
い

た
い
、
と
理
屈
は
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、

そ
う
簡
単
に
は
行
き
着
か
な
い
。
そ
れ

な
ら
全
体
量
を
減
ら
す
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
い
う
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
い
か

な
い
と
、
私
た
ち
自
身
も
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
生
き
残
れ
な
い
な
、
と
。

日
本
で
は
、
超
純
水
を
１
ｔ
つ
く
っ

て
せ
い
ぜ
い
数
百
円
。
工
業
用
水
は
１

ｔ
買
う
と
安
い
と
こ
ろ
で
20
円
、
家
庭

用
の
水
道
水
だ
と
60
円
〜
70
円
ぐ
ら
い
、

下
水
道
は
１
ｔ
捨
て
る
と
２
０
０
円
と

か
２
５
０
円
ぐ
ら
い
、
高
い
と
こ
ろ
は

８
０
０
円
ぐ
ら
い
し
ま
す
。
要
す
る
に
、

水
自
体
は
安
い
。

そ
の
せ
い
か
、
水
も
価
値
の
あ
る
大

切
な
も
の
な
ん
だ
け
ど
、
身
近
に
あ
っ

た
も
の
な
の
で
、
ど
う
し
て
も
じ
ゃ
ぶ

じ
ゃ
ぶ
使
っ
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
世
界
の
中
で
非
常
に

特
殊
な
日
本
の
状
況
で
す
。
こ
れ
を
改

め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
は
、
水
を
き
れ
い
に
す
る
非
常

に
高
い
技
術
を
持
っ
て
い
ま
す
。
地
球

規
模
で
起
こ
っ
て
い
る
水
不
足
に
よ
る

砂
漠
化
、
安
全
な
水
が
手
に
入
ら
な
い

イ
ン
ド
、
中
国
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
に
安

全
な
水
を
安
い
値
段
で
、
と
い
う
こ
と

で
貢
献
で
き
ま
す
ね
。

た
だ
、
今
、
目
の
前
で
叫
ば
れ
て
い

る
水
不
足
対
策
に
は
、
海
水
淡
水
化
、

ド
ン
、
で
終
わ
り
。
１
プ
ロ
セ
ス
な
ん

で
す
。

海
水
淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
と
い
う
の
は

水
を
逆
浸
透
膜
と
い
う
膜
を
使
っ
て
真

水
に
変
え
る
ん
で
す
け
ど
、
水
量
は
す

ご
く
多
い
で
す
が
、
１
プ
ロ
セ
ス
で
完

了
す
る
ん
で
す
。
巨
大
な
工
場
の
中
に

ず
ら
ー
っ
と
膜
を
並
べ
て
配
管
を
全
部

並
列
で
引
い
て
、
ド
ン
っ
て
や
る
と
真

水
が
で
き
る
。

オ
ル
ガ
ノ
が
得
意
と
し
て
い
る
の
は
、

工
場
用
水
を
ろ
過
を
し
て
、
殺
菌
を
し

て
、
イ
オ
ン
交
換
を
し
て
、
有
機
物
を

分
解
し
て
、
超
純
水
を
つ
く
っ
て
使
う
、

そ
こ
で
使
わ
れ
た
も
の
を
分
別
し
て
、

濃
度
で
分
け
て
、
き
れ
い
に
し
た
も
の

を
ま
た
元
に
戻
し
て
、
と
直
列
ル
ー
プ

型
な
ん
で
す
よ
ね
。

今
の
水
不
足
に
は
、
ま
ず
海
水
淡
水

化
を
や
っ
て
量
で
確
保
す
る
こ
と
で
す
。

質
を
求
め
ら
れ
た
水
と
い
う
と
き
に

な
っ
て
は
じ
め
て
、
私
た
ち
の
創
業
者

産
業
が
良
い
水
を
欲
し
が
っ
た
、
と
い

う
経
験
が
私
た
ち
の
技
を
磨
い
て
く
れ

た
の
で
す
。
今
は
、
そ
れ
が
環
境
と
い

う
厳
し
さ
と
両
立
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
総
合
水
処
理

会
社
、
ト
ー
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

と
私
た
ち
は
言
っ
て
い
ま
す
が
、
水
に

か
か
わ
る
一
通
り
の
こ
と
を
、
最
先
端

か
ら
あ
る
程
度
の
レ
ベ
ル
ま
で
何
で
も

で
き
ま
す
と
い
う
会
社
は
、
日
本
に
し

か
な
い
し
、
日
本
の
中
で
も
た
ぶ
ん
２
、

３
社
し
か
な
い
で
し
ょ
う
。

世
界
規
模
で
、
も
う
少
し
水
不
足
に

対
し
て
い
ろ
ん
な
段
階
を
踏
ん
だ
あ
と

に
、
産
業
が
成
長
し
て
い
く
よ
う
な
と

き
に
な
っ
た
ら
、
き
っ
と
私
た
ち
の
水

が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
今
や

っ
て
い
る
こ
と
は
何
十
年
後
と
か
に
必

ず
役
に
立
つ
だ
ろ
う
し
、
百
年
単
位
で

ず
っ
と
続
く
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す

ね
。

が
最
初
や
っ
た
よ
う
な
、
少
な
く
て
も

安
全
な
水
を
つ
く
る
と
い
う
装
置
を
供

給
し
た
り
、
そ
れ
が
工
場
レ
ベ
ル
で
つ

く
る
の
で
あ
れ
ば
私
た
ち
が
出
か
け
て

い
っ
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
そ
う
い
う
貢

献
の
仕
方
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
社
員
は
、
み
ん
な
﹁
水
﹂

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
つ
な
が
っ
て
る

ん
で
す
ね
。
職
業
に
貴
賤
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
何
か
誇
れ
る
部
分
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
水
に
か
か

わ
る
仕
事
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
人
間
と
し
て
す
ご
く
気
持
ち
が
安

ら
か
な
ん
で
す
ね
。

そ
の
中
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
か
ら
当

然
他
社
と
競
争
し
、
お
客
さ
ん
と
協
調

し
て
、
お
客
さ
ん
の
役
に
立
つ
こ
と
を

し
て
利
益
を
上
げ
ま
し
ょ
う
、
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
続
け
て
い

け
ば
、
私
た
ち
の
仕
事
は
た
ぶ
ん
な
く

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
食
べ
物
と
水

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
っ
て
い
う
の
は
絶
対
な

く
な
ら
な
い
で
す
か
ら
ね
。

時
代
時
代
で
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た



生
か
さ
れ
て
い
る

﹁
共
生
﹂
と
い
う
言
葉
を
小
学
生
に

説
明
す
る
と
し
た
ら
、
読
ん
で
字
の
ご

と
く
﹁
共
に
一
緒
に
生
き
て
い
く
こ
と
﹂

で
は
説
明
に
な
り
ま
せ
ん
。

共
生
す
る
と
い
う
の
は
、
国
や
民
族
、

言
葉
が
違
う
人
た
ち
が
一
緒
に
生
き
て

い
く
こ
と
だ
よ
ね
。
で
も
、
単
に
喧
嘩

や
戦
争
を
し
な
い
と
い
う
の
と
は
違
う
。

一
緒
に
生
き
て
い
く
こ
と
で
お
互
い

に
と
っ
て
良
い
こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
。

違
う
考
え
方
や
違
う
国
の
人
と
一
緒
に

生
き
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が

知
ら
な
い
食
べ
も
の
を
教
え
て
も
ら
っ

た
り
、
他
の
国
に
は
こ
ん
な
素
晴
ら
し

い
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
お
互
い
に
と
っ
て
利
益

が
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
﹁
共
生
﹂
な
ん

じ
ゃ
な
い
の
か
な
、
と
説
明
し
ま
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
共
生
関
係
は
人
間

同
士
だ
け
じ
ゃ
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
ね
。
人
間
と
自
然
が
一
緒
に
暮
ら

し
、
自
然
を
守
る
こ
と
は
、
自
然
は
お

礼
を
言
わ
な
い
け
れ
ど
き
っ
と
喜
ん
で

い
る
だ
ろ
う
、
嬉
し
い
だ
ろ
う
。
だ
か

ら
そ
の
代
わ
り
に
い
ろ
ん
な
恵
み
を
く

れ
る
は
ず
だ
。

そ
れ
は
き
れ
い
な
空
気
だ
っ
た
り
、

お
い
し
い
水
だ
っ
た
り
、
美
し
い
自
然

だ
っ
た
り
。
そ
れ
に
よ
っ
て
生
き
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
生
か
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
人
は
よ
く
人
間
と
自
然
と
の
共
生

と
い
う
け
ど
、
本
当
は
そ
こ
ま
で
の
意

味
が
あ
る
ん
だ
よ
、
と
小
学
生
に
は
説

明
す
る
で
し
ょ
う
ね
。

私
た
ち
は
勝
手
に
﹁
生
き
て
い
る
﹂

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
人
間

に
必
要
な
自
然
が
あ
っ
て
、
汚
れ
て
い

な
い
空
気
や
水
が
あ
る
。
そ
れ
を
私
た

ち
が
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
て

い
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
環
境

が
あ
る
か
ら
生
き
て
い
け
る
の
で
あ
っ

て
、
実
は
﹁
生
か
さ
れ
て
い
る
﹂
ん
で

す
。例

え
ば
、
地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
暑

く
な
り
す
ぎ
て
困
る
と
﹁
こ
の
く
ら
い

の
温
度
が
生
き
て
い
く
の
に
ふ
さ
わ
し

い
環
境
で
あ
る
﹂
と
い
う
言
い
方
を
し

ま
す
。

で
も
、
本
当
は
そ
う
で
は
な
い
ん
で

す
。
た
ま
た
ま
地
球
が
こ
う
い
う
環
境

に
な
っ
た
と
き
に
、
そ
の
環
境
で
生
き

る
こ
と
が
で
き
た
生
き
物
だ
け
が
残
っ

て
い
る
の
で
す
。
環
境
が
変
わ
る
た
び

に
、
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
が
絶
滅
し
て

き
た
わ
け
で
す
か
ら
、
私
た
ち
が
こ
こ

に
い
る
と
い
う
こ
と
は
﹁
生
か
さ
れ
て

い
る
﹂
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

絶
滅
し
た
生
き
物
の
歴
史
を
背
負
っ

て
、
今
我
々
は
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い

う
言
い
方
で
も
い
い
。

そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
、
私
た
ち
は

﹁
生
き
て
い
る
﹂
と
い
う
思
い
上
が
り

が
あ
り
ま
す
ね
。
だ
か
ら
、
今
﹁
生
か

40

ニュースで共生はどう扱われてきたのか

今、必要な報道とは

池上彰
いけがみあきら

ジャーナリスト

1950 年、長野県生まれ。慶應義塾大学卒業後、1973年ＮＨＫに記者として入局。報道記者として、松江放送局、
呉通信部を経て東京の報道局社会部へ。警視庁、気象庁、文部省、宮内庁などを担当。1989年 「首都圏ニュー
ス」でキャスターを、1994年より11年間ＮＨＫ『週刊こどもニュース』でお父さん役を務める。2005年３月に
ＮＨＫを退社し、現在はフリージャーナリスト。日本ニュース時事能力検定協会理事。

主な著書に『伝える力― 「話す」「書く」「聞く」能力が仕事を変える！ 』（PHPビジネス新書 2007）『政治のこ
とよくわからないまま社会人になってしまった人へ 』（海竜社 2008）『そうだったのか！現代史〈パート２〉』
（集英社2008）『記者になりたい！』（新潮社2008）ほか

週刊こどもニュースで活躍した池上彰さんに、

「共生」を説明してもらいました。

池上さん流の分析で、大人も納得の答えが出ます。

伝えたいという熱意と伝えたいことがあれば、

スキルを磨くことで、継承できる事柄はぐっと増えるのです。



さ
れ
て
い
る
﹂
ん
だ
よ
と
い
う
思
い
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
﹁
共
生
﹂

と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。私

た
ち
が
、
今
後
も
生
か
さ
れ
た
い

の
な
ら
ば
、
そ
う
い
う
環
境
を
守
る
た

め
に
努
力
が
必
要
な
の
で
す
。

地
球
に
優
し
い
と
い
い
ま
す
け
ど
、

そ
れ
は
思
い
上
が
っ
た
言
い
方
で
す
。

本
当
に
地
球
に
優
し
い
の
は
、
人
間
が

い
な
く
な
る
こ
と
だ
か
ら
で
す
。
地
球

に
と
っ
て
は
、
何
が
い
よ
う
と
知
っ
た

こ
と
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
。
別
に
人

間
で
あ
る
必
要
は
な
い
で
す
よ
ね
。

と
考
え
る
と
、
や
は
り
生
か
さ
れ
る

た
め
に
私
た
ち
は
頑
張
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
わ
け
で
す
。

週
刊
こ
ど
も
ニ
ュ
ー
ス

私
は
１
９
７
３
年
︵
昭
和
48
︶

に
Ｎ
Ｈ

Ｋ
に
入
社
し
ま
し
た
。
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ

が
第
１
回
の
報
告
書
﹃
成
長
の
限
界
﹄

を
出
し
た
の
が
、
１
９
７
２
年
︵
昭
和
47
︶
。

当
時
は
環
境
問
題
で
は
な
く
、
公
害
問

題
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ

世
界
規
模
の
問
題
対
処
す
る
た
め
に
、
オ
リ
ベ
ッ
テ

ィ
社
の
副
社
長
で
石
油
王
と
し
て
も
知
ら
れ
る
ア
ウ

レ
リ
オ
・
ベ
ッ
チ
ェ
イ
（A

urelio
P
eccei

）
博
士
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
民
間
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
。
１
９

７
０
年
に
正
式
発
足
。
こ
の
ま
ま
人
口
増
加
や
環
境

破
壊
が
続
け
ば
、
資
源
の
枯
渇
や
環
境
の
悪
化
に
よ

っ
て
１
０
０
年
以
内
に
人
類
の
成
長
は
限
界
に
達
す

る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
こ
ろ
は
事
件
記
者
だ

っ
た
の
で
環
境
問
題
な
ん
か
考
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
１

９
９
４
年
︵
平
成
６
︶

か
ら
﹁
週
刊
こ
ど

も
ニ
ュ
ー
ス
﹂
を
や
る
よ
う
に
な
っ
て
、

環
境
に
対
す
る
子
供
た
ち
の
意
識
が
非

常
に
高
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
﹁
週
刊
こ
ど
も
ニ
ュ
ー
ス
﹂

は
子
供
た
ち
に
世
の
中
の
出
来
事
を
知

っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と

大
人
の
論
理
で
勝
手
に
始
め
た
番
組
で

す
。始

め
る
前
に
、
小
学
生
た
ち
が
ど
ん

な
ニ
ュ
ー
ス
を
求
め
て
い
る
の
か
、
番

組
で
ど
ん
な
こ
と
を
取
り
上
げ
て
ほ
し

い
か
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら
、
占
い
や
、
お
い
し
い

お
店
紹
介
と
い
っ
た
、
な
ん
か
お
ば
さ

ん
た
ち
と
変
わ
ら
な
い
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー

と
ま
っ
た
く
同
じ
結
果
に
な
っ
た
ん
で

す
。
子
供
た
ち
は
い
わ
ゆ
る
社
会
問
題

に
は
あ
ま
り
関
心
が
な
い
ん
で
す
ね
。

そ
れ
で
子
供
た
ち
の
意
見
を
聞
く
の
は

や
め
て
、
大
人
の
私
た
ち
が
子
供
た
ち

に
伝
え
た
い
ニ
ュ
ー
ス
だ
け
を
伝
え
よ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

政
治
家
の
話
や
世
界
の
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
を
一
生
懸
命
説
明
す
る
と
、
﹁
あ
あ

そ
う
な
ん
だ
﹂
と
わ
か
っ
て
く
れ
ま
す

が
、
そ
れ
で
お
し
ま
い
な
ん
で
す
ね
。

と
こ
ろ
が
、
環
境
問
題
に
は
反
応
が

あ
り
ま
し
た
。
今
に
な
っ
て
み
れ
ば
騒

ぎ
す
ぎ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
環
境

ホ
ル
モ
ン
の
問
題
が
出
て
き
た
と
き
に

は
、
子
供
た
ち
が
真
剣
に
な
っ
た
の
で

手
応
え
を
感
じ
た
ん
で
す
。

地
球
温
暖
化
の
こ
と
も
、
今
は
い
い

け
ど
君
た
ち
が
大
人
に
な
る
こ
ろ
、
こ

の
地
球
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
わ
か
ら

な
い
ん
だ
よ
、
と
い
う
話
を
し
て
ち
ょ

っ
と
脅
す
わ
け
で
す
。
す
る
と
子
供
た

ち
の
食
い
つ
き
が
非
常
に
い
い
。
熱
心

に
聞
い
て
く
れ
る
し
自
分
の
問
題
と
し

て
受
け
止
め
て
く
れ
る
。

﹁
自
分
た
ち
の
問
題
な
ん
だ
﹂
っ
て
、

そ
こ
で
体
感
す
る
感
情
を
持
つ
わ
け
で

す
ね
。
マ
ル
ク
ス
が
﹃
資
本
論
﹄
の
中

で
、
フ
ラ
ン
ス
の
ル
イ
15
世
の
愛
人
ポ

ン
パ
ド
ー
ル
夫
人
の
セ
リ
フ
を
引
用
し

て
い
ま
す
。
﹁
我
が
亡
き
後
に
洪
水
よ

来
た
れ
﹂
と
い
う
言
葉
で
す
。
﹁
後
は

野
と
な
れ
、
山
と
な
れ
﹂
と
い
う
意
味

で
す
ね
。
も
う
先
の
こ
と
は
知
っ
た
こ

と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
大
人
の

反
応
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
も
の
で
す
。

模
型
は
、
本
番
の
と
き
に
初
め
て
見

せ
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

ら
放
送
中
に
聞
き
な
さ
い
と
い
う
形
を

と
っ
て
い
ま
し
た
。
生
放
送
で
す
か
ら
、

え
も
い
わ
れ
ぬ
緊
張
感
が
あ
り
ま
す
し
、

子
供
の
思
い
も
よ
ら
な
い
質
問
で
私
が

ド
ギ
マ
ギ
す
る
の
を
見
る
の
が
楽
し
み

だ
と
い
う
大
人
も
い
ま
し
た
。

子
供
は
正
直
で
す
か
ら
、
私
の
説
明

が
ど
の
く
ら
い
の
理
解
度
を
持
つ
か
、

そ
の
場
で
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。
こ
ち

ら
が
本
当
に
求
め
て
い
る
よ
う
な
感
想

を
言
っ
て
く
れ
た
り
す
る
と
﹁
あ
あ
、
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伝
わ
っ
た
ん
だ
な
、
合
格
点
も
ら
っ
た

ん
だ
な
﹂
と
わ
か
る
わ
け
で
す
。

子
供
た
ち
が
ち
ゃ
ん
と
何
が
疑
問
で

何
が
わ
か
ら
な
い
の
か
、
正
直
に
顔
や

言
葉
に
出
し
て
く
れ
る
か
ら
、
そ
う
い

う
こ
と
が
伝
わ
る
わ
け
で
す
。
大
人
は

わ
か
っ
た
ふ
り
を
し
て
い
る
の
が
す
ぐ

わ
か
り
ま
す
。

温
暖
化
が
進
む
と
ど
う
い
う
こ
と
が

起
こ
る
の
か
と
い
う
説
明
で
、
例
え
ば

﹁
北
極
圏
や
南
極
の
氷
が
溶
け
る
﹂
と

い
う
現
象
が
起
こ
り
ま
す
。
﹁
北
極
や

南
極
の
氷
が
溶
け
て
﹂
と
言
っ
た
ら
ダ

メ
な
ん
で
す
。
こ
れ
は
間
違
い
を
教
え

る
こ
と
に
な
る
ま
す
。
南
極
に
は
大
陸

が
あ
っ
て
、
陸
上
に
氷
が
あ
る
わ
け
で

す
が
、
北
極
に
あ
る
氷
は
海
に
浮
か
ん

で
い
る
か
ら
で
す
。

水
に
浮
か
ん
で
い
る
氷
が
溶
け
て
も

水
の
量
は
増
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
小
学

校
の
理
科
で
や
り
ま
し
た
ね
。
だ
か
ら
、

氷
が
溶
け
て
海
水
面
が
上
昇
す
る
と
い

う
と
き
も
、
北
極
の
氷
が
溶
け
る
か
ら

と
言
う
と
間
違
い
に
な
り
ま
す
。

南
極
の
氷
が
溶
け
れ
ば
、
大
陸
上
の

氷
が
海
に
落
ち
る
こ
と
に
な
り
、
海
水

量
が
増
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
北
極
圏

で
も
シ
ベ
リ
ア
な
ど
の
陸
地
の
氷
が
溶

け
れ
ば
海
の
水
は
増
え
ま
す
。

細
か
い
と
こ
ろ
に
間
違
い
が
起
き
な

い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
、
で
も
水
が

本
当
に
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
様
子
を

ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
見
せ
よ
う
、
そ
れ
で
危

機
感
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
、
と
い
う

こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
。

わ
か
り
や
す
く
書
き
直
す

﹁
週
刊
こ
ど
も
ニ
ュ
ー
ス
﹂
以
前
の
１

９
８
９
年
︵
平
成
元
︶

か
ら
首
都
圏
ニ
ュ

ー
ス
の
キ
ャ
ス
タ
ー
を
始
め
ま
し
た
。

キ
ャ
ス
タ
ー
に
な
っ
て
、
初
め
て
他
人

が
書
い
た
原
稿
を
読
む
立
場
に
な
っ
た
。

読
ん
で
み
た
ら
、
下
手
く
そ
で
わ
か
り

難
い
原
稿
が
多
い
。
同
時
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
っ
て
偉
大
だ
な
と
思
い

ま
し
た
よ
。
こ
ん
な
下
手
く
そ
な
原
稿

を
見
事
に
読
ん
で
し
ま
う
。
特
に
ベ
テ

ラ
ン
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
す
ご
い
。

そ
れ
で
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
訓
練
を

し
て
い
な
い
私
が
読
ん
で
も
伝
わ
る
よ

う
に
文
章
を
変
え
て
し
ま
お
う
、
と
居

直
っ
た
ん
で
す
。

ま
ず
、
み
ん
な
文
章
が
長
い
。
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
は
長
い
文
章
を
一
気
に
読
む

こ
と
が
で
き
る
け
ど
、
訓
練
を
受
け
て

な
い
我
々
は
途
中
で
息
が
切
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
だ
か
ら
自
分
の
息
が
切
れ
る

と
こ
ろ
で
文
章
を
切
っ
て
、
短
く
し
て

い
き
ま
し
た
。

文
章
を
短
く
す
る
と
わ
か
り
や
す
く

な
る
ん
で
す
。
長
い
文
章
に
い
く
つ
も

の
要
素
を
入
れ
る
か
ら
、
意
味
が
わ
か

ら
な
く
な
る
の
で
す
。
１
つ
の
文
章
に

は
伝
え
た
い
要
素
を
一
つ
だ
け
入
れ
、

そ
の
短
い
文
章
を
ど
ん
ど
ん
つ
な
げ
て

い
け
ば
い
い
。

ま
た
、
長
い
文
章
だ
と
論
理
的
に
変

で
も
、
何
か
理
路
整
然
と
し
て
い
る
気

に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
そ
も
そ

も
元
の
文
章
が
論
理
的
で
は
な
い
と
、

文
章
を
短
く
し
た
と
き
に
意
味
が
つ
な

が
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

だ
か
ら
文
章
を
短
く
し
て
つ
な
い
で
い

く
こ
と
は
、
論
理
的
な
文
章
に
推
敲

す
い
こ
う

す

る
こ
と
に
も
な
る
ん
で
す
。

私
の
場
合
は
い
わ
ゆ
る
デ
ス
ク
と
い

う
立
場
で
、
他
の
記
者
が
書
い
た
原
稿

を
直
す
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
は
そ
の
権
限
が
あ
り

ま
せ
ん
。
記
者
の
デ
ス
ク
か
ら
こ
れ
を

読
め
と
渡
さ
れ
た
ら
そ
の
ま
ま
読
む
し

か
な
い
。
だ
か
ら
技
術
を
磨
く
ん
で
す
。

こ
ち
ら
に
は
そ
の
技
術
は
な
い
け
れ
ど
、

原
稿
を
直
す
権
限
が
あ
る
の
で
自
分
の

い
い
よ
う
に
直
せ
ま
す
。

た
だ
、
毎
日
毎
日
そ
の
日
の
ニ
ュ
ー

ス
を
そ
の
日
の
夕
方
に
や
る
わ
け
で
す

か
ら
、
中
に
は
ス
タ
ジ
オ
に
入
っ
て
も

ニ
ュ
ー
ス
原
稿
が
こ
な
い
事
も
あ
る
ん

で
す
。
本
番
ギ
リ
ギ
リ
に
き
た
原
稿
を

読
む
わ
け
で
、
と
っ
さ
に
直
す
け
れ
ど

さ
す
が
に
直
し
き
れ
な
い
。

そ
う
い
う
不
満
や
ス
ト
レ
ス
が
だ
ん

だ
ん
溜
ま
っ
て
き
て
い
た
と
き
、
こ
ど

も
ニ
ュ
ー
ス
を
や
れ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

え
っ
？
　
俺
が
子
供
向
け
ニ
ュ
ー

ス
？
　
と
正
直
そ
う
い
う
部
分
が
あ
る

一
方
で
、
１
週
間
に
１
回
じ
っ
く
り
時

間
を
か
け
て
や
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

こ
れ
は
わ
か
り
や
す
く
つ
く
れ
る
、
模

型
を
使
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
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福
田
前
総
理
大
臣
が
ア
ピ
ー
ル
で
き
た

か
ど
う
か
、
指
導
力
が
ど
う
だ
っ
た
か

と
い
う
上
辺
の
話
ば
か
り
で
す
。

今
回
の
環
境
問
題
の
一
番
の
ポ
イ
ン

ト
は
何
な
の
か
。
例
え
ば
排
出
権
取
引

や
主
要
排
出
国
会
合
の
思
惑
な
ど
、
そ

う
い
う
こ
と
に
関
す
る
専
門
家
は
な
か

な
か
来
て
い
な
い
か
ら
、
突
っ
込
ん
だ

記
事
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
問
題
で

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
プ
ロ
が
人
材
と

し
て
活
か
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
は

あ
り
ま
す
ね
。

ア
メ
リ
カ
で
大
統
領
や
大
統
領
報
道

官
に
よ
る
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
の
記
者

会
見
で
は
、
白
髪
あ
る
い
は
髪
が
全
然

な
い
よ
う
な
年
配
の
記
者
ば
か
り
が
現

場
に
い
ま
す
。
ひ
た
す
ら
現
場
に
居
続

け
、
最
後
ま
で
プ
ロ
の
仕
事
を
す
る
わ

け
で
す
。

Ｕ
Ｐ
Ｉ
の
女
性
記
者
ヘ
レ
ン
・
ト
ー

マ
ス
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
は
、

そ
れ
が
ま
た
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
ほ
ど

で
す
。
い
つ
も
一
番
前
に
座
っ
て
、
彼

女
が
大
統
領
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
口
火
を
切
る
と
い
う
不
文
律
が
あ
り

ま
し
た
。
彼
女
は
歴
代
の
８
人
の
大
統

領
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
経
験
を
持
つ

ん
で
す
。
３
代
前
の
大
統
領
と
比
較
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
か

ら
、
原
稿
を
書
い
て
も
深
み
が
あ
り
ま

す
。今

の
総
理
官
邸
の
現
場
の
記
者
は
、

前
総
理
大
臣
の
福
田
康
夫
に
つ
い
て
小

泉
純
一
郎
、
安
倍
晋
三
と
の
比
較
し
か

で
き
ま
せ
ん
。
父
親
の
福
田
赳
夫
や
中

曽
根
康
弘
を
知
っ
て
い
る
人
た
ち
は
管

理
職
に
な
っ
て
い
た
り
、
定
年
退
職
し

て
し
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

現
場
の
声
を
伝
え
る

デ
ス
ク
と
し
て
原
稿
を
直
す
と
い
う

こ
と
は
常
に
現
場
に
出
て
な
い
と
で
き

な
い
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
私
は
外
に
出

た
わ
け
で
す
。

災
害
担
当
の
記
者
だ
っ
た
社
会
部
時

代
に
は
、
よ
く
全
国
各
地
で
災
害
が
起

き
る
と
現
場
に
行
っ
て
リ
ポ
ー
ト
を
や

っ
て
い
ま
し
た
。

１
９
８
８
年
︵
昭
和
63
︶

に
起
き
た
島

根
県
三
隅
町
の
浜
田
益
田
水
害
の
こ
ろ

の
こ
と
で
す
が
、
土
砂
崩
れ
に
よ
っ
て

家
が
押
し
潰
さ
れ
、
死
者
が
出
る
ほ
ど

の
大
水
害
が
あ
り
ま
し
た
。
現
場
は
、

目
の
前
に
大
き
な
川
が
あ
る
所
で
す
。

き
っ
と
、
大
雨
が
降
っ
た
か
ら
川
が

氾
濫
す
る
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
川
か

ら
離
れ
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
。
そ
う
し

た
ら
裏
山
の
土
砂
が
崩
れ
て
犠
牲
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

日
本
は
自
然
が
豊
か
で
あ
る
一
方
で
、

急
傾
斜
地
や
山
間
部
が
多
い
。
土
砂
崩

れ
を
避
け
よ
う
と
平
野
に
行
く
と
洪
水

の
被
害
に
遭
い
、
洪
水
を
免
れ
よ
う
と

す
る
と
土
砂
崩
れ
に
遭
う
。
﹁
日
本
と

い
う
土
地
に
住
む
人
間
の
辛
さ
、
悲
し

さ
を
思
い
ま
す
﹂
と
い
う
リ
ポ
ー
ト
を

し
よ
う
と
し
た
ら
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が

ろ
う
。
こ
れ
は
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
。

こ
ど
も
ニ
ュ
ー
ス
の
初
回
は
高
速
増

殖
炉
も
ん
じ
ゅ
が
運
転
を
始
め
た
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

﹁
高
速
増
殖
炉
っ
て
な
あ
に
？
﹂

と
い
う
の
を
模
型
で
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
放
送
を
し
た
翌
月
曜
日
に
、
報
道

局
長
か
ら
高
速
増
殖
炉
が
ど
う
い
う
も

の
か
初
め
て
わ
か
っ
た
、
と
言
わ
れ
ま

し
た
よ
。
子
供
た
ち
に
説
明
す
る
こ
と

が
、
実
は
大
人
た
ち
の
ほ
う
が
教
え
ら

れ
る
こ
と
が
大
き
い
と
実
感
し
た
も
の

で
す
。

日
本
の
報
道
の
特
殊
性

私
が
仕
事
を
始
め
た
こ
ろ
は
、
基
本

的
に
原
稿
を
書
く
だ
け
で
し
た
。
記
者

は
原
稿
を
書
く
も
の
で
あ
っ
て
、
画
面

に
出
て
伝
え
る
の
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で

あ
る
、
と
い
う
は
っ
き
り
し
た
役
割
分

担
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
。

そ
れ
が
﹁
ニ
ュ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
９
時
﹂

で
磯
村
尚
徳
と
い
う
記
者
出
身
の
キ
ャ

ス
タ
ー
が
初
め
て
出
て
き
て
か
ら
、
記

者
も
ど
ん
ど
ん
画
面
に
出
て
し
ゃ
べ
る

よ
う
な
時
代
に
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
さ

か
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
と
は
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
。

ア
メ
リ
カ
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
に
は

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
い
う
職
種
は
あ
り
ま

せ
ん
。
イ
ギ
リ
ス
も
そ
う
で
す
。
記
者

が
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る
。
ど
う
し
て
も

読
む
こ
と
が
重
要
な
場
合
に
は
、
ナ
レ

ー
シ
ョ
ン
専
門
の
人
が
い
る
の
で
す
。

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
画
面
に
出
て
く
る
な

ん
て
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
つ
ま
り
取

材
経
験
の
豊
富
な
者
が
ニ
ュ
ー
ス
を
伝

え
る
べ
き
だ
と
い
う
姿
勢
が
あ
る
の
で

す
。も

ち
ろ
ん
、
若
い
女
性
キ
ャ
ス
タ
ー

な
ん
て
あ
り
得
な
い
し
、
女
子
ア
ナ
も

バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
な
ら
と
も
か
く
、
ニ

ュ
ー
ス
で
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
も
う
亡

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ

カ
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
ピ
ー
タ
ー
・
ジ
ェ
ニ
ン
グ

ス
が
す
ご
い
ハ
ン
サ
ム
だ
っ
た
の
で
、

か
な
り
若
い
時
期
に
一
度
キ
ャ
ス
タ
ー

で
起
用
さ
れ
た
ん
で
す
。
し
か
し
顔
で

選
ば
れ
た
も
ん
だ
か
ら
実
力
が
伴
わ
な

か
っ
た
。

再
び
現
場
に
放
り
出
さ
れ
、
い
ろ
ん

な
経
験
を
積
ん
で
、
い
い
感
じ
に
顔
に

シ
ワ
を
刻
ん
で
か
ら
、
ま
た
画
面
に
戻

っ
て
き
た
。
だ
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
テ
レ

ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
男
性
も
女
性
も
顔

に
シ
ワ
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
日
本
の

テ
レ
ビ
で
は
シ
ワ
の
あ
る
女
性
は
な
か

な
か
い
ま
せ
ん
。
シ
ワ
が
信
頼
の
証
な

ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
﹁
日
本
は
お
か
し

い
な
﹂
っ
て
思
う
ん
で
す
。

サ
ミ
ッ
ト
に
し
て
も
、
テ
ー
マ
が
環

境
問
題
だ
っ
た
ら
環
境
問
題
専
門
の
記

者
が
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日

本
の
場
合
は
政
治
部
の
記
者
が
行
き
ま

す
よ
ね
。
日
頃
総
理
大
臣
を
追
い
か
け

て
い
る
、
政
界
内
部
の
人
間
関
係
に
つ

い
て
く
わ
し
い
人
た
ち
行
く
わ
け
で
す
。

そ
う
い
う
引
い
た
コ
メ
ン
ト
は
や
め
て

く
だ
さ
い
、
と
言
わ
れ
て
引
っ
込
め
た

幻
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

﹁
水
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
か
ざ
る
を

得
な
い
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
険
し
い
山

間
部
に
住
む
日
本
人
の
宿
命
と
生
き
る

こ
と
の
悲
し
さ
を
感
じ
た
﹂
あ
の
と
き
、

そ
う
リ
ポ
ー
ト
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た

な
と
思
い
ま
す
ね
。

報
道
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
た
だ
事

実
を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
こ
こ
で
こ

う
い
う
事
故
が
あ
っ
て
、
そ
の
原
因
は

こ
う
だ
よ
、
こ
う
す
れ
ば
い
い
よ
、
と
、

出
来
事
の
読
み
取
り
方
を
伝
え
る
こ
と

で
す
。
そ
れ
は
こ
ど
も
ニ
ュ
ー
ス
と
同

じ
で
す
。

水
と
の
共
生
に
つ
い
て
も
、
都
市
に

そ
の
知
恵
が
継
承
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、

報
道
が
そ
れ
を
補
え
る
部
分
が
あ
る
と

思
う
。
報
道
す
る
こ
と
で
、
川
の
水
が

ち
ょ
っ
と
濁
っ
て
き
た
か
ら
あ
わ
て
て

逃
げ
た
と
か
、
上
の
ほ
う
で
変
な
音
か

す
る
か
ら
逃
げ
た
と
い
う
話
を
、
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
人
に
も
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
昔
か
ら
の
知
恵
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
つ
の
間
に
か
忘

れ
去
ら
れ
て
い
る
知
恵
を
、
伝
え
る
使

命
も
あ
る
の
で
す
。



Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
﹁
大
阪
・
水
か
い
ど
う
８
０
８
﹂
の
８
０
８

は
、
大
阪
八
百
八
橋
の
８
０
８
。

東
京
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
町
が
激
変
し
た
け
ど
、

大
阪
で
ま
ち
並
み
や
暮
ら
し
が
変
わ
っ
た
の
は
万
博
か
ら
。

僕
の
子
供
時
代
は
、
ま
だ
ま
だ
大
阪
で
も
自
然
が
残
っ
て
い

て
、
淀
川
べ
り
で
チ
ャ
ン
バ
ラ
し
な
が
ら
育
っ
た
。

江
戸
は
八
百
八
町
だ
け
ど
、
大
阪
は
八
百
八
橋
。
そ
れ
を

象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
大
阪
人
に
﹁
水
の
都
は
？
﹂
と
聞
く

と
、
み
ん
な
必
ず
﹁
大
阪
！
﹂
と
元
気
よ
く
答
え
る
。
で
も

実
際
は
言
葉
が
一
人
歩
き
し
て
い
る
だ
け
で
、
多
く
の
大
阪

の
人
た
ち
は
、
水
の
都
を
象
徴
す
る
川
に
関
心
が
な
い
の
が

実
状
。
東
京
で
は
隅
田
川
の
屋
形
船
人
気
が
復
活
し
て
い
る

み
た
い
だ
け
ど
、
大
阪
で
は
わ
ず
か
２
隻
し
か
残
っ
て
い
な

い
。
水
都
と
し
て
は
、
寂
し
い
限
り
の
状
況
な
ん
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
﹁
大
阪
・
水
か
い
ど
う
８
０
８
﹂
は
、
水

都
・
大
阪
の
再
生
を
目
指
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
す
る
組

織
と
し
て
、
２
０
０
１
年
︵
平
成
13
︶

に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

大
阪
発●

で
、
日
本
初●

で
も
こ
う
い
う
こ
と
を
す
る
の
は
、
実
は
エ
コ
ロ
ジ
ー
推

進
派
と
い
う
の
と
ち
ょ
っ
と
違
う
。
な
の
に
、
取
材
さ
れ
る

と
必
ず
﹁
美
談
﹂
に
さ
れ
ち
ゃ
う
。
僕
に
と
っ
て
は
そ
こ
が

不
本
意
で
、
掲
載
記
事
に
は
あ
ま
り
目
を
通
し
て
い
ま
せ
ん
。

﹁
東
京
で
も
紹
介
さ
れ
て
た
で
﹂
と
言
わ
れ
て
も
、
ふ
ー
ん
て

な
感
じ
で
。

そ
も
そ
も
僕
が
い
つ
も
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
は
、﹁
大
阪

発●

で
、
日
本
初●

﹂
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
大
阪
は
発
信
の
﹁
発
﹂

で
、
日
本
は
初
め
て
の
﹁
初
﹂。
日
本
初
の
こ
と
に
挑
戦
す
る

と
、
必
ず
法
律
と
対
峙
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
？
　
そ
う

な
る
と
、
新
し
い
こ
と
が
動
く
ん
で
す
。
そ
れ
が
面
白
く
て

や
っ
て
い
る
。

最
初
の
き
っ
か
け
は
日
本
酒
づ
く
り
。
山
奥
の
休
耕
田
を

復
活
さ
せ
、
枯
れ
て
い
た
水
を
引
き
直
し
、
米
づ
く
り
か
ら

手
掛
け
た
。
食
管
法
と
闘
う
こ
と
や
、
休
耕
田
を
借
り
る
手

は
ず
、
蔵
人
や
地
元
の
人
と
協
同
体
験
し
て
る
う
ち
に
、
僕

の
中
の
﹁
何
か
﹂
に
火
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
な
。

水
陸
両
用
自
動
車
も
そ
う
。
バ
ス
の
ほ
う
は
い
す
ゞ
の
ダ

ン
プ
カ
ー
を
ア
メ
リ
カ
に
送
り
、
改
造
し
て
再
輸
入
し
た
。

タ
ク
シ
ー
は
ド
イ
ツ
製
の
水
陸
両
用
車
。

２
０
０
２
年
︵
平
成
14
︶

に
京
都
で
行
な
わ
れ
た
世
界
水
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
を
き
っ
か
け
に
、
シ
ン
ボ
ル
カ
ー
と
し
て

全
国
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
で
活
躍
後
、
日
本
で
の
営
業
許
可
を

取
ろ
う
と
奮
闘
し
た
。
２
０
０
７
年
︵
平
成
19
︶

５
月
に
水
陸

両
用
車
と
し
て
日
本
初
の
営
業
許
可
を
取
得
し
た
け
れ
ど
、

こ
れ
が
な
か
な
か
難
儀
だ
っ
た
。

陸
と
水
の
上
で
は
、
所
管
部
署
が
違
う
。
ま
っ
た
く
法
律

が
異
な
る
た
め
、
当
然
運
行
上
の
規
定
も
違
う
。
だ
か
ら
、

こ
こ
か
ら
こ
こ
は
陸
、
そ
の
先
は
水
、
と
い
う
明
確
な
線
引

き
が
必
要
と
い
う
ん
で
す
。
最
初
は
僕
も
、
自
動
車
の
運
転

免
許
と
船
舶
免
許
の
両
方
を
持
っ
た
人
が
運
転
す
る
、
と
簡

単
に
考
え
て
い
た
。
し
か
し
﹁
そ
れ
を
認
め
て
し
ま
う
と
、

事
故
で
水
に
落
ち
た
車
と
同
じ
扱
い
に
な
る
﹂
と
却
下
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
想
定
外
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
考
え
て
、
事
前

に
対
策
を
練
る
の
が
お
役
所
の
仕
事
、
と
い
う
の
は
わ
か
る

け
ど
、
人
件
費
が
２
倍
か
か
る
か
ら
ね
え
。
う
ち
と
し
て
は

み
ず
だ
よ
り

水
都
大
阪
を
盛
り
上
げ
る
水
陸
両
用
バ
ス

須知裕曠
すちやすひろ

1947年、大阪生まれ。建設機械商社勤務のあと、35歳で脱サラして居酒屋経営に転
身。ボランティア活動に本腰を入れるため、55歳で廃業した。川からの「水の都、大
阪」再生を目指し、道頓堀川で真珠の母貝を育てるオーナー制度「大阪ジョウカ物語」
や水陸両用観光バス・タクシーの運営を行なうほか、御堂筋打ち水大作戦、大阪・淀
川市民マラソンなど大阪活性化のために多彩なNPO活動を展開してきた。ふるさ都・
夢づくり協議会会長、NPO法人大阪・水かいどう808理事長などを歴任。2010年には、
道頓堀川での大水泳大会の開催を宣言している。
日本水陸両用車協会理事長、大阪・淀川市民マラソン実行委員長、日本フィーエルヤ
ッペン協会会長、日蘭友好市民プロジェクト代表、NPO法人大阪・水かいどう808理
事長、環境川市民構想連絡協議会会長、大阪水ナリエ実行委員長など歴任。
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大
誤
算
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
エ
ン
ジ
ン
を
一
度
切
っ
て
、
ド
ラ
イ

バ
ー
と
船
長
が
交
代
し
、
こ
こ
か
ら
は
﹁
水
﹂
と
、
所
管
の

区
別
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
か
ら
、
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
イ
ン
。
こ

の
や
り
方
で
、
や
っ
と
許
可
が
下
り
た
。

杓
子
定
規
な
や
り
方
で
お
役
所
の
縦
割
り
行
政
の
弊
害
だ
、

と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
取
る
人
も
い
る
け
れ
ど
、
僕
は
逆
。
こ
う

し
た
法
律
解
釈
の
お
陰
で
、
営
業
が
実
現
で
き
た
と
思
っ
て

ま
す
よ
。
だ
っ
て
河
川
敷
公
園
の
ス
ロ
ー
プ
に
入
出
水
の
た

め
の
利
用
許
可
を
出
す
な
ん
て
、
な
か
な
か
粋
な
計
ら
い
で

し
ょ
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
が
、
大
阪
ら
し
い
大
ら
か
さ
だ
と

思
う
な
あ
。

船
場
商
人
が
川
遊
び
を
楽
し
ん
だ
の
で
、
大
阪
八
百
八
橋

は
生
き
た
文
化
を
育
め
た
。
と
こ
ろ
が
万
博
以
降
、
船
場
商

人
が
郊
外
に
移
り
住
み
、
川
遊
び
は
す
っ
か
り
廃
れ
て
し
ま

っ
た
ん
で
す
。
川
に
親
し
む
機
会
が
減
る
と
、
川
へ
の
関
心

45 水都大阪を盛り上げる水陸両用バス
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も
減
っ
て
、
川
の
水
が
汚
れ
て
も
、
護

岸
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
な
っ
て
も
ど
う

で
も
よ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

昭
和
30
年
代
に
は
、
戎

え
び
す

橋
辺
り
を

歩
く
と
白
い
Ｙ
シ
ャ
ツ
が
灰
色
に
な
っ

た
。
水
質
も
最
悪
だ
っ
た
け
ど
、
数
値

ば
か
り
問
題
に
し
て
、
現
実
的
じ
ゃ
な

か
っ
た
し
。
蛇
口
を
ひ
ね
っ
た
ら
飲
み

水
が
出
て
く
る
か
ら
、
川
の
水
が
汚
れ

て
も
、
自
分
た
ち
の
生
活
に
は
支
障
が

な
い
。
気
に
せ
ん
の
で
す
。
で
も
川
と

暮
ら
し
の
距
離
が
も
う
一
度
近
づ
け
ば
、

き
れ
い
に
し
た
い
と
か
、
汚
し
て
い
る

の
は
誰
か
、
と
い
う
こ
と
に
、
少
し
は

関
心
が
向
く
で
し
ょ
？

以
前
は
水
上
走
行
す
る
姿
を
見
て
、

﹁
車
が
川
に
落
ち
と
る
！
﹂
と
通
報
さ

れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。
今
は
、
知

名
度
も
上
が
っ
て
定
期
便
が
通
る
時
刻

に
は
﹁
そ
ろ
そ
ろ
来
る
で
﹂
と
待
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

お
陰
様
で
片
手
間
で
は
続
け
ら
れ
ん

よ
う
に
な
っ
て
、
順
調
に
い
っ
て
い
た

居
酒
屋
も
閉
め
て
事
業
に
専
念
す
る
こ

左：陸上を走るとき、
スクリューはリフトア
ップされる。
下：公園の中の細い道
を出入りするのだが、
それも許可があっての
こと。普段は閉まって
いるゲートを開け閉め
する必要がある。１日
５便の運行で往復10回
の開閉を、エンターテ
イメントを支える黒子
がそつなくこなす。
左上：大川で真珠を育
むイケチョウ貝。

と
に
。
２
０
０
７
年
︵
平
成
19
︶

12
月
か

ら
日
本
水
陸
観
光
株
式
会
社
の
﹁
大
阪

ダ
ッ
ク
ツ
ア
ー
﹂
と
し
て
、
定
期
観
光

ツ
ア
ー
を
営
業
し
て
い
ま
す
。

実
は
、
栃
木
県
の
湯
西
川
で
も
、
水

陸
両
用
自
動
車
が
稼
働
し
て
る
ん
で
す

よ
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
水
陸
両
用
車
協

会
が
技
術
支
援
し
、
車
両
を
リ
ー
ス
し

て
い
ま
す
。
湯
西
川
以
外
に
も
、
水
と

か
か
わ
り
の
あ
る
地
方
都
市
か
ら
ハ
ー

ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
の
オ
ー
ダ
ー

が
き
ま
す
。
観
光
の
目
玉
と
し
て
、
ま

た
災
害
時
の
足
と
し
て
、
み
ん
な
が
注

目
し
始
め
て
い
る
ん
と
違
い
ま
す
か
。

気
づ
い
た
ら

﹁
水
﹂
に
つ
な
が
っ
て
い
た

日
本
酒
づ
く
り
も
水
陸
両
用
自
動
車

も
、
あ
と
か
ら
気
づ
い
た
ら
﹁
水
﹂
に

つ
な
が
っ
て
い
た
。
偶
然
と
も
い
え
る

け
ど
、
水
が
す
べ
て
の
源
、
と
い
う
こ

と
を
思
っ
た
ら
、
水
に
つ
な
が
る
の
は

当
た
り
前
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

大
阪
・
水
か
い
ど
う
８
０
８
で
取
り
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組
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
に
、

﹁
大
阪
ジ
ョ
ウ
カ
物
語
﹂
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
実
は
壮
大
な

目
的
が
あ
る
。
み
ん
な
が
川
へ
の
関
心

を
取
り
戻
し
、
き
れ
い
に
な
っ
た
川
で

﹁
道
頓
堀
川
大
水
泳
大
会
﹂
を
や
る
計

画
で
す
。

﹁
道
頓
堀
川
大
水
泳
大
会
﹂
は
、
あ
ま

り
に
水
質
が
悪
く
健
康
被
害
が
懸
念
さ

れ
る
と
い
う
理
由
で
、
い
っ
た
ん
は
断

念
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
再

び
知
恵
を
絞
っ
て
考
え
出
し
た
の
が
、

真
珠
を
産
む
イ
ケ
チ
ョ
ウ
貝
の
オ
ー
ナ

ー
制
度
﹁
大
阪
ジ
ョ
ウ
カ
物
語
﹂
。
水

泳
大
会
は
中
止
で
は
な
く
、
２
０
１
０

年
︵
平
成
22
︶

ま
で
延
期
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
道
頓

堀
を
き
れ
い
に
し
よ
う
、
と
。
イ
ケ
チ

ョ
ウ
貝
は
水
質
浄
化
能
力
プ
ラ
ス
水
へ

の
関
心
を
高
め
る
た
め
の
方
便
な
ん
で

す
な
。

イ
ケ
チ
ョ
ウ
貝
が
真
珠
を
産
む
ぐ
ら

い
ま
で
に
育
つ
に
は
８
年
か
か
る
。
５

年
目
か
ら
は
一
気
に
大
き
く
な
る
か
ら
、

４
年
ま
で
は
別
の
場
所
で
業
者
に
預
け

て
育
て
て
も
ら
い
、
核
を
入
れ
た
貝
を

持
っ
て
き
て
道
頓
堀
に
４
年
置
く
。
２

０
０
６
年
︵
平
成
18
︶

の
１
月
に
は
初
め

て
の
﹁
貝
開
式
﹂
も
行
な
い
、
最
初
の

オ
ー
ナ
ー
さ
ん
に
淡
水
真
珠
を
引
き
渡

す
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
よ
。

人
間
の
集
中
力
っ
て
、
も
っ
て
も
、

せ
い
ぜ
い
４
年
。
だ
か
ら
こ
れ
く
ら
い

の
サ
イ
ク
ル
が
ち
ょ
う
ど
い
い
。
４
年

間
は
貝
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
と
同
時
に
、

川
の
フ
ァ
ン
、
川
の
オ
ー
ナ
ー
に
な
る

ん
で
す
よ
。
貝
１
個
あ
た
り
の
オ
ー
ナ

ー
料
も
７
０
０
０
円
で
、
川
に
関
心
を

寄
せ
て
も
ら
う
に
は
高
す
ぎ
ず
安
す
ぎ

ず
、
ま
ず
ま
ず
の
金
額
。

水
を
汚
し
た
ら
い
け
な
い
と
か
、
川

を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
言
う
の
は
簡
単

だ
け
ど
、
じ
ゃ
あ
ど
う
や
っ
て
や
る
か

と
な
っ
た
ら
、
み
ん
な
意
外
と
ア
イ
デ

ィ
ア
が
浮
か
ば
な
い
。
川
を
き
れ
い
に

す
る
の
に
川
掃
除
だ
け
じ
ゃ
あ
、
つ
ま

ら
ん
で
し
ょ
う
。
や
っ
て
楽
し
く
て
、

続
け
た
く
な
る
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
。

そ
れ
に
は
﹁
貝
の
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
た

ら
４
年
後
に
真
珠
が
も
ら
え
る
で
﹂
と

言
っ
た
ほ
う
が
、
夢
が
あ
る
し
、
み
ん

な
も
真
剣
に
な
れ
る
。
川
に
ゴ
ミ
を
放

る
人
を
見
て
﹁
真
珠
貝
が
お
る
の
に
、

ナ
ニ
し
よ
る
！
﹂
と
本
気
で
怒
れ
る
こ

と
が
大
事
な
ん
で
す
ね
。

き
れ
い
ご
と
で
な
く
、
水
を
き
れ
い

に
す
る
の
に
知
恵
を
絞
る
の
は
、
ホ
ン

マ
面
白
い
で
す
よ
。
大
阪
発●

で
、
日
本

初●

だ
と
、
マ
ス
コ
ミ
が
放
っ
て
お
か
な

い
。
必
ず
話
題
に
上
る
し
ね
。

一
発
屋
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
。
継

続
は
力
な
り
、
続
け
る
こ
と
が
大
切
な

ん
で
す
。
僕
は
、
ど
う
し
た
ら
続
け
ら

れ
る
か
仕
組
み
を
考
え
る
の
が
楽
し
い
。

人
間
の
心
理
を
つ
い
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
仕
組
み
、
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
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水
陸
両
用
観
光
バ
ス
乗
車
体
験

水
陸
両
用
観
光
タ
ク
シ
ー
を
走
ら
せ

て
い
る
会
社
が
、
大
阪
に
あ
る
ら
し
い
。

え
っ
、
そ
れ
っ
て
ホ
ン
マ
？

さ
す
が
水
の
都
大
阪
ら
し
い
話
だ
が
、

考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
、
疑
問
は
膨
ら

ん
で
い
く
。

水
に
出
入
り
す
る
と
き
は
、
ど
こ
か

ら
ど
う
や
っ
て
？

水
上
で
は
、
タ
イ
ヤ
は
ど
う
な
っ
て

い
る
ん
だ
ろ
う
？

そ
も
そ
も
、
何
で
そ
ん
な
こ
と

を
？
？
　
な
ど
な
ど
。

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
編
集
部
で

体
験
乗
車
し
て
み
よ
う
、
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。

タ
ク
シ
ー
は
貸
し
切
り
に
な
る
の
で
、

値
段
設
定
も
や
や
高
め
。
観
光
バ
ス
な

ら
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
コ
ー
ス
が
あ
る

ら
し
い
と
聞
き
及
び
、
早
速
そ
ち
ら
に

申
し
込
む
。
平
日
の
せ
い
か
、
乗
車
場

所
に
足
を
運
ぶ
と
、
子
供
を
連
れ
た
家

族
連
れ
と
年
配
の
女
性
の
グ
ル
ー
プ
が

目
立
つ
。
新
し
い
も
の
、
珍
し
い
も
の

へ
の
好
奇
心
は
女
性
の
ほ
う
が
強
い
よ

う
で
、
圧
倒
的
に
女
性
の
占
め
る
率
が

高
い
。

い
よ
い
よ
バ
ス
が
や
っ
て
き
た
。
窓

ガ
ラ
ス
の
入
っ
て
い
な
い
車
体
は
、
イ

メ
ー
ジ
で
い
う
と
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

パ
ー
ク
系
。
﹁
大
阪
に
水
の
都
の
意
識

を
取
り
戻
す
﹂
と
い
っ
た
肩
肘
張
っ
た

主
義
主
張
と
は
無
縁
に
見
え
る
。

あ
と
で
わ
か
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
車

体
の
イ
ラ
ス
ト
は
北
川
フ
ラ
ム
さ
ん

︵
水
都
大
阪
２
０
０
９
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
︶

の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
日
比
野
克
彦
さ
ん
︵
東
京
芸
術
大
学
美

術
学
部
先
端
芸
術
表
現
科
教
授
︶

と
大
阪
市
立

育
和
小
学
校
︵
大
阪
市
東
住
吉
区
︶

の
４
年

生
１
３
０
人
が
協
力
し
て
制
作
し
た
も

の
。水

都
大
阪
２
０
０
９
実
行
委
員
会

︵
現
会
長
は
平
松
邦
夫
大
阪
市
長
︶

が
、
２
０

０
９
年
︵
平
成
21
︶

の
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
開
催
す
る
﹁
水
都
大
阪
２
０
０
９
﹂

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
一
環
と
し

て
、
﹁
み
ず
の
み
ち
﹂
と
題
し
た
デ
ザ

イ
ン
制
作
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
育
和

小
学
校
の
講
堂
で
行
な
い
、
生
徒
た
ち

が
つ
く
り
上
げ
た
10
m
四
方
の
巨
大
な

作
品
２
点
を
ベ
ー
ス
に
日
比
野
さ
ん
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
。
さ
す
が
に
、
目
立
つ

も
の
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

本
日
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
吉
田
さ
ん
、

船
長
は
岸
山
さ
ん
。
バ
ス
ガ
イ
ド
は
紅

一
点
の
湯
川
さ
ん
。
ま
ず
は
湯
川
さ
ん

が
明
る
い
ノ
リ
で
、
ル
ー
ト
や
注
意
事

項
な
ど
を
説
明
し
て
く
れ
た
。
ガ
イ
ド

の
指
名
制
度
も
あ
る
そ
う
で
、
代
表
の

須
知
さ
ん
の
ガ
イ
ド
も
人
気
だ
が
、
最

近
は
湯
川
さ
ん
に
押
さ
れ
気
味
だ
と
か
。

ち
な
み
に
湯
川
さ
ん
は
船
舶
免
許
を
取

得
、
船
長
の
練
習
中
で
も
あ
る
と
い
う
。

窓
ガ
ラ
ス
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
、
と

い
う
説
明
も
。
窓
ガ
ラ
ス
が
あ
る
と
天



49 水都大阪を盛り上げる水陸両用バス

井
ま
で
の
容
積
率
に
な
っ
て
し
ま
い
、

14
ｔ
に
。
５
ｔ
を
超
え
る
と
た
っ
た
14

ｔ
で
も
１
万
ｔ
級
の
船
と
同
じ
扱
い
に

な
っ
て
、
コ
ス
ト
に
跳
ね
返
っ
て
し
ま

う
そ
う
だ
。

水
陸
両
用
と
は
い
う
も
の
の
、
つ
い

﹁
水
﹂
の
ほ
う
ば
か
り
気
に
な
っ
て
い

た
の
だ
が
、
湯
川
さ
ん
の
巧
み
な
ガ
イ

ド
で
、
大
阪
中
心
部
の
面
白
さ
や
歴
史

な
ど
に
も
触
れ
、
﹁
陸
﹂
の
ほ
う
も
結

構
楽
し
め
る
。
20
分
ほ
ど
で
ス
プ
ラ
ッ

シ
ュ
イ
ン
す
る
桜
之
宮
公
園
に
到
着
。

須
知
さ
ん
の
話
の
通
り
に
、
い
っ
た

ん
エ
ン
ジ
ン
を
切
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

吉
田
さ
ん
が
船
長
の
岸
山
さ
ん
と
交
代

す
る
。
再
び
バ
ス
に
乗
り
込
ん
で
、
湯

川
さ
ん
の
掛
け
声
と
と
も
に
ス
プ
ラ
ッ

シ
ュ
イ
ン
！
　
結
構
な
水
し
ぶ
き
が
上

が
り
、
窓
に
は
ガ
ラ
ス
が
な
い
た
め
、

し
ぶ
き
の
洗
礼
を
受
け
る
場
合
も
あ
る

と
か
。
あ
っ
と
い
う
間
に
、
バ
ス
は
水

上
バ
ス
へ
と
変
身
す
る
。

水
上
で
は
、
疑
問
だ
っ
た
タ
イ
ヤ
は

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
、
ス
ク
リ
ュ
ー
で

ゆ
っ
く
り
前
進
し
て
い
る
。
水
面
を
渡

る
風
が
気
持
ち
良
く
、
船
感
覚
が
楽
し

め
る
不
思
議
な
体
験
。

こ
の
辺
り
は
海
に
も
近
く
、
汽
水
域

と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
、
本
来
で
あ
れ

ば
豊
か
な
生
態
系
が
育
ま
れ
る
条
件
が

そ
ろ
っ
て
い
る
。
イ
ケ
チ
ョ
ウ
ガ
イ
も

す
く
す
く
育
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

川
岸
に
停
泊
す
る
屋
形
船
を
発
見
す

る
が
、
大
阪
で
は
２
隻
し
か
営
業
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
そ
の
内

の
貴
重
な
１
隻
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

陸
が
メ
イ
ン
に
な
っ
て
か
ら
つ
く
ら
れ

た
ま
ち
並
み
は
、
川
側
か
ら
眺
め
る
と

裏
手
か
ら
見
る
こ
と
に
な
り
、
い
つ
も

と
違
っ
た
表
情
に
。

さ
て
、
車
が
入
出
水
で
き
る
設
備
が

あ
る
の
は
、
今
の
と
こ
ろ
桜
之
宮
公
園

だ
け
な
の
で
、
桜
之
宮
橋
、
川
崎
橋
、

天
満
橋
を
く
ぐ
り
、
中
之
島
公
園
剣
先

の
手
前
で
Ｕ
タ
ー
ン
。

﹁
船
の
Ｕ
タ
ー
ン
は
回
頭
と
い
う
ん
で

す
よ
﹂
と
湯
川
さ
ん
に
教
え
ら
れ
、
再

び
陸
上
へ
。
タ
イ
ム
ラ
グ
を
10
分
間
と

っ
て
、
そ
の
間
に
小
休
憩
及
び
、
マ
ス

コ
ッ
ト
人
形
な
ど
を
販
売
。
道
頓
堀
に

か
か
る
戎
橋
の
欄
干
が
﹁
お
好
み
焼
き

の
ヘ
ラ
﹂
の
モ
チ
ー
フ
だ
と
い
う
こ
と

を
確
認
し
な
が
ら
、
発
着
場
所
の
シ
テ

ィ
プ
ラ
ザ
大
阪
に
戻
っ
た
。

川
風
に
吹
か
れ
て
一
杯
や
り
た
い
気

分
だ
っ
た
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
出
す
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
で

も
、
お
も
て
な
し
の
気
持
ち
と
エ
ン
タ

ー
テ
イ
メ
ン
ト
が
凝
縮
し
た
１
０
０
分

の
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

ア
イ
デ
ィ
ア
マ
ン
の
須
知
さ
ん
が
提

唱
す
る
水
都
・
大
阪
復
活
の
作
戦
の

数
々
、
ま
ず
は
２
０
１
０
年
の
﹁
道
頓

堀
川
大
水
泳
大
会
﹂
の
成
功
、
応
援
し

て
い
ま
す
！

右端：道頓堀を越え、
注目度はピークに。
上：大阪城がビルの谷
間の向こうに小さく見
える。大阪の見所ツア
ーとしては必須条件だ。
左：乗車？乗船？して
いると、端で見ている
ほど迫力を感じないの
だが、入水感覚はジェ
ットコースター並み。
右：上陸直前。バスの
タイアは後輪駆動、ス
クリューも一番後につ
いている。上陸スロー
プに前輪がついても、
前進力はスクリューが
担う必要がある。後輪
がスロープに着地して
駆動するまで、わずか
な時間だが、水陸両用
しかあり得ない玄人受
けする船長の腕の見せ
所だ。
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﹁
共
生
﹂
一
本
槍
の
戦
後
教
育

﹁
共
生
﹂
の
大
切
さ
は
い
う
け
れ
ど
、

﹁
共
死
﹂
に
つ
い
て
は
誰
も
い
わ
な
い

の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
私
は
﹁
共
生
﹂

だ
け
で
は
な
く
、
﹁
共
死
﹂
と
い
う
こ

と
を
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
言
い
続
け
、
書

き
続
け
て
い
る
ん
で
す
が
、
誰
も
取
り

上
げ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

と
も
に
死
ぬ
運
命
に
あ
る
と
い
う
自

覚
の
中
で
、
初
め
て
﹁
共
生
﹂
の
有
り

難
み
、
尊
さ
が
生
ま
れ
る
。
で
す
か
ら

﹁
共
死
﹂
に
つ
い
て
自
覚
し
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
﹁
共
生
﹂
の
有
り
難
み
に

つ
い
て
も
、
本
当
に
は
わ
か
り
得
な
い
、

と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
共
生
論
を
展

開
す
る
と
き
に
共
死
の
こ
と
に
触
れ
な

い
の
は
、
大
変
な
欠
落
な
の
で
す
。
今

回
﹃
水
の
文
化
﹄
の
こ
の
取
材
で
、
初

め
て
そ
の
こ
と
を
真
面
目
に
聞
か
れ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
が
一
番
不
満
に
思
う
の
は
、
日
本

の
戦
後
教
育
の
あ
り
方
で
す
。

文
科
省
は
、
学
校
現
場
、
家
庭
、
地

域
、
近
所
に
お
い
て
﹁
生
き
る
力
﹂
を

ど
う
教
え
る
か
と
い
う
こ
と
だ
け
を
や

っ
て
い
る
。
こ
れ
が
戦
後
の
日
本
の
教

育
上
の
も
っ
と
も
重
要
な
価
値
観
に
な

っ
て
い
ま
す
。
実
は
そ
れ
が
間
違
っ
て

い
る
。
そ
の
価
値
観
を
改
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

人
間
は
い
ず
れ
病
に
な
っ
て
、
老
い

て
死
ん
で
い
く
。
教
育
に
、
老
病
死
の

問
題
を
主
体
的
に
受
け
止
め
、
最
終
的

に
は
死
を
ど
う
考
え
た
ら
い
い
の
か
、

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
を
含
む
幅
と
奥
行

き
が
な
い
と
﹁
生
き
る
力
﹂
と
い
う
の

が
ど
れ
だ
け
尊
い
も
の
か
と
い
う
の
も

わ
か
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
は
文
部
省
か
ら
文
科
省
に

至
る
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
委
員
会
に
出
て

言
い
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
取
り
上
げ

て
く
れ
ま
せ
ん
。
い
ま
だ
に
﹁
死
﹂
の

問
題
は
タ
ブ
ー
な
ん
で
す
。

戦
前
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
軍
国
主
義
時

代
の
滅
私
奉
公
や
死
ぬ
こ
と
を
前
提
に

し
た
戦
争
の
や
り
方
と
い
っ
た
記
憶
が

強
烈
に
残
っ
て
い
る
か
ら
、
死
に
つ
い

て
あ
ま
り
言
い
た
が
ら
な
い
の
だ
と
思

い
ま
す
。
切
腹
や
玉
砕
の
イ
メ
ー
ジ
が

蘇
っ
た
り
す
る
の
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
私
の
言
っ
て
い
る
﹁
死
﹂

と
い
う
の
は
、
も
っ
と
広
範
な
意
味
を

持
っ
て
い
ま
す
。
簡
単
に
言
っ
て
し
ま

え
ば
、
地
上
に
あ
る
も
の
で
永
遠
な
も

の
は
一
つ
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

形
あ
る
も
の
は
必
ず
滅
す
る
。
人
は
生

き
て
死
ぬ
。
こ
れ
は
誰
も
否
定
し
よ
う

の
な
い
真
実
で
す
よ
ね
。
こ
れ
を
仏
教

で
は
無
常
観
と
い
い
ま
す
。
で
す
か
ら

本
来
で
あ
れ
ば
、
と
も
に
生
き
る
も
の

は
必
ず
と
も
に
死
ぬ
運
命
に
あ
る
、
と

い
う
こ
と
を
、
仏
教
界
が
真
っ
先
に
言

わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。
﹁
共

生
﹂
﹁
共
死
﹂
の
基
本
は
仏
教
に
こ
そ

あ
る
か
ら
で
す
。

無
常
観
を
持
ち
出
さ
な
く
て
も
日
本

共生とは何か
死を自覚することで、生は輝く

山折哲雄
やまおりてつお

宗教哲学者、元国際日本文化研究センター所長

1931年、父が浄土真宗の布教のために赴任していたサンフランシス
コに生まれる。岩手県花巻に疎開。東北大学インド哲学科卒業。同
大学院文学研究科博士課程修了。東北大学助教授、国立歴史民俗博
物館教授、白鳳女子短期大学学長、京都造形芸術大学大学院長、国
際日本文化研究センター所長などを歴任。
著書に『日本宗教文化の構造と祖型』（東京大学出版会 1980）、『神
と仏』（講談社 1983）、『日本人の宗教感覚』（日本放送出版協会
1997）、『鎮守の森は泣いている』（PHP研究所 2001）、『山折哲雄セ
レクション 「生きる作法」 1 無常の風に吹かれて』（小学館 2007）、
『親鸞をよむ』（岩波書店 2007）など。専攻は宗教史、思想史

暮らしが近代化する中で、私たちが遠ざけてしまった「死」。

それを再び自覚し、無常の中にある「生」の喜びを知ることが、

精神の荒廃や環境問題を解決する糸口になるのではないか。

共生という抽象に陥りやすい概念を、

山折哲雄さんは

「宗教」「教育」「風土」

といった自在な角度から話してくれました。



列
島
は
地
震
列
島
で
あ
っ
た
た
め
に
、

本
来
、
自
然
や
人
間
や
地
球
が
無
常
で

あ
る
と
い
う
感
覚
は
縄
文
の
時
代
か
ら

植
え
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と

を
、
も
う
一
度
思
い
返
す
必
要
が
あ
り

ま
す
ね
。

私
は
、
教
育
か
ら
政
治
、
経
済
、

我
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
す
べ
て
に
わ

た
っ
て
﹁
今
の
生
活
が
続
く
﹂
と
思
う
、

そ
の
楽
天
的
な
偏
向
性
を
根
本
的
に
改

め
な
い
と
、
こ
の
大
変
な
時
代
を
乗
り

切
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。今

ま
で
﹁
共
生
﹂
一
本
槍
、
﹁
生
き

る
力
﹂
一
本
槍
で
も
な
ん
と
か
や
っ
て

こ
ら
れ
た
の
は
、
日
本
に
豊
富
な
自
然

資
源
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
埋
蔵
地
下

資
源
は
少
な
い
で
す
が
、
そ
れ
は
経
済

大
国
と
し
て
い
く
ら
で
も
買
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
こ
う
し

て
い
る
う
ち
に
、
日
本
の
資
源
は
限
り

な
く
死
に
近
づ
き
、
﹁
水
﹂
資
源
も
枯

渇
し
始
め
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

死
の
問
題
が
自
覚
的
に
考
え
ら
れ
、
受

け
止
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
件
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
歪
み
は
一
種
の
警
告
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
楽
天

的
な
認
識
を
根
本
的
に
改
め
る
と
こ
ろ

に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
球
環
境
問
題
を
考
え
た
場
合
も
、

﹁
共
生
﹂
一
本
槍
で
は
も
う
や
っ
て
い

け
な
い
。
資
源
の
無
駄
使
い
に
走
る
の

も
﹁
共
生
﹂
だ
け
考
え
る
か
ら
で
す
。

資
源
だ
っ
て
い
ず
れ
は
枯
渇
す
る
。
オ

イ
ル
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
な
ん
て
こ
と
を
い

っ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
オ
イ
ル
も

﹁
共
死
﹂
の
運
命
に
入
り
つ
つ
あ
る
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
怖
感
か
ら
き
て

い
る
。
化
石
燃
料
が
永
遠
に
存
在
す
る

と
い
う
幻
想
の
中
で
﹁
共
死
﹂
の
議
論

を
や
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。

デ
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

環
境
も
水
も
化
石
燃
料
も
、
全
部
有

限
の
も
の
で
す
よ
ね
。
い
ず
れ
無
く
な

る
と
い
う
の
が
、
﹁
死
﹂
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
の
根
幹
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

欧
米
の
社
会
で
は
そ
も
そ
も
デ
ス
・

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
︵D

e
a
t
h

E
d
u
ca
tio
n

︶
と
い
う
も
の
を
教
育
の

シ
ス
テ
ム
の
中
に
取
り
入
れ
て
き
ま
し

た
。
危
機
意
識
が
そ
れ
だ
け
強
い
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
日
本
の
楽
天
主

義
が
、
死
の
問
題
を
正
面
か
ら
見
つ
め

る
こ
と
を
妨
げ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

イ
ス
ラ
エ
ル
に
﹁
死
海
﹂
と
い
う
湖

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い
う
ネ
ー
ミ
ン

グ
を
日
本
人
は
絶
対
に
し
ま
せ
ん
。

﹁
塩
湖
﹂
と
い
い
ま
す
よ
ね
。
あ
れ
を

死
の
海
と
名
づ
け
た
と
こ
ろ
が
ア
ン
グ

ロ
サ
ク
ソ
ン
文
明
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス

ト
教
文
明
の
す
ご
い
と
こ
ろ
で
す
よ
。

私
は
１
９
９
５
年
︵
平
成
７
︶

に
初
め

て
イ
ス
ラ
エ
ル
に
行
き
、
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
が
歩
い
た
道
を
バ
ス
に
乗
っ
て

移
動
し
ま
し
た
。
ナ
ザ
レ
か
ら
ガ
リ
ラ

ヤ
湖
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
を
南
下
し
て
エ
ル

サ
レ
ム
に
入
る
１
５
０
km
の
旅
で
す
。

も
の
す
ご
く
乾
燥
し
て
い
て
、
一
望
千

里
、
砂
漠
、
砂
漠
、
砂
漠
。
要
す
る
に

地
上
に
水
っ
気
が
な
い
ん
で
す
。
そ
の

と
き
実
感
し
た
の
が
、
地
上
に
は
水
も

緑
も
乏
し
い
、
そ
う
い
う
風
土
が
あ
っ

て
天
上
の
彼
方
に
唯
一
の
価
値
あ
る
も

の
を
求
め
る
、
一
神
教
が
成
立
し
て
い

る
と
。
聖
書
を
読
ん
で
い
る
だ
け
で
は

こ
ん
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
現
地
に

行
っ
て
み
て
初
め
て
わ
か
り
ま
し
た
。

砂
漠
で
乾
燥
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
水
が
少
な
い
こ
と
。
水
が
少
な
い
と

い
う
の
は
人
間
が
危
機
的
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
キ
リ
ス

ト
教
と
い
う
の
は
、
そ
う
し
た
危
機
意

識
が
生
み
出
し
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
ユ

ダ
ヤ
も
イ
ス
ラ
ム
も
そ
う
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

も
し
か
す
る
と
世
界
宗
教
の
成
立
の

背
景
に
は
、
水
の
問
題
が
非
常
に
深
く

か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
さ

え
思
い
ま
す
。
地
上
で
は
水
が
少
な
い

か
ら
こ
そ
、
天
国
に
お
け
る
水
は
実
に

清
冽
で
美
し
く
、
大
量
に
流
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
キ
リ
ス
ト

教
の
本
質
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
水

が
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
必
要
条
件
、

も
し
く
は
決
定
要
因
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

水
環
境
が
厳
し
い
場
所
で
、
人
類
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
な
哲
学
と
か
宗
教

の
原
理
と
い
う
も
の
が
発
見
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
イ
エ
ス
な
ど
に
よ
っ
て
。

同
じ
こ
と
が
仏
教
に
も
い
え
る
わ
け

で
す
。
私
は
し
ば
し
ば
イ
ン
ド
に
行
っ

て
、
仏
跡
を
訪
ね
歩
い
て
き
ま
し
た
。

釈
迦
が
旅
を
し
た
領
域
と
い
う
の
は
、

ご
承
知
の
通
り
イ
ン
ド
と
ネ
パ
ー
ル
の

国
境
地
帯
に
あ
る
ル
ン
ビ
ニ
か
ら
ガ
ン

ジ
ス
川
の
中
流
域
に
か
け
て
で
す
。
そ

の
間
を
バ
ス
や
自
動
車
で
旅
を
し
た
の

で
す
が
、
や
は
り
も
の
す
ご
く
乾
燥
し

て
い
ま
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
ほ
ど
で
は
な

い
け
れ
ど
砂
漠
景
観
が
ず
っ
と
続
い
て

い
る
。
私
は
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
考

え
方
は
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
も
の
を

考
え
る
質
と
い
う
点
で
は
、
仏
陀
の
考

え
方
は
キ
リ
ス
ト
教
の
考
え
方
に
限
り

な
く
近
い
、
と
そ
の
と
き
思
い
ま
し
た
。

乾
燥
地
帯
に
お
け
る
根
源
性

同
様
の
理
由
で
、
イ
ン
ド
の
仏
教
と

日
本
の
仏
教
と
で
は
、
そ
こ
で
根
本
的

に
違
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

お
釈
迦
様
が
言
っ
た
無
常
と
い
う
の

は
、
地
上
に
永
遠
な
る
も
の
は
一
つ
も

な
い
、
形
あ
る
も
の
は
必
ず
滅
す
る
、

人
は
生
き
て
死
ぬ
、
と
い
う
三
原
則
で

す
。
す
べ
て
客
観
的
な
事
実
で
、
誰
も

否
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
無
常
が
日
本
に
く

る
と
平
家
物
語
の
冒
頭
の
無
常
観
に
な

る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
高
温
多
湿
の
モ

ン
ス
ー
ン
地
帯
に
発
生
し
た
無
常
感
な

ん
で
す
。
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
で
、
非
常

に
湿
っ
て
い
ま
す
。
私
は
﹁
乾
い
た
仏

教
﹂
と
﹁
湿
っ
た
仏
教
﹂
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
の
は
、

人
類
が
２
、
３
０
０
０
年
の
間
に
考
え

出
し
た
大
変
な
知
恵
で
す
よ
ね
。
そ
う

い
う
根
源
的
な
思
想
と
い
う
も
の
を
つ

く
り
出
し
た
地
域
は
す
べ
て
乾
燥
地
帯

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
今

日
、
地
球
問
題
を
論
ず
る
人
は
、
キ
リ

ス
ト
教
と
仏
教
を
比
較
し
て
、
ご
く
簡

単
に
﹁
砂
漠
の
宗
教
﹂
と
﹁
森
の
宗
教
﹂

と
言
う
け
れ
ど
、
私
は
そ
ん
な
浅
薄
な

こ
と
は
言
え
な
い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

真
に
人
類
に
価
値
あ
る
鋭
い
思
想
を

生
み
出
し
た
の
は
み
ん
な
乾
燥
地
帯
で
、

森
の
中
か
ら
そ
れ
に
匹
敵
す
る
思
想
を

い
っ
た
い
誰
が
生
み
出
し
た
か
。
こ
れ

も
言
い
に
く
い
こ
と
で
、
聞
き
入
れ
難

い
よ
う
に
も
思
い
ま
す
が
真
実
で
す
。

孔
子
が
歩
い
た
地
域
、
老
子
が
活
動

し
た
地
域
と
い
う
の
は
河
南
省
︵
今
の

洛
陽
の
あ
る
地
域
︶
辺
り
で
非
常
に
乾

燥
し
て
い
る
ん
で
す
。
北
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
あ
っ
た
の
で
、
多
く
の
日
本
人

に
も
わ
か
る
と
思
い
ま
す
け
ど
、
黄
砂

が
舞
い
上
が
っ
て
大
気
が
汚
染
さ
れ
、

も
の
す
ご
く
乾
燥
し
て
い
る
。
だ
か
ら

水
の
問
題
は
今
日
な
お
大
き
い
と
思
い

ま
す
。

そ
れ
に
比
べ
て
、
モ
ン
ス
ー
ン
地
域

と
い
う
の
が
い
か
に
恵
ま
れ
て
い
る
か
。

一
神
教
は
、
人
間
の
運
命
と
か
地
球

51 共生とは何か
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の
運
命
を
根
源
的
に
見
て
き
た
宗
教
で

は
な
い
か
。
根
源
的
な
観
察
に
よ
っ
て

発
見
さ
れ
た
原
理
と
い
う
の
は
、
長
い

タ
イ
ム
ス
パ
ン
の
な
か
で
ジ
ワ
ジ
ワ
と

浸
透
し
て
い
く
の
で
す
。
影
響
力
が
非

常
に
深
く
て
強
い
。

一
方
、
モ
ン
ス
ー
ン
文
化
圏
と
い
う

の
は
、
物
事
を
な
か
な
か
根
源
的
に
見

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
風
土
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

今
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
考

え
方
の
根
底
に
一
種
の
普
遍
主
義
が
あ

っ
て
、
そ
の
中
心
に
一
神
教
的
な
思
考

が
働
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
現

代
に
な
っ
て
神
は
否
定
さ
れ
、
そ
の
代

わ
り
に
理
性
や
正
義
と
い
っ
た
言
葉
が

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

考
え
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
は
み
ん
な
神

の
別
名
な
ん
で
す
ね
。
我
々
日
本
人
は

国
際
的
な
場
面
で
な
か
な
か
対
等
な
議

論
が
で
き
な
い
の
で
す
が
、
そ
う
い
う

と
こ
ろ
に
原
因
が
あ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

気
が
つ
く
と
、
向
う
様
の
仰
る
線
上
で

議
論
し
て
い
る
。

そ
う
い
う
根
源
的
な
と
こ
ろ
が
最
初

に
言
っ
た
﹁
死
﹂
と
重
な
る
わ
け
で
す
。

い
ず
れ
人
類
に
し
ろ
地
球
に
し
ろ
終
わ

り
が
く
る
と
い
う
終
末
論
で
す
。
初
め

が
あ
っ
て
終
わ
り
が
あ
る
思
考
で
す
。

し
か
し
逆
に
い
え
ば
、
こ
れ
は
一
神
教

の
限
界
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。
ア
ジ
ア

的
思
考
の
中
心
は
輪
廻
で
す
か
ら
、
こ

こ
で
ア
ジ
ア
的
な
価
値
観
を
主
張
し
て

い
く
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

八
百
万

や
お
よ
ろ
ず

の
神
、
多
元
信
仰
と
い
う
の
が

存
在
価
値
を
増
大
さ
せ
て
く
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

﹁
個
人
﹂
で
は
な
く
て
﹁
ひ
と
り
﹂

西
洋
的
な
意
味
で
の
﹁
個
﹂
と
い
う

の
は
原
子
論
に
も
例
え
ら
れ
て
き
た
よ

う
に
、
非
常
に
孤
立
し
た
原
子
的
な
存

在
な
ん
で
す
。
西
洋
人
の
人
間
観
の
基

礎
に
あ
る
の
は
、
理
性
的
な
人
間
は

﹁
疑
う
べ
き
存
在
で
あ
る
﹂
と
い
う
考

え
方
で
す
。
﹁
個
﹂
の
自
立
性
を
主
張

す
る
こ
と
は
、
同
時
に
こ
れ
以
上
疑
い

得
な
い
個=

孤
立
性
を
象
徴
す
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
わ
け
で
す
。
﹁
個
﹂
は

原
子
に
限
り
な
く
近
い
存
在
で
あ
る
と
。

私
は
最
近
、
日
本
列
島
に
は
﹁
個
﹂

に
あ
た
る
概
念
と
し
て
﹁
ひ
と
り
﹂
と

い
う
言
葉
が
あ
っ
た
と
、
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
で
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

親
鸞
の
言
っ
て
い
る
﹁
ひ
と
り
﹂
は
、

近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
が
生
み
出
し
た

﹁
個
人
﹂
の
あ
り
か
た
に
限
り
な
く
近

い
、
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
も
っ
と
自
覚

的
な
深
み
を
持
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
親
鸞
は
国
際

水
準
を
い
っ
た
思
想
家
だ
っ
た
。
日
本

列
島
で
は
む
し
ろ
例
外
的
な
存
在
だ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ

で
も
親
鸞
の
﹁
ひ
と
り
﹂
を
含
め
て
、

日
本
人
が
考
え
た
﹁
個
人
﹂
や
﹁
ひ
と

り
﹂
と
い
う
の
は
自
然
の
中
の
﹁
ひ
と

り
﹂
な
ん
で
す
。
柿
本
人
麻
呂
や

多
元
的
な
価
値
の
復
権

イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
飛
行
機
で
帰
っ
て

き
た
と
き
、
天
上
で
は
な
く
、
眼
下
に

富
士
山
が
見
え
ま
し
た
。
富
士
山
の
周

辺
に
実
に
豊
か
な
緑
の
山
岳
地
帯
が
ず

っ
と
続
い
て
、
無
数
の
川
が
流
れ
て
、

海
が
取
り
巻
い
て
い
る
。
地
上
の
豊
か

さ
み
た
い
な
も
の
が
見
た
だ
け
で
わ
か

る
。山

の
幸
、
海
の
幸
と
い
う
よ
う
に
、

日
本
で
は
天
上
の
彼
方
に
唯
一
の
神
、

価
値
あ
る
も
の
を
求
め
る
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
豊
か
な
も
の
が
地
上

の
隅
々
に
あ
り
、
山
に
入
れ
ば
山
の

神
々
の
声
を
聞
き
、
仏
の
気
配
を
感
じ
、

ご
先
祖
様
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
鳥

の
鳴
き
声
も
単
な
る
声
で
は
な
い
。
こ

れ
は
地
上
が
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
く
る
感
覚
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
が
多
神
教
的
な
風
土
で
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
我
々
は
豊
か
な
生
活

を
保
障
さ
れ
ま
し
た
が
、
根
源
的
な
哲

学
思
想
だ
と
か
人
類
に
寄
与
す
る
よ
う

な
普
遍
的
な
思
想
を
発
見
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
な
く
て
も
十

分
幸
福
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

し
か
し
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
地

球
が
一
つ
の
共
同
体
と
な
っ
た
と
き
に
、

は
た
し
て
終
末
論
を
内
包
す
る
普
遍
主

義
だ
け
で
物
事
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
。
か
え
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
そ
れ
で
は
や
っ
て
い
け
な

い
と
こ
ろ
に
ま
で
き
て
い
る
の
で
す
。

今
で
は
国
連
や
ユ
ネ
ス
コ
あ
た
り
で
も

文
化
の
多
様
性
と
い
う
こ
と
を
言
い
ま

す
し
、
同
じ
よ
う
に
生
物
の
多
様
性
の

問
題
も
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
球
上

の
生
命
は
、
多
元
的
な
価
値
を
持
っ
て

い
る
多
元
的
な
存
在
で
あ
る
と
。
ま
さ

に
多
神
教
的
な
原
理
が
そ
こ
に
働
い
て

い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
こ
で

初
め
て
日
本
や
ア
ジ
ア
の
思
想
が
新
た

な
次
元
で
普
遍
性
を
取
り
戻
し
始
め
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
地
球
の
状
態
が
永
遠
に
続
く
と

は
、
誰
も
思
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。

も
っ
と
大
き
な
サ
イ
ク
ル
で
宇
宙
の
シ

ス
テ
ム
は
交
替
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

そ
れ
は
途
方
も
な
い
時
間
で
す
が
、
ブ

ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
か
ら
始
ま
っ
て
ま
た
ブ

ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
戻
る
過
程
か
も
し
れ

な
い
。

今
の
状
態
が
続
く
限
り
は
、
共
生
原

理
で
い
く
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
を
大
き
く
包
ん
で
い
る
宇

宙
的
時
間
の
流
れ
の
中
で
は
、
や
は
り

死
滅
、
末
法
、
終
末
と
い
う
よ
う
な
こ

と
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
も

人
類
が
考
え
出
し
た
英
知
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
英
知
こ
そ
が
資

源
を
大
事
に
し
よ
う
と
い
う
運
動
と
つ

な
が
っ
て
い
く
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
い

く
ら
で
も
資
源
が
あ
る
と
い
う
前
提
か

ら
は
環
境
論
な
ん
か
出
て
こ
な
い
わ
け

で
す
。
そ
う
い
う
点
で
日
本
列
島
の



う
簡
単
に
は
う
ま
く
い
か
な
い
で
し
ょ

う
。
だ
が
大
局
的
に
い
え
ば
、
そ
れ
も

教
育
の
問
題
な
ん
で
す
。

明
治
以
降
、
日
本
が
近
代
化
に
向
か

っ
て
驀
進
し
て
き
た
過
程
の
教
育
軸
は

な
ん
だ
っ
た
か
と
考
え
る
と
、
第
一
の

教
育
軸
は
科
学
技
術
立
国
で
す
。
第
二

に
社
会
科
学
を
重
視
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
２
つ
が
明
治
以
降
か
ら
現
在
ま
で

ず
っ
と
教
育
の
主
軸
を
な
し
て
き
た
。

け
れ
ど
も
第
三
の
教
育
軸
と
し
て
文

化
・
芸
術
・
宗
教
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
、
私
は
思
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
明

治
以
降
、
特
に
第
二
次
大
戦
後
は
ほ
と

ん
ど
周
縁
的
な
と
こ
ろ
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
教
科
書
を
見
れ
ば
わ

か
り
ま
す
よ
ね
。
そ
の
教
育
の
あ
り
方
、

シ
ス
テ
ム
が
間
違
っ
て
い
て
、
そ
ろ
そ

ろ
見
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。

こ
の
第
三
の
教
育
軸
を
第
一
、
第
二

の
教
育
軸
と
対
等
の
形
で
位
置
づ
け
直

す
と
い
う
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
そ
う
い
っ
た
教
育
シ
ス
テ
ム

の
組
み
換
え
の
中
で
宗
教
を
考
え
て
い

く
。宗

教
だ
け
で
考
え
る
の
は
、
今
や
説

得
力
を
持
ち
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
宗

教
は
芸
術
や
文
化
の
あ
り
方
と
緊
密
な

関
係
を
持
っ
て
い
て
、
人
間
の
精
神
性

に
深
く
か
か
わ
り
ま
す
。
や
み
く
も
に

心
の
時
代
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
前
に
第
三
の
教
育
軸
が
国
家
戦
略
、

生
き
残
り
戦
略
と
し
て
絶
対
に
必
要
と

認
識
す
る
こ
と
で
す
。

効
果
が
表
れ
る
の
に
50
年
か
ら
１
０

０
年
は
か
か
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
だ
け

時
間
が
か
か
る
も
の
だ
か
ら
、
今
か
ら

始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
長
く
か

か
る
か
ら
ゆ
っ
く
り
や
っ
て
も
い
い
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
い
う
認
識

が
政
治
家
に
な
い
の
は
残
念
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
、
私
は
古
典
を
し
っ
か
り

教
え
れ
ば
、
そ
れ
で
宗
教
教
育
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。
万
葉
集
と
か
源
氏
物

語
、
平
家
物
語
な
ど
に
は
、
古
代
か
ら

現
代
に
至
る
ま
で
の
日
本
人
の
宗
教
観

と
い
う
も
の
が
、
自
然
観
も
含
め
て
全

部
入
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
し
っ

か
り
バ
ラ
ン
ス
よ
く
教
え
れ
ば
い
い
わ

け
で
す
。

そ
こ
で
は
じ
め
て
﹁
死
﹂
の
教
育
と

い
う
問
題
が
出
て
き
ま
す
。
戦
後
教
育

で
万
葉
集
の
講
義
と
い
う
も
の
は
、
教

え
る
側
も
教
え
ら
れ
る
側
も
愛
の
歌

︵
相
聞
歌
︶
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
そ
こ
に
は
そ
れ
と
同
じ
ぐ

ら
い
挽
歌
と
い
う
死
者
を
悼
む
歌
が
収

め
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
。
こ
れ
ま
で
挽

歌
に
関
す
る
研
究
は
微
々
た
る
も
の
で
、

愛
一
本
槍
。
こ
れ
は
﹁
生
き
る
力
﹂
一

本
槍
と
同
じ
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

今
年
は
源
氏
物
語
千
年
紀
だ
け
れ
ど

も
源
氏
物
語
と
い
え
ば
﹁
も
の
の
あ
わ

れ
﹂
で
し
た
。
で
も
そ
れ
と
同
じ
よ
う

に
﹁
物
の
怪
﹂
の
世
界
が
出
て
く
る
わ

け
で
す
。
こ
れ
も
﹁
死
﹂
の
問
題
、
怨

霊
の
問
題
と
非
常
に
深
く
か
か
わ
り
が

あ
る
。
そ
れ
な
の
に
﹁
物
の
怪
﹂
の
ほ

53 共生とは何か

尾
崎
放
哉

お
ざ
き
ほ
う
さ
い

な
ど
が
歌
っ
て
い
る
﹁
ひ
と

り
﹂
も
同
様
で
す
。
大
和
こ
と
ば
に
お

け
る
﹁
ひ
と
り
﹂
は
西
洋
人
が
考
え
た

孤
立
し
た
﹁
ひ
と
り
﹂
で
は
決
し
て
な

か
っ
た
。

尾
崎
放
哉
の
﹁
咳
を
し
て
も
ひ
と
り
﹂

と
い
う
俳
句
に
象
徴
的
に
表
れ
て
い
ま

す
。
家
出
を
し
て
諸
国
放
浪
の
旅
を
し

な
が
ら
俳
句
を
つ
く
り
続
け
て
、
最
後

は
結
核
に
な
っ
て
死
ん
で
い
く
放
哉
。

確
か
に
た
っ
た
ひ
と
り
の
孤
独
で
寂

し
い
単
独
者
の
生
活
を
し
て
い
る
わ
け

で
す
が
、
俳
句
を
つ
く
る
と
い
う
創
造

的
な
仕
事
に
お
い
て
、
彼
は
自
立
し
て

い
ま
す
。
自
立
し
た
自
分
の
﹁
ひ
と
り
﹂

と
い
う
も
の
が
そ
こ
に
あ
る
か
ら
、
自

然
を
前
に
し
て
宇
宙
を
前
に
し
て
、

﹁
咳
を
し
て
も
ひ
と
り
﹂
と
言
う
こ
と

が
で
き
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
孤
立
し

た
孤
独
な
単
な
る
﹁
ひ
と
り
﹂
で
は
な

い
。こ

の
俳
句
の
背
後
に
は
豊
か
な
日
本

の
自
然
と
い
う
も
の
が
あ
る
し
、
そ
の

自
然
の
中
を
放
浪
し
て
歩
い
て
き
た
彼

の
人
生
と
い
う
も
の
が
滲
み
出
て
い
ま

す
。
こ
の
俳
句
を
英
訳
す
る
の
は
非
常

に
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
そ
の
場
合
は

自
然
的
景
観
と
い
う
も
の
を
背
後
に
お

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

高
浜
虚
子
の
﹁
虚
子
ひ
と
り
銀
河
と

共
に
西
へ
行
く
﹂
も
そ
う
で
、
こ
れ
は

宇
宙
の
中
の
自
分
と
い
う
捉
え
方
で
す
。

親
鸞
の
場
合
は
な
か
な
か
そ
う
は
い

か
な
い
。
阿
弥
陀
如
来
の
救
済
力
と
い

う
の
は
万
人
の
上
に
注
が
れ
る
も
の
で

す
が
、
そ
の
上
で
そ
の
救
済
の
力
は
自

分
だ
け
に
注
が
れ
る
と
い
う
自
覚
を
持

っ
て
﹁
親
鸞
一
人
の
た
め
﹂
と
言
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
は
自
然
的
な
要
因

と
い
う
の
は
あ
ま
り
出
て
こ
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
親
鸞
の
一
生
は
自じ

然ね
ん

法ほ
う

爾に

と
い
う
言
葉
で
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
自
然
の
中
で
生
き
て
い
く
と
い
う

こ
と
の
中
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

あ
る
い
は
そ
れ
は
、
﹁
自
然
﹂
の
代

わ
り
に
﹁
集
団
主
義
﹂
と
い
う
問
題
が

出
て
く
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
組
織
と
か
集
団

に
埋
没
し
て
し
ま
っ
た
ら
滅
私
奉
公
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
集
団
に
属
し

な
が
ら
集
団
と
と
も
に
生
き
て
い
く
、

そ
ん
な
人
間
観
を
こ
の
日
本
列
島
の
社

会
は
育
ん
で
き
た
面
も
あ
る
の
で
す
。

戦
後
、
私
た
ち
は
集
団
主
義
を
悪
い
こ

と
の
象
徴
の
よ
う
に
言
い
続
け
て
き
ま

し
た
が
、
日
本
人
の
集
団
主
義
は
良
質

な
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
集
団
主

義
は
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
で
受
け
取

ら
れ
る
場
合
が
非
常
に
多
い
。
も
ち
ろ

ん
そ
れ
も
あ
り
ま
す
が
、
決
し
て
そ
れ

だ
け
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。

第
三
の
教
育
軸
を
見
出
す

今
は
日
本
だ
け
で
は
な
く
世
界
の
先

進
国
で
も
﹁
無
宗
教
﹂
の
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。
宗
教
の
力
と
い
っ
て
も
そ



う
は
、
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
き
ま
し

た
。そ

れ
か
ら
戦
後
の
認
識
で
は
、
平
家

物
語
の
一
番
の
魅
力
は
合
戦
の
場
面
だ

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
冒
頭
の
﹁
祗
園

精
舎
の
鐘
の
声
　
諸
行
無
常
の
響
き
あ

り
﹂
と
い
う
の
は
非
常
に
仏
教
く
さ
い
、

抹
香
く
さ
い
話
だ
と
毛
嫌
い
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
平
家
物
語
の
本
当
の
す
ご

さ
は
、
こ
の
２
行
に
あ
る
ん
で
す
。

祗
園
精
舎
の
鐘
の
声

諸
行
無
常
の
響
き
あ
り

先
程
言
っ
た
、
人
生
に
永
遠
な
る
も

の
は
一
つ
も
な
い
と
い
う
考
え
方
、
根

本
原
理
で
す
。
人
間
の
運
命
と
か
地
上

世
界
の
運
命
に
つ
い
て
無
常
だ
と
言
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。

個
々
の
合
戦
場
面
に
お
け
る
個
々
の

人
間
た
ち
の
運
命
は
個
性
的
に
描
か
れ

て
い
て
、
そ
れ
は
非
常
に
魅
力
的
で
は

あ
り
ま
す
が
、
個
々
の
人
間
た
ち
の
運

命
の
上
を
さ
ら
に
普
遍
的
に
吹
い
て
い

る
の
が
無
常
の
風
だ
、
と
い
う
構
造
に

な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
こ
を
教
え
ら

れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
人

に
宗
教
感
覚
を
教
え
な
か
っ
た
と
同
じ

こ
と
だ
っ
た
。

能
の
世
界
、
歌
舞
伎
の
世
界
、
全
部

通
し
て
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
い
か
に
生
き
残
る
か
、
生
き
延
び

る
か
、
そ
れ
だ
け
し
か
関
心
が
な
か
っ

た
。
だ
か
ら
結
果
と
し
て
偏
向
教
育
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

延
命
治
療
と
か
の
発
想
は
、
そ
こ
か

ら
出
て
く
る
の
で
す
。
延
命
治
療
の
結

果
、
終
末
期
の
人
間
が
ど
れ
だ
け
不
幸

な
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
か
、
老
人
ホ

ー
ム
に
行
け
ば
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
よ
。

生
き
る
屍
の
状
態
に
放
置
さ
れ
る
よ
う

な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
今
の

社
会
シ
ス
テ
ム
は
介
護
の
手
立
て
を
失

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

人
生
80
年
に
な
っ
た
ら
も
う
死
に
支

度
な
ん
で
す
よ
。
今
、
私
は
77
歳
で
す

け
ど
そ
ろ
そ
ろ
死
に
支
度
の
年
代
に
入

っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
80
歳
を
過

ぎ
た
か
ら
今
度
は
90
、
１
０
０
歳
だ
と

い
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
前

に
死
に
支
度
の
年
代
だ
と
い
う
こ
と
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う

声
が
ど
こ
か
ら
も
聞
こ
え
て
こ
な
い
。

お
か
し
な
世
の
中
で
す
。

﹁
死
を
思
え
　M

e
m
e
n
to

M
o
ri

﹂
と

い
う
の
は
中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い

て
主
要
な
課
題
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
日

本
に
お
い
て
も
そ
う
で
し
た
。
近
代
は

﹁
死
を
思
え
﹂
と
い
う
こ
と
を
否
定
し

た
時
代
で
す
。
中
世
時
代
に
お
い
て
は

人
生
は
50
年
。
人
生
50
年
時
代
に
お
け

る
﹁
死
を
思
え
﹂
と
、
今
の
人
生
80
年

時
代
の
﹁
死
を
思
え
﹂
と
い
う
の
は
違

う
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
そ
れ
が
ど

う
違
う
の
か
、
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な

い
、
そ
こ
で
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
決
ま

る
わ
け
で
す
。

てR
e
sp
e
c
t

︵
尊
重
す
る
︶
と
い
う
こ

と
が
大
切
だ
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
か
な
り
い
い

線
を
い
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
や
っ
て
日

本
の
大
和
言
葉
は
少
し
ず
つ
国
際
語
化

し
て
い
く
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
相
互
に

努
力
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
外
国

人
に
も
考
え
て
も
ら
わ
な
く
て
は
い
け

な
い
し
、
我
々
も
積
極
的
に
伝
え
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
れ
な
の
に
日
本
人
の
エ
リ
ー
ト
た

ち
は
、
横
文
字
を
持
っ
て
き
て
説
明
し

た
が
る
癖
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
大
和
言

葉
を
転
用
す
る
な
ん
て
ま
っ
た
く
考
え

な
い
。
こ
れ
で
は
Ｅ
Ｕ
官
僚
に
勝
て
る

わ
け
が
な
い
で
す
よ
。

逆
に
こ
ち
ら
か
ら
こ
う
い
う
尺
度
が

あ
り
ま
す
よ
と
発
信
し
て
い
っ
て
、
１

つ
の
土
俵
の
上
に
２
つ
の
尺
度
を
持
ち

出
す
こ
と
が
大
切
。
こ
れ
も
よ
く
言
っ

て
い
る
ん
で
す
が
、
あ
ま
り
共
感
し
て

く
れ
る
人
が
い
ま
せ
ん
ね
。

ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
（W

angariM
uta
M
aathai

）

１
９
４
０
年
ケ
ニ
ア
出
身
の
女
性
環
境
保
護
活
動
家
。

ナ
イ
ロ
ビ
大
学
初
の
女
性
教
授
。
２
０
０
４
年
に

「
持
続
可
能
な
開
発
、
民
主
主
義
と
平
和
へ
の
貢
献
」

に
よ
り
、
環
境
分
野
の
活
動
家
と
し
て
は
史
上
初
、

ア
フ
リ
カ
人
女
性
と
し
て
も
史
上
初
の
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
し
た
。
２
０
０
５
年
の
京
都
議
定
書
関

連
行
事
出
席
の
た
め
来
日
し
た
際
、
日
本
語
の
「
も

っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
感
銘
を
受
け
、

世
界
に
発
信
し
て
い
る
。

和
魂
洋
才

二
項
対
立
的
な
思
考
に
は
良
い
面
と

悪
い
面
が
あ
り
ま
す
が
、
西
に
対
し
て
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﹁
も
っ
た
い
な
い
﹂
と

﹁
は
ら
は
ち
ぶ
﹂

こ
れ
か
ら
は
、
も
っ
と
大
和
言
葉
を

大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
カ
タ

カ
ナ
で
表
記
し
始
め
る
と
そ
れ
が
誤
魔

化
し
に
つ
な
が
り
ま
す
。
カ
タ
カ
ナ
で

書
く
の
は
、
本
質
を
隠
蔽
す
る
た
め
だ

と
思
い
ま
す
。
日
本
の
役
人
は
す
ぐ
カ

タ
カ
ナ
を
使
い
た
が
り
ま
す
が
。

カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
と
か
キ
ャ

ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ト
レ
ー
ド
と
か
い
う

言
葉
で
、
C
O
2

の
排
出
量
を
中
期
目

標
が
何
％
、
長
期
目
標
が
何
％
と
か
や

っ
て
い
る
。
こ
れ
を
本
来
の
言
葉
の
意

味
に
戻
せ
ば
、
み
ん
な
金
の
取
引
の
問

題
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と

で
緑
の
革
命
な
ん
て
も
た
ら
す
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
一
つ

と
っ
て
も
解
決
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
す

べ
て
の
外
交
、
政
治
交
渉
は
、
お
金
の

取
引
を
や
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。

水
だ
っ
て
そ
ん
な
取
引
で
解
決
で
き

る
の
か
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ

の
水
の
量
は
４
対
１
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
対
立
は
ど
う
や
っ
て
解

消
で
き
る
の
か
。
ク
ロ
ー
ン
人
間
も
そ

う
で
す
よ
ね
。
こ
れ
を
人
造
人
間
と
は

誰
も
言
わ
な
い
。
だ
か
ら
カ
タ
カ
ナ
に

は
注
意
が
必
要
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
ひ
ら
が
な
は
、
我
々

の
心
意
に
と
っ
て
誤
魔
化
し
が
な
い
。

﹁
も
っ
た
い
な
い
﹂﹁
は
ら
は
ち
ぶ
﹂
な

ど
は
ひ
ら
が
な
で
書
く
。
﹁
は
ら
は
ち

ぶ
﹂
は
漢
字
で
も
書
き
ま
す
け
ど
本
来

は
ひ
ら
が
な
で
い
い
ん
で
す
。
最
近

﹁
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
﹂
と
カ
タ
カ
ナ
で
書

く
人
が
出
て
き
ま
し
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ

胡
散
臭
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
ね
。
大
和
言
葉
礼
賛
に
聞
こ
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
で
は
な

く
て
大
和
言
葉
は
正
直
で
誰
に
で
も
わ

か
る
か
ら
い
い
ん
で
す
。

﹁
も
っ
た
い
な
い
﹂
と
か
﹁
は
ら
は

ち
ぶ
﹂
の
中
に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
と

か
い
ろ
ん
な
大
事
な
要
素
が
入
っ
て
い

ま
す
よ
ね
。
そ
れ
を
私
た
ち
は
豊
か
に

な
っ
た
こ
と
で
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

記
憶
を
蘇
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
、
新
た
に
獲
得
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
事
柄
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

最
近
の
こ
と
で
い
え
ば
、
ケ
ニ
ア
の

マ
ー
タ
イ
さ
ん
は
﹁
も
っ
た
い
な
い
﹂

の
考
え
方
に
感
動
さ
れ
て
、
最
初
こ
れ

を
﹁
３
Ｒ
﹂
と
い
う
言
葉
に
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
い
わ
ばR

e
d
u
c
e

︵
消
費
の

抑
制
︶
、R

e
u
s
e

︵
再
使
用
︶
、

R
e
c
y
c
le

︵
資
源
の
再
利
用
︶
で
す
。

こ
こ
ま
で
は
理
解
で
き
る
ん
で
す
。
だ

か
ら
マ
ー
タ
イ
さ
ん
も
そ
う
言
っ
て
い

た
。
だ
け
ど
私
は
そ
れ
だ
け
で
は
足
り

な
い
と
思
っ
て
い
た
。
﹁
も
っ
た
い
な

い
﹂
の
も
っ
と
も
大
事
な
価
値
観
は
伝

え
ら
れ
て
い
な
い
、
と
。

そ
の
声
が
聞
こ
え
た
か
ど
う
か
知
り

ま
せ
ん
が
、
最
近
で
は
第
４
の
Ｒ
と
し



東
の
価
値
観
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
の

価
値
観
と
ア
ジ
ア
の
価
値
観
、
と
い
っ

た
二
項
対
立
の
考
え
方
の
一
つ
ひ
と
つ

を
土
俵
の
上
に
載
せ
て
い
く
こ
と
が
必

要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
こ
と

を
日
本
の
知
識
人
は
や
っ
て
こ
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
西
田
幾
多
郎

の
哲
学
と
い
う
の
は
西
洋
の
哲
学
を
半

分
も
ら
っ
て
い
る
か
ら
、
デ
カ
ル
ト
の

哲
学
的
思
考
に
対
し
て
西
田
幾
多
郎
だ

け
で
は
二
項
対
立
に
な
ら
な
い
。
そ
う

い
う
と
き
の
二
項
対
立
の
出
し
方
の
思

考
訓
練
が
、
そ
も
そ
も
で
き
て
い
な
い

と
い
う
の
が
難
し
い
の
で
し
ょ
う
ね
。

一
神
教
対
多
神
教
と
い
う
対
立
軸
は

あ
り
ま
す
が
、
今
や
そ
の
枠
組
み
だ
け

で
議
論
す
る
段
階
で
は
な
い
で
す
ね
。

第
三
の
道
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
ま
で
は
、
そ
ん
な
こ
ん
な
で
試
行

錯
誤
を
重
ね
て
き
た
わ
け
で
す
。
だ
け

ど
も
う
、
そ
う
は
い
か
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
方
法
と
し
て
は
近
代
的
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
伝
統
的
な
価
値
観
に

基
づ
い
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
補
う
以

外
な
い
状
況
で
す
ね
。
そ
れ
ぞ
れ
全
然

違
っ
た
価
値
観
を
持
っ
て
い
る
シ
ス
テ

ム
で
す
か
ら
、
い
い
と
こ
ど
り
だ
け
で

は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
だ
と
も
思
い

ま
す
。

考
え
て
み
れ
ば
日
本
は
和
魂
洋
才
、

和
魂
漢
才
と
い
う
方
法
で
そ
れ
を
や
っ

て
き
た
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
昭
和
20

年
以
降
に
な
っ
て
そ
の
﹁
和
魂
﹂
が
消

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
和
魂
を
ど

う
回
復
す
る
か
と
い
う
段
階
に
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
い
い
と
こ
ど

り
で
は
な
く
て
、
も
と
も
と
和
魂
が
な

け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
和
魂
の

上
に
外
部
か
ら
く
る
文
明
を
位
置
づ
け

て
い
く
、
あ
る
い
は
軌
道
修
正
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

一
番
厳
し
い
の
は
、
気
が
つ
い
た
ら

和
魂
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
私
は
電
車
に
乗
る
と
、

若
者
た
ち
に
対
し
て
毎
日
不
快
な
思
い

を
し
ま
す
。
い
つ
の
間
に
こ
ん
な
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
。
い
っ
ぺ
ん
終

末
ま
で
い
か
な
け
れ
ば
直
ら
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
は
仙
台
に
い
た
と
き
に
地
震
で
２

週
間
の
断
水
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
そ

の
と
き
に
水
の
有
り
難
さ
が
ど
れ
だ
け

の
も
の
か
わ
か
り
ま
し
た
。
一
週
間
目

で
干
上
が
っ
て
し
ま
う
。
渇
水
期
が
続

い
て
水
が
飲
め
な
く
な
る
と
い
っ
た
、

そ
う
い
う
目
に
遭
わ
な
い
と
、
我
々
日

本
人
は
だ
め
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
世

紀
は
大
災
害
の
世
紀
で
し
ょ
う
か
ら
、

必
ず
そ
う
い
う
瞬
間
が
き
ま
す
よ
。
そ

の
と
き
に
我
々
世
代
が
危
機
に
対
処
す

る
生
活
の
モ
デ
ル
を
示
せ
る
か
ど
う
か

と
い
う
の
は
、
大
き
な
問
題
で
す
ね
。

阪
神
で
被
災
さ
れ
た
人
た
ち
は
若
く

て
も
、
水
に
苦
労
し
た
り
お
互
い
に
助

け
合
っ
た
経
験
を
し
て
い
ま
す
。
そ
う

い
う
経
験
と
い
う
の
は
記
憶
に
深
く
刻

ま
れ
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
ぎ
り
ぎ
り

の
と
こ
ろ
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
た
人
た

55 共生とは何か

ち
が
こ
れ
か
ら
核
に
な
っ
て
い
く
の
か

な
と
も
思
い
ま
す
。
た
だ
問
題
は
そ
れ

が
継
承
さ
れ
る
か
ど
う
か
で
す
。
だ
か

ら
、
こ
れ
は
言
い
続
け
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
な
ん
で
す
。

死
を
思
え

死
ぬ
と
き
は
、
み
ん
な
﹁
ひ
と
り
﹂

な
の
で
す
。
西
洋
世
界
で
あ
ろ
う
と
ア

ジ
ア
世
界
で
あ
ろ
う
と
、
貧
乏
人
も
金

持
ち
も
死
ぬ
と
き
は
ひ
と
り
で
す
。
ひ

と
り
で
生
ま
れ
て
ひ
と
り
で
死
ん
で
い

く
。
そ
の
と
き
同
伴
者
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
何
と
組
む
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
自
然
の
中
で
死
ん
で
ゆ
く
か
、
自

然
と
切
り
離
さ
れ
た
形
で
死
ん
で
ゆ
く

か
。今

、
世
界
は
空
調
時
代
に
入
り
ま
し

た
。
こ
れ
だ
け
温
暖
化
の
時
代
に
な
る

と
空
調
な
し
で
は
一
日
も
寝
ら
れ
な
い
。

空
調
な
ん
か
使
わ
な
い
と
い
う
人
間
が

ひ
と
り
ぐ
ら
い
い
て
も
い
い
と
思
い
ま

す
が
、
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
よ
ね
。

日
本
の
空
調
産
業
企
業
の
幹
部
社
員

研
修
で
話
を
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
支
店
長
や
社
長

ク
ラ
ス
の
人
た
ち
に
ひ
と
と
お
り
日
本

人
の
自
然
観
を
話
し
た
後
、
最
後
に
こ

う
い
う
質
問
を
し
た
ん
で
す
。

あ
な
た
は
臨
終
の
と
き
に
、
空
調
の

効
い
た
清
潔
で
近
代
的
な
病
室
で
最
後

を
迎
え
た
い
か
、
あ
る
い
は
自
然
の
中

で
多
少
は
蒸
し
暑
い
か
も
し
れ
な
い
け

し
空
調
の
文
化
と
自
然
の
文
化
を
両
方

考
え
て
い
き
、
そ
こ
で
第
三
の
道
を
発

見
し
よ
う
と
す
る
の
が
こ
れ
か
ら
の
生

き
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

多
く
の
人
は
、
そ
の
矛
盾
に
必
ず
し

も
気
が
つ
い
て
な
い
。
そ
れ
は
不
思
議

で
す
よ
ね
。
み
な
さ
ん
言
わ
れ
て
ハ
ッ

と
し
て
い
る
。

死
ぬ
と
き
に
感
謝
の
言
葉
が
出
た
ら
、

最
高
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
﹁
あ
り
が
と

う
﹂
っ
て
。

で
も
、
空
調
が
効
い
た
部
屋
で
管
に

つ
な
が
れ
た
ま
ま
最
期
を
迎
え
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
﹁
あ
り
が
と
う
﹂
と
は
な

か
な
か
言
え
な
い
で
す
ね
。

死
ぬ
と
き
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
、

﹁
共
生
﹂
と
い
う
言
葉
を
考
え
る
と
き

に
そ
の
考
え
を
深
め
て
く
れ
る
こ
と
に

な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

﹁
共
生
﹂
と
い
う
言
葉
を
徹
底
的
に
考

え
抜
く
と
い
う
こ
と
は
、
決
し
て
抽
象

的
な
こ
と
、
大
げ
さ
な
こ
と
で
は
な
く
、

自
身
の
生
と
死
に
密
接
に
か
か
わ
る
問

題
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

ど
自
然
の
風
に
あ
た
り
、
鳥
の
声
を
聞

い
た
り
川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
を
聞
い
た

り
し
な
が
ら
最
期
を
迎
え
た
い
か
、
ど

ち
ら
を
選
び
ま
す
か
と
。
み
ん
な
戸
惑

っ
た
顔
を
し
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
の
人
が
自
然
の
中
で
死
に
た
い
と

答
え
ま
し
た
。

自
ら
の
仕
事
に
真
面
目
に
取
り
組
み

な
が
ら
も
、
そ
こ
ま
で
考
え
て
い
な
い

有
能
な
企
業
人
と
い
う
も
の
に
、
私
は

か
え
っ
て
胸
を
つ
か
れ
ま
し
た
。

結
局
、
自
然
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
組
む
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
﹁
空

調
が
あ
れ
ば
い
い
﹂
、
そ
の
よ
う
に
言

う
人
は
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
点
で
も
、

川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
と
い
う
の
は
い
い

で
す
よ
。
方
丈
記
の
﹁
行
く
川
の
流
れ

は
絶
え
ず
し
て
﹂
か
ら
美
空
ひ
ば
り
さ

ん
の
﹁
川
の
流
れ
の
よ
う
に
﹂
ま
で
、

水
と
水
の
流
れ
と
い
う
の
は
大
事
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
我
々
は
空
調
や
近
代
的

な
設
備
の
お
か
げ
で
快
適
な
生
活
を
送

っ
て
い
る
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
95
％

は
そ
の
お
か
げ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

感
謝
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
し
か
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大熊孝
おおくまたかし

大熊河川研究室＆ＮＰＯ新潟水辺の会

1942年生まれ。1974年、東京大学大学院工学系研究科博士
課程修了。工学博士。新潟大学助手となり、2008年に新潟
大学工学部名誉教授。専門は河川工学、土木史。NPO法人
「新潟水辺の会」代表。水郷水都全国会議開催、自主映画
「阿賀に生きる」制作などに取り組む。

主な著書に『技術にも自治があるー治水技術の伝統と近代
ー』（農山漁村文化協会 2004）、『洪水と治水の河川史』
（平凡社 2007増補）、『川辺の民主主義』（ロシナンテ社
2008）ほか

共
生
で
、

心
と
身
体
が
鍛
え
ら
れ
る

川
と
か
自
然
と
本
当
に
共
生
し
て
い

る
人
間
は
、
結
局
、
心
も
体
も
鍛
え
ら

れ
て
い
る
ん
で
す
。﹁
阿
賀
に
生
き
る
﹂

と
い
う
映
画
を
つ
く
っ
て
い
る
と
き
に
、

そ
れ
を
す
ご
く
感
じ
ま
し
た
。
新
潟
水

俣
病
の
患
者
で
80
歳
を
過
ぎ
た
お
爺
さ

ん
が
、
確
か
に
神
経
症
を
患
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
一
方
で
平
気
で
お
餅
を
つ

い
た
り
、
す
ご
い
肉
体
な
ん
で
す
よ
。

ま
た
、
自
然
と
つ
き
合
う
と
い
う
こ

と
は
、
非
常
に
慎
ま
し
い
。
川
や
自
然

を
収
奪
し
て
自
分
た
ち
の
命
が
あ
る
こ

と
を
、
彼
ら
は
明
確
に
知
っ
て
い
る
ん

で
す
。

技術にも自治がある
自然と折り合いをつけて共生していく技術

大熊孝さんは、

新潟で自然や川と共生する人たちと

親しく交わってきました。

「阿賀に生きる」という自主制作映画には、

彼らの姿が記録されています。

自然や川と共生することで、

心も体も鍛えられると実感を深め、

川の再生のためには、

自然や川と共生していた時代に持っていた

慎ましさが必要、と警鐘を鳴らします。

ま
っ
た
く
平
凡
な
農
民
漁
民
の
人
た

ち
が
、
自
然
と
ど
う
つ
き
合
っ
た
ら
い

い
か
と
い
う
こ
と
を
、
い
わ
ば
仙
人
や

哲
学
者
の
よ
う
に
知
っ
て
い
る
。
そ
の

上
で
肉
体
も
し
っ
か
り
と
自
然
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
て
い
る
ん
だ
、
と
い
う
こ

と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
自
然
と
共
生
す
る
こ
と

が
ど
う
い
う
こ
と
か
は
っ
き
り
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
肉
体
と
精
神
の

両
方
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
鍛
え
ら
れ
る

の
だ
と
実
感
し
ま
す
。

私
は
、
よ
く
岩
塚
小
学
校
（
新
潟
県
長

岡
市
、
今
は
統
合
で
廃
校
）
の
校
歌
の
話
を

し
ま
す
。
信
濃
川
の
支
流
、
渋
海

し

ぶ

み

川
の

ほ
と
り
、
久
保
田
を
つ
く
っ
て
い
る
朝

日
酒
造
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
ま
す
。

校
歌
の
二
番
が
、

青
田
を
潤
す
川
瀬
の
水
も

時
に
は
溢
れ
て
里
人
た
ち
の

た
わ
ま
ぬ
力
を
鍛
え
て
く
れ
る

我
ら
も
進
ん
で
仕
事
に
あ
た
る

心
と
体
を
つ
く
ろ
う
　
と
も
に

肝属川支川串良川川原園井堰（鹿児島）「週刊金曜日｣No.253 1999年2月5日より　英伸三氏撮影
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我
々
現
代
人
は
、
な
ん
と
さ
も
し
い
、

意
地
汚
い
人
間
だ
と
も
思
い
ま
し
た
。

そ
の
上
、
肉
体
も
衰
え
て
い
る
。

川
と
共
生
す
る
と
か
、
自
然
と
共
生

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
が
体

も
心
も
鍛
え
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
。

先
程
の
校
歌
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思

う
。
今
後
は
こ
う
い
う
人
間
は
い
な
く

な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

現
代
人
で
あ
る
我
々
は
、
自
然
と
ま

っ
た
く
共
生
し
て
い
な
い
の
で
、
肉
体

も
衰
え
て
き
て
い
る
し
、
自
然
を
す
べ

て
収
奪
し
て
し
ま
っ
て
も
な
ん
と
も
思

わ
な
い
精
神
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。例

え
ば
、
阿
賀
野
川
。
川
を
完
全
に

発
電
の
た
め
だ
け
の
流
れ
に
し
て
し
ま

っ
て
、
こ
ん
な
川
の
使
い
方
を
な
ぜ
許

し
た
の
か
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
の
鹿
瀬

ダ
ム
に
よ
る
電
力
を
使
っ
た
昭
和
電
工

が
、
水
俣
病
を
引
き
起
こ
し
た
わ
け
で

す
。

上
が
れ
て
い
ま
し
た
が
、
増
設
し
て
か

ら
は
全
然
上
が
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

こ
の
信
濃
川
沿
い
に
は
飯
山
線
と
い

う
Ｊ
Ｒ
の
鉄
道
が
あ
っ
て
、
信
濃
川
の

電
力
が
山
手
線
な
ど
都
心
の
電
車
を
動

か
す
の
に
役
立
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
れ
が
デ
ィ
ー
ゼ
ル
な
ん
で
す
。

増
設
す
る
と
き
に
、
ま
ず
飯
山
線
の

電
化
が
優
先
だ
と
言
っ
て
く
れ
て
い
た

ら
、
私
も
少
し
は
田
中
角
栄
さ
ん
を
尊

敬
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
。

地
球
温
暖
化
が
進
め
ば
、
ど
う
し
て

も
今
の
生
活
は
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

う
で
し
ょ
う
か
ら
、
ま
た
元
に
戻
る
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
た
ぶ
ん
、
あ
と
50

年
し
た
ら
人
口
も
８
０
０
０
万
人
く
ら

57 技術にも自治がある

こ
の
歌
詞
が
す
ご
い
の
で
す
。
川
は

溢
れ
る
も
の
で
、
溢
れ
る
こ
と
が
我
々

の
肉
体
と
精
神
を
と
も
に
つ
く
っ
て
く

れ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
歌
わ
れ

て
い
る
ん
で
す
。

こ
の
歌
と
﹁
阿
賀
に
生
き
る
﹂
と
い

う
映
画
の
登
場
人
物
と
が
、
や
っ
と
最

近
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
と
重

な
っ
て
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

映
画
で
は
、
遠
藤
武
さ
ん
と
い
う
人

に
木
造
船
を
つ
く
っ
て
も
ら
っ
た
ん
で

す
。
水
俣
病
に
な
っ
て
20
年
以
上
船
を

つ
く
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
こ

の
映
画
の
た
め
に
久
し
ぶ
り
に
一
艘
つ

く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
谷
川
さ
ん
と
い
う
方
が
若

い
こ
ろ
や
っ
て
い
た
鈎

か
ぎ

流
し
と
い
う
漁

法
も
紹
介
し
ま
し
た
。
竿
の
先
に
フ
ッ

ク
が
つ
い
て
い
て
、
そ
れ
を
流
し
な
が

ら
鮭
が
い
た
ら
引
っ
か
け
る
漁
法
で
す
。

こ
れ
は
熟
練
し
な
け
れ
ば
鮭
が
捕
れ
な

い
。
網
で
一
網
打
尽
に
す
る
の
と
は
違

い
、
自
分
の
技
が
上
達
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
収
獲
が
増
え
る
。
全
部
捕
り
尽
く

す
こ
と
も
な
い
。
鮭
が
上
流
ま
で
上
っ

て
熊
の
餌
に
な
る
よ
う
な
こ
と
ま
で
含

め
て
、
ま
さ
に
共
生
し
て
い
る
技
術
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

彼
ら
は
自
然
と
ど
う
つ
き
合
っ
た
ら

い
い
か
を
、
身
を
も
っ
て
知
っ
て
い
る

ん
で
す
。
こ
の
映
画
を
見
て
、
彼
ら
と

つ
き
合
っ
て
み
て
、
み
ん
な
哲
学
者
な

ん
だ
な
あ
、
と
い
う
感
じ
を
受
け
ま
し

た
。
逆
に
自
然
と
共
生
し
て
い
な
い

で
な
く
、
そ
の
地
域
の
人
間
も
視
野
に

入
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
中
央
の
発
展

の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
。

同
じ
こ
と
が
信
濃
川
に
も
い
え
ま
す
。

信
濃
川
の
中
流
部
で
、
長
野
か
ら
新
潟

に
行
く
と
こ
ろ
は
急
勾
配
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
利
用
し
て
発
電
し
て
い

る
ん
で
す
。
水
力
発
電
と
し
て
は
年
間

発
電
量
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
佐
久
間

ダ
ム
に
次
ぐ
発
電
量
で
す
。
西
大
滝
ダ

ム
が
東
京
電
力
で
、
宮
中
ダ
ム
が
Ｊ
Ｒ

東
日
本
で
す
。
宮
中
ダ
ム
は
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
消
費
電
力
量
の
25
％
を
ま
か
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
水
を
取
っ
て
し
ま

う
の
で
川
が
カ
ラ
カ
ラ
に
な
っ
て
、
夏

は
水
温
が
30
度
を
越
え
て
し
ま
う
か
ら
、

魚
な
ど
の
生
物
は
棲
め
ま
せ
ん
。

１
９
９
０
年
︵
平
成
２
︶

に
取
水
量
を

毎
秒
１
５
０
k
増
や
し
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
は
１
７
０
k
で
ま
だ
鮭
も
少
し
は

ダ
ム
に
は
階
段
状
の
魚
道
が
あ
る
ん

で
す
が
、
こ
ん
な
も
の
で
魚
が
遡
上
で

き
る
わ
け
が
な
い
。
そ
ん
な
状
態
で
平

然
と
し
て
い
た
、
そ
う
い
う
我
々
の
近

代
精
神
と
い
う
も
の
は
、
も
う
自
然
と

も
川
と
も
共
生
す
る
意
思
は
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

一
方
、
一
時
、
市
場
社
会
へ
の
不
満

を
持
つ
人
を
惹
き
つ
け
た
社
会
主
義
も
、

計
画
経
済
を
推
進
し
た
点
で
は
戦
後
日

本
と
同
じ
で
、
自
然
か
ら
収
奪
す
る
と

い
う
こ
と
が
重
要
課
題
で
し
た
。
そ
れ

ま
で
は
自
然
が
無
限
大
に
大
き
く
て
、

我
々
が
何
を
し
て
も
大
丈
夫
だ
と
い
う

思
い
込
み
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
産
業
革
命
と
い
う
よ
り
も
20
世
紀

に
入
っ
て
か
ら
そ
の
傾
向
が
強
く
な
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

会
津
と
新
潟
を
結
ぶ
磐
越
西
線
と
い

う
阿
賀
野
川
に
沿
っ
た
鉄
道
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
電
化
さ
れ
て
な
い
ん
で
す

よ
。
で
す
か
ら
生
物
を
顧
み
な
い
だ
け

阿賀野川沿いに通るJR磐越
西線は電化されていない。
右：豊実ダムの魚道。
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湖

伊
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阿
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郷
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揚
川

滝

上
野
尻
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大津岐 檜枝岐



い
に
な
っ
て
、
も
う
一
度
共
生
と
い
う

こ
と
が
始
ま
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
い
ろ
ん
な
技
術
が
途
絶
え

て
い
ま
す
ね
。
私
の
世
代
以
降
は
そ
う

い
っ
た
共
生
の
技
術
が
な
い
の
で
、
あ

と
50
年
経
つ
と
切
れ
て
し
ま
っ
て
世
代

継
承
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

も
う
水
防
活
動
も
ま
っ
た
く
で
き
な

い
ん
で
す
。

壊
れ
な
い
堤
防
で
越
流
さ
せ
る

２
０
０
４
年
︵
平
成
16
︶

の
刈
谷
田
川

（
新
潟
県
）
の
水
害
の
事
例
で
は
、
人
家

の
密
集
し
た
と
こ
ろ
で
破
堤
し
た
の
で
、

50
軒
く
ら
い
民
家
が
壊
れ
て
し
ま
い
、

３
人
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

私
が
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
越
流
か

ら
10
分
ほ
ど
の
間
に
破
堤
し
て
し
ま
っ

た
よ
う
で
す
。
４
０
０
年
前
か
ら
あ
っ

た
お
寺
も
、
土
台
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
こ
の
場
所

は
４
０
０
年
間
破
堤
し
た
こ
と
が
な
か

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。
理
由
は
特

定
で
き
ま
せ
ん
が
、
昔
は
上
流
の
水
田

部
で
破
堤
し
て
い
た
の
が
上
流
の
堤
防

が
丈
夫
に
な
っ
た
た
め
に
破
堤
し
な
く

な
っ
た
の
で
、
こ
こ
が
破
堤
し
た
と
い

う
よ
う
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
破
堤

し
た
側
の
対
岸
に
麻
袋
が
そ
の
ま
ま
残

っ
て
い
て
、
土
嚢
さ
え
つ
く
れ
な
か
っ

た
ん
で
す
ね
。

越
流
だ
け
だ
っ
た
ら
、
破
堤
さ
え
し

な
け
れ
ば
被
害
は
小
さ
い
の
で
す
。
福

井
の
事
例
で
は
両
岸
が
溢
れ
て
、
オ
ー

バ
ー
フ
ロ
ー
し
て
か
ら
95
分
で
破
堤
し

て
い
ま
す
が
、
全
壊
な
し
で
半
壊
が
３

件
で
す
。
床
上
10
cm
か
ら
20
cm
の
氾
濫

水
で
あ
れ
ば
、
寝
た
き
り
の
老
人
で
も

死
ぬ
こ
と
は
な
い
ん
で
す
。

新
潟
の
五
十
嵐
川
で
は
天
井
ま
で
水

が
き
て
、
寝
た
き
り
の
人
が
９
人
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
階
段
途
中
ま
で
逃
げ

て
亡
く
な
っ
て
い
た
り
地
獄
絵
図
で
す
。

破
堤
す
る
に
し
て
も
ゆ
っ
く
り
破
堤
す

れ
ば
氾
濫
量
も
少
な
く
て
天
井
ま
で
こ

な
く
て
す
む
の
に
、
今
は
そ
う
い
う
考

え
が
全
然
な
い
の
で
す
。
計
画
高
水
位

を
超
え
ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
国
交
省

の
考
え
だ
け
で
治
水
計
画
が
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

越
流
の
時
間
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

よ
う
な
工
事
の
仕
方
を
、
私
は
ず
っ
と

提
唱
し
て
い
る
の
で
す
が
、
ダ
ム
と
の

関
係
の
中
で
、
堤
防
強
化
に
関
し
て
は
、

ほ
と
ん
ど
国
交
省
は
目
を
向
け
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
ダ
ム
を
つ
く
り
た
い
。
ダ
ム

を
前
提
と
す
る
治
水
計
画
で
は
、
堤
防

を
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
す
る
と
い
う
考
え

は
な
く
、
計
画
高
水
ま
で
と
い
う
議
論

で
し
か
な
い
で
す
。

松
江
の
宍
道
湖
と
中
海
の
間
に
大
橋

川
と
い
う
川
が
あ
っ
て
、
そ
の
両
岸
に

旅
館
な
ど
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
こ
に
堤

防
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
計
画
が
今
進
ん

で
い
ま
す
。

両
岸
に
高
い
堤
防
が
で
き
る
と
景
観

が
壊
れ
ま
す
。
私
は
こ
こ
で
は
堤
防
を

つ
く
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
と
言
っ
て
い

ま
す
。
上
流
に
ダ
ム
が
で
き
て
、
斐
伊

川
放
水
路
と
い
う
の
が
で
き
て
、
安
全

度
が
上
が
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
20
年

や
30
年
様
子
を
見
て
か
ら
で
も
い
い
じ

ゃ
な
い
か
っ
て
言
っ
て
い
る
の
で
す
。

ド
イ
ツ
・
ケ
ル
ン
で
は
、
日
本
に
い

て
わ
か
る
だ
け
で
、
30
年
間
に
６
回
も

水
害
に
あ
っ
て
い
る
の
に
大
き
な
堤
防

を
つ
く
ら
な
い
で
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。

日
本
の
他
の
地
域
の
水
害
は
、
急
激

に
き
て
破
堤
し
て
、
土
砂
が
家
の
中
に

溜
ま
る
よ
う
な
こ
と
が
多
い
で
す
。
し

か
し
松
江
は
宍
道
湖
が
あ
る
の
で
、
土

砂
が
沈
澱
し
て
、
き
れ
い
な
水
が
ゆ
っ

く
り
上
が
る
ん
で
す

実
は
大
橋
川
の
改
修
と
上
流
の
尾
原

ダ
ム
、
神
戸
川
の
斐
伊
川
放
水
路
は
３

点
セ
ッ
ト
で
、
こ
こ
の
土
地
を
買
収
す

る
の
に
松
江
の
人
も
痛
み
を
分
か
ち
あ

う
と
い
う
条
件
で
応
じ
た
こ
と
な
の
で
、

や
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
気
が
す
ま
な

い
と
い
う
の
が
出
雲
側
の
人
の
主
張
の

よ
う
で
す
。

た
だ
し
、
神
戸
川
は
二
級
河
川
だ
っ

た
の
で
す
が
、
放
水
路
を
つ
く
る
こ
と

で
一
級
河
川
に
な
っ
て
工
事
が
急
速
に

進
み
、
大
幅
に
安
全
度
が
上
が
り
ま
し

た
。
で
す
か
ら
出
雲
の
ほ
う
も
メ
リ
ッ

ト
は
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、

松
江
は
し
ば
ら
く
様
子
を
見
て
も
い
い

58
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の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
放
水
路
で
全
洪
水
の
う

ち
の
何
割
を
捨
て
る
の
か
が
明
確
に
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。
捨
て
す
ぎ
る
と
宍
道

湖
の
生
態
系
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
、

ど
れ
く
ら
い
捨
て
て
、
ど
れ
く
ら
い
湖

に
入
れ
る
の
か
を
、
生
態
系
と
水
害
を

考
慮
し
な
が
ら
決
め
な
く
て
は
い
け
な

い
と
私
は
提
言
し
て
い
ま
す
。
松
江
の

自
治
会
の
７
割
は
反
対
な
ん
で
す
が
、

そ
れ
で
も
国
交
省
は
や
る
と
い
っ
て
い

ま
す
。

問
題
な
の
が
斐
伊
川
放
水
路
。
分
派

点
の
放
水
路
側
に
し
か
分
流
堰
が
な
い

こ
と
で
す
。
本
川
側
に
も
な
い
と
計
画

ど
お
り
に
分
派
で
き
な
い
の
で
す
。
普

通
、
分
派
点
に
は
必
ず
２
つ
分
流
堰
が

あ
っ
て
、
は
じ
め
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
る
ん
で
す
。
越
後
平
野
の
川
の
分
派

点
は
４
カ
所
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
は

す
べ
て
分
流
堰
が
両
側
に
あ
る
。
斐
伊

川
放
水
路
の
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
、

将
来
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
が
現
状
で

は
斐
伊
川
放
水
路
側
に
し
か
計
画
が
な

い
。も

う
１
カ
所
、
分
流
堰
が
な
い
の
が

利
根
川
で
す
。
江
戸
川
分
派
点
は
江
戸

川
の
ほ
う
に
だ
け
あ
っ
て
本
川
に
は
な

い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
分
派
量
は
実
質

毎
秒
１
万
k
ク
ラ
ス
の
洪
水
で
、
江
戸

川
に
は
20
％
程
し
か
い
か
な
い
。
計
画

上
は
４
割
で
す
。
計
画
ど
お
り
の
洪
水

が
き
た
ら
、
恐
ら
く
下
流
は
ひ
ど
い
水

害
に
な
り
ま
す
よ
。
利
根
川
に
な
ぜ
つ

く
ら
な
い
の
か
と
私
は
思
う
の
で
す
が
、

利
根
川
の
整
備
計
画
な
ど
は
何
も
議
論

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

な
ぜ
こ
う
い
う
構
造
が
で
き
た
か
と

い
う
と
、
や
は
り
足
尾
鉱
毒
事
件
か
ら

で
す
ね
。
こ
の
事
件
で
鉱
毒
を
含
ん
だ

水
が
流
れ
込
ま
な
い
よ
う
に
、
江
戸
川

の
ほ
う
だ
け
に
つ
く
っ
て
あ
る
と
い
う

の
が
私
の
見
方
で
す
。

斐
伊
川
で
も
同
様
に
な
る
で
し
ょ
う
。

川
辺
川
ダ
ム
や
八
ッ
場
ダ
ム
、
第
十
堰

は
棚
上
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
。

雨
量
が
不
規
則
に
な
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
、

基
本
高
水
を
見
直
そ
う
と
い
う
議
論
の

と
き
に
新
し
い
デ
ー
タ
を
入
れ
て
み
ま

し
た
が
、
結
局
昔
ど
お
り
の
こ
と
が
多

い
ん
で
す
。
局
所
的
に
は
増
え
て
い
ま

す
が
、
流
域
全
体
と
し
て
は
そ
こ
ま
で

の
影
響
は
出
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。

基
本
高
水
（
き
ほ
ん
た
か
み
ず
）：

治
水
計
画
を
立

案
す
る
上
で
、
防
御
対
象
と
な
る
洪
水
を
時
間
変
化

で
表
現
し
た
も
の
。
計
画
降
雨
量
を
定
め
、
こ
れ
を

前
提
に
洪
水
流
出
モ
デ
ル
を
用
い
て
ハ
イ
ド
ロ
グ
ラ
フ

（
群
）
が
求
め
ら
れ
る
。

基
本
高
水
の
問
題
を
い
え
ば
、
今
現

在
の
治
水
計
画
は
、
利
根
川
も
信
濃
川

も
吉
野
川
も
石
狩
川
も
何
百
年
か
け
て

も
完
成
で
き
な
い
内
容
な
ん
で
す
。
利

根
川
も
信
濃
川
も
、
あ
と
10
個
以
上
ダ

ム
を
つ
く
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ

れ
な
の
に
清
津
川
ダ
ム
（
新
潟
県
）
も
中

止
し
ま
し
た
ね
。
不
可
能
な
ん
で
す
。

今
の
堤
防
は
そ
れ
な
り
に
高
く
な
っ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
上
高
く
し
て
そ

れ
が
破
堤
し
た
ら
、
そ
の
ほ
う
が
ひ
ど

い
被
害
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
な
ら
ば
今

の
堤
防
を
前
提
と
し
て
オ
ー
バ
ー
フ
ロ

ー
し
て
も
壊
れ
な
い
堤
防
を
つ
く
れ
ば

い
い
。
ミ
ッ
シ
シ
ッ
ピ
ー
川
や
長
江
の

よ
う
に
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し
た
ら
一
カ

月
も
続
く
よ
う
な
川
で
は
無
理
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
で
は
オ
ー
バ
ー
フ

ロ
ー
す
る
時
間
は
せ
い
ぜ
い
ピ
ー
ク
の

２
、
３
時
間
程
度
で
す
。

１
f
当
た
り
の
土
に
３
o
か
ら
４
o
の

加
重
を
か
け
る
と
壊
れ
ま
す
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
２
０
０
o
／
f
く
ら
い
で
す
。

私
は
堤
防
を
強
化
す
る
上
で
、
７
、
８

o
／
f
、
土
の
２
倍
か
３
倍
も
耐
え
ら

れ
る
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
２
時
間
程
度
は
オ
ー
バ

ー
フ
ロ
ー
し
て
も
壊
れ
な
い
堤
防
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
耐
え
ら
れ
れ

ば
よ
い
の
で
、
ガ
チ
ガ
チ
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
堤
防
に
し
な
く
て
も
い
い
は
ず

だ
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。

典
型
的
な
事
例
で
す
が
、
成
富
兵
庫

な
り
ど
み
ひ
ょ
う
ご

︵
１
５
５
９
〜
１
６
３
４
︶

と
い
う
人
が
オ
ー

バ
ー
フ
ロ
ー
す
る
場
所
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
と
い
う
こ
と
を
佐
賀
県
の
城

じ
ょ
う

原ば
る

川
で
４
０
０
年
も
前
か
ら
や
っ
て
い

ま
す
。
先
程
の
事
例
の
よ
う
に
、
人
家

の
密
集
し
た
所
で
破
堤
し
て
し
ま
う
と

困
る
か
ら
で
す
。
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一
番
困
る
の
は
、
ど
こ
が
破
堤
す
る

か
予
測
が
つ
か
な
い
こ
と
で
す
。
オ
ー

バ
ー
フ
ロ
ー
す
る
所
を
特
定
し
て
お
い

て
、
そ
こ
は
絶
対
に
破
堤
さ
せ
な
い
、

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し
て
き
た
水
は
水
害

防
備
林
で
受
け
止
め
て
、
流
速
が
早
く

な
ら
な
い
よ
う
に
上
流
へ
上
流
へ
と
氾

濫
さ
せ
て
隣
の
川
に
落
と
す
。
こ
れ
を

﹁
野
越

の

ご

し

﹂
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

城
原
川
に
は
野
越
が
左
岸
に
７
カ
所
、

右
岸
に
２
カ
所
あ
り
ま
す
。
国
交
省
は

こ
の
野
越
を
全
部
や
め
て
ダ
ム
を
つ
く

る
と
い
う
の
で
す
。

技
術
と
知
恵
の
伝
承

１
９
７
８
年
︵
昭
和
53
︶
、

渋
海
川
に

大
き
な
洪
水
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
１

９
７
４
年
︵
昭
和
49
︶

に
新
潟
に
来
て
い

る
ん
で
、
こ
れ
に
立
ち
会
っ
て
い
ま
す
。

先
程
の
岩
塚
小
学
校
の
そ
ば
の
堤
防

は
少
し
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
洪
水
の

と
き
に
こ
こ
か
ら
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
さ

せ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
の
ま
ま
だ
と
洗

掘
で
破
堤
す
る
と
い
け
な
い
の
で
、
む

し
ろ
を
敷
い
て
水
位
が
上
が
っ
て
く
る

前
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し
て
き
た
水
は
下

流
の
霞
堤
に
な
っ
て
い
る
所
か
ら
川
に

戻
し
ま
す
。
勝
手
に
溢
れ
て
勝
手
に
破

堤
す
る
と
困
る
の
で
、
ど
こ
で
溢
れ
さ

せ
る
か
を
地
域
住
民
で
話
合
っ
て
決
め

て
い
た
ん
で
す
が
、
相
当
な
議
論
が
あ

っ
た
は
ず
で
す
。

特
に
左
岸
と
右
岸
で
は
、
農
業
用
水

の
こ
と
で
も
す
ご
く
対
立
の
あ
る
地
域

な
ん
で
す
。
普
段
の
灌
漑
用
水
利
用
で

は
対
立
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
治

水
に
関
し
て
は
話
し
合
い
で
解
決
し
て

い
た
と
い
う
の
は
、
す
ご
い
な
、
と
私

は
思
い
ま
し
た
。
み
ん
な
喧
嘩
し
た
と

い
い
ま
す
が
、
水
争
い
で
血
を
流
し
た

の
は
戦
国
時
代
ま
で
で
、
そ
れ
以
降
は

対
立
が
あ
っ
て
も
話
し
合
い
で
解
決
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
日
本
人
は
決
し
て

議
論
が
下
手
で
は
な
か
っ
た
ん
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

成
富
兵
庫
や
伊
奈
忠
次
︵
１
５
５
０
〜

１
６
１
０
︶

の
よ
う
な
超
有
名
な
治
水
家

だ
け
で
な
く
、
一
般
の
農
民
た
ち
も
治

水
の
知
恵
を
充
分
心
得
て
い
た
と
い
う

こ
と
を
こ
の
事
例
は
示
し
て
い
ま
す
。

自
然
や
川
と
共
生
し
て
き
た
人
間
た
ち

は
、
難
し
い
議
論
を
す
る
精
神
的
な
力

も
あ
っ
た
の
で
す
。

越
流
す
る
だ
い
ぶ
前
か
ら
、
み
ん
な

が
集
ま
っ
て
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
通

称
﹁
う
し
﹂
と
い
わ
れ
る
も
の
、
こ
の

地
域
で
は
﹁
か
ま
く
ら
﹂
と
呼
ん
で
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
を
水
防
活
動
と
し
て

つ
く
っ
て
い
ま
す
。（
左
写
真
）
﹁
か
ま
く

ら
﹂
は
10
分
で
つ
く
っ
て
10
分
で
川
へ

投
入
し
ま
す
。
川
に
投
げ
入
れ
る
と
流

速
を
２
、
３
割
ほ
ど
遅
く
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
洗
堀
さ
れ
て
い
た
の
が
パ

タ
っ
と
止
ま
る
ん
で
す
。

こ
れ
を
指
導
し
て
い
た
小
林
与
吉
さ

ん
に
大
学
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
学
生
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た
ち
に
や
ら
せ
た
ん
で
す
が
、
10
分
ど

こ
ろ
か
ま
る
ま
る
２
時
間
く
ら
い
か
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
が
ま
だ
30
歳
ち

ょ
っ
と
過
ぎ
、
工
学
部
が
ま
だ
長
岡
に

あ
っ
た
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
こ
ろ
は
ま

だ
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
。

実
は
、
２
０
０
５
年
に
今
の
と
こ
ろ

の
少
し
上
流
で
堤
防
が
か
な
り
壊
れ
た

ん
で
す
が
、
そ
の
と
き
は
水
防
活
動
が

ま
っ
た
く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
っ

た
30
年
で
、
水
防
の
知
恵
も
技
術
も
す

っ
か
り
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

２
０
０
５
年
の
と
き
は
水
の
引
き
際

に
壊
れ
た
の
で
溢
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

引
き
際
が
問
題
で
、
引
き
際
の
ほ
う
が

怖
い
で
す
。
水
位
が
い
っ
た
ん
上
が
っ

て
、
次
に
下
が
っ
て
く
る
と
堤
防
に
は

水
が
染
み
込
ん
で
い
て
重
た
く
な
っ
て

い
る
の
で
滑
っ
て
崩
れ
る
ん
で
す
。

我
々
は
残
留
水
圧
と
い
い
ま
す
。

昔
は
払
い
切
り
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、

氾
濫
し
て
水
が
溜
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と

き
に
、
内
側
か
ら
堤
防
を
切
っ
て
氾
濫

水
を
戻
す
。
や
は
り
そ
の
と
き
は
対
岸

の
人
と
喧
嘩
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

渋
海
川
で
は
治
水
の
河
川
改
修
と
し

て
お
金
が
出
て
、
今
は
近
代
的
な
堰
が

で
き
て
両
岸
に
農
業
用
水
を
均
等
に
取

水
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
川
幅
も
1.5
倍

ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。

渋
海
川
の
近
く
で
開
か
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
、
な
ん
で
こ
ん
な
に
ひ
ど
い

堰
を
つ
く
っ
た
の
か
と
言
っ
た
ら
、
せ

っ
か
く
良
い
も
の
が
で
き
た
の
に
大
熊

城原川（筑後川右支川）の野越　成富兵庫茂安（1560～1634）の造成。越流する所
を限定し、越流堤を設けて破堤による氾濫を防ぐ。 大熊孝撮影
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で
す
よ
。
終
わ
っ
た
後
、
集
会
所
か
ど

こ
か
で
一
杯
や
っ
て
い
る
様
子
ま
で
想

像
で
き
ま
す
。

近
代
化
と
い
う
の
は
、
ボ
タ
ン
ひ
と

つ
で
上
げ
下
げ
す
る
可
動
堰
を
つ
く
る

こ
と
で
、
そ
う
い
う
仲
間
と
の
楽
し
い

時
間
、
空
間
を
奪
っ
て
き
た
の
で
す
。

高
度
経
済
成
長
期
で
、
一
円
で
も
多
く

稼
ぐ
時
代
で
は
そ
れ
で
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
今
は
週
休
２
日
で
あ

っ
た
り
定
年
後
も
20
年
間
あ
る
わ
け
で

す
。
近
代
化
が
仲
間
と
楽
し
く
過
ご
せ

る
時
間
や
空
間
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
の

は
、
子
供
が
遊
ぶ
空
間
を
無
く
し
た
の

と
同
じ
こ
と
な
の
で
す
。

し
か
も
楽
し
い
時
間
・
空
間
と
い
う

の
は
、
川
を
守
る
技
術
を
伝
え
合
う
場

所
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
だ
か
ら
、

子
供
の
楽
し
さ
を
奪
う
と
い
う
こ
と
は

川
の
技
術
を
後
世
に
伝
え
る
場
を
奪
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
と
同
じ
で
す
。

子
供
が
川
で
遊
ば
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
て
は
、
も
う
全
然
ダ
メ
で
す
よ
。
も

う
切
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。

こ
の
写
真
の
す
ご
さ
は
も
う
一
つ
あ

り
ま
す
。
人
生
、
な
ん
の
た
め
に
生
き

て
い
る
の
？
　
と
い
う
と
き
に
、
異
性

と
楽
し
く
過
ご
す
と
い
う
の
も
い
い
け

ど
、
や
っ
ぱ
り
仲
間
と
楽
し
い
時
間
を

共
有
す
る
と
い
う
こ
と
が
す
ご
く
大
事

な
ん
だ
な
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ

う
い
う
こ
と
が
、
本
当
に
大
切
な
こ
と

だ
と
い
う
こ
と
を
我
々
は
忘
れ
て
い
た

ん
で
す
ね
。

先
生
は
ひ
ど
い
こ
と
を
言
う
、
と
周
囲

か
ら
総
ス
カ
ン
を
食
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
う
い
う
人
工
的
な
近
代
的
堰
は
、

70
年
、
80
年
し
た
ら
ま
た
つ
く
り
直
さ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
50
億
円
く
ら
い

か
か
る
で
し
ょ
う
。
今
回
は
河
川
改
修

費
で
お
金
が
出
ま
し
た
が
、
次
は
つ
く

れ
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

以
前
は
固
定
堰
だ
っ
た
ん
で
す
。
岩

塚
小
学
校
の
子
供
た
ち
は
そ
こ
で
遊
ん

で
い
た
ん
で
す
。
し
か
し
、
近
代
的
堰

に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
直
壁
の
落
差
が

大
き
い
と
こ
ろ
が
で
き
、
落
ち
た
ら
危

な
い
の
で
柵
な
ど
を
つ
く
っ
た
り
し
て

子
供
た
ち
を
完
全
に
排
除
し
て
い
ま
す
。

我
々
技
術
者
は
、
治
水
と
利
水
し
か

考
え
て
い
な
い
。
子
供
が
遊
ん
で
い
た

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
な
い
。
も
と

も
と
子
供
が
遊
ん
で
い
た
の
だ
か
ら
優

先
権
は
子
供
に
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
れ

な
の
に
子
供
か
ら
遊
び
を
奪
っ
て
、
近

づ
い
て
は
い
け
な
い
と
柵
を
つ
く
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
、
近
代
技
術
者
の

精
神
の
弱
さ
、
何
も
考
え
て
い
な
い
こ

と
が
表
れ
て
い
ま
す
。
す
ご
く
残
念
に

思
い
ま
す
。

我
々
技
術
者
が
こ
う
い
う
構
造
物
を

良
い
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
の
は
、
学

校
教
育
が
悪
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

同
様
の
事
例
が
福
岡
の
矢
部
川
の
松

原
堰
に
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
も
昔
は

子
供
が
遊
べ
た
の
で
す
が
、
ラ
バ
ー
ダ

ム
に
な
っ
て
し
ま
い
子
供
が
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
の
よ
う
に
し
て
遊
ぶ
と
危
険
な
の

で
、
絶
対
に
寄
せ
つ
け
な
い
よ
う
に
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
以
前
は
石
を
使
っ

た
可
動
堰
だ
っ
た
ん
で
す
（
右
写
真
参
照
）
。

洪
水
の
と
き
は
、
石
が
落
ち
て
ス
ム
ー

ズ
に
洪
水
が
流
れ
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
。

た
だ
終
わ
っ
た
あ
と
は
取
水
の
た
め
積

み
上
げ
な
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

柳
川
の
水
路
を
蘇
ら
せ
た
こ
と
で
有

名
な
広
松
伝

つ
た
え

さ
ん
︵
１
９
３
７
〜
２
０
０
２
︶

も
、
こ
こ
ま
で
来
て
石
を
上
げ
た
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
今
で
は
、
小
型

の
パ
ワ
ー
シ
ャ
ベ
ル
な
ど
も
あ
り
、
そ

れ
を
使
え
ば
作
業
は
１
時
間
ほ
ど
で
終

る
は
ず
で
す
。
石
は
千
年
経
っ
て
も
風

化
し
な
い
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
、

１
９
８
９
年
に
こ
の
松
原
堰
を
見
た
と

き
に
、
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
で
は
な
い

か
と
建
設
省
の
人
に
言
い
ま
し
た
が
、

﹁
大
熊
先
生
は
何
を
言
っ
て
い
る
ん
だ
﹂

と
い
う
感
じ
で
、
取
り
合
っ
て
は
も
ら

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

人
工
的
な
可
動
堰
を
つ
く
る
と
、
基

礎
に
矢
板
を
使
う
の
で
伏
流
水
も
通
ら

な
く
な
っ
て
、
川
の
生
態
系
が
壊
れ
ま

し
た
。
面
白
く
も
な
ん
と
も
な
い
川
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な
お
か
つ
子

供
を
絶
対
に
寄
せ
つ
け
な
い
の
で
す
。

﹃
週
刊
金
曜
日
﹄
に
載
っ
た
写
真
で
す

ご
い
と
思
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。（
56

ペ
ー
ジ
写
真
）
材
料
の
柴
を
山
か
ら
取
っ

て
く
る
の
で
、
山
の
保
全
に
も
役
立
つ

と
か
他
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
何
よ
り
も
こ
の
人
た
ち
が
楽
し

げ
に
仕
事
を
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
ん

61 技術にも自治がある
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続
け
て
い
く
こ
と
が
力
を
生
む

新
潟
市
の
通
船
川

つ
う
せ
ん
が
わ

の
支
川
に
栗
ノ
木

川
と
い
う
川
が
あ
り
ま
す
。
新
潟
地
震

が
１
９
６
４
年
︵
昭
和
39
︶

に
あ
っ
て
、

そ
れ
以
降
鋼
矢
板
と
傘
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
直
壁
護
岸
に
な
っ
て
、
落
っ
こ
ち
た

ら
絶
対
上
が
れ
な
い
構
造
の
川
に
な
り

ま
し
た
。
緑
地
帯
が
で
き
て
い
る
ん
で

す
が
、
緑
地
帯
を
つ
く
っ
て
い
な
が
ら
、

こ
う
い
う
構
造
に
し
た
か
ら
落
ち
る
と

危
な
い
と
い
う
の
で
フ
ェ
ン
ス
で
囲
ま

れ
て
い
る
ん
で
す
。
当
時
の
技
術
者
が

緑
地
帯
を
つ
く
る
一
方
で
、
川
と
の
親

水
性
と
い
う
こ
と
を
ま
っ
た
く
考
え
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
完
全
に

分
断
さ
れ
た
精
神
で
し
か
技
術
が
展
開

で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

川
の
実
態
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

こ
の
ひ
ど
い
場
所
で
桜
祭
り
を
始
め
ま

し
た
。﹁
N
P
O
法
人
新
潟
水
辺
の
会
﹂

が
補
助
金
な
ど
を
受
け
て
60
万
円
で
船

を
つ
く
り
、
祭
り
に
そ
の
船
も
出
し
て

い
ま
す
。
こ
う
い
う
船
が
漕
げ
る
の
は

今
で
は
70
歳
以
上
の
人
に
な
り
ま
し
た
。

か
つ
て
の
越
後
平
野
で
は
、
こ
の
よ
う

な
船
は
自
家
用
車
代
わ
り
だ
っ
た
ん
で

す
が
ね
。

沼
垂
小
学
校
が
栗
ノ
木
川
の
脇
に
あ

り
ま
す
。
そ
こ
の
子
供
が
総
合
学
習
で
、

せ
め
て
フ
ェ
ン
ス
が
取
れ
な
い
の
か
と

い
う
提
案
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
３
回

目
の
桜
祭
り
の
と
き
に
フ
ェ
ン
ス
を
30

ｍ
だ
け
撤
去
し
て
円
形
の
階
段
護
岸
を

つ
く
り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
総
合
学

習
で
や
っ
た
こ
と
が
実
現
し
た
、
と
子

供
た
ち
も
喜
ん
で
挨
拶
に
来
て
く
れ
ま

し
た
。

こ
の
子
供
た
ち
は
、
お
そ
ら
く
将
来

自
分
の
子
供
に
こ
の
こ
と
を
伝
え
、
さ

ら
に
孫
に
も
話
し
ま
す
よ
ね
、
す
る
と

こ
の
物
語
は
１
０
０
年
間
は
伝
わ
る
。

こ
の
工
事
は
た
っ
た
５
０
０
万
円
し
か

か
か
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。
桜
祭
り
に

は
毎
年
４
、
５
０
０
０
人
来
て
い
ま
す

し
、
余
っ
た
予
算
の
使
い
方
と
し
て
は
、

す
ご
く
投
資
効
果
の
良
い
仕
事
で
あ
っ

62

土
地
の
地
形
や
条
件
を
ま
っ
た
く
知

ら
な
い
か
ら
、
ど
う
つ
き
合
っ
て
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
。
で
も
彼
ら
は
こ
う

い
う
川
や
緑
地
帯
が
あ
る
の
が
魅
力
で

家
を
買
っ
て
も
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。

河
川
哲
学
を
持
つ

40
年
前
に
河
川
工
学
を
志
し
た
と
き
、

私
は
土
木
屋
だ
っ
た
の
で
川
の
生
態
系

に
対
し
て
の
思
い
は
少
な
か
っ
た
。
最

初
に
利
根
川
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、

﹃
利
根
川
治
水
の
変
遷
と
水
害
﹄︵
東
京
大

学
出
版
会

１
９
８
１
︶

も
そ
こ
ま
で
踏
み
込

ん
で
は
書
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ダ
ム
に
対
し
て
の
批
判
は
出
始
め
て

い
た
し
、
川
の
生
態
学
の
本
が
１
９
７

２
年
︵
昭
和
47
︶

ご
ろ
に
出
始
め
て
、
そ

れ
を
買
っ
て
読
ん
で
い
る
の
で
、
ま
っ

た
く
興
味
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
﹃
洪
水
と
治
水
の

河
川
史
﹄︵
平
凡
社

１
９
８
８
︶

を
ま
と
め

た
と
き
に
は
、
す
で
に
近
自
然
河
川
工

法
が
い
わ
れ
て
い
た
時
代
で
す
が
、
そ

こ
ま
で
踏
み
込
ま
ず
に
書
い
て
し
ま
い

ま
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
を
増
補
し
て

再
版
し
た
文
庫
本
に
は
、
後
ろ
の
30
ペ

ー
ジ
に
反
省
を
書
き
ま
し
た
。

新
潟
に
来
て
鮭
が
上
っ
て
い
く
川
を

見
る
ま
で
は
、
弥
生
人
的
感
覚
で
川
を

見
て
い
た
の
で
す
。
確
か
に
川
か
ら
灌

漑
用
水
を
い
た
だ
い
て
い
る
ん
だ
け
れ

ど
も
、
洪
水
に
な
っ
て
溢
れ
た
ら
困
る

と
か
渇
水
に
な
っ
た
ら
困
る
と
か
、
ど

た
と
思
い
ま
す
。

川
と
子
供
の
距
離
が
遠
く
な
っ
た
の

に
は
、
何
か
事
故
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、

親
が
管
理
者
に
責
任
追
及
す
る
風
潮
が

生
み
出
し
て
い
る
と
い
う
側
面
も
あ
り

ま
す
。

実
際
、
１
９
７
０
年
︵
昭
和
45
︶

に
こ

こ
で
２
人
亡
く
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。

フ
ェ
ン
ス
を
外
し
て
階
段
護
岸
に
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
亡
く
な
っ
た
方
の

お
姉
さ
ん
が
反
対
さ
れ
て
い
た
ん
で
す

が
、
水
深
が
急
激
に
深
く
な
ら
な
い
こ

と
、
護
岸
が
緩
や
か
で
簡
単
に
這
い
上

が
れ
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
て
納
得
し

て
い
た
だ
い
た
上
で
今
の
形
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
沼
垂
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

救
命
浮
き
輪
を
寄
付
し
て
く
れ
ま
し
た
。

通
船
川
の
こ
と
で
活
動
を
し
て
い
く

う
ち
に
、
あ
る
地
区
の
区
画
整
理
を
し

た
と
き
に
５
ｍ
の
川
沿
い
の
敷
地
を
、

市
が
緑
地
帯
と
公
園
に
提
供
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
れ
で
階
段
護
岸
が
で
き
た

ん
で
す
。

こ
の
区
画
整
理
し
た
所
は
、
も
と
も

と
田
ん
ぼ
で
、
ほ
と
ん
ど
が
新
住
民
な

ん
で
す
。
新
住
民
が
住
み
始
め
た
と
き

に
は
既
に
階
段
護
岸
が
あ
っ
て
、
な
ん

で
柵
が
な
い
の
か
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
川
と
の
つ
き
合
い
が
な
く
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ず
っ
と
住
ん

で
い
て
フ
ェ
ン
ス
が
取
れ
た
場
合
は
よ

く
て
も
、
新
た
に
住
ん
だ
場
所
に
階
段

護
岸
が
あ
る
と
、
危
険
だ
と
思
っ
て
し

ま
う
ん
で
す
ね
。

上：フェンスが取
れる前の栗ノ木川
のさくら祭り。
右：2006年4月、
フェンスが取れた！
下：高床の大熊さ
んの研究所兼集会
所。展望台付き屋
根で集められた雨
を、家のコーナー
ごとに設けられた
雨水タンクが待ち
受けている。



こ
か
で
川
を
敵
視
し
て
い
る
の
が
弥
生

人
的
感
覚
で
す
。

鮭
と
か
桜
鱒
や
鮎
は
、
縄
文
文
化
を

支
え
る
大
き
な
食
料
源
だ
っ
た
。
縄
文

人
的
感
覚
で
川
を
見
な
き
ゃ
い
け
な
い

ん
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
は
、

や
は
り
新
潟
に
来
て
か
ら
で
す
ね
。
縄

文
人
と
か
弥
生
人
と
い
う
言
葉
は
す
ぐ

に
は
思
い
浮
か
び
は
し
ま
せ
ん
で
し
た

け
ど
ね
。

川
の
生
態
系
を
大
事
に
し
な
く
て
は

い
け
な
い
、
ダ
ム
は
そ
れ
を
遮
断
し
て

し
ま
う
存
在
で
、
川
に
と
っ
て
は
一
番

の
敵
対
物
だ
。
そ
れ
を
言
葉
に
し
始
め

た
の
は
だ
い
ぶ
後
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

な
か
な
か
言
い
出
せ
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

言
い
出
し
た
の
は
、
１
９
９
０
年
代

で
す
。
﹁
阿
賀
に
生
き
る
﹂
と
い
う
映

画
を
つ
く
る
過
程
で
私
の
腹
も
据
わ
り

ま
し
た
。
１
９
９
１
年
に
は
、
新
た
な

川
の
定
義
も
し
ま
し
た
。

自
分
と
し
て
は
不
本
意
な
ん
で
す
が
、

川
の
こ
と
を
や
る
と
す
ぐ
喧
嘩
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
、
何
で
も
反
対
す
る
人
だ

と
い
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
10
年
間
ほ

ど
除
雪
の
研
究
を
や
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

こ
の
３
月
に
定
年
退
職
し
ま
し
た
が
、

私
の
後
任
は
、
定
員
削
減
で
手
当
て
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

継
承
者
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
が
、
現
状
で
は
と
て
も
難
し
い
。

川
の
再
生
の
た
め
に
、
若
い
人
に
向
け

て
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

欲
望
を
全
部
達
成
す
る
の
で
は
な
く
、

自
然
や
川
と
共
生
し
て
い
た
時
代
と
同

じ
よ
う
な
、
控
え
め
な
対
応
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
少
し
我
慢
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
で
す
ね
。

退
職
後
の
た
め
に
つ
く
っ
た
こ
の
建

物
も
、
わ
ざ
と
高
床
式
に
し
て
あ
る
ん

で
す
。
だ
か
ら
た
と
え
信
濃
川
が
破
堤

し
て
も
こ
こ
は
床
上
浸
水
に
な
ら
な
い

よ
、
っ
て
ね
。
床
を
高
く
す
る
の
に
、

新
築
時
で
余
分
に
か
か
る
の
は
50
万
円

く
ら
い
で
す
。
も
と
も
と
60
cm
ほ
ど
あ

る
床
高
か
ら
１
４
８
cm
に
し
て
あ
る
ん

で
す
。

材
料
費
が
１
ｍ
分
ほ
ど
増
え
た
だ
け

で
す
ね
。
口
だ
け
で
な
く
、
こ
う
い
う

こ
と
を
や
る
こ
と
で
、
若
い
人
に
伝
え

て
い
き
た
い
。
通
船
川
の
桜
祭
り
も
同

じ
で
す
。

63 技術にも自治がある

し
か
し
実
際
、
新
潟
県
で
も
ダ
ム
を

計
画
の
中
か
ら
消
し
て
き
て
い
ま
す
。

消
す
と
き
に
は
、
根
拠
を
示
せ
と
か
、

基
本
高
水
は
変
わ
っ
て
な
い
じ
ゃ
な
い

か
と
か
、
激
し
く
や
り
合
い
ま
す
。
な

い
が
し
ろ
に
し
て
い
て
は
い
け
な
い
ん

で
す
。
ち
ゃ
ん
と
考
え
を
言
葉
に
し
て

伝
え
な
く
て
は
。

科
学
と
は
、
対
象
を
い
っ
た
ん
バ
ラ

バ
ラ
に
し
て
、
並
べ
直
す
こ
と
。
一
定

条
件
下
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
、
誰
で

も
、
ど
こ
で
も
、
何
度
で
も
、
同
じ
結

果
を
再
現
で
き
る
普
遍
性
に
基
本
が
あ

り
ま
す
。

し
か
し
技
術
に
は
、
時
と
場
所
に
無

関
係
に
再
現
す
る
技
術
と
、
再
現
性
が

曖
昧
で
自
然
と
折
り
合
い
を
つ
け
て
共

生
し
て
い
く
技
術
が
あ
る
。
機
械
工
学

や
電
気
工
学
は
前
者
に
含
ま
れ
ま
す
が
、

土
木
や
建
築
は
後
者
な
ん
で
す
。
生
の
、

あ
り
の
ま
ま
の
自
然
を
対
象
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
﹁
時
﹂
と
﹁
場
所
﹂
を

問
題
と
し
て
、
そ
の
関
係
性
や
持
続
性

を
尊
重
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

大
学
は
一
時
期
、
普
遍
的
学
問
さ
え

身
に
つ
け
て
お
け
ば
、
応
用
学
問
は
卒

業
し
て
か
ら
い
つ
で
も
や
れ
る
と
し
て
、

関
係
性
を
探
求
す
る
こ
と
を
軽
視
し
た

時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

今
の
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
は
、
普
遍
性

を
追
求
す
る
あ
ま
り
、
真
理
探
究
に
偏

り
過
ぎ
、
関
係
性
探
求
を
怠
っ
て
き
た

結
果
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

共
生
の
姿
勢
と

関
係
性
探
求
型
学
問

大
学
定
年
で
の
最
終
講
義
の
最
後
に
、

マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
言
葉
を
引
用
し
ま
し

た
。

人
は
不
合
理
、
非
論
理
、
利
己
的
で
す

気
に
す
る
こ
と
な
く
、
人
を
愛
し
な
さ
い

あ
な
た
が
善
を
行
な
う
と
、

利
己
的
な
目
的
で
そ
れ
を
し
た
と
言
わ
れ
る
で
し
ょ
う

気
に
す
る
こ
と
な
く
、
善
を
行
な
い
な
さ
い

目
的
を
達
し
よ
う
と
す
る
と
き
、

邪
魔
立
て
す
る
人
に
出
会
う
で
し
ょ
う

気
に
す
る
こ
と
な
く
、
や
り
遂
げ
な
さ
い

善
い
行
な
い
を
し
て
も
、

お
そ
ら
く
次
の
日
に
は
忘
れ
ら
れ
る
で
し
ょ
う

気
に
す
る
こ
と
な
く
、
し
続
け
な
さ
い

あ
な
た
の
正
直
さ
と
誠
実
さ
と
が
、

あ
な
た
を
傷
つ
け
る
で
し
ょ
う

気
に
す
る
こ
と
な
く
正
直
で
、
誠
実
で
あ
り
続
け
な
さ
い

あ
な
た
が
作
り
上
げ
た
も
の
が
、
壊
さ
れ
る
で
し
ょ
う

気
に
す
る
こ
と
な
く
、
作
り
続
け
な
さ
い

助
け
た
相
手
か
ら
、

恩
知
ら
ず
の
仕
打
ち
を
受
け
る
で
し
ょ
う

気
に
す
る
こ
と
な
く
、
助
け
続
け
な
さ
い

あ
な
た
の
中
の
最
良
の
も
の
を
、
世
に
与
え
な
さ
い

け
り
返
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

で
も
、
気
に
す
る
こ
と
な
く
、

最
良
の
も
の
を
与
え
続
け
な
さ
い

マ
ザ
ー
テ
レ
サ
も
こ
う
言
っ
て
る
の

だ
か
ら
頑
張
れ
よ
、
と
自
分
自
身
を
励

ま
し
て
き
ま
し
た
。
国
交
省
と
も
や
り

あ
っ
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
正
直
、
私
の
教
え
子
た
ち

は
私
が
い
る
た
め
に
随
分
苦
労
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

【小技術】

個人的役割

あるべき
水害
対応策

【中技術】

共同体的役割
【大技術】

公共的役割

為政者として
　河川をどう扱うか

自分たちの地域を　
どう守るか

自らをどう守るか

水屋

母屋

河川技術の担い手の役割

大熊さんの最終講義
に使われたパワーポ
イントを参考にして
編集部で作図
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我
が
国
は
縄
文
時
代
か
ら
今
日
ま
で
米

づ
く
り
に
勤
し
ん
で
き
た
水
田
稲
作
農
耕

民
族
で
あ
る
。
米
の
増
産
に
は
水
田
開
発

が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
水
田
開
発
に
は
水

利
施
設
の
充
実
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て

い
る
が
、
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
治
水
を
図

る
こ
と
で
あ
っ
た
。

武
田
信
玄
は
甲
斐
の
国
か
ら
洪
水
を
防

ぐ
た
め
、
御
勅
使

み

だ

い

川が
わ

に
新
御
勅
使
川
を
開

削
し
、
水
の
力
を
弱
め
、
釜
無
川
と
新
御

勅
使
川
の
合
流
を
竜
王
高
岩
に
ぶ
つ
か
る

よ
う
に
し
た
。
さ
ら
に
、
下
流
に
川
除
堤

︵
信
玄
堤
︶
を
造
っ
た
。
こ
の
信
玄
堤
は
一

部
が
霞

か
す
み

堤て
い

で
そ
の
隙
間
か
ら
洪
水
を
溢
れ

さ
せ
て
い
る
。
笛
吹
川
に
は
土
手
沿
い
に

木
を
植
え
、
森
を
造
り
、
そ
の
万
力

ま
ん
り
き

林
ば
や
し

の

水の文化書誌21

《河川思想の変遷》

な
か
に
小
堤
防
を
築
き
、
町
や
田
畑
を
守

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
治
水
技
術
は
、
和
田

一
範
著
﹃
信
玄
堤
︱
千
二
百
年
の
系
譜
と

大
陸
か
ら
の
潮
流
﹄
︵
山
梨
日
日
新
聞
社

２
０
０
２
︶、
同
編
著
﹃
グ
ラ
フ
信
玄
堤
﹄

︵
同

２
０
０
３
︶
に
論
じ
ら
れ
、
信
玄
の

治
水
・
利
水
思
想
の
系
譜
は
、
中
国
四
川

省
の
都と

江
こ
う

堰え
ん

に
由
来
す
る
と
主
張
す
る
。

江
戸
時
代
に
お
け
る
河
川
と
の
共
生
を

図
っ
た
武
将
た
ち
を
挙
げ
て
み
た
い
。
土

佐
藩
家
老
野
中
兼
山
は
、
吉
野
川
流
域
で

の
宮
古
野
溝
、
下
津
野
溝
、
行
川
溝
の
開

削
、
物
部
川
で
の
山
田
堰
、
仁
淀
川
で
の

八
田
堰
、
鎌
田
堰
、
さ
ら
に
四
万
十
川
流

域
で
の
カ
イ
ロ
ク
堰
、
松
田
川
流
域
で
の

河
戸
堰
等
を
築
い
た
。
兼
山
の
業
績
に
は
、

濱
田
晃
僖
写
真
﹃
兼
山
先
生
遺
跡
集
﹄︵
自

費
出
版

１
９
９
３
︶
が
あ
る
。
残
念
な
こ

と
は
、
こ
の
遺
跡
集
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

多
く
の
堰
が
近
年
、
次
々
と
改
築
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。

２
０
０
７
年
、
加
藤
清
正
の
熊
本
城
は

築
城
４
０
０
年
を
迎
え
た
。
清
正
は
今
で

も
熊
本
県
民
か
ら
清
正
公
さ
ん
と
親
し
ま

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
矢
野
四
年
生
著
﹃
加

藤
清
正
　
治
水
編
﹄︵
清
水
弘
文
堂

１
９

９
１
︶
に
よ
れ
ば
、
勇
猛
武
将
の
み
な
ら

ず
、
菊
池
川
、
白
川
、
緑
川
、
球
磨
川
の

治
水
・
利
水
を
図
り
、
熊
本
の
繁
栄
を
築

い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

即
ち
、
清
正
は
熊
本
城
を
造
り
、
そ
の

城
や
町
を
守
る
た
め
に
白
川
を
付
替
え
、

水
門
、
堰
を
造
り
、
土
砂
の
流
入
を
防
ぐ

た
め
白
川
と
坪
井
川
を
分
離
さ
せ
、
洪
水

を
減
災
さ
せ
、
ま
た
坪
井
川
と
井
芹
川
は

城
を
防
御
す
る
堀
の
役
割
を
も
た
せ
、
舟

運
に
も
役
立
つ
よ
う
に
改
修
し
た
。
さ
ら

に
、
白
川
上
流
の
灌
漑
用
水
路
に
は
、﹁
は

な
く
り
﹂
と
い
う
工
法
を
用
い
、
水
勢
で

土
砂
が
用
水
路
に
溜
ま
ら
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
。
菊
池
川
で
は
、
河
口
玉
名
干
拓
、

横
島
小
島
石
塘
、
く
つ
わ
塘
、
船
着
場
を

設
置
し
、
緑
川
で
は
鵜
の
瀬
堰
を
造
り
、

用
水
を
引
き
、
御
船
川
の
付
替
え
、
石
ば

ね
、
乗
越
堤(

越
流
堤)

、
遊
水
池
、
桑く

わ

鶴つ
る

の
轡

く
つ
わ

塘ど
も

︵
河
道
内
の
遊
水
装
置
︶
、
六
間

石
樋
、
川
尻
船
着
場
を
設
置
し
た
。
清
正

は
こ
れ
ら
の
工
事
従
事
者
に
は
男
女
の
区

別
な
く
米
や
給
金
を
支
払
い
、
働
く
時
間

も
厳
守
し
た
と
い
う
。

清
正
と
親
交
の
あ
っ
た
佐
賀
藩
の
成
富

兵
庫
茂
安
は
朝
鮮
の
役
な
ど
で
活
躍
し
た

武
将
で
あ
っ
た
が
、
治
政
が
安
定
し
て
く

る
と
佐
賀
領
内
の
治
水
・
利
水
の
整
備
を

行
な
っ
た
。
平
坦
な
佐
賀
平
野
は
水
利
に

乏
し
く
排
水
不
良
の
地
で
あ
っ
た
が
、
兵

庫
は
高
度
な
水
利
技
術
を
も
っ
て
、
佐
賀

平
野
を
豊
か
な
穀
倉
地
帯
に
変
え
て
い
っ

た
。
宮
地
米
蔵
監
修
・
江
口
辰
五
郎
著

﹃
佐
賀
平
野
の
水
と
土
﹄︵
新
評
社

１
９
７

７)

に
は
、
兵
庫
の
業
績
と
し
て
、
川
上
川

の
上
流
か
ら
巨
勢

こ
せ

川
ま
で
市
の
江
水
路
を

引
き
新
田
を
開
発
、
嘉
瀬
川
か
ら
佐
賀
域

内
の
多
布
施
川
に
分
水
す
る
石
井
樋
、
筑

後
川
右
岸
堤
の
千
栗
堤
、
城
原
川
の
三
千

石
堰
、
田
手
川
の
蛤

は
ま
ぐ
り

水
道
等
の
施
工
を
挙

げ
て
い
る
。
以
上
、
４
人
の
武
将
を
み
て

み
る
と
、
治
水
・
利
水
を
図
り
、
領
土
の

繁
栄
と
民
の
安
定
の
思
想
を
貫
い
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
業
績
に
か
か
わ

ら
ず
水
害
は
度
々
起
こ
っ
た
。

水
害
は
人
の
運
命
を
大
き
く
変
え
る
こ

古賀邦雄
こがくにお

水・河川・湖沼関係文献研究会

1967年（昭和42）西南学院大学卒業
水資源開発公団（現・独立行政法人水資源機構）に入社

30年間にわたり水・河川・湖沼関係文献を収集
2001年退職し現在、日本河川開発調査会筑後川水問題研究会に所属
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的
を
果
た
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
河
川
開
発

は
水
系
一
貫
の
思
想
を
も
っ
て
提
唱
さ
れ

た
。
ま
だ
こ
の
こ
ろ
は
河
川
環
境
の
保
全

の
考
え
方
は
芽
生
え
て
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

川
村
公
一
著
﹃
物
部
長
穂
﹄︵
無
明
舎

１

９
９
６
︶
に
は
、
物
部
の
﹁
河
道
が
全
能

力
を
発
揮
す
る
期
間
は
極
め
て
短
い
の
で
、

貯
水
に
よ
る
河
川
水
量
の
調
節
は
洪
水
防

禦
上
有
利
で
あ
る
﹂
と
論
じ
る
。
こ
こ
に

﹁
水
系
一
貫
の
河
川
管
理
﹂
と
﹁
多
目
的
ダ

ム
理
論
﹂
が
定
着
し
た
と
い
え
る
。
治
水

と
利
水
の
調
和
を
図
っ
た
河
川
思
想
は
、

現
代
で
も
河
川
行
政
の
核
心
を
貫
い
て
い

る
。戦

後
、
こ
の
思
想
の
も
と
に
、
治
水
と

利
水
を
図
っ
た
ダ
ム
開
発
は
我
が
国
に
高

度
経
済
成
長
を
も
た
ら
し
、
１
９
６
４
年

︵
昭
和
39
︶
河
川
法
は
、
今
ま
で
の
治
水
重

視
に
利
水
の
目
的
が
加
わ
り
、
水
系
一
貫

の
河
川
管
理
計
画
の
法
体
系
に
改
正
さ
れ

た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
山
本
三
郎

著
﹃
河
川
法
全
面
改
定
に
至
る
近
代
河
川

事
業
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
﹄︵
日
本
河
川

協
会
１
９
９
３
︶
に
詳
細
に
論
じ
て
あ
る
。

ダ
ム
は
治
水
と
利
水
の
役
割
を
持
っ
て

い
る
が
、
そ
の
反
面
、
河
川
を
横
断
す
る

構
造
物
で
あ
る
た
め
、
一
般
的
に
堆
砂
、

水
質
の
悪
化
、
環
境
の
悪
化
が
生
じ
る
。

こ
の
３
つ
の
問
題
は
ダ
ム
の
ア
キ
レ
ス
腱

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
河
川
が
次
第
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
化
さ
れ
、
経
済
的
な
河
川
に
な

っ
た
こ
と
を
憂
い
、
河
川
の
生
態
や
水
景

を
重
視
す
る
自
然
豊
か
な
川
づ
く
り
が
提

唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
関
正
和

著
﹃
大
地
の
川
︱
甦
れ
、
日
本
の
ふ
る
さ

と
の
川
﹄︵
草
思
社

１
９
９
４
︶
の
中
で
、

川
岸
に
植
え
た
柳
が
伸
び
、
そ
こ
に
は
多

様
な
植
物
や
生
物
が
棲
み
つ
く
よ
う
な
生

態
系
を
重
視
す
る
川
づ
く
り
を
提
唱
す
る
。

さ
ら
に
、
関
は
多
自
然
型
の
川
づ
く
り
と

い
う
の
は
植
物
や
木
、
石
と
い
っ
た
自
然

の
素
材
を
多
く
使
う
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

や
鉄
も
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
治
水
に
対
処

す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
１
９
９

７
年
︵
平
成
９
︶
、
河
川
法
の
改
正
で
は
、

治
水
、
利
水
に
新
た
に
環
境
に
関
す
る
条

文
が
加
わ
っ
た
。

以
上
、
武
田
信
玄
の
時
代
か
ら
治
水
、

利
水
、
環
境
の
河
川
思
想
の
変
遷
を
概
観

し
て
き
た
。
自
然
河
川
自
体
も
常
に
変
化

す
る
。
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て
河
川
の

役
割
も
変
わ
る
。
地
球
の
温
暖
化
に
直
面

し
て
い
る
今
、
地
球
と
の
共
生
を
図
ら
ね

ば
な
ら
な
い
河
川
に
、
新
た
な
河
川
哲
学

を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る
か
、
こ
の
こ
と

が
現
代
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
つ
の

方
法
と
し
て
、
三
好
規
正
は
﹃
流
域
管
理

の
法
政
策
﹄
︵
慈
学
社

２
０
０
７
︶
で
、

各
個
別
法
を
束
ね
、
上
流
域
の
森
林
、
中

下
流
域
の
農
地
、
河
口
付
近
の
沿
岸
域
に

至
る
ま
で
の
地
表
水
︵
河
川
︶
及
び
地
下

水
を
一
貫
管
理
す
る
基
本
方
針
を
規
定
す

る
こ
と
を
提
言
す
る
。﹁
水
循
環
の
保
全
及

び
水
域
の
管
理
に
関
す
る
基
本
法
﹂
と
命

名
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、﹁
水
循
環
﹂
に
法

的
承
認
を
付
与
す
る
大
綱
法
の
制
定
が
望

ま
れ
る
。

と
が
あ
る
。
１
８
８
９
年
︵
明
治
22
︶、
筑

後
川
と
十
津
川
を
襲
っ
た
水
害
で
、
被
災

者
は
九
重

く
じ
ゅ
う

高
原
、
北
海
道
へ
移
住
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
。
１
８
９
６
年
︵
明
治

29
︶
河
川
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は

治
水
を
重
点
と
す
る
条
文
と
な
っ
て
い
る
。

明
治
前
期
は
民
間
治
水
論
が
台
頭
し
た
。

農
業
土
木
学
会
古
典
復
刻
委
員
会
編
﹃
治

水
論
　
農
業
土
木
古
典
選
集
８
巻
﹄︵
日
本

経
済
評
論
社

１
９
８
９
︶
の
中
で
、
宮
村

忠
、
石

正
和
は
治
水
協
会
の
﹃
治
水
雑

誌
﹄
、
尾
高
惇
忠
の
﹃
治
水
新
策
﹄
、
西

に
し

師
意

も
ろ
も
と

の
﹃
治
水
論
﹄
に
つ
い
て
、
解
題
し

て
い
る
。
尾
高
は
、﹁
水
害
は
必
ず
し
も
水

の
罪
で
な
く
、
人
為
に
よ
る
も
の
で
、
堤

防
は
有
害
無
益
と
断
じ
、
現
在
の
堤
防
は

総
て
其
の
高
さ
を
二
分
の
一
に
削
る
べ
し
、

道
路
の
処
を
除
き
て
耕
地
と
し
大
水
に
も

万
々
決
潰
せ
ず
穏
当
に
超
越
す
る
様
に
す

べ
し
﹂
と
説
く
。
尾
高
は
利
根
川
中
部
の

埼
玉
平
野
の
水
害
を
対
象
と
し
て
い
る
。

一
方
、
西
は
、﹁
わ
が
国
の
平
野
は
水
害
を

受
け
や
す
く
、
洪
水
氾
濫
と
居
住
形
態
と

の
密
接
な
関
係
﹂
を
論
じ
、
森
林
と
河
川

改
修
に
主
眼
を
置
き
、
森
林
と
治
水
の
関

係
か
ら
森
林
の
重
要
性
を
主
張
し
、
イ
タ

リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
の
森
林
制
度
に
言
及
す

る
。
西
は
常
願
寺
川
を
対
象
と
す
る
。

１
８
８
９
年
︵
明
治
29
︶
の
河
川
法
制

定
前
後
、
渡
良
瀬
川
の
水
害
に
よ
つ
て
、

足
尾
銅
山
か
ら
の
鉱
毒
水
が
溢
れ
、
下
流

地
帯
の
農
民
に
大
被
害
を
及
ぼ
し
た
。
こ

の
公
害
に
つ
い
て
、
大
鹿
卓
著
﹃
渡
良
瀬

川
﹄︵
新
泉
社

１
９
７
２
︶
で
は
、
田
中

正
造
の
鉱
毒
闘
争
を
描
く
。
正
造
は
農
民

た
ち
の
苦
難
を
救
う
た
め
に
明
治
天
皇
に

直
訴
す
る
に
及
ん
だ
。
正
造
の
河
川
思
想

は
﹁
真
の
文
明
は
山
を
荒
ら
さ
ず
、
川
を

荒
ら
さ
ず
、
村
を
破
ら
ず
、
人
を
殺
さ
ざ

る
べ
し
﹂
と
、
１
９
１
２
年
︵
明
治
45
・

大
正
元
︶
６
月
の
日
記
に
記
し
て
い
る
。

１
９
１
０
年
︵
明
治
43
︶、
１
９
１
１
年

︵
明
治
44
︶、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
府

に
大
水
害
が
襲
い
、
多
く
の
人
た
ち
が
被

災
を
受
け
た
。
水
害
の
減
災
を
図
る
た
め
、

人
工
河
川
荒
川
放
水
路
を
開
削
し
た
の
は

青
山
士

あ
き
ら

で
あ
っ
た
。
青
山
は
パ
ナ
マ
運
河

工
事
に
日
本
人
と
し
て
唯
一
人
従
事
。
帰

国
後
内
務
省
土
木
局
に
勤
務
、
荒
川
放
水

路
︵
大
正
14
年
通
水
︶
を
は
じ
め
、
鬼
怒

川
の
改
修
︵
昭
和
２
年
着
工
︶、
大
河
津
分

水
補
修
︵
昭
和
６
年
竣
工
︶
の
工
事
を
担

当
し
た
。
青
山
は
大
河
津
分
水
路
の
竣
工

記
念
碑
に
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
で
﹁
萬
象

二
天
意
ヲ
覚
ル
者
ハ
幸
ナ
リ
﹂、﹁
人
類
ノ

為
メ
国
ノ
為
メ
﹂
と
刻
ん
だ
。
こ
の
こ
と

の
意
味
は
、
座
右
の
言
葉
と
し
て
い
た
イ

ギ
リ
ス
の
天
文
学
者
ジ
ョ
ン
・
ハ
シ
ェ
ル

の
﹁
私
は
こ
の
世
を
生
ま
れ
て
き
た
と
き

よ
り
も
、
よ
り
よ
く
残
し
た
い
﹂
に
繋
が

っ
て
く
る
。
高
崎
哲
郎
著
﹃
評
伝
青
山
士

の
生
涯
﹄︵
講
談
社

１
９
９
４
︶
の
書
が

あ
る
。

昭
和
初
期
は
戦
争
の
時
代
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
に
利
水
の
需
要
は
高
ま
っ
た
。

我
が
国
で
ダ
ム
式
調
節
方
法
に
よ
る
河
川

総
合
開
発
事
業
を
唱
え
た
の
は
、
東
京
帝

国
大
学
教
授
物
部
長
穂
と
内
務
技
師
萩
原

俊
一
の
両
氏
で
あ
る
。
こ
の
河
水
統
制
事

業
は
産
業
の
発
展
に
伴
い
河
川
の
治
水
と

利
水
と
の
調
整
を
図
り
、
そ
の
二
つ
の
目



か
ら
の
社
会
で
、
人
間
と
自
然
と
の
関
係

に
つ
い
て
新
し
い
価
値
観
を
構
築
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
提
言
だ
っ
た
よ

う
に
思
う
。

﹁
お
も
ひ
や
り
﹂
と
﹁
共
生
﹂

共
生
に
は
思
い
や
り
が
必
要
だ
、
な
ど

と
い
う
と
ま
す
ま
す
抽
象
概
念
に
陥
り
そ

う
に
思
わ
れ
る
が
、
本
来
の
意
味
か
ら
す

る
と
実
に
含
蓄
の
あ
る
言
葉
で
あ
る
。
大

和
言
葉
の
﹁
お
も
ひ
や
り
﹂
に
は
推
察
す

る
こ
と
、
同
情
す
る
こ
と
、
思
慮
分
別
、

と
い
う
意
味
が
あ
る
か
ら
だ
。

思
え
ば
、
近
代
は
自
然
と
切
り
離
さ
れ

た
﹁
自
我
﹂
の
発
見
か
ら
始
ま
っ
た
。
自

然
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
と
信
じ
て
技

術
を
研
鑽
し
て
き
た
結
果
、
そ
れ
を
過
信

す
る
よ
う
に
も
な
る
。
自
分
以
外
の
存
在

と
己
と
の
違
い
を
認
め
て
と
も
に
生
き
る

こ
と
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
忘
れ
去
ら
れ
て
し

ま
っ
た
感
が
あ
る
。
今
こ
そ
、
自
然
を
も

含
め
た
他
者
を
尊
重
し
、
思
慮
分
別
を
持

っ
て
互
い
を
思
い
や
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
だ
。

そ
う
は
言
っ
て
も
、
他
者
へ
の
思
い
や

り
を
持
つ
こ
と
は
、
常
に
我
慢
を
強
い
ら

れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
長
期
的
視
野
に
立

っ
て
相
手
を
尊
重
す
れ
ば
、
深
い
レ
ベ
ル

で
の
利
益
が
双
方
に
返
っ
て
く
る
。
情
け

は
人
の
た
め
な
ら
ず
、
と
言
わ
れ
る
所
以

求
め
ら
れ
る
も
の

近
頃
、﹁
共
生
﹂
と
い
う
言
葉
が
花
盛
り

だ
。
試
し
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し

て
み
た
と
こ
ろ
、
７
４
８
万
件
に
ヒ
ッ
ト
。

１
９
８
５
年
︵
昭
和
60
︶
ご
ろ
か
ら
本
の
タ

イ
ト
ル
に
も
使
わ
れ
始
め
、
１
９
９
０
年

代
に
入
る
と
爆
発
的
に
増
え
る
。
本
来
、

生
物
学
の
用
語
シ
ン
バ
イ
オ
シ
ス

︵S
y
m
b
io
sis

︶
か
ら
の
翻
訳
語
﹁
共
棲
﹂

が
ル
ー
ツ
で
、
相
利
共
生
だ
け
で
は
な
く
、

一
方
だ
け
が
得
を
す
る
片
利
共
生
関
係
も

含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
巷
で
は
相
利
共
生

と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

﹃
病
と
の
共
生
﹄
と
か
﹃
共
生
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
論
﹄
と
い
っ
た
、
拡
大
解
釈
と

も
い
え
る
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
も
散
見
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。

で
は
、
世
の
中
は
こ
の
よ
う
な
意
味
で

の
﹁
共
生
﹂
を
考
え
る
方
向
に
向
か
っ
て

進
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
否
、﹁
共
生
﹂

で
き
な
い
か
ら
こ
そ
、﹁
共
生
﹂
が
切
実
に

求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
言
葉

が
一
人
歩
き
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

﹁
共
生
﹂
は
耳
ざ
わ
り
の
い
い
、
受
け
入

れ
ら
れ
や
す
い
言
葉
の
よ
う
だ
。
違
い
を

認
め
合
う
こ
と
で
差
別
を
な
く
し
、
と
も

に
生
き
る
こ
と
は
、
誰
に
も
否
定
で
き
な

い
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
行
為
だ
か
ら
だ
。

し
か
し
、
問
題
は
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
あ

る
。﹁
違
い
を
認
め
合
う
﹂
と
言
う
の
は
簡

単
だ
が
、
い
ざ
我
が
事
に
置
き
換
え
る
と
、

実
行
す
る
の
は
至
難
の
業
。
そ
ん
な
に
簡

単
に
﹁
違
い
を
認
め
合
い
﹂、﹁
互
い
の
利

益
を
満
た
す
﹂
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
民

族
紛
争
も
起
こ
ら
な
い
は
ず
だ
。﹁
違
い
を

認
め
合
う
﹂
た
め
に
は
、﹁
何
の
た
め
に
﹂

と
い
う
明
確
な
理
由
づ
け
が
必
要
と
な
る

し
、﹁
ど
の
よ
う
に
﹂
と
い
う
方
法
論
も
不

可
欠
に
な
る
。
つ
ま
り
、
と
も
に
生
き
る

と
い
う
深
い
レ
ベ
ル
で
の
関
係
に
目
を
向

け
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
、
人
間
だ
け

を
中
心
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
生
き
も

の
や
自
然
と
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
も
必

要
に
な
る
。

ミ
ツ
カ
ン
水
の
文
化
セ
ン
タ
ー
10
周
年

で
あ
り
、
節
目
の
30
号
の
テ
ー
マ
に
選
ん

だ
の
も
、﹁
共
生
﹂
を
通
り
一
遍
の
お
題
目

に
し
な
い
た
め
。
各
分
野
の
研
究
者
や
識

者
に
、﹁
何
の
た
め
に
﹂、﹁
ど
の
よ
う
に
﹂

共
生
す
る
の
か
を
横
断
的
に
う
か
が
っ
た

の
が
30
号
の
趣
旨
で
あ
る
。

﹁
今
の
ま
ま
共
生
で
き
な
い
で
い
る
と
、

人
類
も
地
球
環
境
も
立
ち
行
か
な
い
﹂
と

い
う
も
の
か
ら
、﹁
そ
う
い
う
考
え
方
自
体

が
現
・
人
類
の
生
き
残
り
だ
け
を
念
頭
に

置
い
た
も
の
で
長
い
地
球
の
歴
史
を
考
え

た
場
合
間
違
っ
て
い
る
﹂、
と
い
う
厳
し
い

も
の
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
っ
た
。

そ
こ
に
通
底
す
る
の
は
、
資
源
が
有
限
で

あ
る
こ
と
を
自
覚
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
れ

の
可
能
性
﹄︵
新
曜
社
︶

で
は
、
﹁
利
水
﹂

﹁
治
水
﹂
に
加
え
て
﹁
水
循
環
を
維
持
す
る

た
め
に
流
れ
を
守
る
こ
と
を
︿
守
水
﹀
と

呼
び
ま
す
﹂
と
、﹁
守
水
﹂
を
新
た
に
定
義

し
て
い
る
。

創
刊
当
初
は
、
水
と
食
料
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と
は
誰
も
想

像
で
き
な
か
っ
た
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
投

入
さ
れ
る
水
が
、
食
料
と
バ
イ
オ
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
綱
引
き
さ
れ
る
と
も
思
わ
な
か
っ

た
。
温
暖
化
が
進
み
、
降
雨
が
不
安
定
に

な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
水
を
め
ぐ

る
土
地
利
用
や
税
制
ま
で
が
共
生
す
べ
き

対
象
と
な
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

水
が
共
生
対
象
の
象
徴
と
な
る
と
き
、

﹁
何
の
た
め
に
﹂
水
と
共
生
す
る
か
と
い
え

ば
、
健
全
な
水
循
環
を
途
切
れ
さ
せ
な
い

た
め
で
あ
る
し
、﹁
ど
の
よ
う
に
﹂
水
と
共

生
す
る
か
と
い
え
ば
、
こ
の
﹁
守
水
﹂
の

姿
勢
が
ヒ
ン
ト
と
な
ろ
う
。
水
と
人
と
の

か
か
わ
り
を
探
る
こ
と
が
共
生
の
あ
り
方

を
示
唆
す
る
と
す
れ
ば
、
豊
か
な
水
を
与

え
ら
れ
、
そ
れ
に
適
応
す
る
知
恵
を
ス
ト

ッ
ク
し
て
き
た
日
本
こ
そ
、
次
代
に
お
い

て
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
は
ず
で
あ
る
。

当
セ
ン
タ
ー
が
扱
っ
て
い
く
領
域
も
さ

ら
に
広
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
私
た
ち
は
、

共
生
の
理
念
の
も
と
、
こ
の
文
化
資
産
を

常
に
見
直
し
、
発
見
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
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文
化
を
つ
く
る
　

共
生
の
希
望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
部

で
あ
る
。

そ
れ
に
互
い
に
と
っ
て
利
益
が
あ
る
こ

と
で
な
い
と
、
そ
う
そ
う
関
係
は
続
け
ら

れ
な
い
。
今
後
は
、﹁
深
い
レ
ベ
ル
で
の
共

生
関
係
﹂
を
見
据
え
、
双
方
が
得
を
す
る

道
筋
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
だ
ろ

う
。
そ
の
こ
と
が
共
生
関
係
を
模
索
す
る

訓
練
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
こ
れ
に
真
剣
に

取
り
組
ん
だ
ら
、
共
生
が
単
な
る
き
れ
い

ご
と
で
収
ま
る
は
ず
が
な
い
。
結
局
の
と

こ
ろ
、
共
生
と
は
、
目
標
の
到
達
点
で
は

な
く
、
自
分
以
外
の
存
在
︵
自
然
も
含
め

て
︶
を
尊
重
す
る
こ
と
に
価
値
を
認
め
る

文
化
な
の
で
は
な
い
か
。

水
の
存
在

ミ
ツ
カ
ン
水
の
文
化
セ
ン
タ
ー
は
﹁
水

と
人
と
の
か
か
わ
り
﹂
に
光
を
当
て
続
け
、

清
め
と
汚
れ
、
水
道
、
里
川
、
茶
、
排
水
、

雨
、
水
管
理
、
消
防
、
湿
気
、
温
泉
、
水

ビ
ジ
ネ
ス
、
舟
運
、
温
暖
化
、
小
水
力
、

漁
業
と
、
多
様
な
領
域
の
水
文
化
を
探
っ

て
き
た
。

そ
の
中
で
学
ん
だ
の
は
、
水
は
健
全
に

循
環
す
る
こ
と
で
、
人
や
環
境
に
多
く
の

恵
み
を
与
え
て
き
た
、
と
い
う
事
実
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
利
水
の
側
面
だ
け
で
は
な

く
、
治
水
に
お
い
て
も
人
間
は
水
と
折
り

合
い
を
つ
け
て
き
た
。
２
０
０
６
年
︵
平
成

18
︶
に
当
セ
ン
タ
ー
が
発
行
し
た
﹃
里
川
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特集「水回り」（仮）

家庭で水とふれる場所といえば台所、トイレ、風

呂、洗い場といった「水回り」。

「清潔感と風呂・洗い場」「食の変化と台所」「屎

尿利用・下水普及とトイレ」と、特集してきまし

たが「家の消費空間化と水回り」についてはほと

んど触れてきませんでした。

いったい「水回り」とは、どのような文脈で語る

ことが適当なのでしょうか。

『水の文化』に関する情報をお寄せください

本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水とのかかわり」に焦点

を当てた活動や調査・研究などを紹介していきます。

ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる地域に根差し

た調査や研究などの情報がありましたら、自薦・他薦を問いませんので、

事務局まで情報をお寄せください。

ホームページのお問い合せ欄をご利用ください

http://www.mizu.gr.jp/

水の文化バックナンバーをホームページで

本誌はホームページにてバックナンバーを提供しています。

すべてダウンロードできますので、いろいろな活動にご活用ください。

編
集
後
記

◆
人
間
が
自
分
以
外
の
事
物
と
共
通
の
生
命
を
持
つ
と
い
う
発

想
＝
共
生
と
い
う
概
念
も
あ
る
ら
し
い
。
生
命
で
は
大
袈
裟
か
も

知
れ
な
い
が
、
も
う
少
し
客
観
的
に
、
ま
た
謙
虚
に
、
他
者
中
心

的
に
考
え
て
行
動
で
き
れ
ば
、
実
の
あ
る
共
生
も
生
ま
れ
る
の
で

は
な
い
か
。︵
新
︶

◆
機
関
誌
﹁
水
の
文
化
﹂
も
今
号
で
30
号
。
私
は
23
号
か
ら
の
参

加
だ
が
、
取
材
す
る
中
で
多
く
の
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
・

気
づ
か
な
か
っ
た
水
と
人
と
の
か
か
わ
り
や
知
恵
に
触
れ
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
も
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
通
し
て
よ
り
多
く
の
人
に
﹁
水

の
文
化
﹂
の
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。︵
百
︶

◆

設
立
の
準
備
段
階
か
ら
数
え
る
と
も
う
12
〜
13
年
に
な
ろ
う
か
。

正
直
こ
こ
ま
で
展
開
す
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
水
と
い
う
言
葉

に
文
化
と
く
っ
つ
い
た
だ
け
で
何
と
広
が
る
こ
と
か
。
毎
回
訪
ね

る
取
材
先
の
方
々
に
た
く
さ
ん
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
が
水

の
文
化
と
関
係
が
あ
る
の
？
　
と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
ま
ま
あ
っ

た
。
堅
く
な
ら
ず
難
し
く
な
ら
ず
生
活
者
視
点
を
忘
れ
ず
に
水
の

文
化
と
か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
と
強
く
思
う
。︵
ゆ
︶

◆

共
生
。
こ
ん
な
大
問
題
を
気
軽
に
語
れ
る
わ
け
が
な
い
。
何
し

ろ
ば
い
菌
と
も
、
電
車
内
の
不
良
学
生
と
も
、
う
る
さ
い
ペ
ッ
ト

と
も
仲
良
く
な
れ
な
い
し
、
仮
に
仲
良
く
な
っ
て
も
、
そ
れ
が
望

ま
し
い
社
会
に
直
結
す
る
か
ま
っ
た
く
保
証
さ
れ
て
い
な
い
。
共

生
と
は
、
目
標
で
は
な
く
、﹁
社
会
が
許
容
で
き
る
幸
せ
﹂
を
考
え

る
た
め
の
原
初
状
態
の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。︵
中
︶

◆

人
間
と
水
と
の
関
係
は
、
先
人
の
知
恵
や
努
力
の
蓄
積
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
歴
史
、
そ
し
て
水
の
存
在
自
体

に
﹁
あ
り
が
と
う
﹂
と
言
え
る
心
を
持
ち
続
け
、
次
代
に
伝
え
る

こ
と
。
こ
れ
が
共
生
関
係
を
持
続
さ
せ
る
秘
訣
で
あ
ろ
う
。︵
緒
︶

◆

自
然
が
モ
デ
ル
に
な
っ
た
技
術
が
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
。
あ

る
タ
イ
ル
メ
ー
カ
ー
か
ら
は
汚
れ
に
く
い
外
壁
材
が
開
発
さ
れ
た
。

表
面
に
水
の
膜
を
保
持
す
る
こ
と
で
、
汚
れ
が
つ
い
て
も
雨
が
降

れ
ば
簡
単
に
流
れ
落
と
し
て
く
れ
る
と
い
う
。
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た

の
は
祖
先
が
６
億
年
も
前
に
遡
る
カ
タ
ツ
ム
リ
の
殻
で
あ
る
。︵
力
︶

◆

折
り
合
わ
な
い
相
手
と
共
に
生
き
る
こ
と
の
何
と
難
し
い
こ
と

よ
。
し
か
し
、
マ
ザ
ー
は
気
に
せ
ず
に
善
を
行
な
え
、
と
い
う
。

彼
女
が
我
慢
と
忍
耐
で
な
く
、
喜
び
に
あ
ふ
れ
て
生
き
た
こ
と
が
、

未
来
の
希
望
で
は
な
い
か
。︵
賀
︶

水の文化

Information



表紙上：山梨県北杜市長坂町にある三分一湧水。農業用水を均等に分配させるため、湧出口の分水枡に三角石柱を置き、三方向に流
水を分岐させたもの。共生には、豊かな自然の恵みを分かち合ってきた人たちの智恵と蓄積を継承していく手立てが必要だ。

表紙下と裏表紙上：2003年に開催された京都こども水フォーラム。Tシャツをウコンで染める体験プログラムで冷えきったしまった
子供たち。身体をストーブで暖めるうちに、自然と掛け声とともに手拍子が始まった。さまざまな国の言語やリズムがいつ
の間にか一つになり、Ｔシャツ完成の祝いと慰労を歌い上げる。協働あってこその共生として、忘れられない一コマだ。

裏表紙下左：2005年の渇水で早明浦（さめうら）ダムは湖底を見せた。あらわになった湖底は、自然と共生すること以上に人と人と
が利害を超えてともに歩む難しさを静かに物語っている。

裏表紙下中：豪雪地帯の大変さは、地元に重くのしかかるが、雪は春まで水を蓄えてくれてもいる。温暖化によって雪が雨になれば、
降水量は同じでも貯水とは呼べなくなっていく。

裏表紙下右：スペイン・アルメリアの点滴灌漑を、この目で初めて見て感じたのは、つくづく豊かな水に囲まれて生きてきたのだ、
ということ。こうしたかけ離れた感性も、必要なときに必要な量の水が手に入れられなくなったら、取り入れざるを得なく
なるのだろうか。

水
の
文
化
　
２
０
０
８
　
30


	水の文化　30号

	ご挨拶　-　中埜又左エ門和英 
	「水の文化」総目次
	特集　 「
共生の希望」
	地方都市と水の共生　-　陣内秀信

	沖大幹のスペイン・サラゴサ万博レポート
	水と持続可能な開発
	アジアと日本の水文化
 　-　鳥越皓之
	ITで実現される理想社会　-　藤本淳
	進化する工場の水処理思想　-　今岡孝之

	今、必要な報道とは　-　池上彰

	水都大阪を盛り上げる水陸両用バス　-　須知裕曠

	共生とは何か　-　山折哲雄

	技術にも自治がある　-　大熊孝
	水の文化書誌21《河川思想の変遷》　-　古賀邦雄

	文化をつくる　共生の希望　-　編
集
部

	水の文化　Information



